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module 01

04月08日　新美たまも

──体育館に響き渡る、校歌斉唱。

module 02

04月08日　和泉葉介

──波乱万丈の学校生活を送ってきた俺も、とうとう今日、高校生になる。

module 03

04月16日　新美たまも

──授業終了のチャイムが鳴る。

module 04

05月07日　新美たまも

──連休が、明けました。

module 05

05月16日　和泉葉介

──午後の授業中、西井さんが慌てた様子の先生に呼ばれて、そのまま早退をした。

last module

05月27日　和泉葉介

──彰義隊の墓は、上野公園の西郷隆盛像の裏側に、ひっそりと建っていた。

あとがき






「この世の中は、まるで噓うそっぱちなのだよ」

　子供たちからソリッドと呼ばれているホームレスが、僕に言った。




「噓で飾かざられた仕組みの中で、噓で飾られた人間たちが生きている。それがこの世なのだ。そこでは真実なんてものに、これっぽっちも価値はない」

　なにも言わずに、僕はソリッドを見ていた。

「一番大切なこと、それは納なつ得とくすることだ。噓でも納得したり、噓でも納得させることが一番重要なんだ。人々が求めるものは真実なんかじゃなく、納得だ。人間って生き物は、<真実>に基づいて生活しているのではなく、<納得>に基づいて生活しているものなのだよ」

　ソリッドのバラバラの目玉が、僕の顔を覗のぞき込んだ。

「いいかい、坊ぼつちゃん。真実なんてものを求めてはいけない。真実ばかりを求めていると、人間は一人ぼっちになってしまう。そして完全に一人ぼっちになってしまった人間にとって、もはや真実なんてものに価値はなくなるのさ。……後に残るもの。それは冥めい王おう星せいのように絶望的な孤こ独どく、それだけなのだよ」

　ソリッドの喉のどから、雑音としか思えない笑い声が響ひびいた。もしかしたら、あれは泣いていたのかもしれないと、僕はずっと後で思った。
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04月08日　新にい美みたまも




　体育館に響ひびき渡わたる、校歌斉せい唱しよう。開け放たれた窓のカーテンがそよぎ、春の風に運ばれた数片の桜が宙を舞まいました。

『都と立りつ池いけ之の端はた高校　入学式』

　達筆の特大文字が、誇ほこらしげに体育館の舞ぶ台たいに掲かかげられています。……天国のおばあちゃん。私ってば、高校生になったんだよ。

　中学生から高校生へ。……なんだか急に、自分が大人になった気になっちゃうのは、私だけなのかな。肩かた書がきが変わっただけなのですが、もう半分大人になっちゃったような気分。イメージ的に、中学生＝最高クラスの子供、高校生＝最低クラスの大人って感じがするんですよね。当たり前の話なのかな。中学を卒業して即そく社会人になるヒトもいるわけだし。

　そうでした。もう義務教育じゃないんですよね。

　薄うす皮かわを剝むいたゆで卵みたいなオデコをした校長が、壇だん上じようで長々と言葉を続けています。それによると、これから私たちには、義務などという受け身の行動ではなく、なんでも自分の意志で行動する自主協調の精神が求められる、とのこと。

　……まぁ、いまいちピンと来ない話なわけですが、確かに私はこれから積極的に自分を変えてゆく必要があるんだろうな、とか思ったりもします。

　私はなんというか、オトコのコが嫌きらいです。中学が女子校だったせいなのでしょうか、私はオトコのコに接しないまま、思春期というものをやり過ごしてしまった感があります。いつの間にか周りの同級生たちが、他校の誰だれ々だれがカッコいいだとか、好きだとか嫌いだとか告白だとか、急にラジカルな話をし出すのです。私には、どうして同級生たちがいきなりそんなオトナみたいな話題をふりまくのかが不思議でした。……でも、それは同級生たちが特別オトナということではなかったのです。単に、私が子供っぽかっただけなのでした。

　気がつくと、私はオトコのヒトが苦手になっていました。駅員さんとかお医者さんとか、テレビの中のボクシング選手なんかは大だい丈じよう夫ぶなのですが、特に同年代のオトコのコだと、変に緊きん張ちようしてしまうのです。

　だがしかし、だけれども！　今日から私はもう、高校生なのです。一歩、大人になったのです。これはたぶん、自分を変えるチャンスなんじゃないかと思うのです。あの校長の広いオデコのように、私は自分自身の殻からをうち破って、薄皮まで綺き麗れいに剝いてしまうべきなのです。

　たとえばこの入学式。当然、今日入学したばかりの私は、校歌なんて歌えません。さきほどは上級生の歌声を聞いているほかありませんでした。だけど、式の最後に歌われる国歌は違ちがいます。私にも歌えます。恥はずかしいとか、そんな言い訳はしません。私がこの行事に貢こう献けんできるチャンスは、この国歌斉唱しかないのですから。




♪きぃ～みぃ～がぁぁあ～よぉ～お～は～




　義務だからという受け身の声ではない、殻からを破る意志を持った私の歌声が、みんなの声と重なります。恥はずかしさとか、そういうのは全部とっぱらって、これから素す敵てきな高校生活を送るんだという、決意を込めて熱唱するのです。……うん、なんだか気持ちがいい気がする。




♪さぁぁざぁぁれぇ～




　そんな感じで、気分よく歌っているとき、……ふと、私を見る視線の存在に気がつきました。前の列の男子がひとり、振ふり返ってじっと私のことを見ているのです。わりと長身の私より、ずっと背が高いみたい。……吸い込まれるような、不思議な瞳ひとみ。ドキッとして、とたんに自分の顔が真っ赤になってゆくのがわかりました。

　なに、見てるのよ。ヒトが気持ちよく歌っていたのに！

　私はオトコのヒトに見つめられることに、慣れていません。恥ずかしくなってしまいます。すぐに私はその瞳から目線を外しましたが、私の顔はじんじんと熱くなってゆき、歌声はどんどん小さくなってゆくのでした。




♪こぉ～けぇ～のぉ～




　終しゆう盤ばんにはもはや、私は歌うことなんてできずに、唇くちびるを嚙かんでいるほかありませんでした。チラッと、さきほどの男子のほうを見てみる。……やだ、まだこっちを見てる。なんなのよ、アンタのせいで、入学式が台無しじゃない！

　真しん剣けんな顔で、その男子は私を見ています。愁うれいを帯びたような、優やさしげなような、不思議な瞳。なんというか、ちょっとカッコいいのかも。ちょっとだけね。

　……でもでも、なんなのよ！　ちゃんと前向いて、歌いなさいよね！　なんで私がこんなにドキドキしなきゃ、いけないのよ！

　音楽が止まり、合唱が終わりました。それとともに、じろじろと私を見ていた男子も、何事もなかったかのように元どおり前へ向き直りました。……残ったものは、顔を赤くした私と、痛いくらいに強く打つ心臓。

　なさけない。やるせない。なんなのよ！　私は前列に並ぶ男子どものツムジに怒いかりをぶつけました。……同級生の男子と目と目が合っただけで、これです。これから私はこの適者生存・弱肉強食の世の中で、マトモに生きてゆくことなんてできるのでしょうか。私は共学なんかじゃなく、無理せず女子校へ進学すべきだったのではないでしょうか。そして宝たから塚づか歌劇団へでも就職して、団員のお世話をしながら、一生女子だけに囲まれて生きるべきだったんだわ！

　ああ、入学一日目にして、早くも後こう悔かいの念。でも、ここで負けちゃだめ。去年亡なくなった私のおばあちゃんは、大学までずっと全ぜん寮りよう制の女子校だったそうです。学校を卒業してから、男性との接し方にひどく戸と惑まどったと言っていました。私に強く、共学の高校への進学を勧すすめたのも、おばあちゃんでした。……おばあちゃん、私負けない。がんばってみる！




　滞とどこおりなく、入学式はそのプログラムを消化し、新入生たちがそれぞれの教室へ入ります。私のクラスは一年二組でした。初めて入る教室。でも、なんとなく見慣れた風景。まぁ、教きよう壇だんも黒板も机も、中学時代と大差はないわけだしね。机は中学のときより、ちょっと大きいのかな。

　担任に促うながされ、男女混合の名前順に席につきます。続けてクラス全員の自己紹しよう介かい。ちょっとドキッとしたんですが、入学式で私を見ていた男子も、同じクラスでした。考えてみたら、私の前列にいたんだから、当たり前か。

　名前は、和泉いずみ葉よう介すけ。ぶっきらぼうな感じのしゃべり方で、「高校生活の抱ほう負ふは、普ふ通つうに過ごすこと」ですって。なによそれ。入学式でいきなり女のコの顔をじろじろと見ることが、普通？　……そんなわけないでしょ！　あの男は危険、取とり扱あつかい注意、キープアウト。きっと接せつ触しよく妊にん娠しんしてしまうような、悪あく魔ま的な女ったらしに違ちがいないのです。オンナのカンってやつです。なめられて、たまるもんですか！

　しかし、刻々と迫せまってくる、私の自己紹介。……ヤバい、緊きん張ちようしてきた。クラスじゅうの目玉が自分に向けられるプレッシャーに、私は耐たえられるのでしょうか。でも、やるしかありません。いったら～！




「に、新にい美みたまもです。たまもという名前は、両親が水玉模様が好きだったからだそうです。中学は女子校でした。将来は宝たから塚づかで働きたいです。よ、よろシクお願いします！」




　ふう、上出来。よくやったわ。私ってば、やっぱり高校生になって、確実に成長をしているのね。安あん堵ど感に包まれて席についたとき、なにやら教室中の視線が、私の後方に集まるのを感じました。

　振ふり向きました。……そこにいたのは、天使でした。

　彼女には大女優用の照明でも当たっているのでしょうか。なんだかキラキラと光っているような、圧あつ倒とう的に、爆ばく発はつ的に見み目め麗うるわしい美少女が、そこにおわせられるのでした。彼女の名前は、西にし井い百ゆ合り亜あちゃん。なんとロシア人とのハーフらしいです。お母さんがロシア人とのこと。

　自己紹介の最後、キラッと微ほほ笑えんだ彼女に……クラス全体が撃うち抜ぬかれました。私も、撃ち抜かれました。かわいいのです。ありがたや、ありがたや、と手を合わせたくなってしまうほどなのです。

　自己紹しよう介かいタイムの終しゆう了りようとともに、彼女の前の席という絶好の地の利を生かし、私は西にし井いさんに話しかけるのでした。

「西井さん、お願い！　私の友達になって！」

　いきなりの私の素すっ頓とん狂きような要望に少し彼女は戸と惑まどったようですが、すぐに「こちらこそお願い」と微ほほ笑えんでくれました。その笑顔がまた、かわいいこと。ああ、ありがたや、ありがたや。

「ちょ、新にい美みさん、どうして手なんて合わせるの？」

「いやぁ。西井さんがあまりにかわいいから、つい」

「なにそれｗ　……でも私、そんなかわいくなんて、ないよ」

　少し、西井さんの声のトーンが落ちました。なんか、意外な反応。そして……

「私は、新美さんみたいに、なりたい」

「……うそ」

「本当だよ」

　私、からかわれてる？　……でも、西井さんの顔は真しん剣けんそのものです。彼女がそんなに意地の悪い人間とも思えません。

「顔、真っ赤だよ。新美さんって、かわいい」

「もう！　やっぱりからかってるんじゃん！」

　西井さんが微笑みました。……天使みたいな、笑顔でした。




　今日は入学式と自己紹介だけで解散です。

　家に帰って、制服のまま、鏡の前に立ってみる。なんだか、西井さんに言われた言葉が、私の頭をぐるぐるとめぐっていました。

『私は、新美さんみたいに、なりたい』

　……そんなわけ、ありません。私は今日見た西井さんの容姿を、鏡にイメージしました。

　言げん及きゆうしませんでしたが、実は西井さんは「ハラショー！」と叫さけびたくなるほど胸が大きいのでした。それはもう、巨きよ乳にゆうでいらっしゃる。超ちよう高校級でいらっしゃる。

　鏡の中の、私の胸はというと、……黙もく秘ひします。ムキィィィ！




　私が高校に入学をした日。いきなり西井さんという超絶美少女と友達になれた、ラッキーな日。……でも、私は今日ほど、スラブ民族のＤＮＡを嫉ねたんだことはありません。……はぁ、ため息。
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04月09日　新にい美みたまも




　今日はオリエンテーションの日です。担任の大おお橋はし先生の案内で、学校のルールや各種施し設せつの説明を受けました。まぁ、特に変わったものがあるわけでもなく、案内なんてすぐに終わったんですが、教室に戻もどった大橋先生の口からは、教師らしからぬ言葉が。

「今日は天気もいいし、親しん睦ぼくを兼かねて、クラス全員でお花見に行きましょう！」

　え？　そんなノリでいいの？　……でも、大賛成。




　私たちが通う池いけ之の端はた高校は、上うえ野の公園のすぐ西側がわ、東とう京きよう芸げい術じゆつ大学や上野動物園なんかがほど近ちかい位置に建っています。近くの上野公園は桜の名所なのですが、この時期は混んでいるし、なにより酒臭くさくて高校生にふさわしくないそうです。そこで先生が提案した目的地が、谷や中なか墓地。……え～と、墓地って高校生にふさわしい？　まぁいいか。

　学校から墓地までは、徒と歩ほ圏けん内ない。クラス全員でぞろぞろと歩いてゆくわけですが、当然、私の隣となりには西にし井いユリアちゃん。今日もユリアちゃんは、かわいい。でも、横からだとどうしても、ユリアちゃんの巨きよ乳にゆうに目がいってしまうのであります。

「……ユリアちゃんってさ、すごく胸、大きいよね」

　自然と私は、隣を歩くユリアちゃんにそんな言葉を吐はいてしまいました。ところがどういうわけか、ユリアちゃんはひどく沈しずんだ表情に。

　どうやらユリアちゃんはかなり真しん剣けんにクラシックバレエを習っているらしく、胸が大きいと、ものすごく不利なんだとか。よくわからないけど、回転軸じくがどうとかそんな説明をしてました。三年くらい前からどんどん胸が大きくなって、今はスランプなのだそうです。

「私には、たまもちゃんのスタイルがうらやましい」

　真ま面じ目めな表情で、ユリアちゃんがそんなことを言います。でも……う～む、この気持ちは何だろう。ユリアちゃんがどう思っていようが、所しよ詮せんユリアちゃんと私は、持つ者と持たざる者なのであります。私としては、大は小を兼かねるだろう、とか思っちゃうんですよね。

　なんだか貧しい少年がお城のお姫ひめ様に「あなたはいいわね、自由があって」とか言われたような気分です。貧しい少年な私としては「お前のほうがええわい！」と叫さけびたい。ユリアちゃんに悪気はないんだろうけど、なんだか複雑な気持ちになりました。

　そんな、ビミョーな気分になったとき……

「あの～。お二人で、聞き捨てならない話をしてるように聞こえたんですが……」

　突とつ然ぜん後ろから、もう一人の女のコに話しかけられました。

「あ、ごめんなさい。アナタたちお二人に興味があって……。私、加か納のうクレタっていいます」

　髪かみはショートで、おっとりとしたしゃべり方。どことなく天然というか、不思議な雰ふん囲い気きの女のコでした。

「よろしくね、クレタちゃん。私は新にい美みたまもって……」

「知ってます。……昨日、自己紹しよう介かいで聞きました」

　そりゃ、そうだけど……。このコは既すでにクラス全員の顔と名前が一いつ致ちしているんでしょうか。

「新美さんって、女子校出身なんですよね？」

「え……ああ、そうだよ。中学校は女子校だったわ。あと、敬語じゃなくてもいいんじゃない？　同級生なんだし」

「……あの、女子校って、やっぱり〝紅薔薇さま〟とかの風習、あるの？」

「へ？　ベニバラ？　……それって、宝たから塚づかの話？」

「……いや、知らないなら、いいです」

　わけが、わかりません。キョトンとしている私の顔を見て、心なし残念そうな表情をする彼女。しかしすぐに顔の輝かがやきを取り戻もどし、加か納のうクレタと名乗るその少女は、ユリアちゃんのほうへ顔を向けるのでした。

「西にし井いさん」

「は、はい」

「アナタの百ゆ合り亜あという名前、ご両親は何か特別な願いを込めてつけたんだと思うの。……何か聞いていない？」

　ユリアちゃんは、天使の笑え顔がおでその質問に答えました。

「特別な願い、なんて、別にないと思うよ。ユリアって名前自体はロシアでは一般的な名前で、漢字の百合亜はただの当て字だよ」

「そういう、表向きの話じゃなくて……」

「名前なんかに、表とか裏とか、あるの？」

　こんな不思議問答に対しても、ユリアちゃんは笑顔で気品漂ただよう対応をします。さすがです。私は二人の会話に、口をはさんでみました。

「ところでさ、クレタって名前も十二分に変わった名前じゃない。なにか裏の由来とかあるんじゃないの？」

「私のことなんて、どうでもいいんです！　問題は、アナタたちのことなんです！」

　突とつ然ぜんクレタちゃんが強い口調で返してきて、私はビックリしてしまいました。ユリアちゃんも驚おどろいています。ボソボソと、クレタちゃんは言葉を続けます。

「私って、こういう霊れい感かん、あるんです。アナタたちのことは、これからもしっかりと観察させていただくわ」

　え？　……なによ、霊感って。怖こわい話なら私、聞かないからね！




「さあ、着いたわよ！」

　前方で、先生の声。そうこうしているうちに、目的地である谷や中なか墓地に到とう着ちやくしたようです。

　桜、桜、桜！　十一分ぶ咲きといった感じでしょうか。ところどころ葉桜も見えますが、それでも十分満開といっていい桜並木。散り始めた桜の花びらが絨じゆう毯たんのように土を覆おおっていて、視界いっぱいに、ピンク色の世界が広がります。ああ、生きててよかった！

　ユリアちゃんとクレタちゃんは、何やら花言葉とかの話をしています。しかしいま、私のすべきことは夏に咲く百ゆ合りの話なんかより、目の前の桜の花を堪たん能のうすることなのです。

　桜並木を見上げます。木々に咲き誇ほこった淡あわいピンクの花も美しいですが、風が吹ふくとはらはら落ちる花びらたちはとても幻げん惑わく的で、まるでファンタジーの世界にいるよう。なんだか心がウキウキしてしまいます。

　だ・け・ど、ここは墓地。満開の桜には生命の息吹いぶきを感じますが、ピンク色のカーテンの隙すき間まに見えるねずみ色のお墓は、紛まぎれもなく死の象しよう徴ちようなのであります。なんとも矛む盾じゆんした光景なのですが、それってむしろ芸術的？　……とにかく不思議な気分になってしまう空間なのでした。

　そんなことを思いながら、それとなく一人で墓地の小道を歩いていると、少し強めの春の風。その風に巻かれた花びらが、一いつ斉せいに空に舞まい上がったのでした。重力に逆らう、ピンクの渦うず。ウッヒョーッ！　なんか感動しちゃって、両手を広げて空を見ました。そうしてピンクの空を見ていたら……




　ドスン！　突とつ然ぜん後ろから、タックルされました。




　思いっきり転んだので、「なにするのよ！」と勢いよく振ふり返ると……すごく近くに、男のコの顔。心臓が、止まるかと思いました。

　この顔には見覚えがあります。和泉いずみ、葉よう介すけです。でも、ち、近いわ、どうしよう。昨日と同じ、……吸い込まれるような、不思議な瞳ひとみ。和泉葉介は真しん剣けんに、まっすぐ私の目を見ていました。……そして、ナナント彼の手が、私の手に触ふれてしまっているではありませんか。

　私より温かい手。ちょっ、やだ、うそ、限界以上に心臓が鼓こ動どうして、顔が熱くなってしまいました。なんだって、そんな温かい手をしてんのよ、変態！　恥はずかしい、ああ恥ずかしい。男子と手が触れ合っただけで、こんなに顔が熱くなっちゃって……。どうしよう、今すぐ家に帰りたい！

　和泉葉介が、驚おどろいたように私から手を放しました。その不思議な瞳を、私から外します。……しばらくの、沈ちん黙もく。私は緊きん張ちようのしすぎで、金かな縛しばりのように身動きがとれないでいました。

「墓石」

　ぼそっと、和泉葉介が言いました。その指の向こうに、倒たおれた墓石。場所はさきほど私が空を見上げていた所です。……え？　もしかして、その墓石が倒れて私を直ちよく撃げきしようという惨さん事じから、アナタが救ってくれたってこと？　しかし、墓石が倒れるって、いったいどういうわけ？

　でも、助けてもらったというのなら、お礼を言わなくてはなりません。

「あ、ありがとう……」

　当とう惑わくしながらも、必死に私は言葉をひねり出したのでした。

「いや」

　彼はそれだけ言い、自分の膝ひざについた土を払はらい、そしてそっけなく、皆みなのほうへ行ってしまいました。実に、そっけない。残されたのは、ヒトになりたての人にん魚ぎよ姫ひめのような格好で横たう私。なんというか普ふ通つうもっとこう、あるだろ。いったい何だったんだ……。




　和泉いずみ葉よう介すけ。極きよく端たんに無口なヤツかと思いましたが、男子たちとは普通に話をしているようです。特に、鋭するどい目をしたメガネの男子と仲が良さそうにしています。あんなぶっきらぼうな感じの和泉葉介と、問題なくコミュニケーションをとるあのメガネ男子のことを、私はひどくモヤモヤした気持ちで見つめていました。姿勢がすごく良くて、所作になんだか隙すきがありません。マンガに出てくる秀しゆう才さいとか、生徒会長とか、そんなイメージ。

「……天てん王のう寺じくんが、気になるの？」

「うわ！」

　いきなり後ろから声をかけられて、私は本当に驚おどろいてしまいました。

「……なんだ、クレタちゃんか。ビックリさせないでよ」

「天王寺くんは、新にい美みさんとは無む縁えんの存在」

「彼を、知っているの？」

「おんなじ中学だったの。たぶん、私は彼以上に彼のことを知っている」

　このコは、なにを言っているのでしょうか。わけがわかりません。

　クレタちゃんの視線が、前方で天王寺くんと話をしている和泉葉介のほうに移りました。

「それにしても、……天王寺くんがニンゲンに興味を示すなんてね。……本当に、久しぶりのことだわ」

　そう言うと、クレタちゃんはオカルティックな表情で、クククと不気味に笑うのでした。え～と、この場面で私がとるべきリアクションを、誰だれか教えてください。

　結局それからユリアちゃんとおしゃべりをして、歩いて学校へ帰って、今日はおしまい。




　家でお風ふ呂ろに浸つかっていると、……なぜか唐とう突とつに、和泉葉介の手の感かん触しよくを思い出してしまいました。もしかして私が、オトコのコの手に触さわったのって、あれが初めてだったりした？　う～ん、わかんない。でもとりあえず、あれはノーカウントってことで。……もう寝ねよう。
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04月11日　新にい美みたまも




「たまちゃんと、ユリアちゃん。あの、今日の放課後、近所でお茶しない？」

　休み時間、私たちの席までやって来たクレタちゃんに、お茶に誘さそわれました。

「いいよ。いくいく～」

　私は即そく答とうして、後ろの席の天使をチラ見。ユリアちゃんは、申し訳なさそうな表情で指先を合わせています（その表情がまたかわいいぞ、このやろう）。

「ごめんなさい。私、バレエの練習があって……」

「そっかぁ。大変だねぇ。じゃ、お茶はまたこんｄ……」

　私のセリフを遮さえぎるように、クレタちゃんが私の手を強く握にぎりました。

「今日じゃなきゃ、ダメなの！　たまちゃんだけでも、来て！　お願い！」

　へ？　どういうことよ？　……放課後になって、わけのわからないまま私は、学校近くの和わ菓が子し屋に引っぱられてゆきました。




　そこは江戸時代の茶屋みたいにお店で食べられるタイプの和菓子屋で、赤い布がかけられた長なが椅い子すに、私とクレタちゃんは腰こしをかけました。自分から誘ったにも関かかわらず、クレタちゃんは緊きん張ちようした面おも持もちで黙だまって座っています。

　しばらくして、ガラガラと店の入口の引き戸が開きました。そこに現れたのは、……クレタちゃんでした。……え？　クレタちゃんが、二人？

　当とう惑わくする私を置いてけぼりにして、新しいクレタちゃんは私の顔を見てどんどん近づいてきます。

「へぇ～、ちゃんと普ふ通つうの友達できてんじゃん、クレタ。安心したわ」

「わ、私だって、やるときはやるのよ」

　よく見たら、目の前のクレタちゃんは長い髪かみを二つに結んでいました。私の横に座っているクレタちゃんは、ショートカットです。私たちの前に立つ長い髪のほうのクレタちゃんが、少しかがんで私の顔を覗のぞき込みました。

「というか、普通どころか、すげーかわいいじゃん」

「本当はね、もう一人、美少女を連れてくる予定だったんだけど、なんだかやんごとなき用事があるらしくて……」

「いやいや驚おどろいた。あんたが一人で友達作りができるなんてね」




　あの～、ちょっと説明してもらえませんでしょうか？




「ああ、ごめん。たまちゃん」

　クレタちゃんが立ち上がって、同じ顔をした彼女の紹しよう介かいを始めました。

「こっちは私の双ふた子ごのお姉ちゃん。髪かみ型がたが違ちがうから、すぐ見分けつくでしょ？」

　こちらを見て微ほほ笑えむ、髪の長いお姉ちゃん。

　……どうやらこの双子の姉にとっても、妹・クレタの性格はかなり特とく殊しゆらしく、友達ができるのか心配したのだそうです。今日のこのお茶会（？）の目的は、クレタちゃんの友達を姉に紹介することだった、というわけです。

　一いち卵らん性せい双そう生せい児じらしいのですが、姉妹の性格は正反対。クレタちゃんがどこかノホホンとして天然っぽいのに対して、お姉さんのほうはテキパキしててハッキリものを言うタイプです。お姉さんも私たちと同じ池いけ之の端はた高校一年で、クラスは隣となりの三組。姉妹の家はここからほど近くの、よく外国人観光客なんかが泊とまる日本旅館らしく、学校までは歩いて通っているとのこと。

「……それってさ、二人はここが地元ってことじゃない？」

「まぁ、そういうことになるわね、一応」

　ウヒョーッ！　素す敵てき！　私はまだ学校周辺のことを、ぜんぜん知らないのです。いま、抹まつ茶ちやをすすっているこの和わ菓が子し屋のことだって、この姉妹がいなければ私はずっと知らないままだったでしょう。

　すぐさま私は、この上うえ野の周辺を案内してもらう固い約束を、姉妹と交かわしたのでした。




　その後は三人で長なが椅い子すに並んで座りながら、さくら餅もちを食べ、あれこれどうでもいい話を始めました。まぁ、まったく生きるためには役立たない話なのですが、……にんげんだもの、こういう楽しい時間は絶対必要なのですよ。

　姉のほうは、本当によくしゃべるヒトで、和菓子の『さくら餅』はソメイヨシノがモデルで、『道どう明みよう寺じ』は八重桜がモデルなんだと、持論を熱く演説していました。……本当なのかな？

　妹のほうは、聖しよう徳とく太たい子しのことが好きらしい。なんだそりゃｗ　歴史好きな女性は意外と多いという話は聞いていますが、戦国時代とか幕末とかでしょ？　普ふ通つうは。やっぱりクレタちゃんは、ちょっと変わったコのようです。

　顔は本当にそっくりなんですが、実に対照的な姉妹です。

「そういえば、聞いてなかったんだけどさ──」

　私は、いままで重要な質問をしていなかったことに気がつきました。

「──お姉さんって、何て名前なの？」

「あれ、言ってなかったっけ？　悪い悪い」

　お姉さんは私と向き直って、姿勢を正しました。

「私の名前は、マルタ。加か納のうマルタ。マルタって呼んでよ」




　双子の姉妹……加納マルタと、加納クレタ……。え～と、……裁判長!!　加納家両親の精神鑑かん定ていを要求します！
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04月14日　新にい美みたまも




　体育は好きです。運動は得意なのですよ、私。今日は高校最初の体育の授業がある日で、私は昨日の夜から、結構楽しみにしていたのでした。フフフ、いままでの私は、潜せん在ざい能力の三十パーセントしか力を発揮していなかったのです。私の本当の姿を、存分に見せてやろうじゃないのさ！

　……がしかし、今日の体育はただのストレッチ。ガッカリです。まぁ、入学して最初の体育なんて、こんなものでしょうか。

　体育の内容なんてふっ飛ぶくらい、鮮せん烈れつな印象を残したもの。それは更こう衣い室でのユリアちゃんの下着姿。彼女はあれでも着き瘦やせしていたんですね。ブラジャーからはみ出さんばかりの、巨きよ大だいな胸。それはもう圧あつ倒とう的。……夢に出そう。

　ユリアちゃんは以前、大きな胸はバレエに不利だと語っていましたが、彼女の生なま巨乳を見ることで、その言葉を大脳でなく魂たましいで理解できた気がします。




　お昼のお弁当は、ユリアちゃん・クレタ・私の三人で食べます。ユリアちゃんのお母さんはいつもお弁当を作りすぎてしまうらしく、彼女が食べきれない分は、私とクレタでおいしくいただくのでした。

　体育の後だから、とってもお腹なかが減っちゃうの。……そんな言い訳を頭で考えながら、クレタと半分こした手作りピロシキをほおばります。




　そのピロシキを口に入れた瞬しゆん間かん、無数の小さなコサック騎き兵へい隊が、私の味覚で祝福のダンスを踊おどり出しました。




　やや粗あら挽びきのジューシーな挽き肉、そのうまみを余さず吸い取って絡からみ合うたまねぎベースのあん。そして、それら肉と野菜の甘みを極限までひき立てる、絶ぜつ妙みような塩加減に調整されたパン生き地じ。……これ、本当にユリアちゃんのお母さんが作ったの？　天才なんじゃないかしら。

　おいしいものを食べると、顔が笑ってしまうのはなぜだろう。……うふふ。幸せ。

　がっつくように、夢中でピロシキに齧かじりつく私。あんをこぼさぬよう、限界まで口をあけてピロシキをほおばろうとしたそのとき、……ふいに、……和泉いずみ葉よう介すけと目が合いました。教室で天てん王のう寺じくんたちと弁当を食べていた和泉葉介が、ハシを持ちながらじっと私を見ているのです。

　やだ、私いま、見られてたの？　恥はずかしい……。　でもでも、なによ！　食事中の女のコをじろじろ見るなんて、失礼なんじゃない？

「どうしたの？　たまちゃん。急に下向いて。……ピロシキ、不ま味ずかった？」

「ううん。違ちがうの……」

「でも、顔、真っ赤だよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　ユリアちゃんが私のことを心配してくれます。……違うの、ピロシキはね、おいしいの、天才的に。だけど、……私ったらどうしてこうなのかしら。こんなことで顔が熱くなっちゃう、自分が恥ずかしい。

　ぎゃーっ！　もうっ！　それもこれも、あの、和泉いずみ葉よう介すけのせいです。なんなのよ！　入学式のときから、私の高校生活の邪じや魔まばかりして。ああ、アイツの口に、でっかい漏ろう斗とを突つっ込んで、街まち中じゆうのイースト菌きんを流し込んでやりたい。あんなやつ、ふくらんじゃえばいいんだわ！

「……たまちゃん、保健室、いく？」

「え？　だ、大丈夫よ。ピロシキ、おいしかったよ。おいしすぎて、ビックリしちゃった。あはははは」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるユリアちゃん。はむはむと熱心にピロシキを齧かじっているクレタ。……まったく、どうして私がこんなに慌あわてなくちゃいけないわけ？　被ひ害がい者は、私なのに。いつか絶対、文句を言ってやらなくちゃ。でも……こんな私が、男子に面と向かって文句なんて、言えるのかしら。……はぁ。




　放課後は、第一回マルタ・クレタの上うえ野の案内です。ユリアちゃんは、今日もバレエの練習。どうやら、ほぼ毎日練習してるみたいです。

「私も行きたいんだけど、……やっぱり練習しなくちゃね」

　なんて真ま面じ目めなコなんでしょう。偉えらい！　かわいい！　私は不参加を謝るユリアちゃんの手をとって言いました。

「ユリアちゃんは、バレエをがんばってきて！　バレエが休みの日に、私が案内してあげるから」




♪ピロリロリ～ン




　その電子音に振ふり向くと、クレタがケータイで私たちを撮さつ影えいしていたようでした。

「……どうしたの？　クレタ」

「私の霊れい感かんが、シャッターチャンスだって……」

「なによそれ。……まさか、心霊写真とか？」

　おそるおそる、クレタのケータイを覗のぞき込む。……心霊らしき影かげなんて、写っていません。ユリアちゃんと私が向かい合って手を繫つないでいる、何の変へん哲てつもない画像です。

「この写真は、アナタたちに送るわ。それが、アナタたちのためだと、思うから……」

　クレタはケータイ画面を見ながら、不気味な笑えみを浮かべます。私はユリアちゃんと、顔を見合わせました。……クレタには、私たちの見えない何かが見えているとでも云うのでしょうか？　彼女はときどき、わけのわからない行動をとります。
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「よっす！」

　男前の挨あい拶さつで、姉のマルタが教室へ入ってきました。

「なにボサっとしてんのよ。上うえ野の、いくんでしょ？」




　ユリアちゃんと校門前でバイバイをして、加か納のう姉妹と三人で上野の街へ。まずはアメ横よこに入って、割わり箸ばしが刺ささったフルーツを買いました。私はパイナップル、加納姉妹はメロン。これを食べながらアメ横を歩くのが、作法らしい。

　なかなか新しん鮮せんな体験でした。ダミ声が飛び交かい、魚の臭においがする中、甘いフルーツを食べながらストリート系の洋服を見て歩く。聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくと味覚と視覚が、ぜんぜん別の方向に向いている気がして、くるくるパーになってしまいそうでした。

　フルーツが割り箸だけになった頃ころ、表通りに出てＡアＢブＡアＢブというデパートに行きました。さっきまでプンプンと魚貝類の生なま臭ぐさいかほりが漂ただよっていたのですが、突とつ然ぜんクレープの匂においがする女のコの世界にやって来ました。いきなり客の九割が、女のコ。

　……このギャップは何だろう。室むろ伏ふし広こう治じがゴスロリ衣い装しようでハンマーを投げているような、とんでもない違い和わ感。何も考えずに全すべてをチャンポンしたような街の気に、私は酔よったような感覚に襲おそわれるのでした。




　地元のマルタ・クレタは、この街があまり好きではないと言っていました。本気で洋服を買うときは原はら宿じゆくや下しも北きた沢ざわに行くみたいです。

「え～、どうして？　地元なんだから、上うえ野ので買えばいいじゃん」

　マルタは大きくため息をついてから、まくし立てるようにしゃべり始めます。

「いい？　たまも。街ってものにはね、嗅きゆう覚かくで感じる匂においの他ほかに、肌はだで感じる匂いってやつがあるの。下北沢ってさ、この街と同じように小規模な店てん舗ぽが雑然と軒のきを連ねているわよね。小こ汚ぎたない店舗だって、たくさんあるわ。……でも、匂いが違ちがう。

　下北沢に漂ただようかほりはパンやコーヒーなどのカフェっぽい匂い。一方、この上野で感じるかほりは、どこへ行っても魚うおなのよね。

　たまも、よく覚えておくがいいわ。地元の女のコにとってはね、この上野を否定することこそが、思春期の到とう来らいを告げる、崇すう高こうなるノロシなのよ！」

　……う～む。わかるような、わからないような。でも、地元でない私から見ると、その魚のかほりを含ふくめて、この混こん沌とんとした世界がまるで外国にいるみたいで、上野はとてもエキサイティングな街だと感じました。不協和音と不協和音が重なり合って、聞いたことのない音楽を奏かなでている感じ。私はこの街を、好きになれそうな気がしています。




　ＡアＢブＡアＢブで洋服を見た後は、アメ横よこに戻もどって軍隊洋品店と輸入雑貨屋に行きました。案内された場所、全すべてが楽しかったのですが、……結局だれ一人、何も買っていないのが、高一クオリティ。

　とにかく、これだけは投とう擲てき直後の室伏ばりに絶ぜつ叫きようしなくてはなりません。

　→「マルタ、クレタ、今日は楽しかった！　ありがとう！」
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04月15日　新にい美みたまも




　オモチャ屋のガラスケースに釘くぎ付づけになる、クレタ。

　たまたま入ったオモチャ屋のフィギュアコーナーで、突とつ然ぜんクレタが動かなくなってしまいました。

「どうしたの？　クレタ」

「カヲルくんが、いる……」

　へ？　なにそれ。クレタの目線の先には、少年が空を見上げているようなフィギュアがあります。当とう惑わくする私の肩かたに、マルタがそっと手をのせました。

「たまも、こうなったクレタは、放ほうっておくのが吉よ」

　実の姉がそう言うのだから、吉なのでしょう。マルタと私は、そのままクレタを放って玩がん具ぐを見てまわるのでした。

　私たちはいま、ＪＲ上うえ野の駅前にあるオモチャ屋さんにいます。今日の放課後も、私は加か納のう姉妹と上野で遊んでいるわけであります。

　比ひ較かく的大きなオモチャ屋さんで、ビルの地下一階から六階まで、ビッシリと多様な玩具が陳ちん列れつされています。

　黒ヒゲの海かい賊ぞくの玩具、ジブリ系ぬいぐるみ、お城のプラモデル……マルタとはしゃぎながら店のオモチャで遊びました。ひゃっひゃとカシマシく店内を巡めぐる小こ娘むすめ二人。ずいぶんとうるさかったことでしょう。ごめんなさい。……でも、しかたがないの。私たち、女のコなんだもん。

　……だがしかし、そんなとき、思いがけず、ひどく私の好こう奇き心しんをくすぐる玩具が目の前に現れたのでした。

　店内の隅すみの隅、目立たない一角のショーケースに、拳けん銃じゆうが並べられていたのです。当然オモチャなんでしょうけど、唐とう突とつに姿を現したその人殺しの道具を見て、私はフフフと悪党の気分になってしまうのでありました。

（私をじろじろと見るような男は、撃うっちゃうんだからね！）

　ニタニタしながらショーケースを覗のぞいていると……

「撃ってみる？」

　突然、男のヒトの声。私は心臓が止まるかと思いましたが、振ふり返ってみると、その声の主は、お店の店員さんでした。口ひげをはやした、柔にゆう和わそうなオジサンです。

「これ、撃てるの？」

「撃てるよ。エアガンだからね。ＢＢ弾だんって小さなプラスティックの玉を発射するんだけど、結構遠くまで飛ぶんだよ」

　ショーケースの拳銃たちが、期待のまなざしで私を見つめます。

「オジサン、私、撃ってみたい」

「いいよ。あっちに射しや撃げきできるとこがあるからさ、撃ってみなよ」




　アクリル板で仕切られた店内の小さな射撃場。「ポン！」という音とともに、プラスティックのＢＢ弾が発射されて、紙の的を打ち抜ぬきます。え～っ、なにこれ、気持ちいい！　オホホホホホッ！

　必要以上にはしゃぐ私に、店員さんは親切に狙ねらい方とかを教えてくれました。

「なにやってんの？　たまも」

　その様子を見て、マルタがやって来ました。

「……マルタ、私これ、欲しい」

「え～っ！　やめなよ、空気銃じゆうなんて。高校生の、しかも女子が買うもんじゃないって」

　私の購こう買ばい衝しよう動どうをたしなめるマルタ。その言葉に、店員さんがすかさず話に割り込みます。

「お嬢じようさん、それは違ちがう」

「は？」

　少し語気を荒あらげて、店員さんがマルタに言います。

「いいかい？　空気銃というのは狩しゆ猟りようなんかで使われる、殺傷能力を有する実銃だが、これは正確にはエアソフトガンと呼ぶべき玩がん具ぐなのであって……」

「どっちだっていいわよ！　言葉の問題は！　とにかくたまもは、そんなもん買わないからね！」

「……ごめんマルタ。もう遅おそいわ。私、これ、買いたい。絶対に」

　私の顔を見ながら、マルタは大きなため息を、つくのでした。




　店員さんが奥から、いろいろな形のエアガンを持ってきてくれました。「これしかない！」と私が選んだのは『南なん部ぶ十四年式拳けん銃じゆう』。他ほかのエアガンは四角くてゴツい感じなんですけど、これは細くて丸くて、なんかかわいい。何より名前が漢字！　ウケる！

　女のコがエアガンを買うのは珍めずらしいとのことで、気さくな店員さんがいろいろサービスしてくれました。なんと予備のＢＢ弾だんと的をタダでくれて、消費税もオマケしてくれちゃいました。

「マルタも買えばいいじゃん。撃うつと気持ちいいんだよ～」

「いらない」

「え～、どうして？　的まとにタマが当たると、すごく楽しいのに」

「私はね、弓きゆう道どうを習ってるの。だから、いらない」

　なにそれ、初はつ耳みみなんですけど。どうやら、クレタも同じく弓道を習っているそうです。なんか意外です。まぁマルタはなんとなくわかる気がするけど、クレタの矢はちゃんと的に当たるのかなぁ。

　……そういえば、クレタはどうしたのでしょうか。

　フィギュアコーナーへ急いで、クレタを見つける。まだ、クレタはショーケースの前でじっとカヲルくんを見ていたのでした。

「クレタ、そこまでそのフィギュアが好きなんだったら、買っちゃえばいいじゃん」

　静かに振ふり返って、クレタは悲しそうな顔をしながら私に言いました。

「ううん。買わない。もう一体とセットじゃないと、イマイチだから……」

　このヒトのこだわりドコロは、未いまだに理解できません。




　三人でオモチャ屋を出たところで、突とつ然ぜんまたクレタが立ち止まりました。

「天てん王のう寺じくんがいる……」

　クレタの視線の先には、店頭のガチャガチャコーナーに立つ、同じクラスの天王寺真しん一いちの姿が。そしてその脇わきには……

「アイツ……」

　ガチャガチャの前でしゃがんでいる、和泉いずみ葉よう介すけの後ろ姿が見えました。

　……怒いかりが、こみ上げてきました。あの和泉葉介は、入学式のときから私のことをじろじろ見ている、失礼なやつなんです。放課後のん気にオモチャ屋で遊ぶ資格なんて、ないやつなんです。

「……私、文句言ってくる」

「は？　たまも？」

　ズンズンと、私はガチャガチャの前にしゃがんで背を向けている和泉葉介に近づいてゆきました。拳けん銃じゆうを買ったせいでしょうか。いつもより、なんだか勇気が湧わいてきます。いまの私なら、できそうな気がします。

　きちんと文句を言ってやる、そう決意を固めて、後ろから和泉葉介の肩かたを叩たたいてやりました。すると……

「うゎぁぁッ！」

　いきなり絶ぜつ叫きようする和泉葉介。彼はガチャガチャの機械に頭やら膝ひざやらをぶつけて、豪ごう快かいにコケました。私が肩を叩いた姿勢のまま固まっていると、和泉葉介は息を荒あらげながら振ふり返り、キョトンとした顔で私を見上げるのでした。……え～と、驚おどろきすぎ！

　マルタが笑う、クレタが笑う、天王寺真一が笑う、私だって笑ってしまいます。しばらく続く爆ばく笑しようの渦うずに、和泉葉介はバツが悪そうに立っているほかない様子でした。

「新にい美み」

　顔を真っ赤にした和泉葉介が、私の名前を呼びました。

「な、なによ」

　いきなり呼び捨てで呼ばれて、私はムっとして和泉葉介の顔を見返しました。

「これ、やる」

　そう言うと、彼は私の手のひらにガチャガチャのカプセルをポトンと落としたのでした。え～と、……なによこれ。

　和泉葉介の顔を見ました。彼は真っ赤な顔のまま、すぐに私から視線を外しました。そして、なんとそのままスタスタとアメ横よこ方面へ足早に逃にげていってしまったのです。天王寺真一が、慌あわてて彼を追いかけてゆきました。

　その様子を見て、マルタなんかはさらにケタケタと笑っています。ふと、和泉いずみ葉よう介すけにもらったカプセルを見てみると……




「これ、空じゃん！」




　空のカプセル……まったく、何を考えている、和泉葉介！　謎なぞの上に、さらに謎を重ねる男。理解不能。理解不能。




　もらったカプセルは、そのままなんとなく自宅まで持ってきてしまいました。プラスティック素材、赤と透とう明めいが半分半分の球体。

（さて、これをどうしたものか）

　制服のまま、しばらくベッドで空のカプセルを眺ながめます。そうだ、と、部屋の照明の光量調節の紐ひもにカマせて、ぶら下げてみることにしました。……うん、意外とかわいいかもｗ

　なんとなく、今日買った『南なん部ぶ十四年式拳けん銃じゆう』で、カプセルを撃うってみる。見事命中。数回の乾かわいた跳ちよう弾だんの音とともに、プラスティックのＢＢ弾は部屋のどこかに消えてゆきました。部屋の真ん中でブラブラと揺ゆれるカプセルを見ていると、なぜだか自分が撃たれたような、変な気分に、なりました。
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04月08日　和泉いずみ葉よう介すけ




　波は乱らん万ばん丈じようの学校生活を送ってきた俺も、とうとう今日、高校生になる。

『都と立りつ池いけ之の端はた高校　入学式』

　体育館にでかでかと掲かかげられたその文字を眺ながめながら、俺は特別な感かん慨がいにひたっていた。俺はこの日を待っていた。人生をとりもどす、この日を。

〝高校デビュー〟という言葉がある。中学生まで目立たなかった生徒が、高校入学と同時に人が変わったように活発になったり、ときには不良になったりすることを指す。高校入学に限らず、中学だったり大学だったり社会人だったり、人生のフシメフシメで、自分を変えたい人間がデビューしてゆくことは多いらしい。

　俺もまた、デビューを目指す一人だ。俺はここで、失われた青春をとりもどす。絶対に。




　体育館の壇だん上じようでは、薄うす皮かわを剝はいだゆで卵のような頭の校長が長々と演説をしている。なんでも、これから俺たちには、義務などという受け身の行動ではなく、自分の意志で行動する自主協調の精神が求められる、のだそうだ。

　何もわかっちゃいない、そう思った。そんなものは、恵めぐまれた人間の理り屈くつなのだ。実際世の中にはヒトとして当たり前の行動すらできない人間が存在することを、あの校長は認にん識しきしているのだろうか？　あの校長に、俺の悩なやみを理解することなど、できるのだろうか？　……できやしない。当たり前だ。俺の悩みを理解できる人間など、誰だれ一人いないのだから。

　高望みをしないこと──俺がこれまでの人生で身につけた処世術のひとつだ。俺には和泉葉介という名前があるが、俺への小学校での主な呼び名は「噓うそつき」、……中学校では「変人」だった。名は体たいをあらわすというが、実際世間の俺への評価はそういうものだったのだろう。

　高校での俺の目標は、「普ふ通つう」という評価を獲かく得とくすることだ。別に目立ちたくはないし、モテなくたっていい。まずは「普通」というランクに達すること、それが人生において重要なことなのだ。

　俺は普通に入学式に参加し、普通の姿勢で普通に着席し、普通に起立をした。……徹てつ底てい的に、普通でいてやる。普通でいることの先に、人としての幸福が存在するのだ。




　壇上の入学式は、普通にプログラムを消化してゆき、最後の合唱を残すのみとなった。

　歌だって、歌ってやるさ。上手でもなく、下手でもなく、普通の声で。

　スピーカーから荘そう厳ごんなイントロが流れ、息を吸い込んだ。「きぃ～」と、口を開いたそのとき、……俺はそれ以上、声を出すことができなくなった。俺の後ろから、まったくもって普通じゃない歌声が、響ひびいたからだ。

　透すき通るような、美しい声。しかし歌が上う手まいとか、そんなレベルの話じゃない。普ふ通つうじゃ、ない。……俺は以前、似たような歌声を聞いたことがある。

　それは、幽ゆう霊れいの歌声だった。




　この世にまったく必要がないものがあるとすれば、その筆頭は間ま違ちがいなく幽霊だ。死んだ人間の魂たましいがどこへ行くのか、俺は知らない。が、それがこの世に留とどまり続けることは、生きている人間にとって迷めい惑わく極きわまりないことだろう。俺が知らないだけで、もしかして幽霊ってやつは、実は何か社会に貢こう献けんしているのだろうか？　……それは絶対にないだろう。とにかく俺は、やつらが世の中にとって微み塵じんも必要性がない存在なのだと確信している。

　ところが現実には、社会が悪いのか、坊ぼうさんが怠たい慢まんなのか、この世には幽霊が溢あふれている。……告白しよう、俺は『幽霊が見えてしまう』という、本気でやっかいな体質を抱かかえて生きている人間なのだ。

　物心がつく以前から俺は、幽霊というものを犬いぬ猫ねこや自動車のように当たり前に存在するものとして認にん識しきしていた。近所のコンビニの自動ドアに貼はりついた薄うすっぺらい女を異常だとは思っていなかったし、家の前の電柱の横で常に体育座りしているオジサンの幽霊には毎日挨あい拶さつをしていた。両親には、よく挨拶をする明るい子だと思われていたようだ。

　周りの友達が俺の異常に気づいたのは比ひ較かく的早かったが、対して俺が自分のことを異常だと認識したのは比較的遅おそかった。小学校低学年のころには、ずいぶんと噓うそつき呼ばわりをされたものだ。かばってくれた女の子も、俺の目に映るものを正直に話すと、次し第だいに俺から離はなれていった。

　その当時、よく一人で『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』のアニメを見ていたことを覚えている。もしかしたら、自分は鬼太郎なのかもしれないと本気で思った。……しかし、実際には俺はただ幽霊が見えるだけの普通の子供。髪かみの毛を飛ばすこともできなかったし、下げ駄たもちゃんちゃんこも持っていなかった。目め玉だまおやじだけでも傍そばにいてくれたら、どんなに救われたことだろう。

　見えるだけ。何の超ちよう能力もない自分を受け入れ、幽霊について話さなくなったのは、小学三年生くらいからだろうか。高学年にもなると、俺もだんだんと処世術を身につけて、世間との折り合いがつけられるようになってきた。

　中学に上がったころには、普通の生活を営める自信がついてきた。しかし、目に入ってくるものは防ぎようがない。……どうしても、たまに友人が気味悪がるような行動をとってしまう。結局、中学でもかなりの変人として認識される存在となってしまっていたのだった。

　幽霊という、この世にまったく不要なものに邪じや魔まをされてきた、中学までの俺の人生……。




　……そして期待に満ちた高校の入学式で、いきなり幽霊の歌声が体育館に響ひびいている。




　やれやれ。本当に、やれやれだ。いいかげん俺を放ほうっておいてほしい。だが、その歌声の発生源は、特定しておかなければなるまい。不意に襲おそいかかられたりしたら、俺はまた「変人」に逆ぎやく戻もどりしてしまうからだ。

　ゆっくりと、後ろへ振ふり向いた。……想像を絶する、美少女がそこにいた。腰こしまで伸のびた美しいロングストレートの黒くろ髪かみに、スルッとしたモデルのようなスリムな体。幽ゆう霊れいの歌声は、確かにその少女の血色の良い唇くちびるから放たれていた。

　しかし、血色の良い唇？　俺の知っている幽霊は、微び妙みように向こう側がわが透すけて見えるような、どこか不完全な存在だ。なのにあいつは、しっかりとした実体があるように見える。制服まで着ている。……いったい、どういうことなんだ？

　女の顔を見た。邪じや気きのなさそうな、大きな瞳ひとみ。それが逆に、俺の恐きよう怖ふ心を余計に煽あおった。

　古来よりヒトは、得体の知れないものに恐怖心を持つ。人は日食を恐おそれて天文学を発達させ、殺人事件が起きれば、競きそって犯人の動機を知りたがる。謎なぞが、人々の恐怖をよびおこすからだ。

　俺にとって当たり前の存在の幽霊は、実は恐怖の対象ではない。……しかしこの女は、違ちがう。得体が、知れない。生まれて初めての、心しん霊れい的・オカルト的・ホラー的恐怖が、俺を支配した。俺は振り向いた姿勢のまま、金かな縛しばりのように動けなくなってしまった。

　やがて女の歌声は徐じよ々じよに弱まってゆき、最終的に一いつ切さい聞こえなくなった。何が起きているのか、一切理解ができない。伴ばん奏そうが終しゆう了りようした。……確かなことは、いま俺が後ろへ振り返っているこの姿勢が、普ふ通つうではない、ということだった。




　頭が混乱したまま入学式は終了し、そのままクラスで自己紹しよう介かいの時間となった。驚おどろいた。なんと、さきほどの幽霊声の女が、同じクラスだったのだ。よりによって……。俺は己おのれの不運を呪のろった。

　その女の名前は、新にい美みたまもというらしい。自己紹介をしていたから間違いない。……そう、他ほかの同級生と同じように、自己紹介を、している。違い和わ感なくクラスに溶とけ込んでいるのだ。

　もしかしてさっきの声は、俺の聞き違いだったのだろうか？　いやいやいや。そんなわけはない。他人に説明するのは難しいが、とにかくあれは、霊的な響ひびきだった。あんな声を、マトモな人間が出せるわけがないのだ。

　あの女の自己紹介が続く。女子校出身だとか宝たから塚づかで働きたいだとか、普通っぽいことを言ってやがる。その言葉に霊的な響きはない。歌うときだけ、あの女の霊性が発揮されるということだろうか？

　……とにかく、触さわらぬ神に祟たたりはない。あの女は危険、取とり扱あつかい注意、キープアウト。あの女との接点を極力持たないよう努めることが、俺の「普通」を守る、幸せ一本道に違いない。




　その魔ま物もののような女が、自己紹介を終えて着席した。

　そして思いもかけず、俺の時間が……止まった。




　ウェーブがかったブロンドの髪かみが揺ゆらめいた。……悪あく魔まに代わって席を立った彼女は、まぎれもなく、天使だった。

　彼女の名前は、西にし井い百ゆ合り亜あ。自己紹しよう介かいをしていたから間ま違ちがいない。なんとロシア人とのハーフらしい。天使を思わせるその愛らしい風ふう貌ぼうは、慈じ愛あいに満ちた内面の顕あらわれなのか、写真に収めればそのままイコンとして崇すう拝はいの対象になりそうだった。……そんな崇拝すべき天使が、同じ教室で高校の制服を着ている。学校指定の制服のはずだったが、「これはコスプレか？」と目を疑ってしまう。そんな違い和わ感を感じるほどの、かわいさだ。

　俺はしばらく、呆ぼう然ぜんと西井さんを見ていた。……どれくらいそうしていたのだろう、とにかく幸せな時間だった。しかしある光景が、その幸せを打ち破る。

　なんと新にい美みが、西井さんに話しかけているのだ。

　ふつふつと、怒いかりがこみ上げてきた。あんな得体の知れない、マトモじゃない女が、西井さんと馴なれ馴れしく話をしている。生意気だ。俺がどれだけ苦心して、普ふ通つうになろうと努めているのか、あの女にはわかっているのだろうか。……わかるわけがない。そんなことをあの女には話していないし、これからも話しやしないだろう。

　俺は何をこんな理り不ふ尽じんに怒っているのだろう。そもそもこの気持ちは、本当に怒りなのだろうか。……嫉しつ妬とってやつじゃ、ないのか？

　……この気持ちはなんだ？　西井さんの顔を見ると、うれしいような、苦しいような……。まさか、恋ってやつか？　ありえんだろう。一ひと目め惚ぼれだぞ？　俺って、一目惚れなんかしちゃうような、そんな単純な男だったのか？

　いったん、俺は目をつぶり、深呼吸をした。いかんいかん。落ち着け、確かに西井さんはかわいい。猛もう烈れつに、かわいい。しかし、だからって彼女に恋をするなんて、それは高望みってやつだ。普通じゃない。普通じゃないところに、俺の幸せは存在しないのだ。……そんなことを、俺は必死に自分に言い聞かせるのだった。

　普通の高校生である俺がいま、普通にすることって何だろう。それは西井さんに話しかけることじゃない。男の友達を、作ることだ。




「やあ」

　俺は気になっていたやつに、声をかけた。既すでに談笑タイムになった教室で、そいつはひとり机に座ってモバイルＰＣのキーボードをタイプしていた。

　タイプをやめて眼鏡を直しながら、そいつは机の前に立つ俺を見上げた。キリっと整った顔をしている男だった。

「コンピュータが、好きみたいだな」

　俺は慣れない笑え顔がおを作り、そいつに話しかけてみた。俺はインターネットには並々ならぬ関心がある。現実世界とは違ちがい、幽ゆう霊れいを見ないからだ。

　俺にかまわず、そいつはまたタイプを再開した。そして画面を見たままで口を開いた。

「僕には話しかけないほうがいい。……変人だと思われる」

　その変人という言葉にドキっとしたが、次の瞬しゆん間かん、怒いかりのような強い感情が俺の中に湧わき上がった。

「変人で、何が悪いんだよ。だいたいコンピュータに詳くわしいから変人だって？　ぜんぜん普ふ通つうじゃんかよ」

　手を止めて、そいつが俺を見た。

「……ああ、そのとおりだな。僕もそう思う」

　そいつの名前は、天てん王のう寺じ真しん一いち。

　俺が天王寺のことを真性の変人だと気づくのは、もう少し後になってからのことだった。
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　都と立りつ池いけ之の端はた高校。一年前に学校見学をしたときから、俺は絶対にこの学校に入学すると心に決めていた。

　ここは非常に優ゆう秀しゆうな学校施し設せつだ。なぜなら、幽霊が少ない。

　入学二日目。担任の大おお橋はし先生に先導されて、学校を案内される。主要な施設は全すべて回ったが、霊といえば第二音楽室にいた一本ずつ両手にリコーダーを持った少女と、保健室のモンペ姿のお婆ばあさんくらいしかいなかった。

　どちらの幽霊もこちらに気づいていたが、とりあえず敵意はないようだ。問題は起きないと思うが、あらかじめやつらの居場所を把は握あくしておけば、俺も心の準備ができるというものだ。

　これは俺の想像なのだが、この学校に幽霊が少ない原因は、上うえ野のという立地にあるんじゃないかと思っている。上野という場所は、江え戸ど城じよう（いまだと皇こう居きよ）の北東に位置し、風水や陰おん陽みよう道どうでいう鬼き門もんにあたる場所だ。その昔、天てん海かいというお坊ぼうさんがその鬼門の守護のために寛かん永えい寺じというお寺を建てたらしい。

　今でも寛永寺はあるが、幽霊が見えてしまうような不信心な俺は行ったことはない。しかし、そんな昔からの霊れい験げんあらたかな土地柄がらが、魑ち魅み魍もう魎りようのたぐいを追い払はらっているのではないかと思っているわけだ。

　もっとも、それは学校内に限ったことで、一歩学校を出れば他ほかの街と同じように幽霊は溢あふれている。今日だって登校中にどれだけ見たかわからない。そういえば昨日も今日も、学校周辺の幽ゆう霊れいがどこかソワソワしている気がした。一年前には感じなかったことだ。浮遊霊の移動速度も速い。校門の前にいた野球少年の幽霊なんかは、おどおどと何かに怯おびえているようだった。

　まだ入学二日目なわけだが、俺にとってまったくの想定外だったのは、幽霊の歌声を持つ女、新にい美みの存在だ。俺はあんな人間を見たことがない。そもそも本当に人間なのかもわからない。しかし、他ほかの生徒に混じって学校案内を受ける新美のやつに、変わった様子はなかった。……昨日のアレは、やっぱり俺の勘かん違ちがいだったのだろうか？




　さて、学校施し設せつの案内も終わり、教室に戻もどった生徒たちに向かって、笑え顔がおの担任が声を張り上げた。

「今日は天気もいいし、親しん睦ぼくを兼かねて、クラス全員でお花見に行きましょう！」

　おお、いいね、行こう行こう。そう思った矢先、俺はどん底へと叩たたき落とされた。目的地は、……なんと谷や中なか墓地。

　普ふ通つう、上野で花見っていったら、上うえ野の公園だろう！　狂くるってる！　クレイジー！　……しかし、教室を見まわしても、不満の様子はまったくなし。賛成多数、大連立のオール与よ党とう状態であった。ここで俺が異論を唱えても、「和泉いずみ、空気(を読め)！」とヤジが飛ぶに決まっている。

　……入学二日目にして、正念場だ。墓地には必ずいるから……やつらが……うじゃうじゃと。




　学校から徒歩での移動中、俺は中学校での失敗体験を思い出していた。友人たちの前で醜しゆう態たいを晒さらしたのは全すべて、敵意剝むき出しの霊（悪あく霊りようと言うべきものだろうか）に襲おそわれたときだ。落おち武む者しやに日本刀で斬きりかかられて、冷静に対処するのは中学生にはどだい無理な話だろう。




　だが、今の俺は違う。




「心を強く持ちなさい」有名な占うらない師しがテレビで言っていた。俺には俺の生活がある。幸福を追求する権利がある。やつらのために、俺の人生が変えられてたまるか！　俺は気持ちを精せい一いつ杯ぱい強く持つように心がけた。……中三の夏休みが明けたころには、そこらの悪霊で俺を襲ってくるものはいなくなっていた。




　今の俺なら、できる。確信を深めて、まもなく谷中墓地に到とう着ちやくした。




　目算で三十。それが視界に入った幽霊の数だった。遠くを見ればもっといたかもしれない。幸いなことに、あからさまに敵意のある霊はいなかった。それどころか、どの霊も何かに怯えていて、訴うつたえかけるような目で俺を見ている。お前らなんて知ったことか。俺は霊れい媒ばい師でも坊ぼう主ずでもエクソシストでもない。普通の高校生だ。やつらのことは完全に無視をするのがベストだ。

　異質な幽ゆう霊れいが一人、視界に入った。赤い着物を着たオカッパ頭の幼女の霊だった。他ほかの霊のように怯おびえた様子はなく、灰色の墓の陰かげからじっと俺を見つめている。姿は幼女だが、霊としてはこの場にいるどの幽霊よりも強いものだと感じた。

　俺は幽霊ばかりに注目していたが、花見なので当然、他の生徒は桜を見ていた。あるいは友達作りのための会話に夢中だったのかもしれない。




　……ふと、キラキラした笑え顔がおを振ふりまきながら、一人の女子が墓場の小道を歩いてきた。あの長い黒くろ髪かみは強きよう烈れつに記き憶おくに残っている。新にい美みだ。墓場には不ふ釣つり合あいな邪じや気きのない笑顔で桜を見上げている。辺りに跋ばつ扈こする幽霊に気がついている様子はない。……やはりあいつは、普ふ通つうの女子なのだろうか？

　オカッパの幼女が、ニヤリと俺を見た。……風が吹ふいた。嫌いやな予感がした。

　案の定、オカッパはひょんひょんと飛び跳はねながら新美に近づいてゆき、そしてなんと、彼女めがけて小道の墓石を倒たおし始めたのだ。桜に夢中の新美は、ぐらぐらと揺ゆれる墓石にまったく気づいていない。それどころか空を見ながら、両手を広げて楽しそうに回っている。墓石は彼女に向かって倒れかけている。

　危ない！　俺は既すでに走っていた。……間かん一いつ髪ぱつ、彼女を背中から抱かかえ、その場に倒れ込んだ。ドスン、という音とともに、足元の数センチ先に墓石が落ちてきた。助かった、と思った。だが次の瞬しゆん間かん、予想だにしなかった事態が発生した。

　倒れたまま振り返った新美の手と、俺の手が重なったのだ。

　……そのこと自体は何ら異常なことではないし、容姿端たん麗れいな女子の手だ、むしろ幸運と考えるのが普通だろう。しかし新美の手に触ふれた瞬間、俺が感じたものは恋のトキメキなどではなく、……圧あつ倒とう的な、恐きよう怖ふだった。




　紫むらさきの塊かたまり。新美の手に触れた瞬間、俺は彼女をそう認にん識しきした。人間でも幽霊でもない、ヌラヌラと螺ら鈿でんのように妖あやしく輝かがやく紫の塊。中心には濡ぬれた眼球らしきものが光り、ギロッとこちらを睨にらんでいる。……こんな感覚は初めてだ。明るいのか暗いのか、浅いのか深いのか、まるでわからない紫色の淵ふち。さらにそこから無数の樹木の根のような触しよく手しゆが伸のび、ものすごいスピードで俺を侵しん食しよくしてきた。紫が、みるみる腕うでを這はい上がってくる。恐怖で体が硬こう直ちよくした。霊的経験が豊富だと自負していた俺が、何が起きているのかまったくわからない。想像もできない。悲鳴すら出ない。

　逃にげなければ！　一秒でも早く！　俺の理性は恐怖で崩ほう壊かい寸前だったが、その一ミリ程度の理性でできた唯ゆい一いつの抵てい抗こうは、彼女の手を放すことだけだった。




　運が良かったというべきだろう。新にい美みから手が離はなれると、その瞬しゆん間かん、俺を支配していた恐きよう怖ふのイメージも噓うそのように消えた。新美は、元の黒く大きな瞳ひとみをこちらに向けている。きょとんとした表情。どこから見ても、普ふ通つうの人間だ。俺は状じよう況きようを、まったく把は握あくできない。

　赤い着物のオカッパ幼女が、俺を見ながらケタケタと笑っている。思えば、墓石なんぞ人間でも容易に倒たおせるものではない。それを霊れい体たいの幼女が難なく倒したのである。見た目に反して非常に強力な霊だといえる。

　新美と墓石にはさまれて俺は、次に何をすれば良いのか、まるでわからなかった。必死に考えた。……落ち着け。状況を、把握するんだ。

　俺は今の高校で、普通の生活を送りたいだけなのだ。オカッパの幼女も、紫むらさき色の塊かたまりも、普通の高校生活にはまったく必要のないものだ。無視をするのが最良、無視こそが幸福。……そう考えることができた。

　明確な物理現象としての事実は、①墓石が新美をめがけて倒れたこと、②俺が新美を助けるために不ふ可か抗こう力りよくで抱だきかかえて倒れたこと、だ。俺はそれを新美に的確に説明して、直ただちにその場を離れた。我ながら、うまく逆境を切り抜ぬけられたと思う。

　倒れた墓石は、天てん王のう寺じと前まえ田だが直してくれたようだった。……墓石を直す余よ裕ゆうもなかった自分を、ひどく恥はずかしく思った。




　学校への帰り道、墓石のお礼がてら天王寺、前田と話しながら歩いた。前田はよく日焼けしたスポーツ男で、野球をやっているらしい。妙みように元気なやつだった。入学前から、野球部に入部しているという。そういうシステムがあるとは、知らなかった。

　横っ飛びスクイズのコツとか、前田が本当にどうでもいい話を熱く語る中、俺の頭の中は新美のことでいっぱいになっていた。判明している、あの女の特とく徴ちようはこうだ。





（１）歌声が、幽ゆう霊れいの声。それ以外の会話などは普通の人間の声。

（２）はっきりした実体があり、体は幽霊ではない。少なくとも俺の知っている幽霊ではない。

（３）彼女に触ふれると、外見が恐おそるべき姿に変わる。それはモヤモヤとした紫色の塊に見える。






　どの特徴も、まったく経験のないものだった。俺は幽霊に触れたことは何度もあるが、生前の記き憶おくや思念がイメージとして見えるだけである。あの女に触れると、あいつの体は紫色の塊に変わり、圧あつ倒とう的な恐怖を俺に与あたえる。それは俺にだけ起こる現象なのだろうか、それとも他ほかの人も同様の体験をするのだろうか？

　とにかく、あの女は得体が知れない。俺はあんな女と同じクラスで、無事に高校生活を送ることができるのだろうか。……だが、やらねばならない。やってやるんだ。そんなことを考えていたとき……

「どうかしたのか？　深刻な顔をしている」

　天てん王のう寺じが、俺に声をかけてきた。

「あ、いや、幽ゆう霊れいが……」

　慌あわてた俺は、普ふ通つうじゃない単語を口ばしってしまった。なんとか取り繕つくろおうと思ったが、遅おそかった。横で前まえ田だが笑う。

「ははっ。和泉いずみ、墓場がそんなに怖こわかったのかよ。小学生じゃないんだぜ？」

　こういうやつに限って、本物の幽霊を見せたら真っ先に逃にげ出すに決まっている。しかし俺にとってつらかったのは、そんな前田よりも、天王寺が幽霊の話に食いついてきたことだった。

「幽霊が、どうかしたのか？」

　冷静な表情で、天王寺がそんなことを言ってくる。しかたがない。俺は少し考えて、当あたり障さわりがないと思う言葉で応こたえてみた。

「いや、幽霊のようでいて、幽霊じゃない。そんな存在って、いるのかなって……」

「はっ、バカか和泉。幽霊なんて、いるわけねーじゃねーかよ」

　バカはお前だ、前田。いるんだよ！　……笑っている前田をよそに、意外にも天王寺は俺の言葉に真ま面じ目めに回答をした。

「そういう存在は、いくつかある。たとえば、怨おん霊りようがそれだ。怨うらみを残して死んだ人間が、怨霊になると言われている」

「お、怨霊!?」

　前田が驚おどろいた様子で天王寺を見ている。俺も驚いた。かまわず天王寺が言葉を続ける。

「日本には強力な怨霊が多くいて、菅すが原わらの道みち真ざねや平たいらの将まさ門かどなどが有名だ。どちらも世を怨んで死んだとされる人物で、崇す徳とく上じよう皇こうとあわせて、日本三大怨霊と呼ばれることもある」

　天王寺は無表情に平然と、そんなオカルト知識を俺たちに披ひ露ろうした。……しかし、しかしだ。怨霊だって？　考えたこともなかった。が、そうなのかもしれない。怨霊、なのかもしれない。

　たとえば新にい美みのやつが、怨霊にとり憑つかれているってことは、考えられないだろうか？　だから普通に肉体を持っている。そして、紫むらさきの塊かたまり。あれは、怨霊ってやつなんじゃないか？　……そうだよ。きっとそうに違ちがいない。

　ということは、新美はむしろ被ひ害がい者ってことなのか？　彼女から怨霊を追い出してやらないと、命に関かかわったりするのだろうか？

　……とにかく、袋ふくろ小こう路じにはまりそうだった俺の高校生活に、一筋の光明が差したことは確かだ。天王寺、お前は俺の、北極星なのかもしれない。

　俺は少し微ほほ笑えみながら天王寺を見た。

「いやぁ、そうだよ。怨霊だよ。助かったよ。お前にこんなオカルト知識があるなんて、意外だな」

　天王寺が、少し顔を赤くした。

「……特とく殊しゆな、事情がある」

「なんだよ、なんだよお前ら。そんな怖こわそうな話よりさ、バスターエンドランの話しようぜ。な？　な？」

「……前まえ田だ、お前本当は怖いんだろう」

「ばっ！　お、オバケなんて、怖いわけねーじゃねーかよ！」




　なんとなく、前田って頭が悪そうだなと思いながら、俺は学校の校門をくぐったのだった。
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　注意深く、新にい美みを観察する。授業中も休み時間も、非常に元気な様子だ。

　衰すい弱じやくしている印象はまったくない。……生意気にも、西にし井いさんと楽しそうに話している。怨おん霊りようにとり憑つかれているような人間が、あんなに屈くつ託たくなく笑えるものなのだろうか。少なくとも俺には、あいつが怨霊の攻こう撃げきを受けているとか、そういう重大な問題を抱かかえている人間には見えなかった。……まったく……相変わらず、得体が知れないやつだ。

　もう一人、うちのクラスには変わった人間がいた。天てん王のう寺じだ。今日から授業が始まったのだが、天王寺はモバイルＰＣで授業を受けていた。うちの高校ではモバイルＰＣでの受講は原則禁止のはずだが、担任の説明では、彼はケガによる障害が腕うでにあるので特別に許可されている、とのことだった。

　しかし、えらい流りゆう暢ちようにタイピングしていたのを疑問に思い、俺は障害のことを直接天王寺に聞いてみた。すると天王寺のやつは、あっさりと「ウソだ」と認めたのだった。

　知り合いの医者に頼たのんで適当な診しん断だん書しよを書いてもらったのだそうだ。天王寺によると、紙による記録は一部の面で非常に優すぐれているが、高校の授業の記録はＰＣのほうに優位性がある……だとさ。

　勝手なやつだが、多少感心したのは、タイプ音軽減のためにキースイッチを改造していたり、地味な努力をしていることだ。実際に超ちよう高速なタッチスピードに反して、タイプの音はまったく聞こえなかった。……まぁ音がしないのも、指が蜘く蛛もみたいに見えて非常に気持ち悪かったわけだが。

　どの道、今日の授業は先生たちの自己紹介や授業計画の説明がほとんどで、俺がノートに書いたことなんて落書きくらいなものだった。思うに天王寺は先生の言葉を一いち言ごん一いつ句く記録しているか、授業とはまったく関係ない作業をしているかのどちらかだ。やつのタイプ数は先生の言動より多く感じたので、後者でほぼ間ま違ちがいないだろう。そんなに必死に、なにをやっているんだかな。




　そんなこんなで、すぐに放課後となる。

　俺には今日、行ってみたい場所があった。湯ゆ島しま天てん神じんだ。歩いていける。学校から不しの忍ばずの池いけを抜ぬけて、春日かすが通りの交差点を越こえる。その交差点の名前はなんと、天神下交差点。そこから路地に入ってゆくと、湯島天神の側面に行けるのだった。

　その側面から境けい内だいに入る方法は二つ。男おとこ坂ざかを上がるか、女おんな坂ざかを上がるかだ。俺は男なので、なんとなく男坂を上がってみた。男坂は合計三十八段の石段だが、その石段には合計十二人もの幽ゆう霊れいが座っていた。どの霊も学ランを着て、浮かない顔をしている幽霊だった。あるいは生いき霊りようなのかもしれないが、「見えない、見えない」と自分に言い聞かせながら、俺は一歩一歩石段を上のぼるのだった。

　この分だと女坂にも何かいるだろうと思ったが、絶対に見ないことにした。

　石段を上りきり、鳥とり居いをくぐった。湯島天神は正式名称を湯島天てん満まん宮ぐうといい、遣けん唐とう使しを白紙に戻もどした偉えらい人、菅すが原わらの道みち真ざねを祀まつっている。日本人なら、菅原道真の名を知らない者はいないだろう。学問の神様として、多くの受験生が合格祈き願がんに詣もうでるからだ。

　菅原道真を祀る天満宮は太だ宰ざい府ふ・北きた野のを筆頭に全国に建てられている。ここ、湯島天神は江え戸ど時代に徳とく川がわ家の崇すう敬けいを受けて広く信しん仰こうを集めたが、現在でも東京大学本ほん郷ごうキャンパスや、有名大学が集まる御お茶ちやのの水みず界かい隈わいに近い立地もあってか、非常に人気のある天満宮のようだ。絵え馬まに書かれた合格祈願を見ると、俺でも知っている大学の名前ばかりが書いてある。

　ということで没ぼつ後ご千百年以上を経てなお、人々の信仰を集める道真公であるが、今日、俺がここに来た目的は合格祈願ではなく、怨おん霊りようについて考えるためだ。

　昨日話があったとおり、菅原道真には天神様としての顔だけでなく、日本三大怨霊の一人としての顔がある。

　簡単に言うと道真は、当時の最有力貴族・藤ふじ原わら家の画策で不ふ遇ぐうの死を遂とげた。怨うらみを残して死んだわけだ。そのため死後、藤原家および天皇家に対し、大いに祟たたりをなしたという。内だい裏りに雷かみなりが落ちたりしたらしい。当時の人々は菅原道真を畏おそれ、その鎮ちん魂こんのため道真を祀る天満宮を建設していったのである。




　柄ひ杓しやくで両手を清めた。境内にある瓦ガ斯ス灯とうの横に、学生帽ぼうをかぶりマントを羽織った学生の幽霊が立っていた。戦前の学生だろうか。

　社しや殿でんを眺ながめると、菅原道真という一人の怨霊のために、昔の日本人がこういう神社をあちこちに建設したことにあらためて驚おどろく。昔の人々の怨霊に対する畏れは、凄すさまじいものがあると思った。

　もしかしたら、昔の日本人は俺みたいに幽霊の存在を当たり前のように感じて生きていたのかもしれない。

　ふと、瓦ガ斯ス灯とうの横の幽ゆう霊れいと目が合った。

　ああいうのが常に見えていたら、祟たたりをなす怨おん霊りようの鎮ちん魂こんに財産を投じるのは自然な話だと思う。少なくとも、霊あるいは魂たましいを〝存在するもの〟として納なつ得とくしているからこそ、多くの神社の建設に、人や物やお金を投入したことは間ま違ちがいない。

　賽さい銭せん箱に五円玉を投げ、神社式のお辞じ儀ぎと拍かしわ手でを打った。

（平へい穏おん無事な高校生活を送ることができますように）

　自分でも意外なほど、熱心に願をかけた。

　そのまま拝はい殿でん側がわから本殿を見る。ご神体は閉ざされた扉とびらの向こうにあるため、直接見ることはできない。……見えないのだが、力の強い神様ということだろうか、本殿から溢あふれ出す白い電気のようなイメージを感じることができた。それは新にい美みと同様、普ふ段だん俺が見ている幽霊とは異質の存在なのだと思った。




　怨霊は鎮しずめられると、御ご霊りようになるという。道みち真ざねを祀まつる天てん満まん宮ぐうは全国にあるが、御み霊たま分わけの儀ぎ式しきによりコピーされて、元の御霊と同じものが全国で祀まつられている。コピーされたからといって劣れつ化かはしないらしい。また御霊が分けられてからも、それらは時を経て別個の御霊として歩んでゆくことはなく、分けられた全すべてが同じ御霊のまま存在してゆくことになるそうだ。天満宮の数だけ菅すが原わらの道みち真ざねが存在し、しかも全ての菅原道真は、同じ菅原道真ということだ。

　つまり、いま、目の前にいる湯ゆ島しまの天てん神じん様は、完全なる菅原道真であるはずで、俺が感じている白い電気のイメージは菅原道真本人（？）であるはずなのだ。

　……俺にはなぜか、そんな御霊のシステムが、神社という巨きよ大だいなハードウェアを擁ようするコンピュータ・ネットワークに思えた。神社あるいはご神体を一つのサーバだとすると、御霊はサーバにインストールされるソフトウェアと考えられる。ある神社から御霊ソフトウエアを他ほかの神社サーバに御霊分けインストールしても、元の神社の御霊は劣化しない。しかも、そのサーバ間ではリアルタイムで相そう互ごに同期が図られており、全体としての同一性が保たれているわけだ。いわば天満宮ネットワークとでも呼ぶべきものか。

　そしてそう思うことによって、ますます新美の紫むらさき色の塊かたまりが、怨霊とは別のもののような気がしてきた。さっき感じた白い電気のイメージは、たぶん怨霊ではなく御霊といわれているものだ。俺は怨霊そのものを見たことがないのだが、新美のアレが、御霊に発展するような存在とはどうしても思えないのだ。この感覚は、たぶん信じていい。

　本殿の道真公に、別れを告げた。トボトボと力のない足どりで、鳥居のほうへ引き返す。

　なんてこった。また、新美の正体が見えなくなってしまった。まったく、見当がつかない。鳥とり居いの下で、俺はとてつもない不安に襲おそわれた。新美の正体が、わからない。

　しかし、こうも思う。……新美の正体なんて、本当はどうでもよいのではないか、と。

　俺は平へい穏おん無事に高校生活を送りたいだけだ。新にい美みが何ものだろうと、俺は普ふ通つうに生活するしかない。だいいち新美の正体を知ったところで、いったい俺に何ができる？　下げ駄たもちゃんちゃんこも、俺は持っていないのだから。

　モヤモヤとした不安な気持ちで、階段を下る。……そのときふと、自分が女おんな坂ざかを下っていることに気がついた。




　女坂は石の階段と、踊おどり場ばのような平面が何段かあるまっすぐな坂で、男おとこ坂ざかと比べると勾こう配ばいはだいぶなだらかだった。無意識に俺は、急勾配を避さけたらしい。坂を見下ろして左側がわは石いし垣がきになっていて、右側の崖がけには梅林が広がっていた。平面の部分には、銅板の屋根がついた日本風の電でん灯とうが立っている。……そして、同じ平面の部分に、……一人の女の幽ゆう霊れいがいた。

　その幽霊は冬物のセーラー服を着て、石垣の際きわに立っていた。えらい猫ねこ背ぜで、柳やなぎのようなバサバサの長い髪かみが顔面を覆おおい、顔がまったくわからなかった。右手には血のついたコンパスを握にぎっていて、ブツブツと何かを呟つぶやいている。男坂には十二人もの男の幽霊がいたが、女坂にはこの幽霊しかいないようだ。

　俺は少し危険を感じ、その女の幽霊からなるべく離はなれて歩こうとした、そのとき……

『おまえ！　いま、見ただろう！』

　いきなり幽霊がコンパスを振ふりかぶって、襲おそいかかってきた。

「うわっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、尻しりもちをつきながら俺はそのコンパスを避さけた。ガツン、という音とともに、股またの間の地面がコンパスに削けずられた。……冗じよう談だんじゃ、ないぞ。

『このぉ、カンニング野や郎ろぉっっ！』

　コンパスが、正確に俺の喉のどを狙ねらって突つき出される。必死になって、俺はそれをかわす。明確な殺意。……とんでもなく、強力な悪あく霊りようだ。

『試験官っ！　不正行こう為いです！　試験かぁぁぁんっっ！』

　髪を振ふり乱しながら、俺を攻こう撃げきしてくる悪霊。

「まてまてまてっ！」

　慌あわてて俺は、近くの電灯によじ登った。二ｍ程ほどの高さの、日本風の電灯。その小さな屋根の上で、俺は犬のオスワリのように四よつん這ばいになって体のバランスをとった。

『下りて来い！　このカンニング野や郎ろうっ！』

　悪霊は電灯の下で、壊こわれた人形のようにコンパスを上下に振っている。……どうやら登っては来れないらしい。助かった。

　そのまま俺は電灯の上で、乱れた息を整えた。女の悪霊は、しつこく俺を狙って罵ば倒とうを繰くり返している。よく見ると、コンパスを持っていないほうの左腕うでには袖そでがなく、肌はだにびっしりと、赤黒い文字で数学の公式らしきものが彫ほられていた。……あのコンパスで、彫ったものなのだろうか？

「こら！　何をしている！　下りなさい！」

　五十代くらいの、スーツを着た人間のおっさんが、悪あく霊りようのすぐ後ろで俺を睨にらんでいる。通常の参拝者。ものすごい剣けん幕まくだ。よりによって、こんなときに俺を注意しなくてもいいだろう！……しかし非常識なのは、俺のほうなのだ。このおっさんには、目の前の悪霊が見えていないのだから。

『下りろ、このイカサマ合格がぁぁっ！』

「おい！　聞いているのか？　早く下りろ！」

　……今おとなしくこの電でん灯とうを下りたら、俺は殺される。なんとか、この状じよう況きようを理解してもらわなければ！

　俺はおっさんに向かって叫さけんだ。

「おじさん、コンパス女が！　そこに、殺人コンパスがいるんです！」

　おっさんが、辺りを見まわす。

「……ふざけて、いるのか？」

　みるみるおっさんの顔が赤くなる。青スジも浮かべて、震ふるえている。……まずい、まずいぞ。

『アタシが、処しよ罰ばつしてやるよぉぉぉ！』

　ええい、しかたない。俺は勇気を出して、背後の梅林の崖がけへ飛び込んだ。バリバリと数本の小枝が折れた。
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「ぐへっ」

　急な斜しや面めんに俺はうまく着地できず、地面に背中を打ちつけて、それからゴロゴロと崖がけを転げ落ちた。葉っぱまみれになりながら、肘ひじやら膝ひざやらをしこたま地面に打ちつける。そしてやっと、一番下の竹たけ垣がきで転落が止まった。

「き、きみ！　だいじょうぶか？」

　崖の上でおっさんが心配そうに俺を見ている。

『戻もどってこい！　カンニング野郎っ！』

　女の悪霊が、コンパスを振ふり回しながら叫さけんでいる。……かなり狭せまいテリトリーの地じ縛ばく霊れいということだろうか。ここまでは追ってこれないらしい。

　とにかく、この場は助かったようだ。ほっとして、俺は崖上のおっさんに微ほほ笑えんだ。

「ハハハッ、助かりました！　ここは安全みたいです！　おじさんも、そこのコンパス女に気をつけて！」

　まるで高速道路に落ちている革かわ靴ぐつでも睨にらんでいるかのような、怪け訝げんこの上ない表情でおっさんは俺を見た。そして少し慌あわてたように俺から目を外して、そそくさと女おんな坂ざかを上がっていった。

　俺は道路に出て、制服の汚よごれを掃はらった。少し土で汚れたが、破けたりはしていない。……この場に知り合いがいなくて、本当に助かった。一発で、変人認にん定ていをされるところだっただろう。




　崖の上で俺を罵ば倒とうする悪あく霊りようを眺ながめながら、俺は二度と女坂には近づかないことを誓ちかった。まったく……あらためて俺は、幽ゆう霊れいが見えてしまう自分の体質を呪のろった。この体質さえなければ、俺はいたって普ふ通つうの生活を送れるはずなのだ。

　どんよりとした憂ゆう鬱うつが、俺を包み込んだ。そうして打だ撲ぼくで痛む肘をさすりながら、俺は湯ゆ島しま天てん神じんを後にしたのだった。
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04月11日　和泉いずみ葉よう介すけ




　今日も新にい美みに変わった様子はない。とても元気だ。レモンに換かん算ざんすると、１０００個分は元気なんじゃないかと思う。加か納のうという女子と笑いながら話をしていた。俺の悩なやみなんか考えもせずに、あいつは笑っている。あいつのキラキラとした笑え顔がおを見ると、俺は逆にひどく憂鬱な気分になった。




　授業の合あい間まの休み時間。一人で教室近くの階段に座って、新美問題について考えた。あいつの正体は何ものなのか、あいつは怨おん霊りようの巣すなのか、というか怨霊って何だ、学校周辺の幽ゆう霊れいが苛いら立だっているのはあいつのせいなのか、そもそも俺は普ふ通つうの生活をしたいだけなので、あいつの正体を知る必要があるのか、……というような混こん沌とんとした思考が、頭の中を渦うず潮しおのようにぐるぐると回っていた。

　二に択たくまで絞しぼったマークシートの問題なんかより、１０００倍は真しん剣けんに悩なやんだ。……そのさなか、……突とつ然ぜん目の前が、女の子の顔で、一いつ杯ぱいになった。

　胸が苦しくなるほどの、かわいらしい顔。天使を思わせる美少女、西にし井いさんの顔だった。彼女が下段からいきなり俺の目を覗のぞき込んだのだ。

　驚おどろく暇ひまもなく、唐とう突とつに彼女は俺の両目め尻じりを人差し指で押さえつけ……

「♪あーがり目、さーがり目、ぐるっと回ってニャンコの目！」

　彼女が歌った歌詞のとおり、俺の両目尻はウネウネと弄もてあそばれたのだった。ずいぶんと俺は滑こつ稽けいな顔になったに違ちがいない。西井さんは少し首を傾かしげ、いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「すごく怖こわい顔していたよ。どうしたの？　和泉いずみくん」

　……どうやら俺は、そうとう険しい顔をしていたらしい。

「ああ、心配してくれたんだね。西井さん」

　それにしても、……一度も話なんてしたことがない俺の名前を、憧あこがれの彼女が覚えていてくれた。うれしい。叫さけび出したいくらいに、うれしい。俺の顔も、自然と少しほころんでしまう。

　しかし、いかん。俺は、〝西井さんと二人で会話している〟なんて過度な幸福と、どうしようもない心臓の高鳴りを必死で自制した。

「あ、ありがとう。ちょっと悩み事があって、いろいろ考えていたんだ」

「へぇ。入学早々に、悩み事かぁ」

　そう言うと西井さんは後ろに手を組んだ。すると自然に、俺の目には彼女の豊満な胸が、飛び込んできてしまう。

　彼女の胸の大きさは……まるで惑わく星せい。学校指定の制服のデザインが、他ほかの女子と違うと思わせる巨きよ大だいさだ。思春期の男子を惑まどわす乳、目のやり場に困る。……非常に、困る。

「話してみなよ、悩み事。話せば相談に乗れることだって、あるかもしれないし」

　俺の視線は惑乳の重力に引かれていたが、そこは必死に抗あらがった。

「……俺の悩みは、……ちょっと特とく殊しゆなんだ」

「いいから、話してみて。話すだけでも、気持ちがスッキリするかもしれないよ」

　少し考えてから、俺は言葉を選んで話してみることにした。

「俺は、自分がみんなと違うと感じていて、世の中に溶とけ込みたいと思っているのに、なかなかそれができないことに悩んでいるんだ」

　西井さんの顔を見た。少し気き恥はずかしい。彼女は、目を丸くしてこちらを見ていた。

「そんなの、悩む必要なんかないじゃない。みんなと違うのは、あなたの個性なのよ。その個性のあるあなたを含ふくめて世の中なんだから、溶とけ込みたいなんて思う必要もないわ」

　彼女はものすごく真しん剣けんな顔で、俺を見つめていた。

「……私ってハーフでしょ？　だからね、実は自分がみんなと違ちがうことにひどく悩なやんだ時期があったわ。でもあるときから、ハーフというのが自分の個性だって思うようにしたの。そしたらぜんぜん悩まなくなったし、私がそう思うようにしてから、周りの人もそんなことをあんまり気にしなくなったのよ」

「……俺にも、そういうふうに思える日が来るのかな」

「来るわよ、絶対に。今日かもしれない」

　胸に制服の布をとられているせいか、姿勢によって彼女のおヘソが時々見えた。

「そういうふうに考えられる西にし井いさんには、悩みなんてないように見えるね」

「あーっ！　バカにされてる気がする～。私にだってちゃんと、悩みはあるんだから」

　少しふくれたような西井さんの表情が、とてもかわいかった。勇気を出して、俺は聞いてみた。

「じゃあ、聞いてみたいな。西井さんも、気持ちがスッキリするかもしれない」

　彼女はちょっと考える仕草をして、いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「恥はずかしいから、教えない」

　そう言って、西井さんはぴょんぴょんと階段を下りていった。彼女と一いつ緒しよに、二つの惑わく星せいが揺ゆれていた。

　その光景を含ふくめて、なんだか俺は、今世紀最高に癒いやされた気がした。……新にい美みの問題だけでなく、いままで俺が抱かかえていた幽ゆう霊れいが関係する全すべての悩みが、少し軽くなったように思えたのだ。一目見て天使のような少女だと思っていたが、本当に、天使なのかもしれない。

　……認めよう。俺が西井さんに抱いだくこの熱い感情は、恋以外の何ものでもない。







「モバイルＰＣ用の新しい通信カードが発売された。従来より通信が速い。それを買いに行く」

　放課後、天てん王のう寺じの買い物に付き合った。学校から上うえ野のの家電量りよう販はん店までの道を、俺と天王寺は緩かん慢まんな速度で歩いていた。

「でもさ、そういう買い物って、クレジットカードとかが必要なんじゃないのか？」

「……持っている」

　天王寺は自分名義のカードを持っているという。よくわからんが、高校生がクレジットカードを持つにはいろいろ面めん倒どうくさい手続きが必要なんじゃなかろうか。

「正確にはクレジットカードではない。クレジット機能付のデビットカードだ。興味のある機械に関しては、僕はほとんどそれで買っている」

　カードの種類なんてどうでもいい。俺は天王寺の買い物狂きようの一面を、そら恐おそろしく感じたのだった。




　店員の説明によると、回線の開通には一時間程度待たなければならないとのことだった。俺は天てん王のう寺じに「西さい郷ごう隆たか盛もり像を見たい」と言った。地元に住んでいるという天王寺は心の底から嫌いやがったが、お前の買い物に付き合っているのは俺だ。異論は許さない。

　家電量りよう販はん店てんから中央通りを挟はさんだ向かいに、怪あやしい似顔絵画家たちが集まる石段がある。その石段をずっと上ってゆくと、西郷隆盛の銅像がある広場に到とう着ちやくするのだった。

　写真では何度も見たことがある西郷さんの銅像だが、実際に見ると意外と大きい（公園の案内によると、台上の銅像の身長は三・六ｍとのこと）。しかし、それ以前に素そ朴ぼくに驚おどろくことは、「顔がデカイ！」ということだ。五頭身しかない。

　銅像の作者は日本を代表する彫刻家・高たか村むら光こう雲うん。顔が大きいのは、下から仰あおぎ見たときに遠近感でちょうどいい大きさに見せるためらしい。だけど、俺にはその五頭身がまるでギャグマンガのキャラクターのように見えて、なんだか親近感を感じてしまった。勝手ながら「西郷どん」と呼ばせてもらうことにする。ちなみに光雲は、写真も含ふくめて実際の西郷どんを見たことがないそうだ。

　天王寺は退たい屈くつそうに広場のベンチに座っている。彼のすぐ横には水色のワンピースを着た裸はだ足しの女の幽ゆう霊れいが座っていたが、害はなさそうなので黙だまっていた。




　西郷隆盛は明めい治じ維い新しんの立役者の一人だが、その後の西せい南なん戦せん争そうの旗はた頭がしらとして明治政府に叛そむいた人物でもある。この銅像は明治三十一年（西せい暦れき１８９８年）に旧薩さつ摩ま藩はんの面々の尽じん力りよくで建てられたものなのだそうだ。

　一般に、西郷どんが西南戦争で明治政府に対して叛はん乱らんを起こしたのは彼の本意ではないと言われているが、叛いたという結果だけで、十分に政府にとっては許すべからざる叛逆者であるはずだ。そんな叛逆者の銅像が民間の施し設せつではなく、上うえ野の<恩おん賜し>公園に存在するのは、なかなか不思議であるとも言える。

　菅すが原わらの道みち真ざねは亡なくなってから二十年後（西暦９２３年）に正二位を贈おくられ、さらに七十年後（西暦９９３年）に正一位を追つい贈ぞうされている。西郷隆盛は西南戦争で亡くなってから、十二年後（西暦１８８９年）に正三位を贈られているらしい。

　死後に名めい誉よの回復がなされるのは、霊れい魂こんの存在を信じているからだろう（俺は信じるもなにも見えてしまっているわけだが）。ここに西郷隆盛の銅像が造られたのは、彼の生前の偉い業ぎようを称たたえるというよりは、鎮ちん魂こんという意味合いが大きかったのかもしれない。

　そんなことを思いながら、もう一度、目の前の五頭身の銅像を眺ながめた。当然、ただの銅像なので怨おん霊りようや御み霊たまに類するものは見えなかった。しかし、よく見ると唇くちびるあたりに白い靄もやのようなものが見える。その正体はわからないが、俺は西郷隆盛の霊魂ではなく、銅像の作者の高村光雲が生前に飛ばした生いき霊りようなのではないかと想像した。

　しばらく銅像を眺ながめていたが、結局それ以上感じたことはなかった。




　新にい美みの紫むらさき色のアレは何なんだろう。そう思いながら、天てん王のう寺じ（と女の幽ゆう霊れい）が座るベンチへ歩いていった。天王寺はモバイルＰＣを膝ひざに置き、蜘く蛛もを思わせる高速タイピングをしていた。

「なにをしているんだ？」

　俺は天王寺に尋たずねてみた。タイプを止めずに、天王寺が答える。

「……家のクラスター・マシンを制せい御ぎよするコードを書いている。いままでより効率の良い方法を思いついた」

　俺はワンピースの女の幽霊に目で合図をし、ベンチを譲ゆずってもらった。

「なぁ、俺、昨日湯ゆ島しま天てん神じんへ行ってきたんだけどさ……」

　俺はなんとなく、昨日の天てん満まん宮ぐうネットワーク云うん々ぬんの話を天王寺に話してみた。彼はタイプを止めなかったが、俺はかまわず話し続けた。もちろん、御み霊たまや幽霊を見た話はしなかったが、それでも十分電波な話をしている自覚はあった。……しかし、天王寺を見ていたら、なんとなく話してみたくなったのだ。

　話し終えると、天王寺は指を止めずに答えた。

「……君は、ものすごく変なやつだな」

　俺は思わず吹ふき出してしまった。

「お前に言われたくないな」

　今日の学校での、天使のような西にし井いさんの顔（と惑わく乳にゆう）を思い出した。俺も変わっているかもしれないが、天王寺だって十分変わっているな、と思った。案外新美だって、ただの変わったやつなのかもしれない。

「なぁ。来週にでも、お前ん家ちのクラスター・マシンとやらを見せてくれないか？」

　天王寺が、タイプを止めて俺を見た。

「別にかまわない」

　広場は夕焼けで赤く染まっていた。ケータイを確かく認にんすると、通信カードの回線が開いているはずの時間だった。

　家電量りよう販はん店に戻もどって商品を受け取り、駅で天王寺と別れた。




　帰りの電車の中でケータイのメールが着信した。『今日はありがとう』……天王寺からだった。天王寺にしては常識的なメールだなと思ったが、タイトルだけで本文のないところが天王寺らしいと、俺は思った。
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04月14日　和泉いずみ葉よう介すけ




「キミタチは、運命というものを信じるかね？」

　昼食は天てん王のう寺じと前まえ田だの三人で食べた。天王寺が静かにおとなしく弁当を食べている中、前田は箸はしを持ちながらしゃべりっぱなしだった。

「オレもまさか、とは思ったんだけどさ……」

　どうやら、前田が小学校のときに初めて好きになった女の子がいて、そのコが現在偶ぐう然ぜん同じ高校で偶然同じクラスになっているらしい。

「それって、オレにそのコと付き合え、という神からのメッセージだと思わないか？」

　前田の言う神が何の神かは知らないが、頼たのんでもいない無名の高校生のカップル作りに神の手が介かい在ざいしているのだとしたら、それはもはやお節介というべきなんじゃないかと思う。

「ここは公立高校なんだから、小学校のときの知り合いが同じクラスになることなんて珍めずらしくないだろう」

　そう否定はしてみたものの、前田の言う女の子が誰だれなのか気になって、俺は西にし井いさんのことをチラリと見た。……が、どうやら前田の言う女の子とは、その西井さんの隣となりで弁当を食べている加か納のうという女子のことらしい。ほう、なかなかかわいい女の子じゃないか、前田くん。

　俺は応おう援えんするからどんどん攻せめろ、と無責任に前田を煽あおり、残りの弁当をかっ込んだ。

「オレが成功したら、お前らにもクレタちゃんの友達と、デートぐらいセッティングしてやってもいいぜ」

　どうやら前田は、俺と西井さんが悩なやみについて話し合うような仲だとは知らないとみえる（当然、話していないからだが）。俺は余よ裕ゆうの笑えみで「期待しないで待っている」と答えた。




　しかし問題は、俺の心の天使エンジエル・西井さんと仲良く食事をしている悪あく魔まの存在だ。あろうことか新にい美みは、西井さんからピロシキなんかを分けてもらっているご様子。……生意気にも、ほどがある。あんな得体の知れない女が食べるくらいなら、俺が食べたほうが世の中のためってものだろう。

　うらめしそうに、そのピロシキを見つめていたとき、うかつにも……新美と目が合ってしまった。しまった！　観察しているのがバレてしまったか？　まずいぞ。俺は二度と、あんな紫むらさきなんかに触さわりたくない。もしあいつのほうから俺を襲おそってきたら、俺には対処する術すべなどない。……最悪、死ぬ可能性だってあるぞ。

　じわっといやな汗あせをかきながら、俺は再び新美のほうを見た。新美はおとなしそうに、下を向いて座っていた。あの女から角とか牙きばとか、そのたぐいのものは出現していない。……よかった。しかし、気をつけなければ。これからはもっと注意深く、やつを観察しなければならないだろう。




「今日はどうだろう」

「へ？」

　いきなり、天てん王のう寺じが俺に問いかけてきた。

「クラスター・マシンの話だ。先週、見たいと言っていた」

「あ、ああ。……いいのか？　行っても」

　俺の顔を見ずに、天王寺はうなずいた。

「なんだよ、クラスターって。もしかして……助すけっ人との話か？」

　前まえ田だがうれしそうな顔をして話に入ってくる。

「天王寺ん家ちの、コンピュータのことだ。前田も見に行くか？」

　前田は、俺が生しよう涯がいで見た中で最高の、苦い顔をしてみせた。

「いいよう、オレは。野球部の練習があるしさぁ」

　……がんばれよ、練習。




　授業が終わり、そのまま学校から天王寺と一いつ緒しよに歩いて彼の家に向かった。場所は先日花見をした谷や中なか墓地に近いという。

　道すがら、谷中墓地で遊ぶ小学生たちを見た。俺の目には子供が墓地で遊ぶ光景がひどく異様に映ったが、土地の人は気にしていない様子だった。

「……ここだ」

　目的地に着いたようだ。……驚おどろいた。なんと天王寺の家は、大きな寺院だったのだ（事前に一言くらい言えよ……）。しかもややこしいことに、名字が天王寺なのに、寺の名前は感かん応のう寺じだった。

　大きな瓦かわら屋根のついた門。それをくぐると巨きよ大だいな日本庭園が目の前に広がり、足元の石いし畳だたみが伽が藍らんまでの道を作っている。常じよう駐ちゆうの庭師でもいるのだろうか。広い庭の樹木は隅すみ々ずみまで手入れが行き届いていて、入場に料金が必要と言われてもおかしくない美しさだった。

「お、おじゃまします」

　勝手口から寺の住居部分へ入る。玄げん関かんは違ちがうが、住居部分も寺と一体化している純和風の建物で、長い木板の廊ろう下かを歩いていても、全体でいったい何部屋あるのか見当もつかない。

「おかえりなさい」

　廊ろう下かですれ違う、何人かのお坊ぼうさんと挨あい拶さつを交かわした。俺は幽ゆう霊れいにかなり警けい戒かいしたのだが、さすがに死人を成じよう仏ぶつさせるのがお寺の仕事ということなのか、建物の中に幽霊はいなかった。

　俺はただ天王寺の背中について廊下を歩いた。そうするしかなかったのだが、到とう着ちやくしたのは意外にも行き止まり。当とう惑わくする俺をよそに、いきなり天王寺は廊下の床ゆか板いたを外し始め、行き止まりだと思った廊下は、みるみると地下へ続く階段へと変わっていったのだった。

「お前の部屋は、地下室なのか？」

　天てん王のう寺じが振ふり返って、俺を見た。

「君は僕のＰＣ部屋を見たいのだと思っていた。寝しん室しつとか書しよ斎さいが見たいのなら、別の部屋に案内する」

「……いや、見たいのはＰＣ部屋だ」

　俺と天王寺は、「ファッキン・バリアフリー！」とでも主張しているような、やたら急な階段を下り、ドアのない地下室へ。




　暗くら闇やみにオレンジや緑、無数のＬＥＤの光が瞬またたいていた。




　電気をつけると、そこに十畳じようほどの空間が広がった。明治を思わせる古い木製の机二脚きやくに三台の液えき晶しようモニタがのり、床ゆかには大小無数のＰＣが整然と、あるいは乱雑に配置されている。壁かべは漆しつ喰くいで塗ぬられ、椅い子すはアーロンチェアという、無む秩ちつ序じよな部屋だった。

「この地下室は、大だい東とう亜あ戦争のころは防ぼう空くう壕ごうとして使っていたらしい」

　天王寺がモニタの電源を入れながら言った。ＰＣのほうには、常時電源が入っているようだ。……大東亜戦争？　ああ、第二次世界大戦のことだな。ややこしい言い方をするやつだ。

「もっとも戦前からこの辺りの地下は利用されていて、江戸時代には寛かん永えい寺じと地下で繫つながっていたと聞いている。崩ほう落らくとかがあって、地下道はほとんど埋うめられてしまったらしい」

　俺はそんなことよりも、そういう歴史ある立派なお寺の地下が、こんな悪の秘密結社の基地のように改造されていると知れたら、檀だん家かの人々が反乱を起こすのではないかと心配した。

「クラスター・マシンはこっち」

　天王寺は部屋の奥にある、漆うるし塗りの巨きよ大だいな観かん音のん開びらきの扉とびらに手をかけた。扉には「宙ちゆう倫りん俱ぐ」の文字。ちゅーりんぐ？　仏教用語だろうか？　……わからん。

　そのまま天王寺が扉を開く。冷蔵庫のように、中からひんやりした冷気が流れ落ち、ずらっと縦に並んだラックマウント型のマシンが現れた。

「一つのラックに32台ずつ、隣となりのと合わせて64台のマシンを繫いでいる」

「そんなにマシンを繫いで何をやってるんだ？　３Ｄレンダリングとか？」

　天王寺が、声をあげて笑った。……俺は天王寺が笑うところを、初めて見た。

「たまにネットワークに流れる情報のデータマイニングなんかをやることもあるが──」

　俺はバカにされた気がして、むっと天王寺を睨にらんだ。

「──ほとんどは暗号解読をしている」

　暗号？　何の？　いよいよ悪の秘密結社のかほりがプンプンとしてきたので、怖こわくて俺はツッコめなかった。

「たとえば普ふ通つうのＰＣで百年かかるような計算を、このマシンと僕の自作プログラムを使えば三日くらいで済ますこともできる。マシンを増やすことも考えたが、場所もあまりないし、劇的に効率が上がるわけでもないので、今は64台で我が慢まんしている」

「なんか俺がいじっても、つまらなそうだな」

「君が望むのなら、基き礎そから教えてあげよう。クラスター・マシンが欲しいなら作り方も伝授する」

「……いや、必要ない」

　その後、俺が使ったことがないＵＮＩＸ系のＯＳに興味を持つと、天てん王のう寺じは俺に手取り足取り教えてくれた。……まさに手取り足取りという状態で、天王寺が俺の手の上に自分の手をのせてマウスを操作したときなんかは、天王寺が西にし井いさんだったら、幸せだったのになぁ、とか残念に思うのであった。……まぁ、ＵＮＩＸについて丁てい寧ねいに教えてくれる西井さんなんて、想像が難しいが。




　帰り道、駅へ向かう途と中ちゆう、ケータイで『今日はありがとう』というメールを天王寺に打ってみた。すぐに返信が来て、『君ならいつ来てもかまわない』とあった。

　天王寺のことを、はじめはクールなやつだと思っていたが、意外に人なつっこい、いいやつなんだと思った。
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04月15日　和泉いずみ葉よう介すけ




　昨日の昼食のときに前まえ田だの話を聞いたせいか、今日の授業中、前田が加か納のうのことを意識してチラチラと観察しているのが目についた。わかりやすいやつだと思いながら、自然と加納のほうに目を向けてみると、……俺は、気がついてしまった。なんと加納は、天王寺に熱い視線を送っているではないですか。

　俺にはわかる。あれは、恋愛感情とかそういう、甘あま酸ずっぱい視線だ。俺自身が西井さんにそんな視線を送っているのだから、間ま違ちがいない。天王寺と加納は地元の同じ中学校だったらしいし……。

　あわれな前田。バカで純じゆん粋すいな、前田よ。お前は悪いやつじゃない。だが、お前の恋は、もしかすると……。

　なんだか勝手に、俺は前田に同情をしてしまった。俺だって前田をバカにできないからだ。俺なんかが西井さんと、釣つり合うわけがない。そんなことはわかっている。高望みだって、重重承知なのだ。しかし、あるいは……そんな可能性に、男は期待してしまうものなのだろう。

　そう思うとともに、再び……俺の中に新にい美みへの怒いかりがこみ上げてきた。俺は自分が変人なのだと、十分にわかっている。だが俺は、ただ幽ゆう霊れいが見えてしまうって、それだけなのだ。……あいつは違ちがう。あいつが何ものなのかは、見当もつかない。しかし、俺なんかとは比べものにならないほどの、悪あく魔ま的存在に違いないのだ。

　それが、今日も馴なれ馴れしく西井さんと楽しそうに会話をしている。……俺はどうだ？　この差は、何なのだ？

　モヤモヤした俺の気持ちは、昼になっても続いていた。この気持ちを、どうしたらいいのだろう。

「天てん王のう寺じ、今日はヒマか？」

　静かに弁当を食べていた天王寺が俺を見た。

「なぁ、どっか遊びにいかないか？」




　学校が終わり、天王寺と俺は上うえ野のの街に行くことにした。前まえ田だは毎日野球部の練習があるらしい。天王寺は上野より秋あき葉は原ばらのほうが面おも白しろいと主張していたが、俺の強行採さい決けつで上野になった。今の俺を癒いやせるものは、48人組みのアイドルなんかじゃなく、ど演歌なのだ。

　すこし遠回りになるが、学校から上野公園を周って繁はん華か街がいに出るコースを歩いた。東とう京きよう芸げい大だいの前を抜ぬけて、国立博物館前から上野公園の噴ふん水すい広場の前へ出た。

　春の心地ここちよい陽気のせいか、いつもクールな天王寺も心なしご機き嫌げんの様子だった。ふと、俺は授業中の加か納のうの顔を思い出した。

「なぁ、加納って同じ中学だったんだろ、どんなやつなんだ？」

「あんな女のことが気になるのか？」

　お、質問で返された。まぁいい。

「昨日、前田が運命だ何だ言っていただろう、聞いていなかったのかよ」

「ああ、前田のことか。……そうだな、僕の知っている加納クレタは、ひどく変な女だ」

　加納クレタと、わざわざ天王寺はフルネームを言った。

「お前と加納って、中学時代どの程度の仲だったんだよ」

「……よく二人で、秋葉原に行った」

　おいおい、それって。

「それって、付き合ってたってこと？」

「いや、お互たがいに恋愛感情はなかった。加納クレタは僕にずいぶん興味があるようだが、それは恋愛感情とは違うものだ」

　俺は、加納が放った天王寺への熱い視線を思い出していた。

「お前がそう思っていただけなんじゃないのか？　お前、すっごく鈍どん感かんそうだしな～」

　俺はどこかで地じ雷らいを踏ふんだらしい。さっきまでご機嫌だった天王寺の歩みが速まった。ちょっと怒おこっているご様子。

　天てん王のう寺じは、かなりの美形だ。ハンサムといっていい。とはいえ、所しよ詮せんコンピュータオタクの坊ぼうやなのだ。恋愛関係には、からっきし弱いのだろう。

　俺が縁えん結むすびの神として、天王寺や前まえ田だの恋を成じよう就じゆさせてやることもあるのかもしれない。まるで自分が恋愛の達人でもあるかのように、そんなことを思った。




　俺たちは東京文化会館の前から線路を渡わたる歩道橋を歩き、ＪＲ上うえ野の駅の広ひろ小こう路じ口ぐちに出た。噴ふん水すい広場以降、十数人の幽ゆう霊れいとすれ違ちがった。やはりどの幽霊もソワソワしていたり、怯おびえている様子なのが気になった。なぜかは皆かい目もく見当がつかないが、……この街は、どこかおかしい。




　駅の広小路口から目についたのは、正面のオモチャ屋だった。近づくと、たくさんのガチャガチャが、店の表に並んでいた。有名なアニメや特とく撮さつのガチャガチャが、所ところ狭せましと並んでいる。……そんな中、俺の心をがっちり摑つかんでしまったのは、『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』のガチャガチャだった。

　子供のころ。幽霊が見えるせいで一人ぼっちになった俺は、目め玉だまおやじを友達に欲しいと本気で願ったことがあった。なんだか、そのときの気持ちを思い出したのだ。……よし。神は俺に、ここで目玉おやじを手に入れろと言っているに違いない。

「俺、これやる」

　天王寺にそう告げて、機械に二百円を投入。その場にしゃがんで目をつぶり、精神を集中…………見えた！

「今だ！　でやぁぁぁぁッ！」

　勢いよくレバーを回す。




　ガチャガチャ、ポン。




　出てきた赤いカプセルを開けると……『妖よう怪かい～小豆あずき洗あらい～』。背中を曲げたおっさんのフィギュアが出てきた。ガッカリ。ガッカリだよ。

「なぁ、小豆洗いって何が怖こわいんだ？　そもそもこれは、妖怪なのか？」

「さぁ。ぜんぜんわからない」

「わかんないって、お前んち、お寺だろうがよ」

「……うちはまぁ、総合仏教とも言える天てん台だい宗しゆうではあるが、……妖怪というのは、神しん道とうの管かん轄かつではないのか？」

　俺は小豆洗いのおっさんを天王寺に手渡わたした。

「今日からこれは、お前んちの管轄だ。多角化経営、お前ならできると信じている」




　……さて、もう一回だ。今度こそ目玉おやじを。

　二百円を投入、目をつぶり、精神を集中…………見えたものは……死？




　無数の触しよく手しゆに、直接心臓を摑つかまれたような感触。巨きよ大だいな螺ら鈿でんの紫むらさきが、俺を包み込んだ。……飲み込まれる、そう思った。

　俺は悲鳴をあげた。絶ぜつ叫きようした。のたうちまわった。

　その無様さを神が哀あわれんだのか、パッと恐きよう怖ふの紫は消え、……何事もなかったかのように、元のガチャガチャ置き場に戻もどってくれた。

　助かった、のか？

　振ふり返った。……目を丸くした新にい美みが、そこに立っていた。爆ばく笑しようが起こった。加か納のうや新美や加納や天てん王のう寺じが笑っている。

　やっと理解した。俺は、後ろから新美に触さわられたのだ。そして先日の花見のときのように、紫の塊かたまりに襲おそわれたのだ。まったく無防備な状態で突とつ然ぜん触られたがために、花見のときの比でない驚おどろきを味わったというわけである。

　……しかし、やってしまった。入学したばかりの高校で、早くも「変人」というレッテルを貼はられるような異常行動をとってしまったのだ。

　辺りに響ひびく同級生たちの笑い声が、とても痛かった。

　何とかごまかさなくては。俺は手に持っていたカプセルを、新美の手に置いた。新美に何か気の利きいた言葉でもかけたかったが、何も思い浮かばなかった。

　何でもいい、早くこの場を離はなれたい。……自分の存在を、消したい。




　そうして気づくと、俺は逃にげ出していた。とにかく、俺を笑うこの心ない同級生たちの、いない所へ。

　何が悪いのか。誰だれが悪いのか。何も考えられないまま、俺は歩いていた。百ｍかその程度歩いたところで、誰かが俺の肩かたを叩たたいた。……天王寺だった。さっきは俺を笑っていたくせに、天王寺は真しん剣けんな顔で俺を見ている。

「……君と新美のあいだには、何かあるのか？」

　鋭するどい質問。その質問に、俺の心臓は限界の速度で拍はく動どうし、そして、なんとか耐たえた。

「お、俺は……新美のことが、ひどく苦手なんだ」

　ぎりぎり、そう答えることができた。

「そうか」

　天王寺は意外なほど爽さわやかな顔で、俺に微ほほ笑えんだ。その顔を見て、俺は少し安心することができた。さきほどの失態は、まだ彼に呆あきれられるほどの失態では、なかったのだ。

　その後あれこれと、天王寺が加納の双ふた子ごの姉のことなどを話していた気がしたが、内容はまるで頭に入らなかった。……俺の頭の中は、新にい美みのことでいっぱいだった。とても、このまま上うえ野ので遊ぶような気分にはなれなかった。

　天てん王のう寺じに謝って、今日はもう解散させてもらうことにした。




　……いままで俺は、新美にはこちらから近づかなければ安全だと考えていた。しかし、そんなに甘くはなかった。既すでに接点を持ってしまった以上、また新美と同じクラスである以上、あいつのほうから俺に接せつ触しよくしてくることも、十分ありえるのだ。今日みたいな事態は、放ほうっておけば将来ふたたび起こるだろう。

　新美の正体など、わからなくたっていい。俺は一度、あいつと話をしてみる必要がある。もしかしたら、失態を演じるかもしれない。でももしかしたら、問題を解決できるかもしれない。どの道、放っておいても何かしら問題は起きるのだ。

　明日、新美と話してみよう。とにかく俺は、あいつのことを何も知らないのだ。
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04月16日　新にい美みたまも




　授業終しゆう了りようのチャイムが鳴る。今日の学校も終わりです。いつものように、クレタが私の席にやって来ました。

「クレタ、今日はどこいこっか？」

「……秋あき葉は原ばらがいい」

「え？　秋葉原？　……でも私、マイコンとか興味ないしなぁ」

「ううん。そういうんじゃなくて、……私、たまちゃんにピッタリの──」

　そのとき、あらたまった表情の和泉いずみ葉よう介すけが、私の席の前に立ちました。少しドキッとしましたが、慌あわてて私は彼を睨にらみ返しました。

「な、なによ」

「……ちょっと二人きりで、話がしたい。いいか？」

　え～っ！　なんですと!?　昨日の弁明でもする気？　……でも二人っきりって、どういうこと？　男子なんかと二人っきりって、本気で困るんですけど！　しかも、アンタと。

「き、昨日のカプセルのことなら、気にしていないわよ。私も、驚おどろかせて悪かったわ」

「いや、昨日のことはもういいんだ。驚かせたのは、むしろ俺のほうだったし……。それよりも、……俺たち二人のことについて、話し合いたいんだ」

　どどどどどどどどういうことですか？　俺たち二人って、アンタと私はろくに会話したこともないじゃない！　……和泉葉介。まったくもってアンタの行動は、常に私の想定の範はん囲い外へ飛んでいくわ。

「いい場所がある。一いつ緒しよに来てくれないか？」

　すっごく迷いましたが、しょうがない。和泉葉介に、ついていくことにしました。彼には文句を言ってやらなきゃならないし、二人のことって、気になるし……。

　教室を出るとき、振ふり返ると、瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせたクレタが、天てん王のう寺じ真しん一いちと何やら会話をしていました。




　和泉葉介が私を連れていったのは、学校の屋上に備え付けられた小さな天文台でした。天文部は何年も前に廃はい部ぶになったらしく、そこは八畳間ほどのただの空き部屋となっています。ドーム型の天てん井じようと、放置された古い天体望遠鏡だけが、活動していたころの天文部を偲しのばせるものでした。

　部屋の奥の和泉葉介が、振り返って私の目を見る。……いつかみたいに、不思議な瞳。

　こんな、ヒトケのない所に連れ込んで、どうするつもり？　……変なコトしたら、鞄かばんに忍しのばせた私の南なん部ぶ十四年式が、火を吹ふくんだから！

　私は敵意を燃やすことで、男子と部屋に二人きりという緊きん張ちようを追い払はらうことができました。数脚きやくのパイプ椅い子すがありましたが、立ったまま、和泉いずみ葉よう介すけは話を切り出すのでした。

「お前は最近、……あるいはずっと昔、不思議な出来事を体験したことはあるか？」

　え～と……なにからツッコむべきでしょうか？　まず、アンタに「お前」なんて偉えらそうに呼ばれるような覚えは、前世を探したってないんですけど！　アンタ何様？　これからは和泉様って呼べばいいわけ？　南な無む八はち幡まん和泉様！

　私は深くため息をついてから、口を開きました。

「私は至って普ふ通つうの女子高生よ！　宇宙人でも未来人でも、超ちよう能のう力りよく者でもないわ！　……不思議な出来事？　強しいて言うなら、アンタがそれよ！　私にとって、アンタとの接点全すべてが奇き妙みよう奇き天て烈れつ・不可思議体験だわ！」

　私は初めて、自分を女子高生だと言いました。和泉葉介は顎あごに手をあてて、五秒ほど考えていました。

「……俺以外に、お前に驚おどろいたり、警けい戒かいしたりする人物に会ったことはないのか？」

「アンタみたいな不思議な男は初めてよ。見たところ他ほかの人とは普ふ通つうに会話しているみたいだし、どうして私に対してだけ、おかしな態度をとるのよ！」

　和泉葉介がまた少し考えました。

「俺はお前に触ふれると……苦しくなるんだ。心臓が締しめ付けられるように感じる。こんなことは、俺はお前にしか感じない」

「ど、どういうことよ！　わけわかんないわよ！」

「たぶん俺にとってお前は、……特別な存在だと、いうことだ」

　顔が熱くなりました。耳も熱くなりました。……そんなこと言われても、私、困る。何なのかしら、この人は。……恥はずかしいわ。恥ずかしいわ。恥ずかしいわ！　ギャァァァ！　ムキョォォォォ！

「……とにかく俺はお前に触さわると、どうにかなってしまいそうなんだ。これから俺に触れることがあったら、あらかじめ声をかけてくれないか。心の、準備をしたい」

　そういう恥ずかしくて恥ずかしくて、どうにかなっちゃう感じって、私もわかる気、するけど……。でも、……そんなの、困る。わたし、困る！

「いま、俺が言いたいことはこれが全すべてだ。……くれぐれも、俺に触るときは声をかけてくれ。頼たのむ」

　そう言うと和泉葉介は、限界まで顔を真っ赤にした私とすれ違ちがい、後ろの扉とびらから天文台を出ていったのでした。
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　……彼が去ってしまうと、なんだか私は、力が抜ぬけてしまいました。私はしばらく、パイプ椅子に座って、ボーっと熱を冷ますほかありませんでした。

　ブルブルと、ケータイの着信。




from　クレタ：「どうだった？」




　震ふるえる指で、私は返信をしました。




from　たまも：「トクベツな存在だって、言われた」




　またブルブルと、間かん髪はつ入いれずに着信。




from　クレタ：「ｋｗｓｋ！　いますぐ会って、詳しよう細さい希望」




　……いますぐ、誰だれかにこの出来事を話せるほど、私の精神は正常ではありませんでした。憔しよう悴すいしているというか、……でもなんか、あったかいっていうのか。……わかんない。




from　たまも：「ごめん、今日は帰る。明日必ず話す」




　ふらふらな状態で、下校。帰宅。

　和泉いずみ、葉よう介すけ……いままで、とっても失礼で、謎なぞなやつだと思っていましたが、……意外とかわいいやつなのかもしれません。

　ブクブクとお風呂に浸つかりながら、今日のアイツの顔を思い出していたら……ちょっとのぼせちゃうので、ありました。
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04月17日新にい美みたまも




　朝、和泉葉介と目が合いました。アイツのほうから、微ほほ笑えんできました。私も、不器用に微笑み返してみたのですが、恥はずかしくなっちゃって、すぐに下を向いてしまいました。どうしよう。私、変な女のコって思われちゃったかな。




　そわそわした気持ちのまま、学校の授業はあっという間に終わってしまいました。クレタになかば拉ら致ちされるようなカタチで、私はいつかの和わ菓が子し屋に連れていかれました。

　先に着いていたのでしょう。店の奥には、牢ろう名な主ぬしのようにで～んと座るマルタの姿が。そして私が席に座るやいなや、見事なまでの双ふた子ごのユニゾンが聞こえました。

「「で、昨日はどうだったのよ」」




　私は入学式でのこと、花見でのことや、昨日の天文台であったことをそのまま、双子姉妹に話しました。

「うそーっ！　それって和泉葉介に、告白されたってことだよね？　ね？」

　マルタが私に問いつめてきます。

「……わかんない。つきあうとか、そういう話は一いつ切さいなかったし……。けど、トクベツだとか、アイツが私のことを……かなり意識してるのは確かだと思う」

「たまも、あんたはどうなのよ。あいつのこと、どう思ってんの？」

　私の顔が、火をふいたように熱くなりました。

「……かなり意識しちゃってると、思う」

「ウッヒョーッ！　入学早々に恋の花が咲くなんて、ドラマみたいじゃない。一ひと目め惚ぼれって、あるんだね～。テンション上がってきた！　よっしゃ！　我々姉妹も、たまもの恋を応おう援えんしてやろうじゃないの。ね？」

「う、うん」

　意外にもクレタは浮かない返事をしました。そういえば、さっきからクレタの口数が少ないです。

「まず、初デートなんだけどさ、お台だい場ばでいい？　やっぱり初キッスは海辺がいいと思うんだけど……」

　マルタのラジカルな発言に、私はひどくたじろぎました。

「なっ！　は、早い、まだ早いって！」

「こういうのは先手必勝よ！　受け身に回っちゃ絶対ダメよ。いい？　初キッスだろうが、こっちからどんどん舌を入れちゃ──」

「わーっ！」

　私は暴走するマルタの口を必死で押さえ、店内を見回しました。

「なんてこと言うのよ、マルタ。……他ほかのお客さんだっているんだから、そういう恥はずかしい話はやめてよ！　おしまい！　禁止！」

「……まったく、ウブで愛ういやつよのぅ」

　そう言って、クククとマルタは悪代官のように笑うのでした。

　その後も、なにかと恋バナに持っていこうとするマルタを必死で制止。そんな恥ずかしい話、私は堪たえられません。……キスとか、どうしてそこまで話が飛んじゃうのかしら。マルタって、そういう経験が豊富なのかな……。




　喉のどが渇かわいたのか、マルタがゴクゴクと男前に抹まつ茶ちやを飲みました。そして静かにお碗わんを置くと、「そういえば……」とまたすぐに別の話を切り出すのでした。まったく、呆あきれるほどよく話す娘です。

「やみくろって、知ってる？」

　突とつ然ぜん、真しん剣けんな表情でマルタが私を見つめます。

「……何それ」

「昨日、銭せん湯とうに行ってさ。あ、私たちって銭湯が好きでさ、よく近所の銭湯に行くんだけど、そこで知り合いのおばちゃんに聞いたのよ。……最近この辺に、やみくろっていう黒くろ装しよう束ぞくの集団が出しゆつ没ぼつして、人を攫さらうらしいわ。脱だつ衣い場で涼すずんでいたら、その話題でもちきりだったのよ」

「そんなニュース、聞いたことないよ」

「それがさ、拉ら致ち現場の目もく撃げき者は大勢いるんだけどね……」

　マルタが、私の目を覗のぞき込みました。

「被ひ害がい者が、いないんだってさ」

「……どういうこと？」

「夜中、やみくろに人が攫われているのを見た人間は大勢いるのよ。だけど、翌朝警察が調べてみても、被害届けを出す人はもちろん、それらしい行方ゆくえ不明者もいないらしいのよね」

「近所の不良が遊んでるだけなんじゃないのかな。ブラック団とかそういう、ダサい感じの」

「それがね、やみくろの噂うわさを話していたおばちゃん──ガミさんって人なんだけど、そのガミさんの息子むすこが、まさに近所の不良なんですわ。で、その息子のグループがやみくろの噂うわさを聞いてね。縄なわ張ばりがなんちゃら言って、夜中じゅう張り込みをしてたんだって。釘くぎバットとか持ってさ」

「ヒマなんだねぇ」

「バカだよねぇ。でも、その甲か斐いあってか、息子グループは深夜にやみくろを発見。ウラーって追いかけ回したらしいの。そんな元気があり余って、滲にじみ出ちゃってるような若者が、集団で追いかけてるのよ。やみくろも捕つかまると思うじゃない。……なのに、やみくろはまるで忍にん者じやみたいにすばしっこくて、ピョンピョンと跳はねながら逃にげてってね、そのうちマンホールの中へ消えてっちゃったんだってさ」

「マンホール？　地面の？　うそ臭くさいｗ」

「え～っ、面おも白しろいじゃん！」

「……超ちようローカルな、都市伝説ね」

「わかってないなぁ。いい？　都市伝説というものはたいてい、実際の忌いまわしい事件を元にして広まるの、たとえば……」

　その後、マルタは口くち裂さけ女やら首なしライダーやらの詳くわしい話を始めました。やみくろの話はもう忘れてしまったのか、クレタがべっこう飴あめを作ろうとして失敗した話や、姉妹がポマードを探さがし求めて、吉よし池いけというデパートでやっと見つけた話などをするのでした。

　マルタの話にお腹なかを抱かかえて笑うなか、ふと私は、クレタが深刻な顔でさきほどから一言もしゃべっていないことに気がつきました。

「どうしたの？　クレタ。具合でも、悪い？」

　ゆっくりと、クレタは顔を上げて私の目を見ました。どこか苦しそうな、そんな表情。

「……二つの眩まばゆい光を放つ連星が、いま、堕だ落らくという汚きたない重力に、引っぱられようとしているの。私には、その星たちの行く末が、不安で、不安で……」

　……このヒトは、なにを言っているのでしょうか。

　クレタを見ながらポカンとする私の顎あご先さきを、マルタが指で無理やり自分のほうへ引き戻もどしました。

「たまも。あんたはクレタの言うことなんて、気にしなくていいの。あんたは、私についてきなさい。……後こう悔かいは、させないわ」

　え～と……いつから私はマルタの子分になってしまったのでしょうか。悪あく魔ま的な笑えみを浮かべて、マルタが私を見ています。怯おびえたような表情の、クレタ。

　この姉妹は、本当に普ふ通つうの双ふた子ごなのでしょうか？　……私の中に一いち抹まつの疑念が湧わいたとき、唐とう突とつに加か納のう姉妹は弓きゆう道どうの時間だと私に告げ、風のように目の前から去っていってしまったのでした。




　一人で家路を歩く私の頭に、いろんな顔が、浮かびました。怯おびえたクレタ……妖あやしく笑うマルタ……そして、私を見つめる和泉いずみ葉よう介すけ……。




　ぼんやりしながらも、家に着く。

　自分でも、どうしてそんなことをしたのかわかりませんが、自分の部屋に入るや、ぶら下がったカプセルに、キスをしてしまいました。

　……とたんに、猛もう烈れつに恥はずかしくなりました。慌あわてて鞄かばんから南なん部ぶ十四年式を取り出し、カプセルにＢＢ弾だんを撃うち込んでやるのでした。ああああああっ！　……なにをやってるんだか、私。
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同日　04月17日　和泉葉介




　朝から心が軽かった。

「おはよう！」

　家の前にいる体育座りのおじさんの幽ゆう霊れいにも、久しぶりに挨あい拶さつをしてしまった。……かまうもんか。俺は昨日、一つの大問題を解決したのだから。

　依い然ぜん、新にい美みが何ものかなんてわからない。しかし、俺は別に将来霊れい媒ばい師になりたいわけではないのだ。新美の正体なんて、俺には関係ない。新美のやつがむやみに俺に触さわりさえしなければ、俺の高校生活にまったく支障はないのである。

　昨日、そのことをきちんと新美に伝えた。もうガチャガチャのときのように、突とつ然ぜん恐きよう怖ふの淵ふちへ突つき落とされる心配もないだろう。

　……校舎がまぶしい。授業が楽しい。あの悪あく魔まのような新美ですら、昨日までとは違ちがって見える。俺の本当の高校生活は、今日から始まったのかもしれない。




　俺の心のウキウキは、休み時間だって、休まない。軽かろやかな気分で、俺は学校の廊ろう下かを歩いた。スキップでもしたいくらいだ。あのリコーダー少女の幽ゆう霊れいがいる第二音楽室まで行ってやろうか。いまの俺なら、どんな地じ縛ばく霊れいだって追おっ払ぱらえる気がした。

　ふと、いつか俺が考え事をしていた階段に、人ひと影かげが見えた。……なんと、西にし井いさんだ。彼女らしからぬ、浮かない顔をして座っている。

　普ふ段だんなら、そんな西井さんに話しかける勇気なんて、俺にありはしない。

　しかし、今の俺は、違う。

「♪あーがり目、さーがり目、ぐるっと回ってニャンコの目！」

　俺はいつかの彼女の歌を歌った。さすがに彼女が俺にしたように、彼女の顔に触れることはできなかった。

「あ、和泉いずみくん」

　西にし井いさんは、やはり天使のような微び笑しようを俺に返してくれた。さらなる幸福感が、俺を包んだ。

「どうしたの？　悩なやみなら、相談に乗るよ。いまの俺なら、西井さんの力になれる気がするんだ」

「ありがとう、でも……」

　西井さんは少し考えてから、やがて微ほほ笑えんだ。

「話してみようかな。和泉くんになら」

　俺は惑わく乳にゆうの引力圏けんに入ってしまったことに気づき、視線を外すために彼女の横に座った。

「……私ね、実は三歳さいのころからバレエを習っているの。お母さんの影えい響きようでね。意外？」

「ぜんぜん。むしろ似合いすぎなくらいだと思う」

「子供のころから私の夢は、バレエダンサーになることだったわ。踊おどることが楽しくって、実際にコンクールとかではいつも優勝していたの。先生とかにもずいぶん誉ほめられて、それでますます踊るのが楽しくなっていったんだ。……でも……」

　彼女の声こわ色いろが変わった。

「……最近、とても調子が悪くなって、以前できていたことすら、できなくなってきちゃったの。……和泉くん、ローザンヌって知ってる？」

「いや、わからない」

「スイスの都市の名前なんだけど、毎年、そこで世界的に有名なコンクールが開かれるの。私も数年前までは先生とかにすごく期待されててね。コンクール出場はもちろん、スカラシップも確実だ──なんて言われていたんだけど、……いまでは予選のビデオ審しん査さすら、通るかどうか怪あやしくなっちゃって……」

「西にし井いさんって、すごい頑がん張ばり屋やさんなんだね。……調子が悪くなったのって、何か原因があるの？」

　彼女はしばらく黙だまってから、口を開いた。

「……お母さんのせいなの。ううん。お母さん自身は悪くないんだけど、少なくとも私はお母さんのせいにして、気を紛まぎらわせるしかなかったのよ」

　どうも、話がよくわからなかった。

「どうして、お母さんのせいだと思うの？」

　しかし彼女はその問いに答えず、俺に優やさしく微ほほ笑えんだだけだった。

「いままではバレエのことで悩なやむと私、お父さんに相談してたの。お父さんはとっても親身に私の話を聞いてくれて、ずいぶん私は救われてたんだけど……。最近、お父さんはすごく仕事が忙いそがしいみたいで、あんまり私と話をしてくれなくて……」

「いいお父さんなんだね。……忙しいってさ、お父さんはどんな仕事してるの？」

「……政治家」

　意外な答えに、俺は単純に驚おどろいた。

「驚いた？　国会議員をしているの。最近たまにテレビのニュースとかでお父さんを見るから、忙いそがしいのは本当みたい。だから、私もあんまりワガママが言えないのよね」

　西にし井いさんは目を伏ふせて、足元のほうを見ていた。

「……俺にはお父さんの代わりはできないかもしれないけど、西井さんの話を聞いてあげることはできる。この前、君に悩なやみを相談して、俺はずいぶんと救われた。……本当に、救われたんだ。俺は、今度は君の力になりたいと、本気で思っている。悩みや言いたいことがあるなら、いつでも俺に声をかけてほしいな」

　西井さんは横から俺の顔を覗のぞき込んだ。西井さんの、甘い匂におい。惑わく乳にゆうが……近い。

「和泉いずみくんって、優やさしいんだね。……そんなに女の子に優しくすると……勘かん違ちがいしちゃうかもよ！」

「勘違いって？」

　彼女はフフと微ほほ笑えんで、立ち上がった。

「今日はありがとう。聞いてもらって、……私も、なんだか楽になった気がする」

　西井さんが、いきなり俺の右手を握にぎった。……新にい美みに触さわられたときなんかよりもずっと強く、俺の心臓が鼓こ動どうした。

「……でも、今日の話は内ない緒しよだよ。二人だけの。私だって悩み事を話すの、ちょっと恥はずかしいんだから」

　彼女は天使の微笑みを俺に与あたえ、ぴょんぴょんと階段を下りていった。

　俺の右手に、彼女の温ぬくもりが残った。それは昨日、これ以上ないほど上う手まく新美問題を切り抜ぬけた自分に対する、神様からのご褒ほう美びに思えた。









西にし井い弘ひろ樹き─Webpedia

出典：　フリー百科事典『ウェブペディア（Webpedia）』




西井弘樹（にしい　ひろき）は日本の政治家。野党・民みん衆しゆう党の衆議院議員。

◇経歴

　東京都世せ田た谷がや区に生まれる。国内の大学を経て、モスクワ大学大学院修しゆう了りよう。六年間の留学中に知り合ったスヴェトラーナ夫人と結婚、帰国、政治家となった。

　民衆党の結党に参加。議員として精力的にフィールドワークを行い、税の無む駄だや政府の不正について徹てつ底てい的てきに追つい及きゆうを行っている。そのため、一部の議員からは「国会の爆ばく弾だん発言男」と呼ばれている。









04月18日　新にい美みたまも




　お昼休み、ユリアちゃんと都市伝説について話しました。今日のユリアちゃんは、なんだかいつもよりご機き嫌げんな様子で、『皮かわ剝はぎボリス』というロシアの都市伝説を熱心に語るのでした。……内容は、天使のような彼女の口から語られたとは思えない残ざん忍にんなもので……オエェぇぇ、おそロシア～。とても言えませんｗ




　ちょっと残念なお知らせが。今日席せき替がえのくじ引きがあって、ユリアちゃんと少し離はなれることになってしまいました。クラスの親しん睦ぼくのために、しばらく頻ひん繁ぱんに席替えをやるようです。

　……和泉いずみ葉よう介すけの席が、少しだけ、近くなりました。私の右斜ななめ前方。新しい席での授業は来週からだそうです。ほんの少しだけ、来週が楽しみ。

　和泉葉介も、なんだか機嫌が良さそうです。ふ～ん、アイツの笑ってる顔って、ああいう感じなんだ。今日のアイツは、笑え顔がおでいることが多かったような気がします。……やだ。私ったら、もしかしてアイツのことばっかり見ている？　逆よ、逆。……私を意識してるのは、アイツのほうなんだから！

　少し焦あせって、窓の外に目を向ける。抜ぬけるような、快晴でした。

「……こういう日にすべきことって、何だと思う？」

　いきなり耳元で、マルタが私に囁ささやきました。

「え？　何？」

「ボートよ、ボート！　ここまで晴れた日はね、ボートに乗るに限るのよ」

　……限るかどうかはわかりませんが、私は放課後マルタ・クレタの姉妹と三人で、不忍しのばずの池いけのボートで遊ぶことになったのでした。




　学校から歩いて弁べん天てん堂どうを抜ぬけ、ボート池へ。不忍池の一部はボート池という池になっていて、二、三人乗りの小さなボートを借りて遊べるようになっています。

「漢おとこなら、手て漕こぎに決まってんじゃない！」

　ボートは手漕ぎと足漕ぎとを選べるのですが、マルタのひと声で、手漕ぎボートを借りることに。

「よう、お嬢じようちゃん。……今日あたり、来るんじゃないかと思ってたぜ」

　どうやらマルタは、乗り場のオジサンと顔見知りのようでした。

「いい勘かんしてんじゃない。でも今日は新人がいるから、抑おさえ気味にいくわよ」

「頼たのむぜ」

　先頭にクレタが乗り、私は後部の座席に搭とう乗じよう。オール担当の真ん中は、マルタが座ります。……オールを握にぎった彼女の目が、妖あやしく光るのが見えました。

「いっくよ～っ！」

　競きよう艇ていのような勢いで、船ふな着つき場ばからダッシュする手漕ぎボート。想像を超こえる、トルクでした。

「ちょ、あぶっ！」

　あたふたしてボートの縁ふちを摑つかむ私をよそに、先頭のクレタは落ち着いた様子。マルタのオールの回転は、どんどん加速してゆきます。

「マルタっ！　速い、速いよ！」

「まだまだ～っ！　悲しいけどこれ、戦争なのよね！」

「ちょ、わけわかんない！」

　デートだとしたら、男のコがドン引きしてしまう速さでした。私たちが水面を進む波のうねりで、すれ違ちがうカップルのボートがゆらゆら揺ゆれています。……なにこのスピード……怖こわい！

「とめて！　とめて～っ！」

　泣き叫さけぶ私。

「おっしゃ！」

　マルタが異常に巧うまいオール捌さばきで片側がわだけ水を搔かくと、一いつ瞬しゆんでボートは進行方向に対して横向きとなり、そのまま外側に大量の水みず飛沫しぶきをあげながら、……その暴走を、止めたのでした。

　ボートはまだ、横向きにゆらゆらと揺ゆれています。……これ絶対、私の知ってるボート遊びじゃない！

「たまも、あんた意外と怖こわがりなのね。まだ、そんなにスピード出てなかったのに」

「出てたわよ！　信じらんないくらい」

「あのね、水面が近いから体感速度を速く感じるってだけなのよ。時速で考えたら大したスピードじゃないわ」

「……その、体感速度が問題なんじゃない！」

　マルタが大きく息を吸って、私の頭を撫なでました。

「そんなんじゃ、淡たん水すい最速は目指せないわよ」

「目指さないわよ！　そんなもん！」

　もう、こんなヒトにオールを任せるわけにはいきません。私は嫌いやがるマルタからオールを奪うばい、この舟の主導権を握にぎりました。そして「もっと速く」とかうるさいマルタの煽あおりに耐たえながら、不忍しのばずの池いけを白鳥のように優ゆう雅がな速度で進むのでした。

「……そういえば、この不忍池にも伝説があってねぇ。……聞きたい？」

　オールをとられたマルタは、ヒマが嫌なのか、私にそんな話を振ふってきました。

「どうせ、聞きたくないって言っても話すんでしょ？」

「まぁそうだけどさ。いい？　……実はこの不忍池にはねぇ、……半魚人が出るのよ」

「……いまどきそんな話、小学生だって信じないと思うんですけど」

「本当よ。その半魚人は、常に片手に鉄仮面を持っていてね。池の水面から潜せん望ぼう鏡きようみたいに、その鉄仮面だけを出して泳いでいるんだって」

「それを誰だれが見たのよ。だいたいこんな狭せまい池に、そういう怪あやしい生物が住んでいたら、すぐに見つかるはずじゃない」

「……その話は、本当の話……」

　突とつ然ぜん、ボートの先頭に座っていたクレタがしゃべり出しました。マルタと私は、クレタに目を向けます。クレタは遠い目をしながら、言葉を続けました。

「……でも、それは世せ俗ぞく世界の出来事ではなく、むしろ精神世界の範はん疇ちゆう……」

　クレタがまた不思議なことを言い出しました。……いったい何を言いたいのでしょうか？　わかりません。




「お～い！　ク・レ・タちゃ～ん！」

　私たちの会話を断ち切るように、遠くからクレタを呼ぶ男の声がしました。マルタが首を伸のばして、声の方向に顔を向ける。

「あいつ、前まえ田だじゃん。池いけ高こうだったんだ」

　同じクラスの前田タケルでした。彼は野球部。どうやら池の外周で、走り込みをしていたようでした。

「マルタ。前まえ田だタケルのこと、知っているの？」

「ああ。私たちさ、弓きゆう道どうを習ってるって言ったことあるでしょ？　ここのすぐ近くの五ご条じよう天てん神じんの道場なんだけど、小学生のときさ、あの前田も一いつ緒しよだったのよ。あいつは途と中ちゆうで野球やるって言って辞やめていったけどね。……そういえば当時、前田はクレタのことが好きだったみたいで、辞めるときクレタに文通を申し込んでいたわｗ」

「え～っ！　どうして黙だまってたのよ、クレタ」

　クレタの顔に目を向ける。憂ゆう鬱うつそうに、クレタは答えました。

「……私って、筋肉系には萌もえないのよね」

　……萌え？　はぁ、萌えですか。この文脈でその単語は適切なんでしょうか？　まぁ、使えないことはないと思いますけど……。

「お～い！　クレタちゃ～ん！　こっちだよ～！」

　やたらやかましい前田に、私が叫さけんでやりました。

「筋肉マンには、モエないんだってよ～！」

　遠くのほうで前田が、喜んだような仕草を見せました。

「オレは燃えているぜ～っ！」

　このまま会話が成立するとは思えないので、前田のことは無視をすることにしましょう。

「……そもそもクレタってさ、男に興味なんてあんの？」

　突とつ然ぜんの、マルタの仰ぎよう天てん発言。珍めずらしく感情を高ぶらせて、クレタが反論する。

「なによ！　興味あるもん！」

「じゃさ、いま気になる男のコとか、いるわけ？」

「……いるわ」

「え～っ!!　誰だれ？　誰？」

　私は興味津しん々しんに、問いただしました。

「……天てん王のう寺じくん」

「は？　クレタ、まだあのエシュロンのことを追ってるわけ？」

　エシュロン？　……どうやら天王寺真しん一いちの中学時代のアダ名らしいです。え～と、フランスのタイヤメーカーのことだっけ？　しかし、クレタがあの天王寺真一のことを好きだったなんて……。確かに綺き麗れいな顔かたちの男のコではありますが、……意外でした。

「お姉ちゃんには、関係ないもん！」

「……ま、私としては、たまもと和泉いずみ葉よう介すけがくっつくのを応おう援えんしているんだけどね～」

　え？　この文脈で突然私の話？　……とんだ流ながれ弾だまです。

「どどどどうしていきなり私とアイツの話になるのよ！　いまは、クレタの話をしてたんじゃない！」

　慌あわてて顔を赤くした私を見て、マルタが笑いました。クレタもくすくすと笑っています。

「やっぱ、たまもってかわいいわ」

「……なによそれ、バカにしてんの？」

　マルタが優やさしい顔をしながら、私の頭を撫なでました。

「違ちがう違う、たまもはそのままでいいのよ。きっとあんたには一生、クレタのどす黒い不純な精神なんて、理解できないんだろうから」

　え～と、……この姉は、なにを言っているのでしょうか？

　すぐさま怒おこったような口調で、クレタが叫さけびます。

「お姉ちゃん！　たまちゃんに余計なこと言ったら、串くし刺ざしにするからね！」

「ちょ、怖こわいこと言わないでよ！」

　私がクレタにそう怒ど鳴なったとき……

「お～い！　ク・レ・タちゃ～ん！」

　……岸でアホ面づらをしている前まえ田だのやつに、ボート上の三人娘むすめは、思い思いの罵ば倒とう語を、容よう赦しやなく浴びせかけるのでありました。
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04月21日　新にい美みたまも




　少しだけ楽しみにしていた、席せき替がえの日。和泉いずみ葉よう介すけは、私の右斜ななめ前の席。彼の姿が、よく見える。

　授業に集中しようと思いながら、なぜかチラチラと彼の後ろ姿を確かく認にんしてしまいます。……ふと、彼が何かを熱心に見つめていることに、気づいてしまう。その目線を追ってゆくと、……彼の左斜め前、ユリアちゃんに、行きつくのでした。




　とっても、優しい顔。……あんな顔、するんだ。あんなに、ずっとずっと、ユリアちゃんのことを見つめてる……。

　なんだか無性に、どうしようもなく、腹が立ってきました。……トクベツって、言ったじゃない！




　ずっとイライラした気持ちのまま、本日最後の授業も終わってしまう。私は教室から逃にげるように双ふた子ご姉妹を誘さそって、天文台へ来てしまいました。

「聞いてよ、昨日近所の八百屋のおっさんが──」

　相変わらず、しゃべりっぱなしのマルタ。こんにゃくゼリーの話。……だけど、ぜんぜん頭に入ってこない。

　私はパイプ椅い子すに後ろ向きに座りながら、南なん部ぶ十四年式でずっと、ポカリの空あき缶かんを撃うっていました。




　帰宅して、部屋のベッドに顔を埋うずめたとき、メールの着信に気づく。




from　マルタ：「悩なやみがあるんなら、この私に相談するんだよ」




　私は、なんだか泣きそうになってしまいました。それでも私はケータイを握にぎったまま、今日の自分の気持ちを言葉にすることが、どうしてもできなかったので、ありました。
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04月22日　和泉いずみ葉よう介すけ




　まだ暗いうちから、目が覚める。今朝もすこぶる気分が良い。世の中がまだ暗いのが、たまらなくもどかしい。

　陽ひよ昇のぼれ。少しでも早く、西にし井いさんに会いたい。片かた想おもいだってかまうもんか。西井さんを見ているだけで、俺はいますぐ死んだっていいほどの、幸福感に包まれるのだから。

　ジャージに着き替がえて、がむしゃらに外を走る。近所の神社で、老人たちのラジオ体操に飛び入り参加する。去年亡なくなった田た中なかのじいさんにも、俺は元気よく挨あい拶さつをした。新しい朝が来ていた。希望の朝だった。

　いつもより早めに朝飯を食べ、いつもより早めに家を出た。そしていつもより早い電車に乗り、いつもより早く駅の改札を出たとき、……前方の登校路に、新にい美みのやつを見かけたのだった。

　彼女は元気がなさそうに、下を向いて歩いている。どこか、険しい顔をしていた。……なんだ？　どうしたってんだ？　あいつはいつも、鼠ねずみ花はな火びみたいに元気なやつだったじゃないか。あんなやつにも、普ふ通つうの人間並みに悩なやみを抱かかえることが、あるとでもいうのだろうか？

　……本人に自覚があるかは不明だが、新美はひどく得体の知れない力を持っている。ひょっとすると俺と同じように、あいつも人には言えない悩なやみを抱かかえているのかもしれないと思った。

「おはよう」

　俺が声をかけると、新にい美みは非常に驚おどろき、少し動どう揺ようしている様子を見せた。

「お、おはよう」

　新美は俺に死を思わせる、異常な力を持っている。

　俺には想像できた。新美が幼少時代に絶望的な孤こ独どくを味わい、いまやっと普通の女子高生としての生活を楽しめるようになった、過か酷こくな過去の過程を。

　いままで俺はどれだけ、特とく殊しゆな能力を持つ者の理解者『目め玉だまおやじ』の出現を切望しただろうか。この世に一人だけでも自分を理解してくれる者がいれば、世界はまったく違ちがって見えるだろう。……もしかしたら、いまの俺なら、新美の『目玉おやじ』になれるのかもしれない。そう思った。

「険しい顔をしてるぞ。何か悩みでもあるんじゃないか？　俺とお前の仲だ、相談に乗るぞ」

　すると、途と端たんに新美はものすごい剣けん幕まくとなり……

「アンタなんかに、話せるわけないじゃない！」

　と真っ赤な顔で怒おこって、走り去ってしまった。

　まだ、彼女の信しん頼らいを得ていないということだろうか。思えば当たり前だ。俺は幽ゆう霊れいが見えることを、彼女に告白してはいないのだ。




　学校でも、俺は新美に睨にらみつけられている気がした。俺が新美に目を向けると、あいつはすぐに俺から目を外すのだが、睨まれていることは間違いなさそうだ。……なんてこった。どこで俺はやつへの対応を間違えたのだろう。もし逆上して襲おそいかかってきでもしたら……。そんなことを考えると、ひどく恐おそろしい。

　とにかく、そんな俺の心労を癒いやせるのは、この世に西にし井いさんしかいない。現社も古文も英文法も、授業半分で俺は西井さんを見つめてしまう。西井さんはやっぱりかわいい。ひさかたの光のどけき春のような、そういうホンワカした気分でいると、授業などあっという間に、終わってしまうのであった。




「……今日は、秋あき葉は原ばらに行ってみないか？」

　放課後、天てん王のう寺じが俺を遊びに誘さそった。しかし……

「悪りぃ、今日は用事があるんだ。また今度な」

　今日、俺は一人で行ってみたい場所があったのだ。

　寛かん永えい寺じだ。学校から近い。校門で天王寺と別れ、大だい黒こく天てんを通り過ぎてＪＲ鴬うぐいす谷だに駅の方向へ歩いてゆくと、やがて、寛永寺の門が見えてくる。

　東とう叡えい山ざん寛永寺。百八歳さいまで生きたという江戸時代初期の政せい僧そう・南なん光こう坊ぼう天てん海かいが開山した寺だ。天てん海かいについてはゲームやマンガなどによく出てくるので、俺も大まかなことは知っている。徳とく川がわ家いえ康やすやその後の秀ひで忠ただ・家いえ光みつの参さん謀ぼうとして、江戸幕府の設立や江戸の街づくりに大いに活かつ躍やくした人物だ。実は明あけ智ち光みつ秀ひでだったなんて怪かい説せつもあるが、とにかくすごい人物だったのだろう。

　その天海が、京都の鬼き門もん（北東）を守る比ひ叡えい山ざんに対して、江戸の鬼門を守る『東の比叡山』という意味で『東とう叡えい山ざん』という山号をつけたらしい。寛かん永えい寺じという寺号は、創建当時の年号をとったものだ（比叡山の延えん暦りやく寺じという寺号も、創建当時の年号である）。




　江戸の鬼門を守る。そんな霊れい験げんのある場所ならば、幽ゆう霊れいが見えてしまうという俺の悩なやみにも、何かご利り益やくがあるかもしれない。

（……おじゃまします）

　門をくぐって、寛永寺の境けい内だいに入る。すぐ目の前に、大きな根こん本ぽん中ちゆう堂どうが現れる。境内は幼よう稚ち園えんと中学校に挟はさまれる形になっており、妙みように俗ぞくっぽさを感じる。俺はそのまま、根本中堂をぐるりとまわってみた。……柱一本一本、床ゆか板いた一枚一枚から歴史を漂ただよわせていたが、……なぜかどうしても、俺にはここが江戸の鬼門を守るなんて大層な使命を帯びた建物には見えなかった。

　境内を歩いても、事前に想像していたより狭せまく、天てん王のう寺じの家とさほど変わらないような印象を受けた。少なくとも、ここが『東の比叡山』などという大それた号を用いるのには、違い和わ感を感じてしまうのだった。




　俺は少し迷ったが、霊園にも入ってみることにした。……夕方の墓場。案の定、数え切れないほどの幽霊がいた……が、キリがないので全すべて無視する。

　霊園に入ると、境内に比べて予想外に広いので、単純に驚おどろく。以前花見をした谷や中なか墓地の一部も寛永寺のものだったと考えると、なかなかの広さだ。まぁ境内と霊園の敷しき地ち面積のバランスなんて、こんなものなのだろうか。

　しかし、神様は御み霊たま分わけで増え続けるし、社会が続く限り当然死者は増え続けるわけだ。このままだと日本は死者で溢あふれかえってしまうのではないか──などと要いらぬ心配をしてみる。




　この霊園の特とく徴ちようは、水み戸と黄こう門もんの印いん篭ろうでお馴な染じみの葵あおいのご紋もんが所々に描えがかれていることからもわかるように、何代かの徳川将軍の墓があることだ。……が、それよりも、どうしても、目についてしまうものがあった。

　高台に位置する霊園の裏手は、ＪＲ山やまの手て線・京けい浜ひん東とう北ほく線せん・常じよう磐ばん線などが通る幅はばの広い線路となっている。そしてその線路の向こうには、……なんとラブホテル街が広がっているのだ。

　俺はうじゃうじゃと死者の跋ばつ扈こする墓場から、生命ほとばしるラブホテル街を眺ながめた。そこで感じる違い和わ感は、形容できないほど異様であった。生と死の世界を分かつ線路に、ひっきりなしに電車が走っている。その錆さび色づいた鋼こう鉄てつの線路が、俺には三さん途ずの川かわのように思えるのだった。

　谷や中なか墓地での花見のときにも思ったのだが、幽ゆう霊れいを見る俺の能力と関係なく、この辺り一帯では、いたるところで生と死のコントラストを激しく感じてしまう。生と死が、同じ空間で無む秩ちつ序じよに混ざり合ったり、同じ空間で共存していたりするのだ。

　もしかしたら、江え戸どの鬼き門もん『東の比ひ叡えい山ざん』としての名残なごりが、生と死の境界を感じさせる異様な空間を形作っているのではないか。そんなことを思った。

　去り際ぎわ、もう一度ラブホテル街に目を向ける。理由もなく西にし井いさんの笑え顔がおが頭に浮かび、急にやたらと恥はずかしくなってしまった。やつらには俺の思考が見えているのか、子供の幽ゆう霊れいたちが俺を指差して笑っていた。

　俺は幽霊どもにキッと一いち瞥べつをくれてやり、東とう叡えい山ざんを後にするのであった。




　帰宅してリビングのテレビをつけると、西井さんのお父さんがニュースに出ていた。国会で質問をしている映像だ。電波利用の再編に伴ともなう、総務省の不正を暴あばいているのだそうだ。元気に総務大臣に質問している姿が、何度も流れていた。

「いわゆる消えた60ＭＨｚメガヘルツ幅はば問題」という言葉が、テレビ画面から連呼されていた。評論家たちが言うことには、移動体通信向けに割り当てられるはずだった電波帯域が実際には総務省の手に残っていて、いろいろ裏でお金が動いた疑いがある、とのことだ。

　……まぁ当然、俺はそんな話に興味はなく、テレビに映る厳格そうな西井パパの顔を見ながら、「お父さん！」「君にお父さんなどと言われる覚えはない！」というような場面を妄もう想そうしたりするのだった。

『お嬢じようさんを、僕にください！』

『幽霊を見るようなやつに、うちの娘むすめは絶対にやらん！』

　そんな余計な想像をしてしまい、なんだか必要以上に、虚むなしさが残った。
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04月23日　新にい美みたまも




「どうしたの？　たまちゃん、食欲ないの？」

　心配そうに、ユリアちゃんが私に声をかけました。クレタと三人で昼食をとりながら、私の箸はしはぜんぜん進んでいないのでありました。

「……ううん。大だい丈じよう夫ぶ」

「本当？　……なんだか、元気ないよ？」

　天使のような顔が、私を覗のぞき込みます。かわいい顔……アイツがじろじろ見ちゃうのも、わかる気がする。

「あのさ、ユリアちゃんってさ──」

　私がそう問いかけたとき……

「あなたたちは、男に惑まどわされるべきじゃない！」

　突とつ然ぜんクレタが大きな声をあげました。驚おどろいて、ユリアちゃんと私はクレタに顔を向けました。さきほどまでのクレタは、話しかけられてもまるで意に介かいさず、ただじっと天てん王のう寺じ真しん一いちのほうを見つめてハンカチを嚙かんでいたのでした。

「あなたたちは、純心で無む垢くな乙女おとめなの。乙女には乙女の貫つらぬくべき道ってものがあるのよ！　その道に男のヒトを踏ふみ込ませるべきじゃないわ。乙女にとっては男なんて、醜みにくく不潔で、汚お物ぶつの如ごとく穢けがれた存在以外の、何ものでもないのよ！　……あなたたちは、絶対に汚よごれてはいけないのよ」

「ク、クレタちゃん!?　どうしたの？」

　いきなりマルタのようにベラベラとしゃべり出すクレタに、ユリアちゃんは当とう惑わくしている様子でした。でも、なぜか私には、クレタの言葉が心に沁しみ込んでくるのでありました。

　……そうよ、あんなやつが、なんだってのよ！　入学式から女のコの顔をじろじろ見たりなんかして、ものすごくいやらしい男なんだわ！　憎にくたらしい！

　ＩＨの調理レンジみたいに、私の中にじんわりと怒いかりが込み上げてきました。なによ！　あんな男！　なによなによなによ！




「よっす！」

　マルタが教室に入ってきました。

「おお！　なんか元気そうじゃん、たまも」

　その言葉に、クレタがマルタから顔を逸そらしながらニヤリと微ほほ笑えみました。マルタはズカズカと私たちの机まで来ると……

「うまそーっ！　いただき！」

　私がまだ手をつけていない玉子焼きを、勝手にほおばるのでした。

「ちょっとそれ、私が食べるんだから！」

「……なにこれ、おいしい。きちんとダシが効いてて……。たまものお母さんって、料理うまいじゃん」

　おいしいと言われると、なんだか私はマルタに怒おこる気が失せてしまいました。が……

「……それ。私が作ったんですけど」

「うそ！　たまもって、弁当自分で作ってんの？」

「そ、そうだよ。お料理は、結構好きなほうだからさ……」

「へぇ。たまちゃんって、えらいんだねぇ」

　ユリアちゃんに誉ほめられると、とっても照れてしまいます。てへ。

「料理が好きなんだったらさ……」

　マルタが私に顔を近づけて言いました。

「……今日は、おもしろいトコ連れてってあげる」




　放課後になって、私はマルタに引っぱられるようにして、アメ横よこへ。クレタも一いつ緒しよです。

「ちょっとマルタ、どこへ行こうっていうのよ」

「アメ横の、１イチ０マル９キユーよ」

　は？　イチマルキュー？

「アメ横センタービルの地下にね、カオスと化した食品売り場があんのよ。あんたはきっと、そこを気に入ると思うわ」

　そのまま歩いてゆくと……アメ横センタービルなるビルヂングが、見えました。上うえ野の駅のほうから続く道が、二ふた股またに分かれる三さん角かく州すのような場所に、ニョキっと建っています。近くで見ると、路面はほとんどアメ横の雰ふん囲い気きと一体化していて、そこが多くのテナントがひしめく商業施し設せつだとは、なかなか気づきにくいビルでした。

「こっちの階段から、下りていくわよ」

　加か納のう姉妹に先導されて、そのビルの階段をおそるおそる下ってゆくと…………そこは、異国でした。

　飛び交かう外国語！　むせかえるような魚類臭しゆう！　太た刀ち魚うおが並ぶ、生きたスッポンが並ぶ、皮を剝はがれたカエルが並ぶ！　上野に流れる魚類の臭においは、全すべてここを源としているのではないでしょうか。……とんでもない場所に私はやって来た。そう思いました。

「たまもには、こっちの店のほうがおもしろいかもね」

　マルタが奥にあるスパイスの店へ、私を案内しました。……おうおう、スパイスがあるわあるわ。ターメリック、コリアンダー、クミンパウダー等、消費の激しいスパイスが大おお袋ぶくろで売っています。うちの近所のスーパーマーケットではたいてい少量のビンでしか売っていないので、これはうれしい限りです。これで心のつかえなく、いろいろなお料理にスパイスを大量投入できるってものです。ウヒョーッ！

　だがしかし！　この異次元空間で一番驚おどろいたのはスパイスでもスッポンでも、まして中国産の怪あやしい缶かんジュースでもありませんでした。

　それは……豚とん足そく。豚ぶたの足！　生の豚足ですよ。ドッヒャーッ！

　私も辛かろうじて中ちゆう華か料理店で豚足を食べたことはありますが、それはあくまで皿にのった料理の話。バットの上に無造作に並べられた生の豚足の山！　プギャー！　……それは私に、ダルマになった子豚ちゃんたちを想像させるのでした。「レンガの家でも……ダメだったよ……」弱肉強食！　食しよく物もつ連れん鎖さ！　世の中は残ざん酷こくです。

　とにかく私は、この治外法権（のような）空間を、存分に楽しんだのでありました。




　私がその食品売り場で妙みようにはしゃいでいると、マルタとクレタが何やら相談を始めました。

「ここが大だい丈じよう夫ぶなら、ラビリンスも好きだろうね」

　ラビリンス？　……どうやらそれは、線路の高こう架か下にある商店街のことのようでした。

「ただでさえ小規模な店てん舗ぽが並ぶアメ横よこって、初めての人間には迷いやすい場所よね。……でもね、そのアメ横を縦断するＪＲの高架下には、さらに小規模な店舗が密集して軒のきを連ねる魔ま性しようの亜あ空くう間かんが存在するの。そしてその高架下の亜空間は、屋根のないアメ横本体の迷いやすさと掛かけ合あわされて、巨きよ大だいな迷宮とも言うべき魔ま窟くつを形成しているのよ」

　マルタがいつにも増して熱弁をふるいました。

「……私たちが小学生のとき、高架下でアメ横らしからぬ素す敵てきな品しな揃ぞろえの靴くつ屋さんを見つけたことがあったわ。そこには私たちの心を鷲わし摑づかみにする、白くて素敵なスニーカーが並んでいたの。急いで家にお金を取りに帰ったわ。でも、二人の貯ちよ金きん箱を壊こわしてまた戻もどって来ても、なぜかもう二度とそのお店を見つけることができなかった。……いつのころからか、私たち姉妹は高架下の商店街のことを、こう呼ぶようになったわ。ラビリンスってね」

　へぇ。そんな場所があるんですか。でも、そんな場所に素人しろうとの私が入って、大丈夫なんでしょうか？

「任せといて。私たち姉妹がいれば大丈夫。まだ一人だと迷うこともあるけど、二人の知識を合わせれば、アメ横のほぼ全域をカバーできるから」

　え～っ！　地元民でも一人じゃダメな所なんですか？　……う～む、なんだか不安ですが、私の心の中は既すでに、四分の恐きよう怖ふと六分の好こう奇き心しん。……行ってみましょう。




　アメ横センタービルを出て、マルタの言うラビリンスに足を踏ふみ入れました。

　いままで高架下の外面、道に面した部分に乾かん物ぶつ屋や洋品店がビッシリ並んでいることは、私も認にん識しきしていました。が、その高架下の内部に、結構な広さの空間が広がっていたことに、私はまったく気づいていませんでした。線路の下のはずですが、意外にも電車の音はあまり気になりません。

　マルタは少し緊きん張ちようした面おも持もち。

「はぐれないように、気をつけなさいよ。一説によると、このラビリンスで年間三千名もの人々が、行方ゆくえ不明になっているという話よ」

　……え～と、どこの統計ですか？　ソースを示せ！　仮にその話が本当だとしても、現場に入る前に言うべきだろう！

　私の不安を存分に煽あおりながら、マルタは次々とラビリンス内部を案内してゆきました。




　ラビリンス内部は、シルバーアクセサリーショップ、靴くつ屋、お菓か子し屋、カバン屋、化け粧しよう品屋、時計屋など、雑多なジャンルの店が無む秩ちつ序じよに配置され、カオスに満ちた商業空間を形成していました。

　マルタの言うとおりどの店も小規模で、二畳じよう程度のスペースしかない店も、珍めずらしくありませんでした。

　大手資本が郊こう外がいや都心の再開発地域に超ちよう大型のショッピングモールを次々と建設する昨今、こういう商売を続けるのは、なかなか世の中にツッパった精神が必要なのではないでしょうか。「てやんでぇ！　ウチはお客さんを選んでるんでぇ！　あんたら大手の傘さん下かに入るくらいなら店の商品全部、不忍しのばずの池いけにでも放ほうり込んでやらぁ！　お～い母さん、塩まいてくんな！」みたいな感じで。寧むしろ鶏けい口こうと為なるとも牛ぎゆう後ごと為るなかれ！　すごく硬こう派はな感じ。

　中にはバックル専門店、ナイフ専門店、万年筆専門店など、「おいおい、今日びそんな商売が成立すんのかよ」とツッコミたくなるほどの超硬派な商売をしている店てん舗ぽまでありました。

　……まぁ加か納のう姉妹の目もく論ろ見みどおり、私はラビリンスの魅み力りよくに大はしゃぎ。特に『モデルガン専門店』を見つけてしまったから手がつけられません。

「ギャーッ！　金色の南なん部ぶ十四年式がある！　というか、なんでヌンチャク売ってんの！」

　モデルガンの他ほかに、サバイバルナイフやら、シャキーンと飛び出る特とく殊しゆ警棒なる武器とかも売っていました。これでモヒカン頭にでもすれば、いつでも世紀末の無法者になれます。




　……そんな感じで、夢中になってお店の商品を見ていたら、……いつの間にか、……一人になってしまいました。




　マルタ、いない。クレタ、いない。お店の人、……ちょっと怖こわい。私は不安になってお店を飛び出し、姉妹を探してダンジョンのような通路を走りました。

　ここがどこなのか、ぜんぜんわからない。この店は、さっき来た店？　初めて見る店？

　ケータイを見ました。なぜか圏けん外がい。

（ウソでしょう……）

　泣きそうになりながら、やみくもにラビリンスを進む。ぜんぜん、方向がわからない。次し第だいにシャッターが閉まった店が増え、……とうとう人通りもない通路に来てしまいました。

　無人の通路。もはやアメ横よこセンタービルの方角も、見当がつきません。




「……私ってもしかして、行方ゆくえ不明になっちゃったのかな」

　そんな不安を口にしたとき、「にゃおぉぉん」と、低い猫ねこの鳴き声が通路に響ひびきました。




　声のしたほうへ振ふり返ると、すごく太った黒い猫が、首を傾かしげて私を見ていました。黒猫は悠ゆう然ぜんと近づいてきて、私を追い越こしてゆきます。そしてそのまま突つき当あたりの店までノシノシと歩き、器用にドアを開いて店に入っていったのでした。

　誘さそわれるように、私は猫ねこが入っていった店の前までやってきました。看板の文字は『占うらない　神かん無な月づき』。木枠わくと曇くもりガラスでできた仕切りがあって、店内の様子はわかりませんでした。そういう店は、ラビリンス内では珍めずらしいです。

　店の人にこの迷宮からの脱だつ出しゆつ方法を聞こう、そう思って私は『神無月』の扉とびらを開きました。

　……音もなく開く扉。薄うす暗ぐらい店内。アンティークっぽい家具。天てん井じようには小さなシャンデリアがあり、その光に照らされて、赤い絨じゆう毯たんに座ったさきほどの黒猫が私を眺ながめていました。

　猫は私と目が合うと、すっと走り出し、奥に座っていた女性の膝ひざの上に飛び乗りました。猫を撫なでる女性の指には、紅あかいマニキュアと大きなエメラルド。六十代くらいでしょうか、あるいはもっと上かもしれない、派手なドレスを着た、すごく厚あつ化げ粧しようのおばさんが、そこに座って私を見ているのでした。

「なんだい、ずいぶんとオボコな小こ娘むすめじゃないか」

　おばさんはそう言うと、薄暗い中、細長いキセルのようなシガレットホルダーでタバコの火を鮮あざやかに光らせ、ゆっくりと煙けむりを吐はき出しました。

「この店に、一いち見げんさんが来たのは初めてだねぇ。……でもまぁ、一人でここにたどり着いたってことは、特別なコなんだろうねぇ」
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　トクベツって言われた。どうしてこんなときに、和泉いずみ葉よう介すけの顔を思い出すのでしょうか。私はブンブンと頭を振ふって、アイツのイメージをかき消しました。

「私、すみません、道に迷ってしまって……。その猫ねこに誘さそわれてお店に入ってしまったんですが……客じゃないんです」

「ハハッ。お前さんみたいな小こ娘むすめがお客だなんて、こっちも思っちゃいないよ。この店のお客はオジサンばっかりでねぇ。紹しよう介かいでしか客は増やさないし、そもそもお前さんみたいに偶ぐう然ぜん店に入ってくる人間なんて、本当に初めてなんだよ」

　ここは占いのお店だったはず。普ふ通つうは若い女性がメインターゲットなんじゃないでしょうか？

「オジサンたちの、恋愛相談でも受けているんですか？」

「ハッ。面おも白しろいことを言う娘だねぇ。まぁ、お前さんが何者かはわからんが、普通じゃないってのは確かだろう。教えてあげる。ここはねぇ、わかりやすく言うと、……情報屋さ」

　普通じゃない？　情報屋？　ハァ？

「イ、インサイダー取引……とか？」

　なんとなくそれっぽい単語を言ってみました。おばさんはニヤニヤしながらシガレットホルダーのタバコを吸いました。

「まぁ、そういう情報も扱あつかってはいるけど、そんな情報のためにわざわざこんな店に足を運ぶお客はいないねぇ。……ここで扱う情報は、闇やみの情報さ。表のマスコミも警察も扱わない、ネットですら流れることのない、闇の情報を売っているお店ってこと。お前さんも偶然この店に迷い込んでしまうような人間だ。そのうちにアタシの言っている情報ってのが、わかるときが来るだろうよ」

　なるほど。つまり、私とはまったく縁えんのないお店ということですね。──黒猫が膝ひざの上で、じっと私を見ていました。

「あの、私、高こう架か下から外に出たいんですけど、出口を教えてくれませんか？」

「いいとも、簡単さ。……この店を出たら、真まっ直すぐに進めばいい。それだけさ」

　それが本当なら、意外に簡単に外に出れそう。情報屋なんだからウソは言わない、だろう、たぶん。そう思いました。

「ただし……」

　急に、おばさんが怖こわい顔つきになりました。

「何があっても、ここで生き物を殺さないこと。殺意を抱いだくことすら許されない」

　……え～と、なによ殺意って。私が殺人鬼きだとでも？

「わかっていないようだから、説明してやるとだねぇ。ここの結界は、死し穢えを嫌きらうのさ。殺せつ生しよう禁断ってこと。ここでは蟻ありも殺しちゃいけないし、生きた魚をさばくことだって、許されない。何かの命を奪うばおうとしたが最後……」

「最後？」

「……めくれ死ぬ」

　はぁ。めくれ死ぬ、ですか。

「まぁそんな空間だからこそ、アタシも安全に商売が続けられるってわけなんだけどねぇ」

　はぁ。安全なんですか。

「……めくれ死ぬとか、私、ぜんぜんわかんないですけど、とにかく蟻ありに気をつけて、真まっ直すぐ進めばいいんですね？」

「そうだねぇ」

　なんだ簡単じゃない。私、意地の悪い小学生じゃないんだから、わざわざ蟻なんて踏ふみつけないわよ。

「あ、ありがとうございます。え～と、神かん無な月づきさん」

「……マリィ。店のお客は皆みな、そう呼んでいる。情報が必要になったら、またおいで。初回は特別料金にしといてあげるよ」

「さようなら、マリィさん。そのときはよろしくお願いします」

　私がお客として来ることなんて絶対にないだろうな、と思いながら、『占うらない　神無月』を出ました。

　……それにしても、ずいぶんと乖かい離りした店でした。上うえ野のから、アメ横よこから、そして、世の中から。




　マリィさんに言われたとおり、足元に気をつけながらただ真っ直ぐに歩いてゆくと…………あっさりとアメ横の喧けん騒そうの中へ戻もどることができました。なんだか妙みように懐なつかしい。そして、すぐにマルタからのケータイの着信。




「年間三千人の行方ゆくえ不明者？　ウソに決まってんじゃん！」

　喫きつ茶さ店てんでマルタはそう言って笑いました。昭和風のレトロな雰ふん囲い気き漂ただよう喫茶店で、私たちはお茶をしたのです（わざと昭和風にしているのでなく、単純に古いままの喫茶店でした）。

　健康に悪そうな緑色のソーダをかき混ぜながら、クレタが口を開きます。

「でも、たまちゃんが入ったっていう神無月なんてお店、聞いたことないね。……私、パワーストーンとかその手の神秘的なお店は、一通りチェックしているはずなんだけど……」

「真相なんてものは、意外と単純なものなのよ。ＷＥＢにもないそんな怪あやしげなお店、初めから何ど処こにも存在なんてしていなかったのよ。……この世のものじゃない」

　え？　何？　ちょっ、それ、怖こわい話？

「ズバリ、全すべては白昼夢！　そう、夢見がちな純情少女、たまもが作り出した幻まぼろしなのよ！」

「……ちょっとそれ、すごくバカにしているでしょ！」

　マルタが笑いました。クレタも笑っています。私は少し釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえたままでした。

　マリィさんのお店。なぜだか、もう二度と見つけられない気がします。姉妹は小学生のとき、ラビリンスでお気に入りの靴くつ屋を発見したにも関かかわらず、次に行ったときにはお店が見つけられないという不思議な体験をしたらしい。私にとってはマリィさんのお店が、その不思議なお店になるのでしょうか。

　姉妹はムカつくくらいにゲラゲラと私のことを笑っていましたが、今日は私のために姉妹がいろいろと案内をしてくれたわけで、それについては非常に感謝をしなければなりません。無事だったわけだし。

　ちょっと休きゆう憩けいのつもりで入った喫茶店ですが、結局二時間の談笑タイムになってしまいました。今日はそのまま解散。




　まぁ、迷子まいごにもなりましたが、それを含ふくめて今日は非常に充じゆう実じつした日になった気がします。グラッチェ、加か納のうシスターズ。
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04月24日　和泉いずみ葉よう介すけ




　朝教室に着くと、ひとりの天使が俺に話しかけてきた。

「和泉くん、ちょっといい？」

　朝から西にし井いさんに声をかけられるなんて、なんて俺は幸せなんだ。……西井さんは、いつ見てもかわいい。癒いやされる。特に朝には動脈硬こう化かを防ぐ効果まである、なんて新説がそのうちお昼の情報番組で紹しよう介かいされるかもしれない。

「え～と、あのね、明日なんだけど……」

　彼女がそこまで話したとき、新にい美みが教室に入ってくるのが見えた。

「……やっぱり、いいや。またね、和泉くん」

　西井さんは俺に微ほほ笑えむと、新美に走り寄って話を始めた。彼女が言いたかったことはわからないが、とにかく朝から西井さんに話しかけられるなんて幸せに、俺はたまらなく温かい気持ちになった。今日は何か、いいことが起こりそうな気がした。




　放課後、野球部の試合を見に行った。場所は上うえ野の公園、正まさ岡おか子し規き記念球場。近きん隣りんの車くるま坂ざか高校との練習試合ということだ。『正岡子規記念球場』なんて大おお仰ぎような名前がついているが、ろくに観客席もない根っからの草野球場で、金かな網あみ越ごしに天てん王のう寺じと立ったまま観戦するのだった。

「バッチこい～や～！」

　前まえ田だは意外にも、二番・センターで先発出場。入学したばかりの一年が先発出場とは、前田が本当に良い選手か、単にチームが人材不足かのどちらかだろうが、……まぁ所しよ詮せんは公立高校、人材不足の線が濃のう厚こうだ。

　試合は中ちゆう盤ばんまで緊きん迫ぱくした投手戦が続き、前田も２安打１得点とチームに貢こう献けんするも、結局５対２で敗北。天王寺によると、相手の車坂高校は過去に甲こう子し園えんにも出場したことのある強きよう豪ごう校とのこと。試合には負けたが、大だい健けん闘とうなのではと俺は思っていたが、前田は球場の土を持ち帰ろうとしてチームメイトにたしなめられるくらいに悔くやしがっていた。

　負けた野球部は、そのまま荒あら川かわまで走り込みをするということだった。たぶん、北きた千せん住じゆあたりの河か川せん敷じきに行くのだと思うが、五kmくらいか。がんばれ。




　走ることは運動部にまかせて、軟なん弱じやく者の俺と天王寺は二人で上うえ野の公園を歩くことにした。よく晴れた夕方の公園。なかなか気持ちが良かった。国立科学博物館の前は、平日にも関かかわらずカップルや親子連れを多く見かけた。ゆったりとした、実にのどかな雰ふん囲い気き。……だが、そんな雰囲気を打ち破るように突とつ然ぜん、俺はひどく異質で、ひどく奇き妙みような男に出会ったのだった。

　その男の奇妙さは、五十ｍ先からでも目立った。思いがけず視界に入った男の奇妙さに、誰だれもが彼を二度見した。

　ほぼ白はく髪はつの長い髪かみは、まるでコック帽ぼうのように総すべての毛が直立していて、七つの海をモチーフにしているかはわからないが、確実に二年間は洗っていなさそうだった（どうやって髪の毛が固まっているのかを想像するのが恐おそろしい）。三日月のような鬚ひげが伸のび、体にサイズが合った仕立てのよさそうなスーツを着ているが、所々破けていて、なにより非常に汚よごれていた。そして、快晴にも関かかわらず右手にこうもり傘がさを持ち、ステッキ代わりに使っているようだった。

　驚おどろいたのは、彼が鳥や地面に向かってブツブツと独ひとり言ごとを言っていたことだ。カップルは眉まゆをひそめた。母親は子供の目を覆おおった。誰だれもが独り言だと思っただろう。しかし、彼の言葉は独り言ではなかった。俺にだけは、わかった。彼はなんと、幽ゆう霊れいと話していたのである。

「邪じや魔まだ！　どかないか！」「お前のことは助けられん！　他ほかのところに行け！」「こら！　生きている人間に迷めい惑わくをかけるな！」

　どの言葉も、路ろ傍ぼうの幽霊に向けて発せられていた。俺があえて全すべて無視しているものに、その男はあえて言葉をかけていたのである。俺は、自分以外の、幽霊が見える人間に初めて出会った。

　あの男は何者だ、と俺は天てん王のう寺じに尋たずねた。

「……ソリッド。近所の子供たちにそう呼ばれている。本名は知らないが、子供の間では有名なホームレスだ」

「有名？　どう有名なんだ？」

「見て、わかるだろう」




　俺たちはそのままソリッドとすれ違ちがい、国立博物館の前まで歩いた。……そして、俺は我が慢まんができなくなった。

「すまん、用事を思い出した。上うえ野の駅から帰る」

　俺は天王寺にそう告げて、さきほどソリッドを見かけた科学博物館前に走っていった。ソリッドは、非常に目立つ。すれ違ったときとそう遠くない場所で、すぐに見つけられた。俺は前方へ歩く彼に早足で近づき、息を切らしながら声をかけたのだった。

「あんた、見えるのか？」

　ソリッドが、ゆっくりと振ふり向く。彼は左右の目の色が違った。右目の瞳ひとみが灰色。右は視力がないのかもしれない。

「ほう、小こ僧ぞう。……お前、見えるようだな」

　ソリッドはそう言うと、こうもり傘で林のほうを指し、何も言わずにスタスタと歩いていった。ついてこい、ということだろう。彼を追って林を抜ぬけると、公園の噴ふん水すい広場に出た。ソリッドがそこにあったベンチに座ったので、俺も隣となりに座ることにした。

　噴水前では、八人の小学生が鬼おにごっこをしていて、うち三人は幽霊だった。幽霊は捕つかまらないし、鬼おににもならないが、それでも楽しそうに遊んでいた。

「小こ僧ぞう、いつから見えるようになった」

「……たぶん、生まれたときから」

　ソリッドは驚おどろいたように俺を見て、そして笑った。

「実にうらやましい。私に唯ゆい一いつ残された財産だと思っていたものは、見えることくらいだからな。私が二十年をかけて手に入れたものを、お前は生まれたときから持っていると言う」

「あんたは望んで見えるようになったのか？　俺はこんな力を望んでいない」

　ソリッドの顔が、真しん剣けんになった。

「昔の私は、お前のような人間を心から望んでいた。だがまったく現れなかったので、とうとう自分で見えるようになってしまったのだ」

「俺は、見えなくなりたい。あんたはどうやって見えるようになったんだ？　見えない人間を見えるようにできるのなら、見える人間を見えなくすることも、できるんじゃないか？」

　ソリッドはしばらく、子供たちの鬼ごっこを眺ながめていた。

「……お前は、魂たましいの存在を信じているか？」

「目の前で幽ゆう霊れいが遊んでいるんだ。信じるしかないだろう」

「私は見えるようになる前から魂を信じていてな。魂のような存在が、物質や物理現象に影えい響きようを与あたえていると信じていたんだ」

「幽霊が、人間界に影響を与えているということか？」

「私が初めに考えていたことは、もう少し違ちがうことだった。この世の仕組みや物理法則を説明するのに、既き存そんの理論では不足だと考えていたわけだな。どうしても矛む盾じゆんが生じてしまう」

「何の話だ？　俺が知りたいのは幽霊が見えなくなる方法だ」

「まぁ、聞け。お前は<自然界の四つの力>を知っているか？」

「……地ち水すい火か風ふうとか？」

　ソリッドが笑った。

「それは魔ま法ほうの話だ、小僧。私は一般的な物理の話をしている」

　バカにされた気がして、腹が立った。幽霊とか魂の話をしているやつに、魔法の話をバカにされる筋合いはない。

「まぁ、そう怒おこるな。四つの力とはつまり、重力、電磁力、強い相そう互ご作用、弱い相互作用のことだ。世の中のあらゆる力は、つまるところ、この四つで説明できる。学生のようだから、お前もそのうち勉強するだろう。

　重要なのは、それらの力にはゲージ粒りゆう子しと呼ばれる素そ粒りゆう子しが介かい在ざいしているということなんだ。それぞれ、重力がグラビトン、電磁力がフォトン、強い相互作用がグルーオン、弱い相互作用がウィークボソンという素粒子だ」

「俺は、幽霊とか魂の話をしていたつもりなんだが」

「私は幽ゆう霊れいとか魂たましいの話をしている。……もうずっと昔の話だが、私はそれらの素そ粒りゆう子し、特にグラビトンの研究をしていた学者でな。来る日も来る日も巨きよ大だいな施し設せつで、重力子・グラビトンの検出実験をしていた。そしてあるとき、実験のデータに一定の誤差が生じていることに気づいたんだ。チーム全員が強く成功を望む実験と、そうでない実験とでは結果に差が生じたのさ。

　もともとグラビトンっていうのは他ほかの三つの粒子に比べると非常に力の弱い素粒子でね。その存在すらはっきりと確かく認にんされていないような素粒子だ。誰だれもが気のせい、単純な誤差だと思ったさ。……だが、私にはどうしてもそれが偶ぐう然ぜんの誤差だとは思えなかった」

「その誤差が、魂のしわざだったと？」

「Exactly.　私はその誤差を魂の力、つまり第五の力・霊れい力りよくだと考えた。そしてその力はゲージ粒子とは別概がい念ねんの素粒子・霊れい子しによって伝達されていると、考えたわけだ。他の研究者は誤差だと考えていたが、実際に霊子と思われる存在は観測装置では検出されていたんでね。

　そうして私は、この世には霊子が存在し、宇宙は12次元で構成されているという仮説を立てた。するとどうだろう、当時問題とされていた物理の矛む盾じゆんを次々と解決することができたんだ。私は興奮したね。大発見だと。私はそれらの成果を論文にまとめ、学会で発表をした……」

「そして、ホームレスになったと」

「Exactly」

　ソリッドが大きな笑い声をあげた。俺だって幽霊が見えていなかったら、こんなホームレスの電波な話など、そもそも聞いていなかっただろう。まぁ、自分が学者だったなどと主張する彼の話全すべてがウソだという可能性も高いが、広場の幽霊を目で追っている彼の挙動は、本物だった。

「……あんたの理論は、正しかったのか？」

「お前には目の前の幽霊が見えているのだろう。愚ぐ問もんだ。しかし、私の理論を明確に証明できる相手は、人間ではお前だけだということも、また事実だ。もっともお前も物理の素養がなさそうだから、私の論文を読んでも理解できんだろうがな」

　この男こそ、一般的な高校一年生の教育カリキュラムを理解すべきだ。……って、俺はこの男のヨタ話を信じているのだろうか。いかん、いかん。

「将来的に観測装置がもっと発達すれば、普ふ通つうの人間もお前のように霊子を認にん識しきすることになるだろうが、それが一年先なのか百年先なのかはわからんな。なにせ、霊子の実在を確認するために莫ばく大だいな研究費を出す団体など、どこにも存在しないだろうからな」

「そんな理論、理解しないほうが幸せなんだろう。あんたを見ればわかる」

　ソリッドが笑った。

「まぁ、この公園で暮らすようになる前は、私もいろいろと足あ搔がいてね。誤差だとバカにされないように、霊子の存在を証明すればいいのだと。……その結果のひとつが、この右目だ」

　ソリッドの色の違ちがう左右の瞳ひとみが、俺の顔を覗のぞき込んだ。俺はその異様な迫はく力りよくに少したじろいだ。

「自分の肉体で霊れい子しを観測できるようになったは良いが、通常の可視光線を捉とらえる視力は失ってしまった。お前は幽ゆう霊れいなど見たくないと言う。私が助言できる唯ゆい一いつの方法は、目をつぶれ、ということだけだ。……私がとった方法は、とてもお勧すすめできないな」

　確かに幽霊を見ないという目的のために、視力を犠ぎ牲せいにするのはあまりにも代だい償しようが大きい。俺は幽霊を、バッチリ両目で見ているのだ。やはり俺は、否いや応おうなく幽霊を見てしまうこの目と、共存していくほかないのだろうか。

「……教えてくれ。幽霊って、いったい何なんだ？」

「お前のような不勉強な小こ僧ぞうに教えるのは少々難しいが、かいつまんで話すと、霊子の塊かたまりだ」

「ずいぶん大おお雑ざつ把ぱな答えだな」

「うむ。ではまず霊子というものを説明してやろう。霊子は、粒りゆう子しでありながら、次元軸じくとしての性質を持っている。言い換かえると、本来別次元のものだが我々が観測できる世界に現れたときのみに、粒子の性質を帯びるということだ」

「何を言っているのか、さっぱりわからない」

　ソリッドは一息ついた。

「私やお前は霊子というものを視覚的に認にん識しきしている。少なくとも我々にとっては、霊子は現実に存在しているものだな？　……だが、霊子そのものは化学反応や核反応や、我々の知るエネルギーで生み出されているものではない。死者を含ふくめた人間の意志、もしくは儀ぎ式しきによって、まったくの突とつ然ぜんに世の中に姿を現すものだ。通常の物理現象の範はん疇ちゆうからは、まったく外れる存在だ。この理由を、考えたことはあるか？」

「……いや、ない」

「我々が素そ朴ぼくに認識できている世界というのは、宇宙全体の構造に比べたら、ほんの一部に過ぎない。せいぜい三次元もしくはそれに時間軸じくを加えた四次元の世界が精せい一いつ杯ぱいだ。ここまでは大だい丈じよう夫ぶか？」

「なんとなく」

「しかし、実際には宇宙はもっと多次元で構成されている。ある学者たちは、重力というものを説明するには、この宇宙が10次元ないし11次元で構成されている必要があると主張している。私はこの宇宙は12次元で構成されていると考えた。そう考えなくては、さまざまな現象の辻つじ褄つまが合わないわけだ。そして私はその12次元の中に霊子の素で満たされた次元が存在すると考えたんだ。その次元と我々の世界の接点が霊子であり、その集合が幽ゆう霊れいということだ」

「……つまり、幽霊はあの世からやって来るってことか？」

「そういう言い方もあるな」

　ソリッドが笑った。




　神社で行われる御み霊たま分けの儀ぎ式しき。元のご神体から、新しいご神体に御霊がコピーされるわけだが、元のご神体はまったく劣れつ化かしないということだ。では、新しいご神体の御霊を構成する霊れい子しはどこからやって来るのだろうか？　ソリッドの言うとおり、別次元から突とつ然ぜん現れるのかもしれない。

「そして、我々人間は、不完全ながら霊子軸じくに干かん渉しようできる能力を持っている。私の実験の誤差はそれが原因だったし、いまの私が力の弱い幽ゆう霊れいを追おっ払ぱらえるのもそういうことだ。そもそも人間が幽霊に変わるのだって、その能力のためだろう。おそらく、我々の体の中で唯ゆい一いつ、時間や空間をも超ちよう越えつすることが可能な最もつとも自由な器官、大脳が霊子の次元と繫つながっているのだろう。

　また、特定の土地からは、純じゆん粋すいに粒りゆう子しとしての霊子が湧わき出している現象も私は見てきている。これも一部の土地が何らかの影えい響きようで霊子の次元と繫がっているのだと考えられる。……が、残念ながら、いまの私にはそれらを学術的に証明できる術すべがまったくない」

「その術があったとしても、どうせ待っているのは、二回目のホームレス生活だろう」

「Exactly.　……お前は物理の素養はないが、社会のことはよくわかっているようだな」

　誉ほめられている気はしなかったが、きっと彼なりに誉めているのだろう。あたりが暗くなってきた。噴ふん水すい前で遊んでいた小学生が、自転車に乗って帰っていった。それを三人の子供の幽霊は、寂さびしそうに見ていた。

　ふと、俺は彼に聞かなければならないことを思い出した。

「そういえば最近、俺は不思議な女に出会った。見た目は普ふ通つうの人間だし、人間として生活をしているのだけど、体が接せつ触しよくするとなぜか紫むらさきの塊かたまりに見える女だ。紫の塊は、俺にしか見えないみたいだ。あんたはそういうのに、会ったことはあるか？」

「……ほう、興味深い話だが、私の知らない事例だな。そもそも私はもはや一般の人間と体を接触することなどほとんどないから、これからもそういう人間に出会うことはないだろう。まぁ、お前だけにその紫が見えるのなら、その女も霊子に関係する何かということだ。

　もっとも、お前の目には私も知らない未知の粒子や波動を知覚する能力がある可能性もあるが、お前もそんな可能性など、考えたくはないだろう」

「そうだな」

「そういえば、私も気になっていたんだが……」

　ソリッドがニヤケながら、俺を見た。

「最近の若者は、目上の人間に対して敬語を使わないのか？」

　ベンチから立ち上がって、俺はソリッドに言った。

「俺は、そもそもあんたが人間なのかどうか疑いながら話していた。でも、そんなことはもうどうでもいい。もしも、あんたが俺の『目玉おやじ』なら、敬語で話すことを考えてやる」

「意味がわからないな」

「あんたには、わからないかもな」

　俺はそう言って、駅のほうへ進んだ。後ろからソリッドが俺に声をかける。

「そうそう。最近、黒くろ装しよう束ぞくの集団がこの近辺の幽ゆう霊れいを捕ほ獲かくしている。あれはお前の仲間か？」

　やみくろのことか？　前まえ田だが学校で話をしていた。だが、幽霊を捕獲しているなんて話は初はつ耳みみだ。俺は振ふり返って言った。

「そんな友達はいない」

「最近この界かい隈わいの幽霊が、妙みように怯おびえているのだ。おそらくその集団のせいなのだが、私は連中がどうやって幽霊を認にん識しきしているのかが気になっていてな。……そう多くはないはずなんだがな、霊れい子しを正確に知覚できる、人間なんて」

「……その連中は幽霊なんて捕つかまえて、何をしようってんだ？」

「わからん。もしかしたら、宗教をやっている連中かもな。私は科学的に霊子を検出しようとしたわけだが、宗教の連中は昔から、案外簡単な方法で霊子を利用できていたのかもしれん」

「宗教関係者なら、あんたを喜んで雇やとうかもしれないな。大金で」

「……私は意外と、いまの生活を気に入っていてね。いまさら他人に使われるのは、御ご免めんだね」

　ソリッドの笑い声がする中、俺は駅へ歩いていった。

「また会おう、鬼き太た郎ろうよ！」

　ソリッドの声がした。俺は後ろを向いたまま、手を挙げて応こたえてやった。
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04月25日　新にい美みたまも




　今日はユリアちゃんの誕たん生じよう日び。なんと私はマルタ・クレタ姉妹と一いつ緒しよに、西にし井い家へ招待されてしまいました。いやぁ、うれしいな～。

　ユリアちゃんの家は南みなみ千せん住じゆです。学校から彼女に連れられて駅を降り、フィットネスクラブとショッピングモールを抜ぬけて歩いていくと、そこには青空を突つき刺さす巨きよ大だいな高層マンションが。

　アッヒャー、高い！　この首が痛くなるほど高い建物の三十五階に、ユリアちゃんは住んでいるらしい。さすが天使！　天国に近いところで暮らしていらっしゃる。

　エントランスを入ると、マンションにしては広いロビーがあり、住宅というよりはホテルのような雰ふん囲い気きでした。

　エレベーターに乗り、ユリアちゃんが『35』を押します。四人の娘むすめを乗せたエレベーターは、ぐんぐんとその摩ま天てん楼ろうを昇のぼってゆきました。

「あ、耳がポコってした！」

「クレタ、すぐにつばを飲んで！　急がないと、脳が爆ばく発はつしちゃうよ！」

　加か納のう姉妹がそんなバカな会話をする中、目的の階に到とう着ちやく。




『西井　弘ひろ樹き・スヴェトラーナ・百ゆ合り亜あ』という表札のドアを、ユリアちゃんが開けました。奥から現れたロシア美人が「いらっしゃい」と言って、玄げん関かんの私たちに優やさしい笑え顔がおをくれました。

　一目でわかるユリアちゃんのお母さん。若々しくてとても美しいヒトでしたが、何よりも目立ったのは、その巨きよ乳にゆう。ユリアちゃんを１ハラショーだとすると、３ハラショーはあるでしょうか。……もしかしてユリアちゃんの胸って、あれでも発展途と上じよう？　この母親にしてこの娘むすめありって感じ。遺伝子の力は絶大です。不平等な社会。私、泣かないもん！

　リビングに通されて、私を含ふくむ三人のゲストは、三十五階という高さの威い力りよくをあらためて実感しました。リビングの広いガラス窓から見えたものは、空。住宅なのに展望台！　ウヒョーッ！

「ベランダ！　ベランダ！」

　すぐさま浮き足立ちながら私たちは、ベランダを見せてくれとユリアちゃんにせがむのでした。ユリアちゃんが優しく微ほほ笑えみながら、樹じゆ脂し製のサッシを開いていくと……

　ここは、天界か！　……三十五階ってだいたい地上百ｍくらい？　すぐ下には、赤や黄色のコンテナがレゴブロックのように並んだ広大な貨物の集積場。その先には浅あさ草くさの街。さらにその向こう側がわを斜ななめに割るように、隅すみ田だ川がわが流れていました。ベランダから真下のショッピングモールを見下ろしても、現実味のない高さのためか、なぜか怖こわさは感じないのでありました。

「高いな～」

「高い！」

「高っけ～っ！」

　当たり前のボキャブラリーしか思い浮かばず、それでも異常にはしゃぐ三人娘。

「ユリアちゃんてさ、すぐ下のフィットネスクラブでバレエを習っているの？」

　素そ朴ぼくな疑問を、私はユリアちゃんにぶつけてみました。彼女は普ふ段だん、あまりバレエの話をしません。

「え～、違ちがうよ～。私が通っているのは、東ひがし松まつ原ばらにある教室だよ。下しも北きた沢ざわの近く。ここからだと電車で一時間くらいかな。……でも、今日はレッスンを休んだから、下でスタジオを借りてバーレッスンくらいはやろうと思ってる」

　殊しゆ勝しような娘です。抱だきしめてやろうかしら。……そう思う私とユリアちゃんの間に、マルタが割り込んできました。

「でもさ、ユリアがここに引っ越こしてきたのって、最近なんでしょ？　だったらもっとバレエ学校に近いトコに住めばよかったんじゃないの？」

　その質問に、ユリアちゃんは天使のように微ほほ笑えみました。

「お父さんがね、『あしたのジョー』っていう古いボクシングマンガのファンだったの。この近くのナミダ橋って場所に、主人公のジムがあったんだって。で、それに感動したお父さんがこのマンションに住むことを決めたのよ。

　でね、ここに住むようになってから、お父さんと一いつ緒しよにそのナミダ橋に行ってみたの。だけど、橋なんてないただの交差点でちょっとガッカリしちゃった。……ちなみにそのナミダ橋は、あの辺り」

「そのジム知ってる！　丹たん下げジムでしょ？　あんなトコにあったんだぁ」

　私はちょっと感動して、ユリアちゃんが指差す何の特とく徴ちようもない交差点を見ました。

「なに、たまも。『あしたのジョー』なんて読んだことあんの？」

「当たり前じゃない！　浪速なにわのジョーは、『あしたのジョー』をもじってんだからさ」

　マルタが怪け訝げんそうな顔で私を見ます。

「……なによその、浪速のジョーって」

「は？　マルタもしかして知らないの？　浪速のジョーのこと」

　私はマルタのことを思いっきり笑ってやろうと、にやけながらクレタとユリアちゃんをチラ見しました。……しかし、クレタもユリアちゃんも、マルタと同様のハテナ顔。……なんなんでしょうか、この非国民たちは！

　私の怒いかりの説教タイムが始まろうとしたそのとき……

「みんな～」

　スヴェトラーナ夫人の、皆みなを呼ぶ声が。振ふり返ると、リビングの低いテーブルの上に、手作りのホールケーキが用意されているじゃないですか！　おお、さすが！　やっぱケーキは手作りっすよ！




　♪ハーピバースデートゥーユー、ハーピバースデートゥーユー




　ユリアちゃんが、十六本の蠟ろう燭そくを吹ふき消しました。

　さっそくプレゼントを渡わたします。マルタは天使のエンブレムがついた耳かけ式ヘッドフォン（エンブレムは自分で貼はり付けたらしい）。クレタは髑どく髏ろのくるみ割り人形（どこで買ったんだ？）。そして私はスイス国旗の入った十じつ徳とくナイフ（ユリアちゃんはスイスに興味があるようなので）。夫人からはバレエのチケットを贈おくられたようです。全すべてのプレゼントに、ユリアちゃんはすごく喜んでくれたのでした。

　皆みなでケーキを食べました。夫人の手作り。……その美お味いしさは、いますぐ表おもて参さん道どうから青あお山やま一丁目まで行列ができちゃうレベル。これぞケーキのロシア革命や！　と叫さけび声をあげるのを、私は必死で堪こらえなければなりませんでした。

　でもやっぱりケーキを食べるときは、紅茶を飲みたくなるのが人間のサガです。で、母娘おやこが紅茶を淹いれてくれたんですが、……案の定ジャムが添そえてありまして……それをマルタ・クレタとどう扱あつかうかヒソヒソと相談。

　そんなとき、ピンポ～ンと、来客のチャイムが鳴りました。バイク便とのことでした。




　届いた荷物を開けてみると、それはお父さんからの誕たん生じよう日びプレゼント。一枚のＣＤ。ラベルには、スーツを着てハンサム顔をするお父さんの写真。エレクトリックギターを抱かかえています。それを見た母娘は呆あきれ顔がお。

「もう！　お父さんったら、もしかしてまたこれが誕生日プレゼント!?」

　こんなの要いらないよ～、という娘むすめの嘆なげきをたしなめながら、夫人がリビングのオーディオにＣＤをかけました。スピーカーから響ひびき渡わたったのは、ギターでロック調にアレンジされた『ハッピーバースデートゥーユー』でした。




♪Happy Birthday to You,Happy Birthday to You,Happy Birthday dear my daughter,Happy Birthday to You




　ユリアパパの熱唱。マリリン・モンロー以来の歴史に残る熱唱に、ゲストの三人娘は拍はく手しゆではなく爆ばく笑しようで応こたえました。あまりにも真しん剣けんなパパのソウルシャウトが笑いを誘さそったのですが、それをＣＤに入れてバイク便で送ってくるって、どういうこと？　仕事場で録音してたってこと？

「い、いつもはね、その場でギターを弾ひいてくれるのよ。今年は仕事が忙いそがしいみたいで録音したのを送ってきたみたいだけど……」

　毎年やってんのかよ！　私の笑いは止まらなくなり、涙なみだが出そうになりました。ユリアちゃんはバツが悪そうにしていましたが、笑いすぎの三人に、ちょっと腹を立てたようでした。





たまも：「いやぁ、ゴメン。笑いすぎた。いいお父さんなんだね～」

ユリア：「もう、ホント、笑いすぎだよ。……でも、友達も喜んでくれたって言ったら、お父さんきっと喜ぶよ」

マルタ：「ユリアって、お父さんが好きなんだね～。笑われてちょっと怒おこっちゃったりしてさ。かわいいじゃない。……将来はお父さんみたいな人と、結婚したいとか？」

ユリア：「え～、そんなこと思っていないよ～」

たまも：「じゃさ、ユリアちゃんって、どういうヒトが好みなの？」

　　　　（興味津しん々しんの三人娘。モジモジと恥はずかしがるユリア）

クレタ：「気になってる人とかいるんですか？　百ゆ合り様」

ユリア：「……いるかも」

三人娘：「「「え～っ！　だれだれ？」」」

ユリア：「……和泉いずみくん」

　　　　（マルタとたまもが目を合わせる。天を仰あおぐクレタ）

たまも：「どどど、どうして？　アイツとユリアちゃんに接点なんて、あった？」

ユリア：「あのね、和泉くん、私の悩なやみの相談に乗ってくれたことがあったの。それで──」

たまも：「ア、アイツがユユユリアちゃんみたいなおおお女の子とふふふ普ふ通つうにかか会話ででで……」

マルタ：「落ち着け、たまも。しっかし、たまもだけじゃなくて、ユリアまで和泉のことが気になってるなんてねぇ」

ユリア：「え？　たまちゃんもって!?」

　　　　（驚おどろくユリア。赤面するたまも）

たまも：「わ、私はべつにアイツのことなんて、意識してないわよ！　……むしろトクベツだとか言って意識しているのはアイツのほうなわけだしさ……」

　　　　（たまもの言葉を聞いて、静かに微ほほ笑えむユリア）

ユリア：「……そうなんだ。和泉くんって、たまちゃんのことが好きなんだね……」

たまも：「そ、そんなにはっきりと言われたわけじゃ、ないんだけどさ……」

ユリア：「ううん。たまちゃん、かわいいもん。……きっと、そうなんだよ」

　　　　（二人のやりとりに、猛もう然ぜんと怒おこり出すマルタ）

マルタ：「なんだなんだ、この譲ゆずり合いは！　……いい？　恋愛ってのは、積極的にいかなきゃ負けんのよ！」

　　　　（ポカンとマルタを見るユリアとたまも）

クレタ：「違ちがうわ、お姉ちゃん！　ここで重要なのは、イズミ君が三人のうち、誰だれを選ぶかよ！」

たまも：「へ？　三人!?　って、どういうこと？」

マルタ：「あーっ！　ややこしくなるから、クレタはちょっと黙だまってて！」






　混乱する私。トクベツな私。アイツが気になるユリアちゃん。ユリアちゃんを見ているアイツ。私のことをトクベツだと言うアイツ。でも、私たちは別に特別な関係はないわけで……。

「アイツは、やっぱり私なんかじゃなくてユリアちゃんのこと……」

「なによ、たまも！　あんたは和泉に告こくられたようなもんじゃない！　あの昼ひる行あん灯どんは、あんたへの気持ちをうまく言葉にできてないだけなのよ！」

　そのマルタの言葉を聞いて、ユリアちゃんは下を向いてしまいました。

「そうなんだ……。私、和泉くんに片かた想おもいのまま、失恋しちゃってたんだね……」

「そ、そんなこと……」

　私はそう言って、言葉を飲み込んでしまいました。……授業中ずっと、和泉いずみ葉よう介すけがユリアちゃんを見ていることを、なぜか私は彼女に言えませんでした。私はユリアちゃんのことをとっても好きなのに。ユリアちゃんの悲しい顔なんて、見たくないのに。

「さぁ！　もう和泉の話なんかやめよう！　今日はユリアの誕たん生じよう日びじゃない！」

　ユリアちゃんは顔を上げて、静かに微ほほ笑えみました。

「ありがとうマルタちゃん。……でもね、私、これでよかったのかもしれない」

「え？」

「吹ふっ切きれた気がする。いまの私はね、恋愛とかできる身分じゃないの」

　ユリアちゃんが、私を見る。

「……最近、すごくバレエの調子が悪くてね。私は本当は、バレエに専念しなくちゃいけないの。とっても悩なやんでたとき、和泉くんが優やさしくしてくれて……彼のコトちょっと好きになっちゃったんだけど、本当はそんな気持ちも、ただのバレエからの逃とう避ひだったのかもしれないわ」

　そういうと、ユリアちゃんはまた微笑みました。いつもの微笑みなのですが、それが私には、なんだかとっても悲しそうに見えてしまいました。そんなユリアちゃんに、私は何も言葉をかけられないのでありました。

　真しん剣けんな顔をして、マルタが腕うでを組んでいます。

「しっかし、わからんねぇ。ユリアもたまもも、あんな不器用そうな、天然ボケっぽい和泉の、どこがいいんだか……」

「え？　マルタちゃん。和泉くんって、とっても優しいんだよ」

　……優しい、ねぇ。私はアイツに優しくされた覚えなどありません。そういえば、私はなぜアイツのことがこんなに気になるのでしょうか。自分でもわかりません。

「常識に縛しばられているお姉ちゃんには、イズミ君の魅み力りよくなんてわかるわけないのよ！」

　突然、クレタが声を張り上げました。さらに勢いよくクレタは言葉を続けます。

「でも、いまはそんなことが問題じゃないの。たまちゃんと百ゆ合り様には、イズミ君のことはいったん忘れてもらって、しっかりと既き定てい路線を歩んでもらわなきゃいけないの！」

　……へ？　なんなんでしょうか、既定路線って。

「オタクのあんたは、すっこんでなさいよ！　クレタ！」

「黙だまらないわよ！　……だいたいお姉ちゃんは、小学生のときはあんなに『ベルばら』が好きだったのに、どうしてたまちゃんと百合様の甘い関係を引き裂さくようなマネをするのよ！」

　私とユリアちゃんを完全に置いてけぼりにして、姉妹が喧けん嘩かを始めたようでした。

「クレタ！　あんた今すぐ池田先生にあやまんなさいよね！」

「なんでよ！」

「あんたがどうしてそんな勘かん違ちがいをしてるかわかんないけどねぇ！　……オスカルは、レズじゃないからな！」

「レズよ！」

「レズじゃない！」

　……え～と、このヒトたちは、何を争っているのでしょうか？

　激しく罵ののしり合う二人を遠巻きにして、何もできずに見ているユリアちゃんと私。

　突とつ然ぜん、加か納のう姉妹の顔が、天国のようなやわらかさに包まれました。……それはキッチンで洗い物を済ませた、スヴェトラーナ夫人の巨きよ乳にゆうなのでした。

「やっぱり女のコの姉妹きようだいって、かわいいわぁ」

　夫人に抱だきしめられて、加納姉妹の顔が片方ずつ巨大なオッパイに埋うずまります。

「ちょ、おばさん。まだ決着が……」

　マルタは弱々しく夫人に抵てい抗こうしていましたが、クレタは既すでに夫人の胸の中でうっとりとしているのでした。

「……ユリアの妹が欲しいって、今度お父さんに頼たのんでみようかしら」

「ちょっとマーマ！　お友達の前で、そんな恥はずかしいこと言わないでよ！」

　顔を赤くして夫人に怒おこるユリアちゃん。……ともあれ、姉妹の喧けん嘩かは無事に終息したのでありました。
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　帰りの玄げん関かんで、ユリアちゃんが私に声をかけました。

「たまちゃん。これあげる」

　渡わたされたのは、さきほどのお父さんラベルのＣＤ。私は首を傾かしげました。……これを、どうしろと？

「今日の誕たん生じよう日びを機に、私はバレエのことだけを考えることにする。これはその誓ちかい。……たまちゃんにはお願いがあるんだけど、……私がバレエに集中しないで、もしたまちゃんの恋を邪じや魔ましているように見えたら、このＣＤを私に見せてほしいの。そしたら私はきっと、今日の誓いを思い出すから。……たまちゃんは、和泉いずみくんとラブラブなんだもん、これくらいお願いしても、いいでしょ？」

　そう言って、ユリアちゃんは私に天使の笑え顔がおをくれたのでした。




　帰宅して、部屋でもう一度、もらったＣＤのラベルを眺ながめました。精せい一いつ杯ぱいのハンサム顔をしたユリアパパ。……和泉葉よう介すけのことが好きだったユリアちゃん。でも、もうアイツのことは考えないと言いました。バレエに集中するのだと。

　こんなものを私に渡すのは、……きっと本当は、まだアイツのことが好きだからなんです。……私は、どうなんでしょうか？　アイツのことを、どう思っているのでしょうか？　どうしたらよいのでしょうか？　どうしたいのでしょうか？

　何もかも、よくわからない。私は南なん部ぶ十四年式を取り出して、部屋にぶら下がるカプセルを撃うちました。……すると少しだけ、心がスッキリした気がするので、ありました。
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04月28日　新にい美みたまも




　先週の、誕たん生じよう会のことがあったからでしょうか。朝からなんとなく和泉葉介を意識してしまいます。

　その和泉葉介は一時間目からずっと、黒板なんかじゃなくて、ユリアちゃんを見つめている。なんだか私は、胃のあたりがぎゅうっと締しめ付けられるように、感じました。

　……いやらしい！　不潔！　アンタは知らないだろうけど、ユリアちゃんにとって、アンタは逃とう避ひなんだってさ！　気の迷いなの！　ユリアちゃんはアンタなんか放ほうって、十じつ徳とくナイフの国・スイスに行かなくちゃいけないの！

　ユリアちゃんを見る優やさしげな瞳ひとみ。……そう、アンタはとっても優しいんだってね！　私がトクベツ？　その言葉も、優しいから私に言ったってわけ？　冗じよう談だんじゃないわよ！




y＝3x2－12x＋9 → y＝3(x2－4x)＋9 → y＝3(x2－4x＋4)－3×4＋9 → y＝3(x－2)2－3




　あーっ！　イライラする。我が慢まんできん！　……私は鞄かばんから南なん部ぶ十四年式を取り出し、具ぐ志し堅けんの下した敷じきで巧こう妙みように隠かくしながら、和泉いずみ葉よう介すけの背中を撃うってやりました。

「痛て！」

　後ろを向く和泉葉介。

「なんかチクってした！」

　後ろの席の小お野のくんに向かって抗こう議ぎの目を向ける和泉葉介。知らない、というジェスチャーをする小野くん。

「こら、和泉、授業に集中しろ！」

　先生が注意する。そうだ！　授業に集中しろ！　この気の迷い野や郎ろう！　ムキャーッ！




「……って私、何やってるんだろう。ああ、バカだ。バカだバカだ！」
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[image: 恋する鬼門のプロトコル]






05月07日　新にい美みたまも




　連休が、明けました。

　私は連休を、いまいち楽しむことができませんでした。おしゃべりしてても、ボートに乗っても、遊びで弓きゆう道どうをしてみても、お風ふ呂ろに入っても、買い物しても、バッティングセンターでホームランを打っても、なぜか和泉いずみ葉よう介すけの顔が頭に浮かんでしまうのです。……私を見つめる真しん剣けんな顔。ガチャガチャのときのマヌケな顔。写生会で紙コップの水がこぼれて、慌あわてふためくアイツの顔。……ユリアちゃんを見る、優やさしい顔。




　連休が明けて、久しぶりの学校。朝、アイツに「おはよう」って言われただけで、宇宙誕たん生じようのように心臓が鳴ってしまう私。沸ふつ騰とうするが如ごとく、顔が紅潮してしまう私。……恥はずかしい。恥ずかしい。アイツに見られるのが恥ずかしい。アイツを見ることさえ恥ずかしい。これが恋ってやつ？　私はアイツのことが、本気で好きってこと？　わかんない！




　授業なんてまるで頭に入らず、よろつきながら帰宅する私。……アイツがくれたカプセルは、昨日割れてしまいました。




　……あらためて考えてみても、どうして私が和泉葉介のことを好きになるのか、ぜんぜんわかりません。だって、彼とはそれほど話をしているわけでもないし、別に私に優しいわけでもないし、……むしろすごくぶっきら棒のブッキラ坊ぼうやだし、とりたててスポーツができるわけでもない（というか知らない）。まぁ、別に顔は嫌きらいじゃないんだけど、それでもこんなにアイツのことが気になる理由が、まったくわかりません。理由なんてない？　それが恋？　あーっ、もう！　ギャーッ！　ヒィーッッ！

　ユリアパパ、ごめんなさい。私、バターになってしまうかも。このままだと私は脳のう味み噌そからとろけていって、徐じよ々じよにバターになってしまうような気がします。明朝、全身がバターとなった私が発見されて、ご近所に配られるのだわ。たまもバター、新発売。おいしいよ。

　ああ、ハンサム顔のユリアパパ。私がこのユリアパパのＣＤを、ユリアちゃんに叩たたきつける日なんて、もう一生来ないのだわ。枕まくらめ！　マクラめ！　コンチクショー！　ああ、私はもうダメになってしまいました。ダメダメです。ダメダメの塊かたまり、ダメダメバター。もう誰だれも食べてくれない。冷蔵庫で賞味期限を待って捨てられるバター、それが、私……。こんちくしょーっ！




　ピリリリリリリリ。




　私がベッドで枕まくらにやつあたりをしているとき、突とつ然ぜんケータイが鳴り出しました。まさか、和い泉ずみ葉よう介すけ？　……そんなわけありません。だって、アイツは私のケータイ番号なんて知らないのですから。

「……はい」

『よっす！　たまも、あんたなに勝手に帰ってんのよ～』

　電話から響ひびくマルタの声を聞いて、私はいきなり泣き出してしまいました。

『どうした～？　何があったのよ』

「あのね、マルタ。私ね……」

　私はやっぱり和泉葉介のことが、好きなのかもしれないこと。そして和泉葉介病で、どうしようもなくなっちゃっている自分のことを、私はマルタに話しました。

　親身になって、マルタは私の話を聞いてくれました。

『……こりゃ、アレだ。告白するっきゃ、ないっしょ』

「そ、そんな！　……私、そんなこと、できない……」

『何でよ？』

「……私、ユリアちゃんみたいに……かわいくないし……」

『なんだなんだ？　たまもが自信持たなくて、いったいこの世の誰だれが自信を持てばいいのよ』

「な、なによそれ……」

『いい？　あんたはね、自分でまったく意識できてないみたいだけど、ものすごい美少女なの。スタイルだって抜ばつ群ぐん。おまけに料理も上手。上級生ですら、噂うわさをしているくらいなのよ？　まぁ性格はちょっと変だけど、それもチャームポイントってなもんよ。……そんな女をふるオトコが、いったいドコにいるのよ！　教えてほしいわ』

　ユリアちゃんだけでなく、私なんかのことが噂になってるなんて、そんなの初はつ耳みみでした。でも……

「……そうなのかな。自信持って、いいのかな。和泉葉介も私のこと、好きなのかな……」

『自信持ちなさいって。和泉はすっごく不器用そうだからさ、あんたがどんどんリードしてやっちゃえばいいのよ』

「でもさ、私、告白なんてしたことないし……」

『心配すんなって。よし、明日作戦会議を開こうじゃないの。いい？　天文台に集合よ！』

　力強いマルタの言葉が、私を勇気づけました。確かにうじうじ悩なやんでいるよりは、行動したほうがずっとよいのかもしれません。……私はアイツの、トクベツなんだから。
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同日　05月07日　和泉いずみ葉よう介すけ




　連休中に会えなかった反動なのだろうか、西にし井いさんがやたらかわいく見える。俺の西井さんへの気持ちは、きっと本物だ。しかし、本物だからといって、何になる？

　西井さんのことは、上級生の間でも話題になっているらしい。俺なんかには、彼女は手の届かない存在なのだ。……はぁ。ため息が出てしまう。




　天使のような西井さんの顔を頭に思い浮かべながら帰宅すると、たまたま西井さんのお父さんがテレビに映っていた。……これはなにか、運命とか、そういうやつなんじゃなかろうか。俺はかじりつくように、テレビを見た。議員会館かどこかでの囲みのインタビューのようだ。お父さんは、怒おこってらっしゃるご様子。




『いわゆる消えた60ＭＨｚメガヘルツ幅はば問題に関連して、政府および与よ党とう幹部が国民に対する重大な犯罪行こう為いに関与していた証しよう拠こ資料を手に入れました。私は憤ふん慨がいしています。私自身としては今すぐ公表したいのですが、今月末予定の特別委員会には間に合うよう、現在裏付けを急いでおります』

　マイクを持った記者が、お父さんに質問をする。

『西井議員！　その証拠は、以前から議員が指し摘てきされている周波数の再割当の際に発生した不正と、それに付ふ随ずいする疑ぎ獄ごく事件に関する証拠と考えてよろしいのでしょうか？』

　ダンディな顔で、お父さんが答える。

『……私自身はこれまで総務省幹部の贈ぞう収しゆう賄わい疑ぎ惑わくを追つい及きゆうしてきたのでありますが、事件の全容はそれに止とどまらず、政府・与党が積極的にもっと重大な犯罪行為に関与していた疑いがあります。私は国会議員である以前に一人の国民として、この疑惑を政府にぶつけたいと考えている次し第だいです』

『具体的に、政府のどなたが議員の言う犯罪に関与しているのか教えていただけませんか？』

『委員会を、楽しみにしていてください』




　西井さんのお父さんって、本当に忙いそがしい人なんだなぁと思った。評論家たちは、お父さんの言う「重大な犯罪行為」とは何かを予想していた。ある専門家は、不正に周波数を与あたえられた総務省の天あま下くだり企業が移動体通信事業者に有料で電波帯域を貸し出すビジネスの噂うわさを話し、別の評論家は、周波数を秘密裏に米軍の通信に割り当てようとしたのではないかと予想した。

　俺が考えたことは、そんな重大な犯罪行為についてではなく、こういうお父さんに気に入られる男とはどういう人物なのだろう、ということだ。

　真実を暴あばくジャーナリスト？　それとも狡こう猾かつな犯罪者を追い詰つめる検事？　……たぶん、こう、正義のために働いています！　って感じが必要なんだろうな、と思う。

　自分ができる正義って何だろう。




『今日も市民に害をなす悪い幽ゆう霊れいをやっつけたぞ！　いいか悪あく霊りようども！　この街は、俺が、守る！』……う～ん、胡う散さん臭くさすぎる。却きやつ下か。

　ソリッドみたいに、物理学者になる？　……ソリッドみたいって、絶対ダメじゃん！

　やっぱり、検事とか、そういう路線である必要がありそうだ。




『お父さん、はじめまして。東京地検特とく捜そう部の和泉いずみ葉よう介すけです』

『ほぅ。君が東京地検の鬼おに・和泉くんか。噂うわさはかねがね聞いているよ。今日は何の用だね』

『はい。娘むすめさんを私にください！』

『いや～、君になら安心だ。こちらからもよろしく頼たのむ。……ところでどうだね？　これから一いつ杯ぱい』

『いいですね～、お父さん』

　ハッハッハッハ！




　おお！　なんかイメージ湧わいてきた！　……検事になるのって、とりあえず六法全書とか買ってくればいいのだろうか。西にし井いさん、俺は君にふさわしい男になるぜ！　やる気出てきた！　よし、バリバリ勉強するぞ！　……明日から。
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05月09日　新にい美みたまも




　放課後、上うえ野の東とう照しよう宮ぐうの参道で和泉葉介を待つ私。石いし畳だたみの参道の両脇わきには、古い石いし灯どう篭ろうが並んでいました。金かな網あみの向こうには五ご重じゆうの塔とうも見えます。

　学校から上野東照宮までは、さほど遠くありません。動物園の裏の道を抜ぬけ、石の階段を上ればすぐです。目立たない場所にあるせいか、境けい内だいに参拝客はおらず、数羽のカラスだけが、朽くちかけた灯篭の上にとまっていました。

　……落ち着かず、意味もなく石畳をウロウロする私。唇くちびるを嚙かみながら迫せまり来る緊きん張ちようを抑おさえていると、ケータイの着信。ビクッと反応して画面を見ると、マルタからのメール。




from　マルタ：「もうすぐ和泉がそっちに着くよ。ご希望どおり、私は学校で待ってるからね」




　メールを読んで、心臓の鼓こ動どうが一層強くなりました。……お願いだから、静まって。もう少しの間だけ……。




　しばらくすると、アイツの姿が見えてきました。階段のほうから、私を見つけて近づいてきます。……やだ、私ったら、もう顔が赤くなってきてる！

　石いし畳だたみしか見ていない私の視界に、とうとう和泉いずみ葉よう介すけの足先が入ってきました。

「お前から俺に話があるなんて、意外だな」

「ちょ、ちょっとね。今日は来てくれて、ああありがとう」

「まぁ、俺もお前には興味がある。そんなに気をつかわなくていい」

　興味がある？　それって、やっぱり……。

「私はアンタにね……ここ……告白しなくちゃいけないのよ」

　沸ふつ騰とう寸前。レッドゾーンです。やっぱり意地を張らないで、マルタにご同席いただけばよかった。すごく後こう悔かい……先に、立たず。

「告白？　……そうか。ちょうど俺もお前に告白しなくちゃいけないと思っていたんだ。いい機会なのかもしれないな」

　え？　うそ。ちょ、アイツから告白って、そんな展開、想定してないよ。どうしよう、マルタ。顔が熱い。鼓動が速い。……でも、なんか……うれしい、かも。体が浮き上がる感じ。昨日まで悩なやんでいた私がバカみたい。私は少し、強気になれました。

「ちょっと、それってどういうことよ？」

「……まぁ、お前と似たようなことだろう。お前が俺を呼び出したんだから、お前が先に言えよ」

「ちょ、そういうことを、女のコから言わせる気？　信じらんない！　アアアンタから言いなさいよ！」

　和泉葉介は少し戸と惑まどっていましたが、「まぁいいか」と、先に告白をすることを了りよう承しようするのでした。……そんなの当たり前です！




　和泉葉介が私を見つめる。いつかみたいに、すごく真しん剣けんな瞳ひとみ。やだ、そんな見つめられたら……。




「お前は驚おどろくかもしれないが、俺は……」




　……俺は？　赤面している私は、唾つばを飲み込みました。まともに相手の顔なんて、見れやしません。







「俺は、……幽ゆう霊れいが見えるんだ」










　……はぁ、幽霊が見える。そう、そうなの、アンタには幽霊が見えるんだぁ。すごいね～イタコみたいだね～……って、ハァ!?　どういうことよ！

「っどういうことよ！　わけわかんない！」

「い、いや、落ち着いてくれ。俺にはレイシを視覚的に捉とらえる能力があって、でも、なぜかお前に触ふれると……」

「信じらんない！」

　私は考えるよりも先に、南なん部ぶ十四年式の銃じゆう口こうを和泉いずみ葉よう介すけに向けていました。鳴き声をあげて、石灯どう篭ろうのカラスたちが飛び立ちます。私は泣きそうになっていました。泣いていたかもしれません。

「まさかその銃……本物なのか？」

「んなわけ、ねーだろ！」




　発射、オデコに命中。




「痛いて！　でも、それ、目とかに入ったら！」

「うるさい、うるさい！」

　ポンプアップして、二発目、さらに三発目。首、そして耳に命中。慌あわてて、銃を持った私の右手を摑つかむ和泉葉介。……少し彼の顔が歪ゆがむ。その顔面めがけて私の左手が渾こん身しんのグーパンチ。

「放しなさいよ！」

　まだ私の右手を解放しない和泉葉介。その顔面へ、……固く握にぎった私の左拳こぶしを、……肘ひじを左脇わきの下から離はなさぬ心構えで、……やや内角を狙ねらいえぐり込むように、……打つべし！　打つべし！　打つべし！

「ちょ、おま、待っ……」

　あたふたした様子の和泉葉介が、私にタックル。もつれ合って、二人とも石いし畳だたみの上に倒たおれました。あろうことか、私が下。

　すごく近い距きよ離りで、私を見下ろす和泉葉介。……やだ、何する気？　キャーッ！　誰だれか、助けて！




　そのとき、和泉葉介の鼻から血が垂たれて……私のオデコに。私はそのまま、気を失ってしまったのでありました。
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同日同刻　和泉いずみ葉よう介すけ




　やむをえまい、俺はエアガンを持つ新にい美みの手を握にぎった。……襲おそい来る、螺ら鈿でんの紫むらさき。

「くっ！」

　この恐きよう怖ふには、慣れるものではない。

　──ガツンっ！

　突とつ然ぜん鼻の奥に、ツーンという衝しよう撃げきが奔はしった。

「放しなさいよ！」

　その衝撃が何だかわからないまま、同じ衝撃がもう一発。もう二発。……やっとわかった。俺は新美に拳こぶしで殴なぐられていたのだ。

「ちょ、おま、待っ……」

　このままでは、何をされるかわからない。俺が新美のもう一方の手を摑つかもうと格かく闘とうしていると、あろうことか彼女の足がひっかかり、俺と新美は石いし畳だたみの上に倒たおれ込んでしまった。俺が上。紫の塊かたまりを間近で見た。……ポタっと、紫の中心に赤い色の液体が落ちた。俺の鼻血だった。




　そのとき、異変が起きた。俺の血を中心に、紫がさっと散っていったのだ。紫の中から現れる新美の顔。……それだけに止とどまらず、なんと新美の体が金色に光り出した。俺は驚おどろいて新美の体から離はなれたが、新美は光ることをやめなかった。




　一いつ瞬しゆん、まばゆい光が辺りを包み込んだ。俺にはそれが、巨きよ大だいな霊れい子しの爆ばく発はつのように思えた。




　……目を開くと、悠ゆう然ぜんと新美がそこに立っていた。しかし、いままでの彼女の姿とは少し違ちがっている。頭の上には犬のような金色の耳があり、尻しりのあたりから多数、金色の尻しつ尾ぽが孔く雀じやくの羽のように放射状に広がっていた。……それはまるで、仏像の光背のようにも見えた。

　これも霊的な光なのだろうか。だとすれば、俺はこんなに強い霊的現象は経験がない。まったくの初めてだ。神的な、何かなのだろうか？　眩まぶしくて、しっかり目を開いていられない。この強力な光が霊子によるものなのか、通常の光なのかすらわからない。それほどの、強きよう烈れつな光。

　やがて、まばゆい光が終息するとともに多数の尻尾は垂たれ下がり、重なり合って二本に収束した。あの尾と耳は霊子でできているのだろうか、それとも物質的なものなのだろうか、俺でさえ区別がつけられない。もしかしたら、俺以外の人間にも耳や尻しつ尾ぽが見えるのかもしれない。

　新にい美みの体から放たれる光が収まったとき、彼女の瞳ひとみが開いた。……俺を見た。黒かった彼女の瞳の色は、真しん紅くへと変わっていた。多少、以前より目つきが鋭するどくなったように見えたが、それで一いつ層そう新美は美しくなったようにも思えた。
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　口の中に血の味が広がる。鼻血は喉のどのほうを流れているようだ。

「いや、血ぃの一滴てきでウチをあの呪のろいから解放してくれはるとは。葉よう介すけはん、やっぱりかなりな力を持ってはるようどすなぁ」

　しゃべった。新美の声で。京きよう都と弁？

「お、お前は何者だ！　……新美なのか？」

「ま、そう警けい戒かいせんといておくれやす。葉介はんは、これからウチと夫婦めおとになるんやさかい」

「メオト？　いったい何の話だ！」

「葉介はんには、……ウチを愛する資格がおますちゅうことどす」

　まったく話が見えない。この尻尾を二本生やした女は、何者なのか。メオト？　シカク？

「俺はお前ほど巨きよ大だいな霊れい力りよくを持った存在に、いままで出会ったことがない。何者なんだ、お前は」

「ウチも、葉介はんほどの力を持つヒトに出会えて、ほんに嬉うれしおす。……ここ数百年で、いっちゃん嬉し出来事やないやろか」

「質問に答えろ！　お前はいったい何者なんだ。なぜ新にい美みの体に取り憑ついている！」

「そう怒おこらんといておくれやす。愛いとしい葉よう介すけはんのお望みなら、なんぼでもお答えいたします」

　新美（？）はまっすぐに、俺のことを見つめた。頭の上に耳は生えていたが、紅あかい瞳ひとみをした新美は筆舌に尽つくせぬほど美しく、……彼女に魅みせられそうになるのを、俺は必死で堪こらえなければならなかった。

「……ウチはな、そう、その昔に悪い陰おん陽みよう師じに呪のろいをかけられた姫ひめなんどす。殺せつ生しよう石せきちゅう、それはそれはタチの悪い呪いでおましてな。ウチを愛してくれはるヒトを殺あやめてまう呪いなんどす。ウチは永い間ずぅっと寂さびし思いをしてきたんやけど、葉介はんがきっとこの呪いを──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。いろいろ聞きたいことがあるんだが、まず、陰陽師とか、その昔ってどれくらい前のことなんだ？」

「ずぅっと昔どす。ウチにも、もうようわからしまへん。千年くらい前とちゃうやろか」

　千年前？　平へい安あん時代か？　バカバカしい。……だが、コイツが幽ゆう霊れいだとして、幽霊に寿じゆ命みようってあるのだろうか？　考えたこともなかった。

「その間お前は、……新美はずっと生きているということか？」

「ああ、たまものことどすな。安心しておくれやす。たまも自身は葉介はんと同様、正しよう真しん正しよう銘めいの人間どす。ただ、たまもの一族はウチと共生関係にある血統でおましてな。ウチを体に宿すチカラを持ってはって、何代にも亘わたってウチを宿してくれてはるんどす。大陸からこの国に渡わたって来た折りからやさかい、もう永い付き合いになりますなぁ」

「……要するに、お前は新美に寄生しているわけだな」

「そこは共生と言ってほしいどす。ウチの力でたまもの一族には、たんと恩おん恵けいを与あたえておるはずやさかいなぁ」

「そもそも、お前自身は肉体に宿る必要があるのか？　肉体なんてないほうが、自由なんじゃないのか？」

「野暮なことを聞きはる……。体がおますさかい、こうして好すいた殿との方がたに触ふれられるんどす」

　彼女はそう言い、両手で俺のうなじに触れた。そのまま頰ほおに手を滑すべらすと、俺に口づけをしようと顔を近づけた。……甘い匂におい。魅み惑わく的な唇くちびる。吸い込まれそうな錯さつ覚かく。痛いくらいに、心臓が鳴っている。

　理性をふりしぼり、必死に、俺はそれを振ふり解ほどいた。彼女は頭の耳を垂たらし、残念そうな顔で自分の唇に指を当てた。

「……いけずやわぁ」

「と、とにかく、お前についていた紫むらさきの塊かたまりは、その殺生石とかいう呪いだったんだな」

「そうどす。そやけど、困ったことに、まだ完全に呪いは解けてへん様子なんどす。さきほどは葉介はんの血ぃが呪いを祓はらいはりました。葉介はんがもっとウチを助けてくれはったら、呪いは完全に消えると思うんどす」

　俺の血液にそんな力があるとは信じられないが、俺の鼻血が目の前の魔ま物もの出現のトリガーとなったのは事実だ。……しかしそれと、俺がコイツに協力するかどうかは、別問題だ。

「仮に、俺にお前の呪のろいを解く力があったとしても、それで俺がお前を助けるとは限らないぞ。俺はお前の正体を知らないし、呪いを解いて何が起こるのかもわからないのだからな」

「いけずなこと言わんといておくれやす！　ウチはただのか弱い、絶ぜつ滅めつ寸前の霊れい獣じゆうなんどす。葉よう介すけはんに危害を加えるようなことは、絶対おまへん。……むしろ呪いが解けたら、葉介はんに一いつ生しよう懸けん命めい尽つくさせていただきます」

「お前は獣けものなんだろう。人を食べるんじゃないのか？」

「ウチは狐きつねの化け身しんどす。狐はヒトを食べまへん」

　狐は人を食わないのか？　まぁ、人は食わないかもしれないが、人を化かす可能性は高いということだな。ところで、さっきコイツは、自分は姫ひめだったと言っていなかったか？

「じゃあ、お前は何を食べているんだ？　人と共生までして、いったい何のために人間と接点を持っている」

「……ウチはな、ヒトから愛を貰もろうて生きているんどす。ヒトが愛してくれんと、生きられへん霊体なんどす。好いたヒトが愛してくれはれば、ウチはものすごく力が出るんどす。ただ愛してくれはるだけで、ええんどす。……ウチは言わば、ヒトの愛を得て生を得る、寄生霊獣ちゅうことどすな」

「人間に寄生していることは、認めるんだな」

「葉介はんなしでは、生きられへんと言いたかったんどす。そやし、どうかウチを愛しておくれやす」

　彼女が俺に微ほほ笑えんだ。その笑顔のあまりのかわいさに、そのまま惚ほれてしまいそうになる。いかん、と、俺は彼女から目を逸そらした。……新にい美みって、こんなにかわいかったっけ？




　ソリッドは、魂たましいには力があると言っていた。人間の脳が霊れい子しに影えい響きようを及およぼす、と。であるならば、愛という感情が何らかの霊子になり、彼女の栄養になるということだろうか？　……何もかもが非常識。俺には全すべてを否定し、信じないという選せん択たく肢しもあったが、彼女の笑顔に、その選択肢は霧む散さんしていった。




「……葉介はんの血液には、かなりな力があらはるみたいどす。けれど、血液ではウチの呪のろいを消すには至りまへんでした。これは血液の量を増やしても、たぶん無む駄だどす。もっと強い力が必要なんどす。ウチが思うに、血液よりも、もっと強い……葉介はんの体液をウチに頂ければ、呪いは完全に消えると思うんどす」

「……血液より強い体液って、いったい何のことだ？」

「そないなこと、……女おな子ごに言わせんといておくれやす。ウチかて、ちょっと恥はずかしおす」

　そう言うと彼女は、少しふくれたように俺を見た。俺の脳裏に、以前寛かん永えい寺じの墓地から見たラブホテルの看板がチラついた。

「だ、だめだぞ！　そんなこと！　……俺だって、恥ずかしい」

「なんであきまへんの？」

「恥ずかしいものは、恥ずかしいんだ！」

「……ほな、せめて祝しゆう言げんを挙げまへんか？　たまももそれを望んでいたようどすし」




　祝言って……結婚か？　勘かん弁べんしてくれよ。話が飛びすぎだ。




「そ、そうだ！　新にい美みはどうなるんだ？　もし、お前の呪のろいが完全に解けてしまったら、新美はいなくなってしまうんじゃないのか？」

「心配おまへん。呪いが解けても、ウチがずぅっとこの姿でいるわけではおまへん。ウチかて、たまもの目を通して、今日びの世の中を見させてもろてます。ウチが尻しつ尾ぽを出して街を歩いとったら、みんな吃驚びっくりしはりますやろ。そやさかい、……たとえば昼間はたまもが葉介はんと居おって、夜はウチと二人きりで過ごす、なんてどうどす？　あ、安心しておくれやす。ウチはたまもに妬やいたりなんかしまへん。たとえ葉介はんが、たまもを愛しはっても、一心同体やさかい、その愛情はちゃーんとウチの力になるんどす」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。どうして俺がお前を愛するという前提なんだよ。俺に選せん択たくの自由はないのか？」

「え～っ！　愛してくれはらへんの？　なんでなんで？　困りますぅ。どないしたら、ウチを愛してくれはるん？　教えておくれやす！」

　哀あい願がんするような彼女の言動とまなざしに、俺はひどく動どう揺ようした。

「お前はすぐに結婚だのなんだの、話が飛びすぎなんだよ。愛とかってのは、もっと徐じよ々じよに育はぐくまれるものだろう」

　……俺は目の前の彼女が西にし井いさんだったら、同じセリフを言っていただろうか。

「さよですか？　よかったわぁ！　ウチのこと、愛してくれはらへんわけではないんどすな」

　俺の言葉に飛び跳はねて喜ぶ彼女を、なんだか俺は愛いとしく思えてしまった。いかんいかん。俺は必死に首を振ふった。

　俺の手を、いきなり彼女が両手で握にぎった。

「葉よう介すけはんはウチのこと、徐々に愛しておくれやす」

　すごく近くで、俺を見上げながら彼女が微ほほ笑えんだ。その笑顔に、俺の心臓がはげしく反応していた。

「ほな、まずは何しまひょ。……接せつ吻ぷんなんて、どうどす？」

「だ、だめだだめだ！　そういうのって普ふ通つう、まずデートとかからだろう！」

「逢あい引びきどすか!?　嬉うれしおす！　嬉しぅおす！」

　どうして俺がデートに行く前提なんだろうか。というか、ここまでの流れも巧こう妙みように誘ゆう導どうされている気がする。……しかし、目の前で無む邪じや気きに飛び跳はねてデートを喜んでいる彼女を見ると、むげに断るのも気が引けた。

「あっそうそう、マルタはんが言うてはりました。ケータイのアドレス聞かなあかんのやと。葉よう介すけはん、教えてくれはります？」

　おとなしく、ケータイの番号とアドレスを交こう換かんした。どうして俺はすんなりと、この魔ま物ものの言うことを聞いているのだろう。……まさか、彼女に惚ほれた？　まさか。……まぁ、どうせ新にい美みのケータイなのだから、アドレスの交換くらい、断る理由などないのだが。

　意外にも、彼女は慣れた手つきでケータイを操作していた。新美の目を通して世の中を見ているというのは、本当だということだろう。……だとしたら新美もまた、いまの様子を見ているということだろうか？

「あっ、あきまへん」

　彼女の嘆なげきとともに突とつ然ぜん、狐きつねの耳そして尻しつ尾ぽの色が薄うすくなっていった。

「ほんま憎にくたらしい呪のろいどすわ。ウチ、もっと葉介はんとお話ししたかったのにぃ」

　どうやら例の呪いが戻もどってきて、霊れい体たいを保てなくなってきたらしい。彼女が言った、呪いが完全には解けていない、って話も本当のようだった。

　彼女が消える。……そう思ったとき、なぜか俺はたまらなく寂さびしくなった。

「お前が消えてしまう前に、一つ聞いていいか？」

「なぁに？」

「お前のことは、何て呼べばいい？」

「……チー。そう呼んでくれはったら、嬉しおす」

　そう言って、彼女は恥はずかしそうに下を向いた。……何が恥ずかしいんだ？　さっきはもっと恥ずかしいことを、散々言っていたくせに。

　狐の耳は、もうほとんど見えなくなっていた。

「ほな逢引の細かい決め事は、たまもと相談しておくれやす。くれぐれも、おたのもうしますぇ……」




　そう言い残して、チーは消えていった。と同時に、新美が立ったまま気絶していて……間かん一いつ髪ぱつ、俺は新美が倒たおれる寸前に抱だきかかえて、地面との衝しよう突とつを……って、また、紫むらさきの塊かたまりだ。

　殺せつ生しよう石せきといったか、螺ら鈿でんのようにゆらゆらと光る紫が再び俺を襲おそってきた。まったく、チーが消えた余よ韻いんも何もあったものではない。

　直接地面に寝ねかせるのもナンなので、俺は紫に耐たえながら注意深く新美の姿勢を変え、俺の膝ひざを枕まくらに寝ねかしてやった。布一枚あると違ちがうのか、膝にジャケットを挟はさむと、紫むらさきの勢いはだいぶ和やわらいだ。

　膝の上の、かわいらしい顔。この胸の高鳴りは、いったいなんだ？　心臓が鳴り止やまない。どうしようもない。

　……認めよう。俺がチーに抱いだくこの熱い感情は、恋以外の何ものでもない。




　新にい美みがゆっくりと目を開ける。寝ぼけているのだろうか、ニヤニヤしながら俺の顔を見ていたが、やがて驚おどろいたように俺の膝から飛び退のいた。

「アンタ、私に何したのよ！　エエエ、エッチなこととか、したんじゃないでしょうね！」




　……お前は、何も覚えていないのか？




　　　　[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──




同日同刻　新美たまも




「……お前は、何も覚えていないのか？」

　鼻血を流した形けい跡せきのある和泉いずみ葉よう介すけが、頭を抱かかえながら言いました。私が説明を求めると、彼は少し考えて、その後事情を説明し始めるのでした。

　それによると、私たちがもつれ合って倒たおれた後、ひょんなことからお互たがいの誤解が解かれ、まるで青春ドラマのように感動的な仲直りを果たした、とのこと。私たちはケータイのアドレスを交こう換かんし、デートの約束をしたそのとき、私が突とつ然ぜん貧血を起こし、慌あわてて彼は倒れようとする私を支えたのだとか。ところが再び目を覚ました私は、さきほどまでのやり取りを全すべて忘れてしまっている様子で、彼は非常に驚いている……とのことでした。

　彼に促うながされてケータイを見ると、確かに彼のアドレスが登録されていました。狐きつねにつままれたようでした。……うそみたい。記き憶おく喪そう失しつ？　こういうのって、病院行ったほうがいいのかな？　でも、そんなことより……。

「デートって、お台だい場ばとか？」

「い、いや何も決まっていないが」

　とりあえず、無意識の私は昨日マルタが提案した『必勝!!　初デート初キッスプラン』を口ばしってはいないようでした。少しだけ安あん堵ど。

　でもさ、いきなりデートって、順序が変じゃない？　告白はどうなったの？

「で、……その～私さ、全然覚えていないんだけど、私とデートをするってことはさ、アンタは私のコト、どう思っているわけ？」

　和泉いずみ葉よう介すけは私の質問に、かなり動どう揺ようした様子でした。

「……その、なんだ、……俺なんかの愛情が、お前の栄養になるかはわからない。でも、さっき俺がお前にたまらなく惹ひかれたのは確かだ。……もしかしたら、徐じよ々じよにだが、俺はお前に栄養を与あたえることになるのかもしれない」

「……へ？　よくわかんない。それって、……好きってこと？」

「あ、ああ。そうだな。好きって感情なのかもしれない。でも、その程度の感情でお前が満足してくれるのか、俺にはよくわからない」

　え～っ？　私って記き憶おくがないあいだ、彼にどんな要求をしていたわけ？　で、でも……

「それじゃ、わかんない。ちゃんと言って。アンタは私のこと、どう思っているの？」

「俺は、お前のことが、……好きだ」










　……なんだろう、うれしい。胃が軽い。心が軽い。体中の細胞が、喜んでいる気がする。いいえ、きっとミトコンドリアだって、グリコーゲンだって、ナトリウムとかでさえ、私の体をつくる全すべての粒りゆう子しが喜んでいるんだわ。体中がうれしい。私、いま、幸せなんだわ。どうしよう、顔が笑っちゃう。笑え顔がおでいいの？　喜んでいいの？




「わ、私も、……アンタのコトが、……好き」




　キャーッ！　言っちゃった！　ウヒャー！　恥はずかしい、うれしい、ハズかしい、ウレシイ！

　気がついたら、私は走っていました。ああ、走らずにいられない。この無む駄だな活力はどこから湧わいてくるのでしょう。上うえ野の東とう照しよう宮ぐうの石段をシンデレラのように下り、動物園の裏をガゼルの如ごとく走り抜ぬけ、急な坂道を一気に駆かけ上ると、そこは校門の前、懐なつかしいマルタの顔。ああ、マルタ。私のマルタ。マルタマルタマルタ！

　私はマルタに跳とんで抱だきつくと、あらんかぎりの喜びの言葉を彼女に吐はき出しました。

「……あ、ああ。何を言っているか全然わからないけど、どうやらうまくいったみたいね」

「うん！」

　マルタは私に、優やさしく微ほほ笑えんでくれました。ありがとう、マルタ。マルタがいなかったら、私こんな勇気出てきやしなかったよ。ああ、ありがてぇ、マルタ大だい明みよう神じん。これからは、あんたに足なんか向けて寝ねたら、あたしゃバチが当たっちまうよ。あれ、何だか知らねぇが、目から汗あせが出てくらぁ。

　私がマルタのハンカチで涙なみだを拭ぬぐっていると、メールの着信が。




from　葉よう介すけ：「エアガン忘れてるぞ」




　いけない！　私、彼にひどいことしちゃったんだ。オデコにＢＢ弾だんなんか撃うち込んだりして……。どうしよう、謝らなきゃ！




from　葉介：「大だい丈じよう夫ぶ。気にしていないよ。（というかエアガンより殴なぐられたほうがずっと痛かった）」




　家に帰ってからも、メールのやり取りが続きました。離はなれていても、繫つながっている感覚。私の言葉が電波となって空を飛び、彼のもとへと届いてゆく。彼の言葉もまた、空を飛んできて私に届いてくる。なんだか空に、私と彼のためだけの道ができたみたい。……その道って、やっぱ赤いのかな。赤い糸、なんて、キャーッ！




from　たまも：「あのさ、これからは葉介って呼んでもいい？」




from　葉介：「いいよ。〝葉介はん〟でもいいけど」




from　たまも：「なにそれｗ　私のことは、たまもって呼んでくれると、うれしいな」




　お風ふ呂ろに入っても、ケータイが気になってしまいました（ジップロックに入れてお風呂場に持ち込んじゃった）。私の中で、ケータイという機械の重要性が一気に上がったみたいです。今までが１セグだとすると、80セグくらい。

　ああ、今夜、私は眠ねむることができるのでしょうか。でも、デートは明後日あさってだし、今日くらい眠れなくてもいいのかなぁ。とにかくベッドに入ってみます。

　ユリアパパ、私、やったよ。おやすみ……。









九きゆう尾びの狐きつね─Wikipedia

出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』




　九尾の狐（きゅうびのきつね）とは、９本の尻尾をもつ妖よう狐こ。つまり、狐の妖よう怪かいである。

◇説明

　狐を魔ま物もの、あるいは憑つき物ものとして語った伝承は日本だけでなく、古くから世界各地に残されている。九尾の狐もそうした狐にまつわる昔話のひとつであり、物語の多くでは悪しき霊れい的てき存在として登場する。

　しかし「周しゆう書しよ」や「太たい平へい広こう記き」のように、一部の伝承では天界より遣つかわされた神しん獣じゆうであると語られ、その場合は平安な世の中を迎むかえる吉兆であり、幸福をもたらす象徴として描えがかれる。一説では、万単位の年月を経た狐がなるとも。

　また、殷いんの王「帝てい辛しん（紂ちゅう王おう）」を誘ゆう惑わくして国を滅めつ亡ぼうさせる妲だつ己きや南みなみ天てん竺じく耶竭陀国（古代インド西域）の王子・班はん足そく太たい子しの妃きさきになった華か陽よう夫人、御お伽とぎ草ぞう子し「玉たま藻もの草そう子し」に登場する玉たま藻もの前まえを例とするように九尾の狐は絶世の美女へ化身するという話も多い。

～（以下略）～









西にし井い百ゆ合り亜あの日記　05月10日




　今日は東京文化会館へバレエを観みに行きました。先月の誕たん生じよう日びにお母さんがプレゼントしてくれたチケットです。チケットは三枚。三枚だと、当然私はお父さん、お母さんと行くわけですが、これって私へのプレゼントと呼べるんでしょうか？　でも良いのです。前々から是ぜが非ひでも観たかった公演なのですから。

　今回の公演はなかなかめずらしい形のもので、第一部（一幕目）に、全一幕の演目『シェヘラザード』を演じ、第二部（二幕目）からガラコンサートになる、というものでした。

　シェヘラザード──アラビア風の異色の演目であり、そして、バレエリュスものですね。日本ではプティパ＆チャイコフスキー系の演目は頻ひん繁ぱんに上演されていますが、ディアギレフ系（バレエリュス系）の作品を観る機会が、その作品性の高さの割りに少ない気がします。原因は単純に、あまりにも有名なプティパ＆チャイコフスキー系統の演目の集客力によるものが大きいのでしょうが、ディアギレフ系の演目が極度に踊おどり手てを選ぶというのも、非常に有力な原因なのだと思います。その点、今回来日したのはレジマトフとハマリナの奇き跡せきのカップル。否いやが応おうにも期待が高まるというものです。

　東京文化会館はＪＲ上うえ野の駅公園口のすぐ前。18時の開場前から、花束を持った大勢の客が溢あふれていました。私たち家族も開場とほぼ同時に入り、公演プログラムを買ったり、知り合いに挨あい拶さつをしたりしました。（書き忘れていましたが、お母さんは五列目真ん中という奇き跡せきのような席を購こう入にゆうしていました。それだけで誕たん生じよう日びプレゼントと呼ぶ価値は十分ありますね。）




　いよいよ開演、ハマリナは登場の瞬しゆん間かんから、その妖よう艶えんな魅み力りよくで劇場を虜とりこにします。圧あつ倒とう的な支配力です。タリオーニ以来、妖よう精せい的なヒロインばかりのバレエの中で、このゾベイダという役の妖艶さは異色です。子供のころから、妖精らしく、白鳥らしく、姫ひめらしく、あるいは幽ゆう霊れいらしく踊おどることを練習してきた私の目には、ゾベイダの踊りがどこかバレエという枠わくの外のものとさえ映ります。世界的なプリンシパルでも、この役をこなせる人は少ないのではないでしょうか。

　ハマリナによる劇場支配が続く中、金の奴ど隷れい役のレジマトフはなかなか現れません。蠱こ惑わく的にハマリナが踊る、レジマトフは現れない、ハマリナが踊る、まだレジマトフは現れない。劇場の緊きん張ちようは限界まで高まり、溢あふれ出すかというその刹せつ那な、しなりにしなった弓から解き放たれたかのようにレジマトフが舞ぶ台たいに登場、その彫ちよう刻こくめいた肉体を捻ねじり上げ、異常でありながら芸術的に美しい姿勢をとります。

　歌か舞ぶ伎きならば「待ってました！」と声がかかるような、そんな劇的な登場でした（劇ですけどね）。そのまま二人は、危険で官能的なうねりとなって観客を異世界へ誘いざない、激しく愛し合い、そして、死んでゆきました。

　滝たきのような拍はく手しゆ、ブラボーの叫さけび、終わらないカーテンコール。私は数ある公演の一つを観みたのではなく、歴史に残る瞬しゆん間かんに立ち会ったかのような、そんな感動を覚えました。観客の拍手を断ち切るように幕は下ろされ、第一部の演目は終しゆう了りようしました。




　20分間の休きゆう憩けい時間。お父さんがタバコを吸うために席を立ちました。興奮が冷めない私は、お父さんとさきほどの舞台について話をしたくて、喫きつ煙えん所についていきました。建物内に喫煙所はなく、チケットの半券を提示していったん外に出なければならないようでした。

　喫煙所で久しぶりのタバコを吸うお父さん。お父さんと私は、シェヘラザードに関してレジマトフはニジンスキーを超こえているのではないか、と、そうした話をしました（当然、二人ともニジンスキーの踊りを見たことはないのですが）。

　そんなとき、すごくビックリしたことがありました。突とつ然ぜんホームレスの人が現れて、お父さんたちが捨てたタバコを漁あさり始めたんです。……なんなんでしょう。ホームレスの人には申し訳ないですが、さきほどまで舞台を見て興奮していた私は、いきなり冷や水をかけられたように冷めた気持ちになってしまいました。本来なら、かわいそうとか、社会が悪いとか、もっと別の感想を持たなくてはいけないのかもしれません。だけど正直なところ、バレエ観賞の休憩時間になぜここまで興を削そがれなければならないのか、と思ってしまいました。清せい少しよう納な言ごんなら「いとわろし」と激げき怒どしたことでしょう。新国立劇場やオーチャードホールではこんなことはまず起こらないと思います。上うえ野のという土地ならではの現象ということでしょうか。

　ホームレスの人に少しだけ怒いかりを感じた私は悪い子かしら？　と、お父さんの顔を見上げました。お父さんの目線はホームレスの人ではなく、遠くの植え込みのほうに向けられていました。……だけど、見たこともないくらいに険しい顔をして、怖こわいくらいでした。

「百ゆ合り亜あ、申し訳ないが、今日のバレエは終しゆう了りようにさせてくれ。もう帰ろう」

「え？　でも、急な仕事なら、いつもみたいにお父さんだけ抜ぬければいいんじゃないの？」

「……そうじゃないんだ。お願いだから何も聞かないでくれ。お母さんを呼んでこよう」

　何だかわかりませんが、しかたありません。私たちは急いでお母さんを会場から連れ出し、タクシーに乗りました。タクシーの中でお父さんは私に言いました。

「来週から、高校もバレエ学校もタクシーで行きなさい。帰りもだぞ」

「えーっ？　どうして？」

「時期が来たら話す。安心してくれ、……そんな長くは、かからないから」




　私はしぶしぶ了承しました。ああ、第二部のドンキのグランパも観みたかったのに。残念。でもそのかわり、家族でゆっくりとシェヘラザードとバレエリュスについて語り合う時間ができました。最近、お仕事の関係でお父さんとなかなか話す機会がなかった私にとって、少しうれしいプレゼントになった、のかもしれません。
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05月11日　新にい美みたまも




　電車のドアが開くと同時に、駅のホームを走りました。10時の待合わせに遅おくれること、20分。彼はＪＲ上野駅公園口前のオープンカフェで、紅茶を飲んでいました。遅ち刻こくしたことを謝りましたが、彼はひっきりなしに来る私からのメールに、ぜんぜん待った気がしていない、とのこと。……よかったぁ。




　さて、デートの目的地は東京国立博物館。二人で決めました。上野公園の端はしっこにある博物館で、目の前は普ふ段だんからよく通るのですが、入る機会がなく、気になっていたトコロでした。

　いつも正門前から見えていた巨きよ大だいな建物は、本館とのこと。鬼おに瓦がわらまでついた、立派な瓦屋根。なのに西洋建築という、和洋折せつ衷ちゆうのその建物は、それ自体が重要文化財に指定されているらしいです。……さっそく私たちは、その本館に足を踏ふみ入れるのでした。

　……本館の中には埴はに輪わあり、仏像あり、水すい墨ぼく画があり、茶器ありと、日本に伝わるありとあらゆる超ちよう一級の美術品が並べられている、のですが、……私の頭にはどうしても、昨日のマルタの言葉がぐるぐると回ってしまうのでありました。

『たまも、いい？　よく聞きなさい。初デートってのはね、あんたが思っているよりずっとずっと大事なものなの。そもそもデートという行こう為い自体が、実は友達と恋人の境界線上に位置する微び妙みような行為なのよ。だから、初デート次し第だいで、これから二人が恋人としてラブラブに過ごすか、なんとなく友達っぽくなっちゃうかが決まると言っても過言ではないわ。

　そう、明日は審しん判ぱんの刻とき！　その覚かく悟ごで臨のぞみなさい。明日はいかに恋人っぽく過ごすか、これに尽つきるわ。極度にオボコいあんたの性格は、私もわかっているつもり。初デートでキスをしろ、なんて無茶な目標は設定しないわ。だから、今回はたまもにも実現可能かつ実用的効果を期待できる現実的な達成目標を用意したわ。ズバリ、……手を繫つなぐこと！　手を繫ぐこと！　てをつなぐこと！　てをつなぐこと！　テヲツナグコト！（※リフレイン）』




　ああ、手を繫がなきゃ、手を繫がなきゃ、手を繫がなきゃ。ああ、でも、できない。恥はずかしい。……聞いてみる？　手を繫いでいい？　って。ああ、それも恥ずかしい。できない。どうしよう。そうだ、メールしてみよう。




to　葉介：「手をつないでも、いい？」




　彼はケータイと私の顔を交こう互ごに見て、呆あきれ顔。だけどその後、ちょっと困った顔をして、できない、と言いました。

　えーっ！　どうして？　私のこと、嫌きらいになっちゃった？　……彼が言うには、私と手を繫ぐのが死ぬほど恥ずかしく、もしかしたら本当に死ぬかもしれない、とのこと。

　そういう気持ち、私も少しはわかるけど……でも、でも、私だって死ぬほど恥ずかしい思いをしてメールしたんだから！　けちんぼ！　おたんこなすび！




　鎧よろいを見ました。刀も見ました。北ほつ海かい道どう土産みやげの親玉みたいな大きな木き彫ぼりの猿さるは、西さい郷ごうさんの銅像と作者が同じなのだそうです。……ああ、そうですか！　そんな薀うん蓄ちくを披ひ露ろうしたって、私の機き嫌げんは直らないんだから！

　でも彼ったら、私が色とりどりの草花の刺し繡しゆうが施ほどこされた素す敵てきな着物をじっと見ていると、お前はこういうのが似合いそうだな、ですって。

　なによ、ちょっとドキッとしたじゃない。そんな器用なセリフ、言えるんだ……。だけど、「お前」じゃなくて、「たまも」って呼ぶ約束でしょ？

　私がそれをイジワルっぽく指し摘てきしてやると、悪かった、と素す直なおに彼は謝りました。




　地下一階には、ミュージアムショップがありました。絵葉書や美術書をはじめ、ミニサイズの屛びよう風ぶ絵や着こなすのが難しそうなＴシャツなど、外界では手に入らないさまざまな商品が並んでいました。なんじゃこりゃ？　と、私が書しよ籍せきコーナーで『妖よう怪かいおりがみ』という本をパラパラとめくっていると、いい物を見つけた、と彼が得意顔で商品を見せにきました。

　その商品の名は『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がてぶくろ』。軍ぐん手ての甲こうの部分に片方ずつ鳥獣戯画のウサギとカエルがプリントされているもので、手袋というよりは軍手というべき商品なのですが、『鳥獣戯画軍手』というよりは『鳥獣戯画てぶくろ』としたほうが響ひびきが良いのでしょう。……で、これがどうしたの？　と聞くと、買う、とのこと。え～っ？　よりによって、どうしてこんなバカな商品を買うの？　という私の疑問を問う間もなく、彼はすぐに購こう入にゆうを済ませ、外に出ようと言いました。




　本館の外に出ると彼は、たまもはウサギがいいよな、と私に片方の軍手を渡わたしました。ウサギは右手用でした。彼は左手にカエルを着けると、その手をまっすぐ差し出して、手を繫つなごう、と言いました。……うそ、いいの？　重なり合うウサギとカエル。軍手を通しても感じる、彼の手の感かん触しよく。なんか、私が死ぬほど恥はずかしくなってしまいました。……でも、なんだろう。とってもうれしい。




　私たちは手を繫いだまま、本館裏の庭園を恋人みたいに歩きました。恋人みたい？　……恋人なのかな。うふ。

　庭園は躑躅つつじが見ごろで、とっても綺き麗れいなのでした。ちょうどお昼時だったので、池のほとりの芝しば生ふの上でお弁当を食べることにしました。

　実は今日遅ち刻こくをした原因は、お弁当を作っていたためなのです。その渾こん身しんのお弁当。どう？おいしい？　……よかった。彼はとっても気に入ってくれたようでした。特にローストチキンと枝豆サラダのサンドウィッチと、タンドリーチキンが好評でした。「この味がいいね」と君が言ったから、５月11日はローストチキンと枝豆サラダのサンドウィッチと、タンドリーチキン記念日！

　……本当においしそうに食べる彼の顔。うれしいな。




　食事の後は、平へい成せい館を見たり、小さな紙の着物にスタンプで柄がらを作る遊びをしました。楽しかったです。東とう洋よう館という建物に入ろうとしたとき、突とつ然ぜん、彼は嫌いやだと拒こばみました。

　どうして？　と私が尋たずねると、だってミイラがあるんだぞ、ですって。……もしかして、怖こわいの？　……図星のようでした。うそ、ウケる！　でも、なんか……かわいい、かも、なんて。キャーッ！　……私って、バカになっちゃったのかな？




　結局、博物館を出て、上うえ野の公園の噴ふん水すい脇わきのベンチでまったりしました。──これって恋人っぽいよね、マルタ。

　彼はきょろきょろと何かを探していました。何を探しているのか尋たずねると、ここら辺にいつもソリッドがいるはずなんだが今日はいないみたいだ、とのこと。……ソリッド？　大型犬かなぁ。

　彼はソリッドがいないことを残念がっていましたが、すぐに私の顔を見ながら、「俺とたまも、いや、俺とお前が出会ったのは、運命なんだろうな」と言いました。……なによ、いきなり。どうしてそんなに恥はずかしいセリフを言えるの？　恥ずかしい、顔が熱い、……でも、ちょっとうれしい。

　自然と私は、彼の肩かたに寄りかかりました。すると、ひゃ、と彼は悲鳴をあげ、「すまん、まだ直接触ふれるのは死ぬほど恥ずかしいんだ。しばらくは手を繫つなぐだけで許してくれないか」ですって。私はなんだか、彼のことをすごくかわいい、と思うのでした。

　……いいよ、我が慢まんしてあげる。




　素す敵てきな時間は、あっというまに過ぎてしまう。駅で惜おしみながらも彼と別れ、帰宅しました。ベッドの枕まくらに顔を埋うずめながら喜びの叫さけびをあげていると、ケータイの着信音。……もしかして！

　慌あわててケータイをとると、マルタの声。

『よっす！　元気？』

「……なにマルタ。なんか用？」

『なによ。ヒトがせっかく今日のこと心配して電話してやってんのにさ～』

　そうでした。このマルタ大だい明みよう神じんのおかげで、今日の私があるのでございました。

「ごめんマルタ。それがさ、……うふふ。聞いてくれる？」

『もちろん』

　私はマルタに話しました。遅ち刻こくしちゃったこと。それを彼が優やさしく許してくれたこと。お弁当をおいしいって言ってくれたこと。そして、手を繫いでくれたこと。私はマルタに話しながら、今日あったいろいろなことを思い出して、なんだかうれしくなってしまうのでした。

『ほうほう。どうやら私が課した目標は達成したみたいだねぇ。生しよう涯がい初デートにしちゃ、上出来よ。……しっかし、手て袋ぶくろがないと女と手も繫げないなんて、和泉いずみのやつもひどいオクテだねぇ。前ぜん代だい未み聞もんだわ。こりゃ私が定期的に目標を更こう新しんしてやらんと、あんたたちの仲が進展しない気がしてきた』

「……マルタ。私のことはいいの。……でも、葉よう介すけのことを悪く言ったら、いくらマルタでも許さないんだからね！」

『あー、はいはい。悪かった、悪かった』




　マルタとの電話を終えて、ベッドに寝ね転がりながらウサギの軍ぐん手てをはめてみる。……なんだかまだ、葉よう介すけと繫つながっている気がする。ガチャガチャのカプセルは割れちゃったけど、ケータイ、そしてウサギの軍手。これから彼と繫がれるものが、どんどん増えていくといいな。
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05月12日　和泉いずみ葉介




　朝のＨＲで、加か納のうクレタの絵が表ひよう彰しようされた。上うえ野の動物園での写生会のときの絵だ。最さい優ゆう秀しゆう賞らしい。俺の目にはただの落書きのようにしか見えなかったが、キュビズムの流れを汲くんだ独創的な絵なのだという。わざわざ美術の先生が教室に来て解説をしてくれていた。

　加納クレタは教きよう壇だんの前で照れくさそうにしていたが、席に着くときに俺の前で立ち止まって、きつく俺を睨にらんできた。連続殺人鬼きのような、殺気に満ちた一いち瞥べつだった。その豹ひよう変へんぶりに俺は非常に困こん惑わくしたのだが、加納はぷいっとそのまま自分の席に帰っていった。……いったい何だというのだろう？




　三時間目が終わったとき、俺の席にたまもがやって来た。ひどく恥はずかしそうな表情。

「あ、あのね。今日、葉介の分のお弁当も、作ってきたんだけど……」

　そういうことは事前に言ってくれないと、いつもどおり自分の弁当を持ってきてしまうことを俺はたまもに告げ、それで泣きそうになるたまもをあやし、たまもが作った弁当を食べることを約束した。

　弁当は天文台で、たまもと一いつ緒しよに食べた。俺たちが、なんというか、付き合い出したことを知らなかった天てん王のう寺じと前まえ田だは、ひどく驚おどろいていたようだった。

　たまもの弁当は、今日もすごくうまかった。スパイスの使い方には自信があるのだとか。おいしい、と言うと、たまもはとても喜んだ。




　教室に帰ってきたとき、西にし井いさんと目が合った。花が咲いたような幸せを感じたが、残念ながら西井さんはすぐに俺から目を逸そらしてしまった。

　先週まで、彼女に片かた想おもいをしていた自分。その想いは、なくなったのだろうか。正直わからない。西井さんは、やっぱりかわいい。でも、幽ゆう霊れいなんてものが見えてしまう俺には、たとえ片想いだろうと彼女を想う資格なんて、ないのかもしれない。

　チーは言った。俺にはたまもを愛する資格がある、と。ヒトを想うのに資格が必要なのか、俺にはわからない。……しかし、鬼き太た郎ろうは結局のところ、妖よう怪かいなのだ。妖怪である鬼太郎にとって、人間にむくわれない恋心を抱いだくよりは、猫ねこ娘むすめと恋をするほうがずっと幸せなんだろう、と俺は思った。




　帰宅して、部屋で一人で弁当を食べた。──でも鬼き太た郎ろうは本当のところ、やっぱり心の底では人間世界に憧あこがれているのではなかろうか──。部屋の本ほん棚だなにあるコンパクト六法の背を見ながら、そんなことをグチャグチャと考えてしまうのであった。
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05月13日　新にい美みたまも




　目が覚めた瞬しゆん間かん、幸せに包まれる。

　昨日私は、ウサギの軍ぐん手てを着けたまま寝ねてしまいました。朝起きても、なんだか葉よう介すけと繫つながっている感じがする。もしかしたら葉介も、いま同じことを感じていたりして。

　さっそく葉介にメール。……でも、返答なし。しかたないか。まだ五時半なんだもん。……お弁当、今日もおいしいって、言ってくれるかな。




　学校。葉介に会える場所。今日も葉介は、熱心に授業を受けています。連休が明けたころからでしょうか。葉介はちゃんと授業に集中している様子です。偉えらいぞ。

「新美！　ここ和訳してみろ」

　英語教師からの、突とつ然ぜんのご指名。……いけない。私のほうが集中しなきゃ。




　天文台で、鱸すずきの西さい京きよう焼やきをほおばる葉介。おいしそうな顔。西京焼きを私が自分で漬つけたのだと言ったら、葉介はとても驚おどろいていました。

「俺、西京焼きってお店で買うものだと思ってたよ」

「どうしてよ？」

「いや、なんかそんな感じするだろ」

「そんな感じって言われてもわかんないけど、……このレシピはね、おばあちゃんが、教えてくれたんだ」

「へぇ。いいばあちゃんなんだな」

「……去年、死んじゃったんだけどね……」

「あ、いや、ごめん……」

　申し訳なさそうな顔をする葉介。ううんと首を振ふって、私は微ほほ笑えみました。

「……でも、たまものばあちゃんは、きっと天国に行ったんだろうな」

「そうなのかな」

「そりゃ……俺も天国が本当にあるかはわかんないけどさ、きっとこの世に心配ごとなんて残さないで、安らかに亡なくなったんだよ」

　そう言って、葉よう介すけは不器用な箸はし使いでご飯をついばむのでした。葉介のやつ、優やさしい言葉なんか言っちゃったりして。……葉介のことを、ますます好きになってしまいそうです。ケータイや軍ぐん手て……そんなんじゃ、まだまだ足りない。もっともっと、私は葉介と繫つながりたい。そう思いました。

「……私、葉介と、繫がりたい」

　ぶはっと葉介が、ご飯を噴ふきました。続いて苦しそうに咳せき込んでいます。

「……たま、おまっ、いきなり何を言い出すんだよ！」

　ピキーンと閃ひらめいた私は、パイプ椅い子すから立ち上がりました。

「そうだ葉介！　お守り買おうよ！」




　学校の裏手に、大だい黒こく天てんと呼ばれているお寺があります。放課後のチャイムと同時に、私は葉介をそのお寺に連れ出しました。学校のみんなは大黒天と呼んでいますが、本当は護ご国こく院いんというお寺みたいです。看板にそう書いてありました。私はその大黒天の売店みたいな小屋に押しかけて、葉介と私のお守りを物色するのでありました。

『学業成じよう就じゆ』『商売繁はん盛じよう』『交通安全』……う～ん。これかなぁ→『縁えん結むすび』

　葉介は『縁結び』って付き合う前のお守りなんじゃないかと文句を言いましたが、いいんです。だってこれが一番恋人っぽいんだもん。




　オソロイのお守り。これでまた葉介と繫がった。……テヘ。満足。

　ウサギ軍手をはめて、葉介と手を繫ぎました。学校に戻もどろうと道路に出ると、前方からユリアちゃんの姿が。帰る途と中ちゆうのようでした。

　そのときです。慌あわてたように葉介が、私の手をパッと放したのです。えっ、どうして放すの？　私と手を繫いでるとこ、ユリアちゃんに見られたくないの？　どうして？　……なんだか私は、体が引き裂さかれたような気がしてしまいました。

　そのまま葉介はカエル軍手を振ふって、ユリアちゃんに別れの挨あい拶さつ。ユリアちゃんはどこか浮かない表情……。ユリアちゃんの後ろ姿を見送る、葉介の顔。……腹が立ちました。

　私の南なん部ぶ十四年式が、彼の太ふと腿ももに咬かみつきました。

「痛て！　何すんだよ！」

「運命なんじゃないの？　噓うそつき！」

　葉介は、どうして私が怒おこっているのかわからないご様子。それがまた腹が立つ。せっかくオソロイのお守りを買ったのに、台無しじゃない！

　私は葉よう介すけを引っぱって、大だい黒こく天てんに戻もどりました。

「アンタが好きな人は誰だれ!?」

「……あ、え～と……たまもさん、です」

　あらためて言われると、……少し照れてしまいます。でも……

「……誓ちかって」

「へ？」

「大黒さまに、誓って！」

　私は賽さい銭せん箱のほうを指差しました。葉介はトボトボと神社に近づいてゆき……




「俺は、たまもが、好きです」




　普ふ通つう、誓うって「一生愛します」とか、そういう約束事なんじゃないかしら。……まぁ、いいわ。でも、声が小さいからもう一回！




「俺は、たまもが、好きです！」




　境けい内だいに響ひびく葉介の声。ウヒョ。私はなんだか気持ち良くなってしまって、十回くらい繰くり返させてしまいました。「……もういいだろ」と葉よう介すけ。最後に二人で目をつぶって、お守りに誓ちかいました。私は、葉介が、好きです。

[image: ]

　……うん、繫つながった感じがする。よかった。




　今日は葉介がいっぱい叫さけんでくれたので、彼に和わ菓が子しを奢おごってあげました。毎日寝ねる前は、このお守りに誓ってね。私も、誓うから。
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05月14日　和泉いずみ葉介




「天てん王のう寺じ、どっか遊びに行こうぜ」

　放課後、久しぶりに天王寺を遊びに誘さそった。しおらしく掃そう除じ当番をしていた天王寺が、ゆっくりと振ふり返って俺を見た。

「……君は今日、僕なんかと遊んでいていいのか？」

「は？　どういうことだよ？」

　そのとき俺のケータイが、けたたましく鳴った。たまもからだった。受話器を耳にあてた途と端たん、脳をつんざくようなたまもの声が響ひびいた。

「葉介！　ユリアちゃんが大変なの！　今すぐ大だい黒こく天てんに来て！」

　西にし井いさんが、大変？　どういうことだ？　とにかく俺は天王寺を連れて、急いで大黒天へ向かった。境けい内だいに入ると、しゃがんでいる西井さんが見えた。震ふるえている様子だ。それを心配する加か納のう姉妹とたまもが、彼女に声をかけている。

「なんだよ、どうしたんだ？」

「葉介、ユリアちゃんが……」

「だから、どうしたんだよ！」

「わ、私ね、今日ユリアちゃんにＣＤを返そうと思ってたんだけど、ユリアちゃんはすぐに帰っちゃって……慌あわてて追いかけたら、この大黒天の前でユリアちゃんが黒くろ装しよう束ぞくの二人に襲おそわれてたの……」

「は？　なんだって？　黒装束？　……やみくろか？」

「わかんない。……そんなのわかんないよ」

　そりゃそうだ。俺だってやみくろなんて見たことない。しかし、どうしてそんな付近の都市伝説になってるような変態集団に、西井さんが襲われなくちゃいけないんだよ。というか……

「そんなヤバいやつらから、どうやって助かったんだよ。まさかお前……」

「あ、あのね、……私、ユリアちゃんを摑つかんでいるやつに、飛び蹴げりして……もう一人が私を捕つかまえようとしたんだけど、その手をダッキングで避さけて……反射的に放ったロシアンフックが、相手のテンプルにたまたまカウンターで……。で、でも勘かん違ちがいしないでよ！　……おばあちゃんが大のボクシングファンで、……私、見よう見まねで……私、決してそういう女のコじゃなくって……」

「あ、いや、そういうことじゃなくて……。いや、むしろよくやった」

「そ、そう？」

　その後、やみくろは近くに停とめてあった黒いワンボックスに乗って逃にげていったらしい。たまもの話によると、ワンボックスの中にはまだ数人いたという。その数人で襲おそいかかってきたら、たまもでもひとたまりもなかったに違いない。詳くわしい状じよう況きようはわからないが、幸運だったのだろう。

　しかし、やみくろが西にし井いさんを襲うとは、いったいどういうことだ？　ソリッドによると、やみくろは幽ゆう霊れいを捕ほ獲かくしているんだという。だから目もく撃げき情報があっても、被ひ害がい者がいなかったのだ。……西井さんは正しよう真しん正しよう銘めい、人間だ（天使である可能性はあるが）。




　加か納のうクレタが買ってきた温かい缶かん紅茶を飲むと、西井さんは少し落ち着いたようだった。しかし、まだ怯おびえている様子。……何者かわからんが、犯人め、許せん！

　ここまで目をつぶり、じっと話を聞いていた加納マルタが、勢いよく目を開いた。そして、怒ど涛とうの如ごとく言葉を吐はき出すのだった。

「か弱いバレエ少女・ユリアを拉ら致ちしようなんて、許されざる犯罪行こう為いね。極きよつ刑けいに値あたいするわ！　ここは何としてでも犯人を徹てつ底てい的に追い詰つめるべきよ！　バカップルはすぐにユリアを連れて警察に被ひ害がい届とどけを出して！　クレタと天てん王のう寺じは近所の知り合いを総動員して、犯人を追いかけるのよ。私は学校へ報告した後でバカップルと合流するわ。……いい？　初しよ動どう捜そう査さが事件解決のカギよ。各人、心して己おのれの職責を全まつとうするように！　以上、散開！」

　テキパキと指示を出す加納マルタに、俺は圧あつ倒とうされたわけだが、……待てよ、バカップルって、もしかして俺とたまものことか？　なぜ隣となりのクラスのお前に、バカップル呼ばわりされなければならないんだよ！　……まさか、昨日の大だい黒こく天てんの一件が、すでに伝わっているとか？　……まさかな。

　いずれにせよ、今は西井さんだ。俺は西井さんとたまもをタクシーに乗せ、加納マルタの指令どおりに管かん轄かつの上うえ野の警察署へと急いだのだった。




「で、その車のナンバーなんだけど、一部でも覚えてない？」

「……いえ、覚えてないです」

　通された取調室で、俺たちは三人並んで刑事さんからの質問に答えていた。といっても、西井さんはまだショックが残っているらしく、俺も犯人を見ていない。答えているのは、もっぱらたまもだった。俺を真ん中にして、左側がわにたまも、右側に西にし井いさんが座っていた。

「あ、でも、車の中の親おや玉だまっぽい人の顔を見ました。下したっ端ぱは顔を隠かくしてたんだけど」

「どうしてその人を親玉だと思ったの？」

「車の中から指示を出していたから。逃にげるときも、そいつが合図してたんです」

「顔の特とく徴ちようとか、覚えてる？」

「あ、はい。……ウィラポンに似てました」

「は？　ウィラポン？」

　……どうやらたまもは、防衛回数十四回を誇ほこるタイのボクシング元世界王者・ウィラポンのことを言っているようであった。俺がそのことを指し摘てきすると、刑けい事じさんはノートＰＣを持ってきて、ウィラポンの写真を俺たちに見せた。

「そう、この人！　でも、この写真よりもうちょっと表情が険しい感じで、目が青かった。肌はだの色も、もっと白い感じがしたわ」

　西井さんは何も言わずに、机の下で俺の手を握にぎった。かすかに震ふるえている。犯人は確かにこのウィラポンに似ているようだ。俺が西井さんの手を握り返すと、徐じよ々じよに彼女の震えは収まっていった。……しかし、タイ人のウィラポンにそっくりで、青い目をしているってどういう人種なんだ？　カラコンとかか？

　係の人が呼ばれ、似顔絵が作成された。

　……確かに一言で言えば、ウィラポンだった。ウィラポンをだいぶ凶きよう悪あくにしたような顔。もしかしたら、たまもの主観がものすごく反映されているんじゃないかと疑ったが、西井さんもこの似顔絵に犯人がそっくりだと証言した。

　加か納のうマルタが取調室にやってきた。机の下の、西井さんの手が離はなれた。……正直、少し名残なごり惜おしかったが、加納マルタの登場で手続きはスムーズに進んだ。

　取調室を出る最後に、加納マルタが刑事さんたちに向かって演説をした。今回の事件は何の罪もない少女が、もしかしたら命を落としていたかもしれなかったこと。そして地域住民が謎なぞの黒くろ装しよう束ぞく集団にいかに怯おびえているかということなどを強調し、警察として最優先で解決すべき事件であると主張した。大事件を未然に防ぐ抑よく止し力の形成、それが所しよ轄かつの役割なのだそうだ。




　西井さんのことは、たまもと加納マルタが家まで送ってゆくことになった。三人と別れ、俺はその足で上うえ野の公園へ向かった。やみくろについて、何かを知っているかもしれない人物を思い出したからだ。

　上野公園の噴ふん水すい広場。ソリッドはベンチに座りながら、小さな女の子（の幽ゆう霊れい）と話をしていた。俺がソリッドに挨あい拶さつをすると、女の子は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、林の方へ走っていった。

　ソリッドは辺りを見まわしてから、左右バラバラの目玉で俺を見上げた。

「どうした？　鬼き太た郎ろうよ。猫ねこ娘むすめはいないようだが。紹しよう介かいしてくれるのではなかったのかね？」

「今日はその件じゃないんだ。やみくろのことで、聞きたいことがあってね」

　ベンチの前に立ったまま、俺は話し始めた。

「ほう、やつらと接せつ触しよくをしたのか？」

「いや、俺が直接接触したわけじゃないんだが、……実はさっき、やみくろらしき集団に、同じクラスの女の子が攫さらわれそうになったんだ」

「……猫娘か？」

「違ちがう違う。被ひ害がいにあったのは普ふ通つうの人間の女の子だ」

「……普通の人間？」

　普通の人間。そんな表現を使う自分らが、まるで人間でないような気がして少しおかしかった。

「そうだ。あんたは以前、やみくろは幽ゆう霊れいを捕ほ獲かくしていると言っていた。だが、今回は正しよう真しん正しよう銘めいの人間が襲おそわれたんだ。もしかしたら、あんたは何か知っていることがあるんじゃないかと思ってね。……やみくろについて何かしらの知識を期待できる人間なんて、あんた以外俺は知らないしな」

「お前も知ってのとおり、私はやみくろと呼ばれる集団に多少の興味はあるが、……残念ながら関かかわり合いはない」

「……そうか」

　やっぱり、無む駄だ足あしだったかな。そう思ったとき、ソリッドの異様な瞳ひとみがギロリと俺を見た。

「ただ、異変はあった。私も、変だとは思っていたところだ」

「異変？」

「……ホームレスというものは、意外と噂うわさが好きでね。この界かい隈わいのホームレスたちは、毎日のようにやみくろ出しゆつ没ぼつの噂を語っていた。──昨日はあそこに出た。今日はここに出るんじゃないか──という具合でな。しかし、この一週間、やみくろ出没の噂をまったく聞かん。……幽霊からすら聞かん。目もく撃げきの情報が、ぷっつりと途と絶だえているのだ」

「……どういうことだ？」

「それはわからん。推すい測そくを述べるとすれば、やつらは何らかの目的があってわざわざ幽霊を捕獲していたわけで、その目的が達成されたのか……あるいはやつら自身に重大な異変があったのか……。

　ちなみに、お前らは先ほどやみくろと接触したと言ったな。やみくろに関して、日が昇のぼっている間の目撃例を聞いたのは初めてだ。少なくとも私は、聞いたことがない」

「やみくろが、活動内容を変へん更こうしたってことか？」

「それは断定できん。そもそも、お前らが接触したやみくろが、本物のやみくろかもわからんしな」

　……そうだ、と、俺はケータイのカメラで撮さつ影えいしておいたウィラポンの似顔絵を、ソリッドに見せた。

「ほう、似顔絵か。こういうアナログな記録方法があるとは、盲もう点てんだった。残念ながら、私自身はこの顔に見覚えはないが、……彼らなら、あるいは」

　ソリッドはそう言ってポケットからオカリナを取り出し、何の説明もなく吹ふき始めた。曲目は小こ林ばやし亜あ星せい作曲『にんげんっていいな』。『まんが日本昔ばなし』という昔のアニメのエンディング曲だ。

　噴ふん水すい広場に、メルヒェンチックで優やさしげなメロディーが響ひびき渡わたる。……だが俺は、音楽を聞いて和なごむどころか、ひどく緊きん張ちようをするはめとなった。なぜなら、音楽に合わせて付近の幽ゆう霊れいどもがぞろぞろと集まってきたからだ。




　集まった幽霊の数は三十弱。僧そう侶りよだったり、江戸の町人風だったり、現代風の若い女性だったり、バラエティーに富んだ幽霊たちが、俺たちの座るベンチを取り囲んだ。……異様な、光景だった。さすがの俺も、ここまで大勢の幽霊に囲まれるとなると、戦せん慄りつを覚える。

「怪け訝げんな顔をするな、通常のオカリナだ。彼らを呼ぶには、空気の振しん動どうを利用するのが便利でね。……ほれ、早く似顔絵を見せんか」

　ソリッドに促うながされるまま、俺は彼らにケータイを見せた。首を寄せ合って画面を覗のぞき込む幽霊たち。一人の幽霊がその似顔絵を見て驚おどろき、おののいた。

『だ、だんなぁ。こいつだぜぇ、こいつが俺たちをかどわかしてやがんでぇ！』

　髷まげを結ゆった町人風の男が叫さけんだ。彼が意思疎そ通つうに使ったのは音声ではなかったが、俺には彼が言わんとしていることが理解できた。

「ほう、だが熊くまさん。やみくろどもは黒くろ装しよう束ぞくで顔を隠かくしていると聞く。なぜこの男が君たち幽霊を攫さらっていると思うのかね？」

　ソリッドが町人風の男に尋たずねた。男はどうやら熊という名前らしい。怯おびえたような口調で、熊が答える。

『俺ぁ見たんだよ、だんな。……先月、弁べん天てん堂どうのお藤ふじってぇ夜よ鷹たかが、かどわかされたことがあったろう。あんときさぁ、実は俺……いたんだよ。その場にさぁ。

　その晩、俺ぁお藤と逢あう申し合わせでよぉ。香こう袋ぶくろを首筋にちょちょんと叩たたきつけて、弁天堂に小走りで行ってみたらよぉ、お藤のやつがぎゃーぎゃー喚わめいてやがんだ。さては悪い客でもつかんだかと思って、俺ぁ近くの石せき碑ひに隠かくれて覗のぞいてやったんだ。……したらよぉ、いやがったんだ！　黒装束のかどわかしがよぉ。四、五人でよってたかってお藤のやつを捕つかまえてやがんだ。

　もう俺ぁブルブル震ふるえちまってよぉ。「お藤、堪かん忍にんな」って逃にげ出そうとしたら、……もう一人いやがんだよ！　黒装束を着ていない、背広のやつがよぉ。俺ぁそこに隠れてるほかなくなっちまって、石の陰かげからそっと見たんだ。背広のやつが合図するとよぉ、黒くろ装しよう束ぞくはお藤ふじをそいつの前に連れてって、……そいつはよぉ、お藤のやつをよぉ……食べちまったんだよぉ！』

　熊くまの話に、まわりの幽ゆう霊れいたちがざわついた。静かに彼の話を聞いていたソリッドが、冷静に質問をする。

「なるほど。それでその背広のやつというのが、この似顔絵の男だというのだな？」

『そうなんでぇ！　その男がお藤を、食っちまったんでぇ！』

「その食べた、というのは、つまりお藤の霊れい体たいを口から吸収した、ということなのかな？」

『そ、そこまではっきりと見えてたわけじゃねぇけどよぉ……。でも、お藤のやつは、そいつに吸い込まれるみてぇに、消えちまったんだよぉ』

「ふむ。ではもう一つ。……熊さん、あんたはどうしてこんな重要な目もく撃げき情報を、今まで黙だまっていたのかね？」

『そ、そりゃあよう……』

『だんな！　それに関しちゃ、だいたい察しがつきます！』

　幽霊集団の中から、着物で日に本ほん髪がみの女が前へ出てきた。

『げぇ！　お梅うめ……』

　その女を見て、熊がうろたえた。

『げぇ、じゃないよ！　あんたはいままで、ちょくちょくそのお藤って夜よ鷹たかなんかと、逢あってたんだね！』

『ひぇ～！　堪かん忍にんしてくれ～、お梅～』

『ちょっと！　お待ちよ！　あんた！』

　悲鳴をあげながら、熊は梅に追われて動物園のほうへ走っていった。俺は啞あ然ぜんとしながらその寸劇を眺ながめていたが、ソリッドは笑って見ていた。他ほかの幽霊たちも笑っていた。そしてひとしきり笑ったところで、ソリッドは幽霊たちにお礼を言い、解散させたのだった。

　上うえ野の公園に散ってゆく幽霊たちを見送った後、ソリッドはベンチ前に立つ俺を見上げた。

「……どうやらお前の言うとおり、今日の拉ら致ち未み遂すいの一件はやみくろの仕し業わざのようだな。もっとも、なぜ捕ほ獲かく対象が幽霊から人間へ切り替かわったのかは、依い然ぜん謎なぞのままだがな」

「だが、人間への被ひ害がいが出たんだ。遅おそかれ早かれ、やみくろは警察が捕つかまえるだろう」

　ソリッドが肩かたをすくめて、首を傾かしげた。

「やみくろは幽霊を捕獲しているような、浮うき世よ離ばなれした集団だぞ。私は警察が頼たよりになるとは思えんがね。やみくろのリーダーらしき人物の顔がわかったのは大収しゆう穫かくと言えるが、今回の一件と、噂うわさのやみくろの関連を証言できるのは、いまのところ彼らだけだ。……彼らの声には証しよう拠こ能力なぞないからな」

　そう言ってソリッドは笑った。俺はソリッドのその無責任なもの言いに、少し腹が立った。ソリッドが俺を、異様な眼光で見上げた。

「鬼き太た郎ろうよ。いずれにせよ、なぜやみくろが幽ゆう霊れいを捕つかまえていたのかもわからないし、なぜ人間を捕まえるのかもわからないのだ。……推すい測そくで語るならば、──さっきの熊くまさんの話──やみくろは私にもわからない、高度な霊れい子しの知識を持っていると考えられる。

　私はやみくろを、何らかの宗教組織に属するものなのではないかと推定しているが、……お前はそういう組織に、心当たりはないのか？」

　俺は少し考えてから、答えた。

「……まったくない」

「そうか。私も俗ぞく世せのことはわからん。私にできることなど限られてはいるが……そうだな、今度私がやみくろを見つけたら、話しかけてみることにしよう。まさかやつらも、しがないホームレスなど、わざわざ殺しはしないだろう」

　辺りはもう、完全に暗くなっていた。

　俺はソリッドに別れを告げ、天てん王のう寺じたちと合流した。天王寺たちも、大した情報は集められなかったようだ。辛かろうじて人力車のお兄さんだけが、猛もうスピードで走る黒いワンボックスを目もく撃げきしていたらしい。

　結局西にし井いさんが無事に家に着き、もう心配ないという知らせを受けて、今日は解散となった。




　部屋のベッド。仰あお向むけに寝ね転がって、天てん井じようを眺ながめる。

　いままで自分とは関係ない存在だと思っていたやみくろが、身近な女の子を襲おそった。身近というか、惚ほれていた女の子だ。むしろ、惚れてい、る？　いやいやいや、そんなことは関係ない。とにかく、やみくろという集団はヤバい。幽霊がらみの集団だとすると、最悪警察では対処できない可能性がある。

　……しかし、やみくろが幽霊関係の集団だとして、いったい俺に何ができる？　ソリッドは俺のことを鬼太郎と呼ぶが、俺には何の超ちよう能のう力りよくもない。

　俺はたまらなく、そんな自分を不ふ甲が斐いないと思った。いつもいつも、普ふ通つうになりたい、なんて思っていたくせに。まったく。




　たまもなら、あるいは……。いや、ダメだ。できれば、たまもには自分のことを普通の人間だと思ったまま生きていてほしい。少なくとも俺は、そう生きたかったのだから。
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05月15日　新にい美みたまも




　今日は登校時も下校時も、辻つじ々つじにオマワリさんが立っていました。

　やるじゃん、警察。がんばって、極ごく悪あく組織やみくろをお縄なわにかけてよね。期待してるよ。




　ユリアちゃんは昨日あんなショックなことがあったせいか、憂ゆう鬱うつな表情。

　私やクレタがいろいろと励はげましていたんですが、彼女が笑え顔がおになったのは、葉よう介すけが『ニャンコの目』を歌ったときでした。ユリアちゃんが笑ってくれたのはうれしかったけど……なんか複雑。どうして葉介がユリアちゃんの機き嫌げんをとるの、一番うまいのよ。

　葉介のこともユリアちゃんのことも大好きなんだけど、二人が仲良くしていると、なんだか私はとても不安になります。……できれば葉介には、私だけを見ていてほしい。これって束そく縛ばくかな？　葉介に言ったら、嫌きらわれちゃうかな？




　一応、帰りはユリアちゃんを送ってゆきました（といっても、言こと問とい通どおりでタクシーをひろうまでだったけど）。結局、ユリアパパのＣＤは鞄かばんに入りっぱなし。渡わたせる雰ふん囲い気きまったくなし。……明日にしましょう。









Mahou!ニュース

■衆議院議員・西にし井い弘ひろ樹き氏刺し殺さつされる　自じ称しよう右う翼よく団体構成員、逮たい捕ほ

５月16日17時13分配信　次じ事じ通信




　16日午後０時30分頃ごろ、荒あわ川かわ区の自宅マンションの入口で、東京14区選出の民みん衆しゆう党衆議院議員・西井弘樹氏（45）が走り込んできた男に刺さされ、病院に運ばれたがまもなく死亡した。病院に到とう着ちやくしたときには既すでに手の施ほどこしようがなかったという（担当医師）。

　同日午後２時頃、自称・右翼団体代表、江え藤とう白はく秋しゆう容疑者（48）が荒川署にて自首したため、緊きん急きゆう逮捕された。動機等、詳くわしい情報はまだ公表されていない。




　西井氏は精力的な調査活動で、過去さまざまな政府の不正を追つい及きゆうしてきた議員であり、国会で徹てつ底てい的に不正を追及する姿勢から「国会の爆ばく弾だん発言男」という異名も持っていた。その調査能力は民衆党内部はおろか、与よ党とう内でも評価されており、永なが田た町は今回の非ひ業ごうの死を惜おしむ声で溢あふれている。
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05月16日　和泉いずみ葉よう介すけ




　午後の授業中、西にし井いさんが慌あわてた様子の先生に呼ばれて、そのまま早退をした。




　夕方に帰宅すると、ニュースで西井さんのお父さんが亡なくなったことを知った。はじめ、そのニュースを見ても、まったく内容を理解できなかった。現実のことと思えなかったのだ。複数のＷＥＢサイト、テレビのニュースで確かく認にんして、やっとそれが事実なのだと認識できた。

　気になっていた女の子の父親が亡くなった。殺された。

　……なんだろう。この感情は単純に「気の毒」とかそういう他人行ぎよう儀ぎな感情ではない。自分自身にも、たまらない痛みを感じる。何かをしなければと思うのだが、何をすべきなのか、まるでわからなかった。

　ケータイが鳴る。たまもからの電話だった。……泣きじゃくり、取り乱すたまもの声を聞いて、逆に俺は冷静になれた気がした。とりあえず、俺たちにできることは何もない。西井さんが落ち着いたころになぐさめよう。……と、たまもと、そして自分へ言い聞かせた。

　電話を終えて、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。そのうち頭に西井さんの天使のような笑え顔がおが浮かび、涙なみだが出てきた。俺は、流れ続ける自分の涙を止めるために、テレビの電源を入れた。そして思考を停止し、ニュースを流し見るのだった。

　……いつからだろう。ふと、画面の異変に気づく。西井氏刺し殺さつ事件のニュース画面に、不思議なテロップがついている。見たことのない文字だった。サンスクリット語、アラビア語、あるいはナメック語かもしれない。とにかく俺が読めないはずの文字なのだが、なぜか意味が解った。「忘れろ」と書いてある。……なんだこれは？　と、テレビに近づいてみたとき、俺の目にはもっと衝しよう撃げき的な映像が飛び込んできた。




　ウィラポンだ。




　西井氏のマンションからの中ちゆう継けい。リポーターからカメラがパンしたとき、なんとスーツ姿のウィラポンが映り込んだのだ。すぐにアングルはリポーターに戻もどってしまったが、確かにウィラポン（にとても似ている人物）がそこにいた。似顔絵に瓜うり二ふたつ。俺は何事かを叫さけんだ。たぶん、意味のある言葉ではない。

　どういうことだ？　まだ西井さんを狙ねらっているのか？　だが、現場にあれだけ大勢の警官がいるのだ。近づけるわけがない。まさか、今回の刺殺事件そのものに関かかわっているのか？　どうしたらいい？

　とにかく、天てん王のう寺じに電話してみた。




『映像を確かく認にんした。君の言うとおり、西にし井いが危ないかもしれない。あのマンションはロイヤルパークヒルズか？　念のため、僕が独自に警備体制を確認しておこう』

　天てん王のう寺じは地上波ならば、全キー局の三ヶ月分の映像を保存しているらしい。すぐにウィラポンの映像を確認してくれた。謎なぞの文字のテロップは映っていないという。……しかし、独自に警備体制を確認って、何をする気なんだ？　まぁ、とにかく宜よろしく頼たのむ。




『君に頼たよられるのなら、悪い気はしない』




　変人であることには違ちがいないが、やっぱり天王寺はいいやつだなと、俺は思った。




　　　　[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──




05月19日　新にい美みたまも




　今日、ユリアちゃんは学校に来ませんでした。お父さんのお葬そう式しきとかあるし当然なんだろうけど、土日の昨日もおとといも連れん絡らくがつかないままなので、とても心配。……主のいない机。妙みように寂さびしく感じます。




　葉よう介すけ、加か納のう姉妹、天王寺真しん一いち、前まえ田だタケルが集まって、ユリアちゃんをどうやって励はげますか相談をしました。遊園地に行く、皆みなでバレエを踊おどる、カラオケに行く、スイスチョコレート食いだおれパーティー……どれも逆効果の可能性を否いなめず、結局、ユリアちゃんの様子を確認するのが先という結論に達しました。

　葉介からウィラポンの話を聞いたマルタは、連絡が取れないユリアちゃんの安否をひどく心配しました。

「じっとなんか、してらんないわよ！　……こうなったら、先制攻こう撃げきしかないわ。討うって出てやるのよ！　……うちにある和わ弓きゆうでなら、仕留められる自信はある。所しよ詮せん相手はボクサーよ。ロングレンジからの一いつ斉せい射しや撃げきで──」

　慌あわてて私はマルタを止めました。

「ちょ、ちょっと怖こわいこと言わないでよ！　……それにマルタ。プロボクサーの動体視力を、あまりナメないほうがいいわ」

　葉介が頭を抱かかえながら、話に割り込んできます。

「おいおい。ウィラポンってのは俺たちが勝手につけた、ただのアダ名だからな。ボクサーじゃないぞ」

「なによ和泉いずみ、生意気に！　ボクサーの可能性だってあんじゃない！」

　そのとき、ひとり冷静な天てん王のう寺じ真しん一いちが、眼鏡を直しながら言いました。

「……西にし井いの安否なら心配ない。無事は確かく認にんしている」

　さきほどからしゃべり続けていたマルタは少し驚おどろいて……

「あ、あんたがそう言うなら、本当に無事なんでしょうけど……」

　そのまま黙だまってしまいました。マルタは意外にも、天王寺真一が苦手なご様子。いつもは饒じよう舌ぜつなマルタも、彼に対してだけは口ごもることが多いです。クレタは天王寺真一のことが好きらしいし、本当に対照的な姉妹です。




　学校が終わると、葉よう介すけが駅まで送ってくれます。ユリアちゃんの拉ら致ち未み遂すい以降、「たまもは絶対に一人で帰るな」と葉介が心配してくれるのです。あのときやみくろを撃げき退たいしたのは、私なのにね。でも、うれしいよ。

　歩きながら、私は葉介のカエルをギュっと握にぎり締しめました。それに反応してか、葉介が呟つぶやきました。

「……俺はたまもを、守ってやれるのかな」

　私は小型犬みたいにうれしくなってしまい……

「守ってるじゃん！」

　と言って葉介の左腕うでに抱だきついてやりました。

「バ、バカ！」

　そんな私を振ふり払はらう葉介。……なによイクジナシ。……でも、かわいいやつ。




　私は、葉介が、好きです。









Mahou!ニュース

■故・西にし井い弘ひろ樹き議員葬そう儀ぎ、密葬も６００人が参列

５月20日19時36分配信　臣おみ売うり新聞




　16日自宅前で刺さされ亡なくなった西井弘樹衆議院議員の告別式が20日午後、荒あら川かわ区内の斎さい場じようでしめやかに営まれた。密葬にも関かかわらず、国会議員、支し援えん者など６００人が参列し、午後４時、西井氏が荼だ毘びにふされると故人を惜おしむ多くの嗚お咽えつが斎場を包んだ。




　西井氏を刺殺した江え藤とう白はく秋しゆう容疑者（48）の取調べは現在も続いているが、警察の発表によると西井氏殺害については、金銭のトラブルによる江藤容疑者の単独犯行である線が濃のう厚こうで、特別な背後関係がある可能性は低いとのこと。事件現場にいあわせたスヴェトラーナ夫人はショックのため、現在も入院中だという。









05月21日　和泉いずみ葉よう介すけ




　今日も西井さんは欠席。いままでと違ちがうのは、無断欠席だということ。何もしない、なんてことはできない。ケータイは通じない（らしい）。

　みんなで西井さんの家に向かった。




　テレビで何度も見た高層マンション。加か納のうマルタを先頭にして、エントランスに入る。ロビーにあるインターホンで西井さんの部屋番号を押す。……返答なし。もう一度。……返答なし。

「いないのかな」

　そう加納マルタが諦あきらめかけたとき、天てん王のう寺じがロビーのソファでモバイルＰＣを操作しながら加納に声をかけた。

「いや、いるはずだ」

　もう一度……

『……はい、西井です』

　出た。彼女の声だ。が、元気がない様子。加納マルタが口を開く。

「ユリア？　ごめんね、私たち、心配で来ちゃった。今、ユリアはすごく大変だと思うんだけど、私たちに、なにか力になれることはない？　なんでも言ってよ。私たち、友達じゃない」

『……和泉いずみくんも、来てくれたんだ』

　どうやら向こうには、こちらが見えているようだ。

「ああ、西にし井いさんのことが心配でね。俺に何かできることはないか？　力になりたいんだ」




　そのとき、後ろにいたたまもが、俺の手を強く握にぎり締しめた（もちろん軍ぐん手てでだが）。




『……ごめん、今日は、帰って。お願い。心配してくれて、ありがとう。もう少ししたら……ちゃんと学校……行くから』

「あ、待って！　ユリア！」

　加か納のうマルタの声が、虚むなしくロビーに響ひびいた。もうスピーカーからは、西井さんの声は聞こえてこなかった。




　俺たちは、満足に西井さんを励はげますこともできないのか。無力感にさいなまれ、どんよりしたままで一いつ行こうは南みなみ千せん住じゆの駅で解散することになった。

　家に着いて、部屋で意味もなくコンパクト六法をパラパラとめくってみた。ろくに字じ面づらなんて追わなかったが、無性にイライラして床ゆかに投げつけた。




　　　　[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──




05月22日　新にい美みたまも




　今日も、ユリアちゃんが来ません。

　現国の時間、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『羅ら生しよう門もん』を朗ろう読どくさせられました。朗読が終わると先生に、このときの下げ人にんは、どういう気持ちだったと思いますか？　と聞かれました。まったくわかりません、と答えて、席に座りました。なんだか、一秒でも早く席に座りたかったのです。




　休み時間。みんな、元気がないです。黙だまって鞄かばんから、次の授業の教科書を取り出す。……鞄に入りっぱなしだった、ユリアパパのＣＤ。ハンサム顔のユリアパパラベルを見て、私はトイレに駆かけ込んで泣いてしまいました。




　昼食。葉よう介すけが、なんだかイライラしていました。そういう彼を見ると、私もとてもつらいです。……つらいよ、葉介。

　大だい黒こく天てんのお守りを握り締めると、少しだけ、心が楽になる気がしました。




　　　　[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──[image: ]──




05月24日　午前一時半　和泉いずみ葉よう介すけ




　これから俺は、もしかしたら、死ぬかもしれない。

　冗じよう談だんではなく、その可能性がある。死んだら俺は、あの世に行くのだろうか。それとも幽ゆう霊れいになるのだろうか。それはわからない。

　こういうときって普ふ通つう、遺書とかを書くものなのだろうか。……なんだか違ちがう気がする。遺書というものは、死を前提とした状じよう況きようで書くものだという気がする。あくまでも、生きる。俺はそれを前提で行動したい。

　まぁ、もし本当に死んじまったら、ソリッドにでも遺ゆい言ごんを代筆してもらおう。それがいい。




　このあと俺は、少々浮うき世よ離ばなれした存在と、少々浮世離れしたものを取引することになっている。それに至る複雑怪かい奇き極きわまる経緯を説明するためには、前日の午前中まで、さかのぼる必要がある。







05月23日　午前　和泉葉介




　二時間目の授業中、天てん王のう寺じが突とつ然ぜん立ち上がった。

　普ふ段だん、極力目立つことを嫌きらう彼の不可解な行動に、誰だれもが驚おどろいた。俺も驚いた。教室中が天王寺に注目するなか、彼はつかつかと教きよう壇だんへと近づき、先生に早退する旨むねを告げた。そのまま天王寺は俺の席に来て、いつもの静かな口調で言った。

「君も来てほしい。緊きん急きゆう事態だ」

　なにが何だかわからなかったが、天王寺は冗じよう談だんを言うタイプの人間ではない。本当にタダゴトではないのだろう。……わかった。

　俺も早退することを告げ、教室を出た。早足で歩く天王寺の背を追って、俺は少し走りながら彼についていった。後ろでは加か納のうクレタとたまもが教室の外まで来て、俺たちが去っていくのを見ていた。




　天王寺の家。例の地下室。以前来たときと特別変わったことはなかったが、机のディスプレイの上にはいつか俺があげた『小豆あずき洗い』がのっていた。

「これを見てほしい」

　天てん王のう寺じがキーボードを操作すると、ディスプレイに四分割された映像が映し出された。

「ロイヤルパークヒルズの、監かん視しカメラの映像だ。この建物の警備会社は専用線でなくＶＰＮで映像を本部に送っていた。警備会社の鍵かぎ情報は全すべて解かい析せき済みだったので、何日か前からネットワークに侵しん入にゆうしていた。もちろんログが残らないように細工した踏ふみ台だいを経由しているが……」

「ロイヤルパークヒルズって、西にし井いさんが住んでいるマンションじゃないのか？」

「そうだ」

　確かに、画面には見覚えのあるエントランスが映っていた。他ほかはエレベーター、廊ろう下か、そして玄げん関かん前のカメラだろうか？　しかし、警備会社のネットワークに無断で侵入するのって、……犯罪だよな、もちろん。

「そしてこれが、四十分程ほど前の映像だ」

　天王寺が画面でタイムバーをドラッグすると、エントランスに五人のスーツ姿の男が現れ、エレベーターに乗り、廊下を歩いていく映像が四分割の画面に早送りで流れた。

　鍵を開けて玄関に入るところで、スローモーションに。次々と男たちが部屋に入ってゆく。最後に入った、リーダーらしき男の顔は、……ウィラポンだった。まさか！

「西井の部屋だ」

「おい！　どういうことだよ！」

　俺は焦あせって怒ど鳴なり散らした。天王寺が冷静に答える。

「見てのとおり、四十分程前、西井の部屋にウィラポンが入った。そして、まだ部屋にいる」

「おい、俺たちはこんなところにいる場合じゃないだろ！　今すぐ西井さんの家に行くぞ！」

「正気か？　やつらは忍にん者じやみたいな集団らしいじゃないか。僕たちに何ができる？　それに、おそらくやつらは西井議員刺し殺さつ事件に関係している。僕たちを殺すのに、躊ちゆう躇ちよはしないだろう」

「そんなことはどうだっていい！　西井さんが殺されるかもしれないんだぞ!?」

　天王寺が中指でメガネを直して、俺を睨にらんだ。

「……緊きん急きゆう事態と言った事情は、実はここからだ。当然、僕はすぐに警察、そして警備会社に通報した。しかし、これだけ時間が経過しているにも関かかわらず、警察が動いている形けい跡せきがまるでない。警備会社もだ」

「……どういうことだ？」

「僕は数日前から西井議員刺殺事件の捜そう査さ資料にアクセスしているのだが、当然関連付けられるはずである、刺殺事件二日前の西井百ゆ合り亜あ拉ら致ち未み遂すいの情報がどこにもないんだ。それどころか、拉致未遂の事件自体が存在していないことになっている。少なくともデジタルデータ上はね。……これはたぶん、警察の怠たい慢まんが原因ではない」

「警察が、……やみくろとグルってことか？」

「わからない。だけど、信用できないことは確かだ」

「だったら、なおさら俺たちがいま現場に行くべきだろう！」

「いや、状じよう況きようの把は握あくが先だ」

　天てん王のう寺じは蜘く蛛ものように指を動かし、高速でキーを叩たたいた。もはや俺には、ディスプレイを流れる文字列を追うことができなかった。

「インターホンがＩＰで繫つながっているみたいだ。今、こちらからインターホンのマイクをＯＮにした。これで、少なくともリビングの音なら聞けるはずだ」

　天王寺がＥｎｔｅｒキーを叩くと、一いつ瞬しゆんの雑音の後、地下室の天てん井じように吊つるされたスピーカーから男たちの話し声が聞こえてきた。




《……りません》

《探せ！　あと一つ、絶対にあるはずだ。天井や床ゆかも入念に調べろ！》

　ガサゴソという音がする。やつらは何かを探しているようだ。思ったより、音はクリアに聞こえる。……しかし、西にし井いさんは無事なのか？

《事務所と議員会館はもう調べた。あとＳＴＰ関連資料があるとしたら、この自宅しかないはずだ》

　エスティーピー？　俺は天王寺と顔を見合わせた。天王寺は、知らない、というジェスチュアをした。西井議員が摑つかんでいた、何かの証しよう拠こ資料だろうか？　とにかく、エスティーピーなるものを探すために、西井さんの家に侵しん入にゆうしているということか。

《ったく、だから西井弘ひろ樹きを殺すのはまだ早いと言ったんだ！　あいつらは保身をしているつもりかもしれんが、まったく保身なんてできちゃいないんだよ。あれが一つでも世の中に出回れば、いままでの苦労が水の泡あわなんだぞ！》

　殺す、という穏おだやかでない単語が出た。あいつら？　しゃべっているのは、ウィラポンだろうか？　ずいぶんイライラしているようだ。

《入院中の夫人の持ち物に入っているということはありませんか？　記録によるとコピーは十二件ですが、見つかった十一個のコピーの内、七個は小型のメモリーカードでした。夫人の化け粧しよう品とか、手荷物の中に紛まぎれ込んでいてもおかしくはありません》

《……スヴェトラーナ夫人か》

　そのとき「んーっ」という呻うめきが聞こえた。西井さんの声。口を塞ふさがれているのかもしれない。が、彼女は生きている。よかった。

《これだけ探しても見つからないんだ、病院に行ってみるか。よし！　切り上げるぞ！》

《……娘むすめは、どうしますか？》

　少しの沈ちん黙もく。

《何も知らないんじゃ、生かしておく必要はないだろう》




　おいおいおい！　なんてことを言いやがる！　お前なんかに西にし井いさんの生きる価値を判断されて、たまるかよ！

　俺は天てん王のう寺じと、顔を見合わせた。……どうする？　このままじゃ西井さんが殺される！　やっぱり、現場に行くべきだったんだ！　だが、いまは後こう悔かいする暇ひまなんてない。どうする？　いまの俺に、何ができる！　何ができる！　なにができる！

「天王寺！　こっちのマイクを、あっちのスピーカーに繫つなげることはできるか？」

「あ、ああ、できると思うが、何をする？」

「いいから、早くしろ！」

　天王寺の指が、高速で動く。……しかし、天王寺の言うとおり、繫げてどうする？　……でも、それしかない。まだ繫がらないのか、もどかしい。

《静かに殺やれよ。なるべく安らかにあの世に行ってもらおう。……もっとも、化けて出られたところで、こちらは困らないがな》

　まずい……まずいまずいまずい！　映像は見えない。しかし、殺気を放つやみくろどもが、怯おびえる西井さんに近づいていくイメージが頭に入ってきた。……まだか、まだ繫がらないのか！

　焦あせりに焦ったそのとき、繫がった、と天王寺。俺は机の上に置いてあったヘッドセットを摑つかんで、思いっきりマイクに叫さけんだ。




「待てよ！　ウィラポン！」

《！》




　向こうの音が一いつ瞬しゆん止まって、「んーっ」という西井さんの声が聞こえた。……どうやら俺の声は、あちら側がわに聞こえているようだった。




「エスティーピーは、……俺が持っている」




　天王寺が、目を丸くして俺を見ている。……ああ、そうだ。口からデマカセだ。しかし、いまはこれしか方法はないだろう。

「これが欲しいのなら、ユリアと交こう換かんだ」

　俺は初めて、西井さんをユリアと呼んだ。

《お前は、誰だれだ？》

「……西井弘ひろ樹きの、遺志を継つぐ者だ！」

《ＳＴＰはいま、どうしてる？》

「……いつでもマスコミに送信し、ＷＥＢで公開をする準備ができている。ユリアに危害を加えたら、即そく座ざに公開するからな」

　しばらくの沈ちん黙もく。俺は、ひどく緊きん張ちようをした。天てん王のう寺じもそのようだった。

《……いいだろう。娘むすめと交こう換かんしよう。今夜、26時。場所は、……そうだな……上うえ野の公園の、東とう照しよう宮ぐうだ》

「よし。上野東照宮だな。……一応伝えておくが、俺はいまみたいに、常時お前らを監かん視ししている。ユリアに危害を加えたら、また夫人に指一本でも触ふれたら、エスティーピーはすぐにでも公開することになるからな！」

《……こちらはＳＴＰさえ手に入れば、娘や夫人に興味はない。しかし、交換までの間、娘はしっかりと拘こう束そくさせてもらうからな》




　……なんとか、西にし井いさんが殺されるのを防ぐことができた。

　しばらくすると、監視カメラの映像に、五人の男が大型のバッグを持ってマンションから出ていく光景が流れた。

　乱暴にもバッグの中に、あの西井さんを詰つめ込んだ、ということだろうか？　なんてことをしやがる！　許せない！　……いや、殺されなかっただけでも幸運だったと考えるべきなのだろうか……。

　しかし……どうしたものか。えらいことになった。今夜遅おそく、俺たちはやつらにエスティーピーを渡わたさなければならない。西井議員は、エスティーピーなるものを持っていたために、殺されたってことなのか？　そもそもエスティーピーって、いったい何のことだよ。……見当もつかない。








ＳＴＰ

出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」




●サントメ・プリンシペの国名コード。

●ＳＴＰ（エンジンオイルメーカー）─米国のエンジンオイルメーカーの１つ。→シスコジャパン（ＳＴＰの輸入・発売元）

●ＳＴＰケーブル─シールドが施ほどこされたツイストペアケーブル。

●標準状態の定義の１つ。standard ambient temperature and pressure

●Spanning Tree Protocol─通信プロトコルの１つ。

●アメリカのグランジバンド、ストーン・テンプル・パイロッツ。

●ストレート・スルー・プロセッシング









　たとえばサントメ・プリンシペという国から日本の政治家へ賄わい賂ろが渡わたっていて、西にし井い議員はその証しよう拠こを持っていた？　その証拠が俗ぞくに、ＳＴＰと呼ばれていた？　……ないだろう。そもそもサントメ・プリンシペってどこの国だよ。聞いたことないぞ。

　ＳＴＰ　（エンジンオイルメーカー）ってのも、ないだろう。外国のエンジンオイルメーカーがわざわざ日本の疑ぎ獄ごく事件に関かかわるか？（エンジンオイルって、そこまで儲もうかるのか？）

　天てん王のう寺じも独自に検けん索さくをしたが、それらしいものは見つからないという。

　二人で少し途と方ほうにくれたとき、たまもから電話があった。すごい剣けん幕まくで、いったいいまなにをしているのかと、ケータイのスピーカーから耳をつんざいてきた。

　俺は迷った。やみくろはヤバい。幽ゆう霊れいとかに関係なく、人殺しをも辞さない犯罪集団だ。たまもを巻き込んでいいのだろうか。……しかし、いまは緊きん急きゆう事態だ。西井さんの、命が関かかわっている。もしかしたら、彼女なら、チーなら、事態を打開できるかもしれない。

「よし。いま、俺たちは天王寺の家にいる。たまもも来てくれ。事情はこっちに着いたら説明する。……ただし、加か納のう姉妹は巻き込むな。この一件は、ちょっとヤバいんだ」




　地下室に到とう着ちやくしたたまもに、天王寺が映像、音声を交えていままでの経緯を説明する。

　西井さんの家にやみくろが進入したこと、警察が信用できないこと、やみくろがＳＴＰなるものを探していること、ＳＴＰと西井さんの身み柄がらを交こう換かんする約束をしたこと、そして、肝かん心じんのＳＴＰがいったい何のことだかまったくわからないこと。……たまもを通して、チーにも内容が伝わっているはずだ。

　話を聞いたたまもは、その場にしゃがみ込んでしまった。そりゃそうだ、たまもはエアガンが好きだったり、ボクシングマニアだったり、ちょっと変わってはいるが、それでも普ふ通つうの女の子なのだ。天王寺のような極度の変人とは違ちがう。少しショックが強すぎたんだろう。

「天王寺、ちょっと悪いんだが、たまもと二人きりになれる場所はないか？」

「……こんなときに、君たちは何を考えているんだ？」

　必要なことなんだ、と天王寺に言おうとしたとき、それを遮さえぎるかのように突とつ然ぜん、俺の背後でたまもが口を開いた。

「……私、情報屋を知ってる。マリィさんなら、エスティーピーのこと、知ってるかもしれない」

「は？　情報屋？　何だよ、それ」

「マスコミも警察も知らない、ネットでも流れない情報を知ってるんだって」

「どうしてたまもが、そんな怪あやしい人間を知っているんだ？」

「たまたま出会ったんだけど、……私のコト、トクベツだって言ってた」

　特別？　……その言葉が、妙みように引っかかった。確かにたまもは、まったくもって非常に特別な人間だ。それに気づく人間が、俺の他ほかにいたってことなのか？　最近、俺が幽ゆう霊れいを見ることができるホームレスに出会ったように、たまもはたまもで、怪あやしい人脈を形成していたとでもいうのだろうか。

　俺は天てん王のう寺じの顔を見た。軽いため息のあと、天王寺が俺に言った。

「どの道、このままではお手上げだ。君たちは、その情報屋とやらを訪ねてみてくれ。僕は公安関係の資料にアクセスしてみる」

「お前がこんな怪しい話を信用するなんて、意外だな」

「……神かん無な月づきマリィ。僕は都市伝説だと思っていたんだが、新にい美みが実際に会ったことがあると言うのなら、可能性はあるだろう。……少なくとも、君たちがここで乳ちち繰くり合っているよりはね」




　チチクリアッテイル？　乳繰り……。おい！　どういうことだよ！　天王寺！




「……いずれにせよ、時間が惜おしい。君たちはすぐに出発したほうがいいだろう」







　05月23日　午後　新にい美みたまも




　葉よう介すけと私は、アメ横よこのラビリンスに足を踏ふみ入れました。

　目指すはマリィさんの店。相変わらず、迷路のような通路。加か納のう姉妹がいればすぐなんだけど……人に尋たずねながら、なんとか私たちはモデルガン専門店に到とう着ちやくしました。……でも、ここからです。記き憶おくを頼たよりにマリィさんの店を目指す私と葉介。

　通路を進む。万年筆専門店。通路を進む。化け粧しよう品店。通路を進む……あれ？　ラビリンス、抜ぬけちゃった。もうここは、御お徒かち町まちの雑ざつ踏とう。……おかしいな、もう一回。

　モデルガン専門店にまで戻もどる。通路を進む、通路を進む……御徒町。……だめ。どうしよう、マリィさんのお店、見つかんないよ。私が弱音を吐はいたとき、葉介が神妙な顔をして言いました。

「ちょっと待て。……見える。見えるよ、たまも」

　葉介は私の手を握にぎると、ラビリンスを勢い良く引き返してゆきました。

「ちょ、葉介。見えるって、なにが？」

「わからない……。でも、こっちだって書いてある」

　わけがわからないまま、私は葉介についてゆきました。突とつ然ぜん引き返したり、店の中に入ったり、同じところをぐるぐる回ったり。……まったく。どういうこと？　まるで迷子まいごじゃない。……だけど、……そのうち、……私たちはシャッターばかりで人通りがまったくない通路へやって来たのでした。……うそ、ここって。

「葉よう介すけ、こっちだよ！」

「ああ、そうだな」




　ついに、葉介と私は『占うらない　神かん無な月づき』の看板の前に立ちました。

「ここだよ、葉介」

　私はおそるおそる、店のドアを開きました。以前と変わらない、薄うす暗ぐらい店内。

　いきなり、横から黒くろ猫ねこが私たちの四本の足の間をヘビのようにするすると抜ぬけ、椅い子すに座るマリィさんの膝ひざに跳とび乗りました。マリィさんは相変わらず派手なドレスを着て、シガレットホルダーでタバコを吸っていました。

「おやおや、今日はオトコ連れかい？　お嬢じようちゃん」

「こんにちは、マリィさん。今日はね、お客として来たの」

「ハッ。お客さんなら、こっちも大歓かん迎げいだねぇ」

　マリィさんが私たち二人を、ジロジロと嘗なめるように観察しました。

「……だけど、こっちには一点だけ憂ゆう慮りよすべき問題があってねぇ。それが解決しないと、お嬢ちゃんの相談に乗ることはできないんだよねぇ」

「問題って何？　私たちに、協力できること？」

　マリィさんは斜ななめ上方へ、細く、長く、タバコの煙けむりを吐はき出しました。

「それはねぇ、残念ながらお嬢ちゃんも、そっちのカレシも、お金を持ってそうに見えないことなんだよねぇ。アタシもタダ働きするわけにはいかなくてね。……老後が心配なんでねぇ」

「お金って、どれくらいあればいいの？」

「そうだねぇ、内容によってピンキリだけどさ、最低で二百ってとこだねぇ」

「……円？」

「万円」

　え～っ！　そんなお金、高校生の私たちに払はらえるわけ、ないじゃない！　私がマリィさんに文句を言おうとしたとき、葉介は左手のカエルで私を制しました。

「取引をしないか？　マリィさん」

　は？　何を言い出すのでしょうか、この人は。それとも、二百万円の価値のある彫ちよう刻こくでも持っているのかしら。西さい郷ごうさんの銅像と同じ彫刻家の。

「ハッ。お前のような坊ぼうやがアタシと取引だって？　いったいぜんたい、お前なんかに何ができると言うんだい？」

「俺は、……レイシを見ることができるんだ。この目で、はっきりと見える」

　ああ、知ってるわ、霊れい芝しね。漢方薬のことでしょ。葉介ってば、霊芝を見つけるアルバイトでもやってたのかしら。そんな面おも白しろい話、どうして話してくれなかったのよ。だけど、いくらマリィさんがお婆ばあちゃんでも、そんな漢方薬なんかで二百万円…………って、驚おどろいてる！　マリィさん、いい反応！

「信じられないねぇ、お前みたいな坊ぼうやが……」

「その証しよう拠こに、今日、俺たちはレイシを辿たどってここまで来た。良くできた道みち標しるべじゃないか」

「ああ、あれはお客がダウジングでこのお店に来れるように、アタシが苦労して定着させたものだよ。……驚いたねぇ、あれを肉眼で見るなんて。どこで修しゆ行ぎようしたんだい？」

「修行なんてしていないし、どこで修行できるのかも俺は知らない。生まれたときから見えるんだ。なぜ見えるのかは俺にもわからない」

「……それが本当なら、大した才能だねぇ」

「今回、俺たちの依い頼らいを引き受けてくれたら、借りは必ず返す」

「でも、どうやって返すんだい？」

「……出しゆつ世せ払ばらいだ」

　マリィさんは大きな笑い声をあげました。膝ひざの上の黒くろ猫ねこも、驚いたように彼女を見ています。

「いいだろう。お前たちに興味が湧わいた。今回だけは特別に、後払いで引き受けてやろうじゃないか」

　突とつ然ぜん、マリィさんがものすごく怖こわい表情になりました。

「ただし、借りは必ず返してもらうよ。アタシは貸したものは、たとえ相手が地じ獄ごくにいようが、必ず取り立てるからね」

「……わかった」

　取り立てというのがちょっと気になりますが、交こう渉しよう、成立したみたいです。マリィさんが漢方薬マニアで良かったぁ。しかし、葉よう介すけ……一いつ瞬しゆんでマニアに認められるほどの、霊れい芝し採とりの名人ってこと？　やるじゃない！

「お嬢じようちゃん。どうやらあんたのカレシも、特別なオトコのようだねぇ」

　当たり前です。葉介は、私のトクベツなんだから！




　葉介は大きく息をつくと、マリィさんに質問を始めました。

「知りたいことは、いくつかあるんだが」

「いいさ。その分、坊やにはうんと働いてもらうだけだからね」

「……この男。そして、俗ぞくにやみくろと呼ばれている集団について、教えてほしい」

　葉介はケータイに入ったウィラポンの似顔絵をマリィさんに見せました。マリィさんの、目の色が変わりました。

「ハッ。なるほど、旬しゆんだねぇ。いいだろう、教えてあげるよ。ただし、アタシもそんなに詳くわしく知っているわけじゃない。専門外だからね」

　専門外？　だったら、何が専門なのかしら。

「いいから知っていることを、教えてくれ」

「その似顔絵の男は、トウブと呼ばれている男だねぇ。もっとも、そのトウブがコードネームなのか、俗ぞく称しようなのか、あるいは本名なのかはわからない。台たい湾わん人じんという噂うわさだねぇ」

「台湾人？」

「三年程ほど前、霞かすみヶが関せきのお役所がこの男に脅きよう迫はくされていたことがあったんだよ。お役所側がわはその事実を隠かくしていたんだけど、まぁ当然、公安当局が彼をマークすることになったのさ。あの男は、いったい誰だれだ？　ってね。そして公安の調べで、どうやら彼が海うみ蛙がえるという台湾の特とく殊しゆ部隊に所属していたことまでがわかった。……でも、不思議なことにねぇ……」

　マリィさんはシガレットホルダーをくわえ、大きく煙けむりを吐はき出しました。

「……死んでいたのよね、彼。台湾軍人としての彼は、そのさらに一年前に既すでに死亡したことになっていたのさ。少なくとも記録上はね。訓練中の事故死らしいわ。そのことが、トウブが台湾人だという噂うわさの根こん拠きよであり、噂以上の情報に発展しない理由」

「まさか、本当に死んでいるとか？」

「ハッ。坊ぼうやにはそう見えるのかい？」

「あ、いや、彼は生きている人間だ。普ふ通つうの人間もコイツの顔を見ているし、カメラにも映っているな。熊くまさんだって、コイツを人間として怖こわがっていた」

「は？　クマさん？」

　マリィさんが怪け訝げんそうな顔で葉よう介すけを睨にらみました。

「う、すまん。こっちの話だ。……しかし、三年前から役所を脅おどしていた犯罪者なんだろう？どうして警察はコイツを捕つかまえないんだ？」

「そのとおりだねぇ。公安も、彼が公式には既に死亡していて、特定の国家や犯罪組織のバックを持たないことを確かく認にんしたわけ。だったら、適当な罪を着せて彼を拘こう束そくしてしまおう、ということになったんだけど、……土ど壇たん場ばで、ストップがかかったのさ。そのまま現在まで、トウブを逮たい捕ほしようという話は聞かないねぇ」

「どういうことだ？」

「アタシも特に依い頼らいがなかったんで、そこの詳くわしい経緯は調べていない。……だけど、その後トウブが与よ党とう幹部と食事しているところをたびたび目もく撃げきされていることから考えると、まぁ彼もうまいことやったってことなんだろうねぇ」

「そんな大物っぽいやつが、どうしてやみくろ、なんてこの界かい隈わいの都市伝説になるようなショボい活動をしているんだ？」

「……レイシを集めてると言われているねぇ」

　また霊れい芝し？　霊芝って、犯罪集団が密ひそかに採さい取しゆするほど、そこまで高価なものなんだ。知らなかった。そんな霊芝採とり名人の葉介って、もしかしてすごいの？

「レイシなんか集めて何をやっているんだ？」

「おそらく坊ぼうやは、……人格を残したレイシ集合ばかりを見てきたのだろうが、坊やが思っているよりもずっと、レイシってのは奥が深いものなのさ。たとえば坊やはこの店まで、アタシが作ったレイシの道みち標しるべを辿たどってきたのだろう。ああいう使い方もできるし、物体に宿すこともできる。あるいは人を呪のろい殺すことだってできるだろう。もっとも、満足に使いこなすには気の遠くなるような修しゆ行ぎようが必要だし、実際使いこなせている人間なんて滅めつ多たにいない。……だけど、トウブはそれを簡単に使いこなす手段があると、ウラの世界で吹ふい聴ちようしていたらしいねぇ」

　……う～ん。まるで話が見えませんが、ちょっと怖こわいこと言ってませんでした？　霊れい芝しで人を殺すとか。……恐おそるべし、中国四千年の歴史。

　ちんぷんかんぷんの私と違ちがって、葉よう介すけは話を理解しているご様子。さすが漢方薬マニア。ここは彼に任せましょう。

「まさか、そのレイシを簡単に使いこなす手段ってのがエスティーピー……!?」

　マリィさんは目を丸くして葉介を見ました。

「驚おどろいたねぇ。坊やの口から、そんな単語が出てくるなんてねぇ」

「俺たちは何としてでもエスティーピーを探し出さなければいけないんだ。エスティーピーが何ど処こにあるか、わからないか？」

「意味がわからないねぇ。エスティーピーってのは、物体じゃなくて手段だよ」

　葉介はちょっと考えてから、説明を始めました。

「西にし井い弘ひろ樹き議員の刺し殺さつ事件は知っているよな」

「……オモテの、事件だねぇ」

「西井議員はエスティーピーに関する資料のコピーをとっていたらしい。既すでにほとんどはやみくろが回収したようなんだが、やつら、一個だけ回収できていないようなんだ。その残りの一個を、俺たちが見つけなくちゃいけない。あんたは、その在あり処かに心当たりがないか？」

「そういうことかい。そういえば、お前たちの制服は池いけ之の端はた高校の制服だねぇ。たしか西井の娘むすめが……」

「在処がわかるのか、わからないのか、どっちなんだ！」

「ったく、そう急せくんじゃないよ。探し物ってのは、アタシの得意分野でねぇ。本来なら現金で一本頂くところなんだけど、しかたない。探してやるよ。でも……」

　マリィさんが、ギロっと葉介を睨にらみました。

「タダじゃないからね」

「……わかっている」

　え～と、現金一本っていくらくらいなんでしょうか。一万円くらいかなぁ。だったらなんとか払はらえそうなんだけど。




　マリィさんはシガレットホルダーを灰皿に置き、膝ひざに乗った黒くろ猫ねこをひっぱたきました。ギニャーという声をあげて、黒猫が逃にげてゆきました。

　さらに彼女は座ったまま、後ろの引出しから水すい晶しよう玉だまっぽいものを取り出しました。水晶玉なのかしら？　彼女は膝に布を敷しき、その上に水晶玉をのせ、……そして、静かに目を閉じました。

「坊ぼうや。アタシの指から出るレイシが見えてるかい？」

「……ああ。こういうのは、初めて見る」

　マリィさんは左手を水晶玉にあて、目をつぶったまま、何やら呟つぶやき始めました。聞いたことのない言葉。辛かろうじて西にし井い弘ひろ樹きとかトウブとかいう単語を聞き取ることができました。

　……なによ、マリィさん。情報屋とか言っておきながら、ちゃんと占うらないもできるんじゃない。




　しばらくの沈ちん黙もく。




　やがて彼女は目を開くと──

「これでその残りのコピーとやらの在あり処かが、この水晶玉に映るはずさ。……この世に存在するんならね」

　葉よう介すけと私は、息を飲んでその水晶玉を覗のぞき込みました。店内は薄うす暗ぐらいのに、水晶玉がほんのり光っているように見えて、とても不思議でした。……だけど、……待てども待てども、何も映りません。

「何も映らないじゃないか」

　葉介がマリィさんに文句を言う。マリィさんが、水晶玉を覗き込みました。

「いや、これは何も映っていないんじゃないねぇ。この部屋が映っているのさ」

　マリィさんが再び何事かを呟く。今度は最後に、日本語を付け加えました。

「誰だれが持っているんだい？」

　水晶玉の光が滲にじんで、部屋が見えなくなりました。……まったく、誰が持ってるってのよ。ウネウネと光が滲んだ水晶玉を真しん剣けんに見つめる葉介と私。




　やがて水晶玉には、……私の顔が、はっきりと映りました。




　葉介とマリィさんが、水晶玉じゃないほうの私の顔に、ゆっくりと目を向けました。

　へ？　私？　いやいやいやいや、そんなエスティーピーとかいう怪あやしげな代しろ物もの、私が持っているわけないじゃない！　漢方薬とかぜんぜん興味ないし！　そもそも私は西井議員に会ったこともないのよ？　いったい私のどこに彼との接点が……ってもしかして！

　おそるおそる、私は鞄かばんからユリアパパのＣＤを取り出しました。鞄からハンサム顔のユリアパパのラベルが出てきた瞬しゆん間かん、葉よう介すけとマリィさんは口をそろえました。

「「それだ！」」







同刻　和泉いずみ葉介




『占うらない　神かん無な月づき』にあった、気味の悪い木もく目め調ちようのノートＰＣでＣＤを読み込んでみた。すると、自動的にプレイヤーソフトが立ち上がり……




♪Happy Birthday to You,Happy Birthday to You,Happy Birthday dear my daughter,Happy Birthday to You




　ノートＰＣのスピーカーから流れるマヌケな歌声を聴ききながら、俺とばあさんは、たまもの顔を見た。

[image: ]

「いや、私を見られても……」

　困り顔のたまも。俺はファイルマネージャから、ＣＤの中身を閲えつ覧らんしてみた。……ＳＴＰらしきデータは、なにもない。オーディオデータしか、存在しないのだ。

「どういうことだよ、ば……マリィさん。特とく殊しゆなプロテクトでも、かかっているのか？」

「知らないよぅ。アタシにマイコンのことを聞かないでおくれよ。……とにかく、こいつの中にＳＴＰの資料が入ってるってのは、確かだよ」

　俺の横から、たまもが口をはさむ。

「あのさ、それ、このままウィラポンに渡わたすんじゃ、マズイかな。本物なんでしょ？」

「……俺たちはこのＣＤと、西にし井いさんの身み柄がらを交こう換かんしなくちゃならないんだ。渡す前に、こちらで何らかの、本物だという証しよう拠こを示す必要がある。そうしないと、必然的にウィラポン側がわでデータを確かく認にんすることになるだろ？　最悪、このＣＤと西井さんの両方が向こうの手に渡ってしまうかもしれない」

「そんなのダメだよぅ」

「ああ。理想を言えば、データのコピーもしたい。ウィラポンはデータの流出を恐おそれていた。コピーさえあれば、交こう渉しようは相当有利に進められるはずだからな」

　ばあさんの、目の色が変わった。

「それ……お金になるんじゃないかねぇ」

「おい！　いまはそんなこと、関係ないだろう！」

　勝手なことを言うばあさんに、俺は腹が立った。

「ったく……たとえば、の話だよ。面おも白しろ味のないオトコだねぇ」

　呆あきれたような表情のばあさん。……面白くされても、困るんだよ！　ヒトの命がかかってるんだぞ！

「……ねぇ、葉よう介すけ。天てん王のう寺じくんに、頼たのんでみたら？」

　俺はたまもの顔を見上げた。いいことを言った。

「そうだな。どうせあいつは、……普ふ通つうじゃ、ないしな」




　ばあさんの店を出て、通路を引き返す。

　偶ぐう然ぜんに偶然が重なり、幸運にもＳＴＰを手に入れることができた。最悪、ＳＴＰが何なのかさえもわからないまま、今夜の取引に臨のぞむことも考えられたのだ。……運がいい。このまま幸運が続いてくれれば、意外にすんなりと西井さんを取り戻もどすこともできるんじゃないか。そんなことを思った。

　来た道をそのまま引き返そうと、俺が通路を曲がろうとすると、たまもが俺の手を引っぱった。

「帰るときはね、真まっ直すぐ行けば、出られるんだよ」

「そうなのか？」

　俺がたまものほうへ体を向けたそのとき……

「子供がこんなところで、何をしているのかな？」

　突とつ然ぜん、背後で声がした。振ふり向いた。……黒くろ装しよう束ぞくの男が一人、無人の通路に立っていた。忍にん者じやのような覆ふく面めんで、顔を隠かくしている。五ｍほどしか離はなれていない。……体全体に、戦せん慄りつがはしる。

「葉よう介すけっ！　やみくろ！」

　たまもの姿を見たやみくろは、驚おどろいたように声をあげた。

「貴様は、あのときのボクシング少女！」

「ちょっ、私はそんな女のコじゃないわよ！」

　無人の通路を、一歩一歩ゆっくりとやみくろが歩み寄ってくる。

「とにかく貴様らは……西にし井いの娘むすめの、関係者だな？」

　……なんてこった。こんな人口密度の低い場所で、よりによって、やみくろなんかと偶ぐう然ぜん出くわすなんて……。運が悪いどころの、話じゃないぞ！

「たまも！　お前は逃にげろ！」

　俺が叫さけんだと同時に、一いつ瞬しゆんでやみくろが間合いを詰つめてきた。……こいつは、俺が止めねばなるまい。

「うおぉぉっ！」

　俺は持っていた学生鞄かばんを、思いっきりやみくろ目がけて振り下ろした。それをやみくろは、難なく上半身だけで避さける。

「打つべし！」

　そこにすかさず、たまもがジャブを放つ。体をひねって、やみくろがそれをかわす。

「ばっ！　たまも、逃げろよ！」

　ジャブ、右ショートフック、左アッパー。驚おどろくほど鋭するどいたまもの突つきも、全すべてやみくろは華か麗れいにかわしていった。

「なにこいつ……ナジーム・ハメドみたいじゃない！」

「フン。油断さえしなければ、貴様の拳こぶしになど当たらん！」

　たまもを捕とらえようと手を伸のばす、やみくろ。……まずい！

「でやぁ！」

　俺はがむしゃらに、やみくろへの体当たりを敢かん行こうした。……が、空から振ぶり。またかわされた。床ゆかに倒たおれ込んだ俺は、一いつ瞬しゆんでやみくろに後ろをとられ、片腕うでを逆さかに捻ねじり上げられた。左腕……ミシミシと関節の軋きしむ音が、骨を伝導した。

「葉介っ！」

　俺の正面の、たまもと目が合う。俺は完全に尻もちをついた格好だったが、自由な右手で、なんとか後ろにいるやみくろの装束を摑つかみ、叫んだ。

「たまも、お前はそのＣＤを持って、天てん王のう寺じの家へ行け！」

「で、でも……」

「急げ！」

　そのとき、俺の左肩かたに痛みがはしった。

「ほう、そのＣＤというのは……何のことかな？」

「よ、葉よう介すけ！」

　俺の額に、汗あせがにじんだ。

「この少年の腕うでをへし折られたくなかったら、そのＣＤとやらを、こちらへ渡わたすんだ！」

「たまも……逃にげて、くれ……」

　ぼやける意識の中で、俺は必死に言葉を放った。

　……痛みに耐たえ、床ゆかを眺ながめる俺の視界に、たまもの足先が入ってきた。

（ばか、たまも……）

　俺は歯を食いしばり、たまもを見上げた。……彼女は、南なん部ぶ十四年式をやみくろに向けていた。

「フン。そんなオモチャで、脅おどしのつも──」

　たまもが引き金を引いた。

「ぎゃ！」

　やみくろが悲鳴をあげ、俺を突つき飛ばす。

「目が……目が！」

　振ふり返ると、やみくろが覆ふく面めんで覆おおわれていない片目を押さえて苦しんでいた。……しかし次し第だいに、覆面の上からでも、彼の体が烈はげしい怒いかりに包まれていくのがわかった。

「このアマぁ！」

　起き上がったやみくろは左手で片目を押さえ、……右手には、苦く無ないのような武器が握にぎられていた。

「そ、そんな武器、反則よ……」

　刃は物ものを目まの当あたりにしたたまもの、声が震ふるえている。

「殺してやるっ！」

「きゃーっ！」

　たまもが両手で頭を抱かかえ、その場にしゃがみ込む。ばか！　逃げろよ！

　苦無の刃は先さきが、たまもに向かって振り上げられる。

　俺が四よつん這ばいのまま、必死になってやみくろをくい止めようとした、そのとき……

「あが、あがが……」

　突とつ然ぜんやみくろが苦しそうな声を出し、天てん井じようを見上げながら喉のどのあたりを搔かきむしり始めたのだった。覆面も外れてしまい、顔全体が露ろ出しゆつする。その顔は、元の顔がわからないほど、苦痛に歪ゆがんでいた。

「あがっ！」

　天てん井じようを向いた口は、顎あごが外れるほど大きく開いてゆき……

「あばばば、あばばばばばばばばば……」

　……そのまま口こう腔こうを外側がわにめくり返しながら、バラバラになった白い歯が、鮮あざやかな色の肉が、顔面全体を覆おおっていった。それだけでは足りず、反転した内臓が頭ず蓋がい骨こつを覆い、両肩かたを覆い、胴どう体たいを飲み込んでゆく。

「……よ、葉介？」

「見るな、たまも！　目をつぶってろ！」

　めくれ返った内臓の波は、やみくろの足先まで届き、その場でヌルヌルと外側へめくり返りながら、……やがてどんどん小さくなって、……消えてしまった。何かの体液だろうか、元の通路には小さなシミしか残されていない。

　啞あ然ぜんとしながら俺は、さきほど店で聞いた、神かん無な月づきマリィの言葉を思い出していた。

『この結界内は、殺せつ生しよう禁断だからね。……気をつけなよ。たとえ虫に対してでも、殺意を持った時点で、そいつは、めくれ死ぬ』




　呼吸不全やら老ろう衰すいやら出血多量やら……ヒトにはさまざまな死因があるのだろうけど、俺はめくれ死ぬのだけはゴメンだと、そのとき強く思った。







05月23日　夕方　天てん王のう寺じ真しん一いち




　18時を少し過ぎた頃ころ、葉よう介すけと新にい美みが僕の地下室に来た。軍ぐん手てをして、手を繫つないでいた。

　連れん絡らくのとおり、ＳＴＰとやらの情報が入ったＣＤを手に入れてきたようだが、やはりプロテクトがかかっていた。

　二人は昼から食事をしていないようだったので、僕がプロテクトを解除している間、一階で食事をしていてもらうことにした。新美はその提案を素す直なおに喜んだが、葉介は食欲がないと言っていた。相当に疲つかれているのかもしれない。




　葉介から渡わたされたＣＤ。選挙ポスターより良い顔で微ほほ笑えむ西にし井い議員ラベルのＣＤだが、比ひ較かく的簡単にデータを読み込むことができた。オーディオ部分以外のメインチャンネルのデータはダミーで、全すべてサブチャンネルにデータが入っていたのだ。まぁ、そこらのＢＴＯのオマケドライブでは読み込めないかもしれない。

　念のため、ＰＣを一台スタンドアローンにして、ＣＤのデータを読み込んでみた。現れたのは、「ＳＴＰ関連」というディレクトリ。……これだな。

　中身はいくつかのドキュメントと実行ファイル。『ＳＴＰ概がい要よう』というタイトルのドキュメントを開いてみる。








【ＳＴＰ概がい要よう】

　ＳＴＰとは、Spirit Transfer Protocolの略であり、通信により霊れい子し（Spirit particles）を転送するためのプロトコルである。当初は通信プロトコルとして利用されていたが、ver 3.0以降はデジタルデータそのものに霊子を定着させることが可能となったため、正確にはＯＳＩモデルに属するような通信プロトコルではない。また、開発中のver 6.0以降は電波自体との融ゆう合ごうが計画されているため、今後もプロトコルという呼称が妥だ当とうかは議論の余地があるが、それでもＳＴＰを利用する際には決められた厳密な手順が要求されるため、プロトコルという呼こ称しようが継けい続ぞくして用いられている。




　現行のＳＴＰ（ver 4.2）の基本的な仕組みは、下記のようになっている。

（１）対象のデジタルデータの一部または全体を、神ひも籬ろぎ<himorogi>という枠わく構造のスクリプト記述で囲む。→神籬<himorogi>については別資料参照。

（２）一定単位以上の霊子集合を、簡易御み霊たま化アプリケーション・神楽かぐら<kagura>にかけ、任意の形（御霊）に整形しながら上記デジタルデータの神籬<himorogi>の中に定着させる。

（３）上記デジタルデータ内に、自動実行プログラム・御霊分け<mitamawake>を組み込み、データを転送する際、<mitamawake>が走ることにより、転送先にデジタルデータと共に御霊化された霊子がコピーされる。




　上記のように現行のＳＴＰはデジタルデータそのものに霊子を定着させ、それをさらに転送（コピー）することができるため、応用範はん囲いが非常に広いものとなっている。




【ＳＴＰにおける解決すべき課題】

　ＳＴＰは非常に大きな可能性を秘めているが、現状下記のとおりいくつかの課題を抱かかえている。これらの問題の多くはＳＴＰの課題というよりは御霊本来の性質によるところが大きいが、解決できれば重大なブレイクスルーとなるだろう。




［１］非集合化霊子の御霊化

　霊子を御霊化するためには、一定単位以上の集合である必要がある。龍りゆう穴けつとされるいくつかの土地で生の湧ゆう出しゆつ霊子が確かく認にんされているが、現状これらの湧出霊子を用いて御霊を作り出すことは不可能である。

　そのため、ＳＴＰの使用を続けるためには、いわゆる幽ゆう霊れい以上の霊子集合をキャプチャし続けなければならない。

［２］御み霊たまの再利用

　一度御霊化したものは、元の霊れい子し集合に戻もどすことができない。同様に、一度御霊化したものは、別の御霊に再変へん換かんすることもできない。

　御霊自体は御霊分けを行えば増ぞう殖しよくは容易だが、御霊の再変換・再利用が不可能なため、ＳＴＰの使用を続けるためには、やはり霊子集合をキャプチャし続ける必要がある。

［３］神楽かぐら<kagura>の御霊変換プログラムの開発

　現状、神楽<kagura>で変換できる御霊の性質は、霊子文字といくつかの補助的プログラムにとどまっている。変換できる御霊の性質が増えることは、ＳＴＰの利用価値を大きくすることであるが、秘ひ匿とく性を保ちつつ、霊子にも精通する技術者の確保が困難であり、開発が進んでいない。




【次世代ＳＴＰ】

　現在、次世代ＳＴＰ（ver 6.0）の開発が進められている。これは電波と霊子を融ゆう合ごうさせるまったく新しい無線通信規格と呼べるものであり、ver 3.0を超こえる大型アップグレードとなる予定。完成すれば、霊子に影響を受けるもの、例えば人間の脳などに送信所から直接データを送ることが可能となり、無線通信における画期的技術革新となることが期待されている。ＵＨＦ帯の電波利用を想定して現在開発が進んでいるが、計画は大おお幅はばに遅おくれている。









　……何だこれは？　霊子？　ＳＴＰというのは疑ぎ獄ごく事件の証しよう拠こ資料ではなかったのか？　所々、神しん道とう系の用語が散りばめられているようだが……。

　残りのドキュメントは技術仕様と応用企画書。実行ファイルの名前は<kagura_ver 1.1>。ＳＴＰの説明にあった簡易御霊化アプリケーションと同じ名前だ。少し躊ちゆう躇ちよしたが、実行してみると、起動中の表示に「東武股份有限公司」の文字が表示された。開発元のことだろう。

<kagura>は十秒ほどで無事起動。使い方はよくわからないが、インターフェースは画像編集ソフトのような印象を受けた。これで霊子とやらを、「任意の形に整形」できるようなことが書いてあったが……。

　とりあえずハードディスクにコピーをとっておくか、とファイルをデスクトップにドラッグしたとき、妙みような現象に気づいた。コピーできないのだ。

　アラートも何もなく、ただ、コピーが実行されない。シェルでコマンドを打ち込んでも駄だ目めだった。何かに吸い込まれているように、コマンドにまったく反応がない。エラーの表示さえない。どういうことだ？

　読み込みはできるのに、コピーができない。ただのドキュメントさえも。ファイル単位で未知のコピープロテクトがかけられているということだろうか。

　……そういえば、やみくろの会話の中で『コピーは十二件』と断定的な言葉が交かわされていた。このファイルをコピーするためには、何らかの条件が必要だということか？




　葉よう介すけと新にい美みが地下室に戻もどってきた。今度は手を繫つないでいない。

　僕はＣＤのデータを読み込めたこと、そしてＳＴＰについて記述されていた内容を説明した。椅い子すが二つしかなかったので（僕が座っている分も含ふくめて）、二人は立ったまま僕の話を聞いていた。わかりやすく説明したつもりだが、新美には理解できていない様子だった。僕はまた、なぜかファイルのコピーができないことも伝えた。葉介はその事実に興味を持ったようだった。

「天てん王のう寺じ、ちょっとそのファイルを開いてくれないか。どれでもいい」

　僕はさきほどのＳＴＰの説明資料を開いた。葉介はしばらく食い入るように画面を眺ながめ、真しん剣けんな表情で僕を見ながら言った。

「このファイルには、さっきのＳＴＰの応用によるコピープロテクトとやらが、かかっているな」

「なぜ君はそう断定できるんだ？　このＳＴＰの説明は所々宗教じみていて、極度に怪あやしい内容だ。にわかには信じられない。コピープロテクトに関しては、今はもっと技術的なところを検証すべきだと僕は思う」

「いや、そのＳＴＰの説明は、たぶん正しいし、実際に機能している」

「なぜそう言える？」

「……霊れい子しというものが、確かに存在するからだ」

「なぜそう言える？」

　葉介は七秒ほど考えていた。その後、意を決したように葉介は口を開いた。

「こうなった以上、お前には信じてもらわなければならない。……それには、……俺とたまもの関係を知ってもらうのが手っ取り早い」

　突とつ然ぜんの言葉に、新美が驚おどろく。僕も驚いた。

「へ？　どういうことよ。ぜんぜん話が見えないわよ」

「僕も君のことを信じないと言っているわけではない。納なつ得とくいく説明が欲しいだけだ」

　葉介は真剣な表情で新美たまもを見つめ、言葉をかけた。

「たまも。すまんが、目をつぶってくれないか？」

「へ？　……こ、こんなところで？　信じらんない！　天王寺くんだっているし、嫌いやよ！」

「必要なことなんだよ、たまも。お願いだ」

　ひどく真剣な葉介の迫はく力りよくに押されたのか、新美たまもの頰ほおが紅潮した。

「……そ、そんなに言うんなら……。すごく、恥はずかしいけど……しかたないわね」

　新美たまもは僕をチラチラ見て、当とう惑わくしながらも静かに目をつぶった。目を閉じた彼女は、少し口を尖とがらせていた。

　頰ほおを赤らめて葉よう介すけを待つ彼女。しかし、葉介は意外な行動をとった。彼は唐とう突とつに、机のペン立てに入ったカッターで右手の親指を切り、僕が驚おどろく間もなく、その指を新にい美みたまもの額に当てたのだ。




　突とつ然ぜん、地下室が光に包まれた。何が起こったのか、まったくわからなかった。が、あまりの眩まぶしさに僕は目を開けていることができなかった。五秒ほど経過しただろうか。やがて光が収まるとともに、少しずつ目を開いてゆくと、……新美たまもが、金色に輝かがやく二本の尻しつ尾ぽと耳をつけて、……葉介の腕うでに色っぽく絡からみつきながら、……紅あかい瞳ひとみで僕のことを眺ながめていた。

「こ、こら、チー！　何でいきなり、くっついているんだよ！」

「だってぇ、天てん王のう寺じさんの前やさかい、ウチかてアピールする必要があるんどす」

「どうして天王寺にアピールする必要があるんだよ！　いいから、いったん離はなれろよ」

　葉介が新美たまもを振ふり払はらおうとする。しかし……

「嫌いやどす！　わかっとるんどす！　今回、葉介はんはウチに会いたくて呼んでくれはったんと違ちがいます。ウチはそれが寂さびしいんどす。……腕にひっつくくらいのことは、堪かん忍にんしておくれやす！」

「……どういうことだ？　説明してくれないか？　葉介」

[image: ]

　僕は葉よう介すけに説明を求めた。葉介は腕うでに新にい美みたまもをくっつけたまま、質問に答えた。

「そ、そうだな。こいつは、チー。たまもの体に宿っている霊れい獣じゆうで、つまり霊れい子しでできているんだ。お前にもたぶん耳と尻しつ尾ぽが見えるだろう。こいつくらい霊子が強くなると、普ふ通つうに目に見えるみたいなんだ。このチーが、一いち目もく瞭りよう然ぜんの、この世に霊子が存在するという何よりの証しよう拠こだ。……そして──これは信じてもらうほかないが──俺自身も特異な体質で、……幽ゆう霊れいを、この目で見ることができるんだ。幽霊ってのは霊子の集合体で、つまり、俺は普段から霊子が目に見えているということだ。

　俺たち二人が、つまり霊子がこの世に存在する証拠であり、……これが、普通ではない俺たちの関係なんだ」

「葉介はん、説明不足どすぇ」

　チー（という新美たまもの肉体に宿った霊獣）が口をはさんだ。

「ウチと葉介はんの関係は、夫婦めおとの関係なんどす」

　チーが挑ちよう発はつするような表情で僕を見た。葉介は僕の顔を見ながら、ブンブンと首を振ふった。チーの金色の尻尾が、まるで意志を持っているかのようにひょいひょいと動いていた。……作り物では、ないのだろう。

「なるほど。霊子というものが、この世には存在するんだな」

　葉介は目を丸くした。

「意外に驚おどろかないんだな、天てん王のう寺じ」

「……まぁ僕は、寺の子供なんでね」

　その言葉に葉介が微ほほ笑えんだ。チーはうれしそうに、めおと、めおと、と言いながら葉介の腕に頰ほお擦ずりをしていた。




　葉介はそのまま、僕に霊子について話し始めた。さきほどのドキュメントファイルの画面には霊子で文字が書いてあるという。『コピー不可』という意味の言葉らしい。

「俺もよくわからないが、霊子を応用すればいろいろなことができるらしいんだ。神かん無な月づきマリィは、霊子を水すい晶しよう玉だまに宿らせてそのＣＤを見つけ出した。おそらくファイルがコピーできないのは、そういう霊子を利用した力が働いているのだと思う」

　──応用か。……さっき僕が読んだＳＴＰの応用企画書とやらには、地上波のテレビ放送に霊子で作った文字を流す、サブリミナル放送が提案されていた。

「サブリミナル？　映像に一いつ瞬しゆん誰だれかの顔が映ったりするやつか？」

　──テレビなんかでたまに問題視されるサブリミナル表現は、たいていの場合、映像を肉眼で見てはっきりと確かく認にんできてしまうが、本来のサブリミナルというものは、映像や音声の中に人間が認識できない形でメッセージを入れて、潜せん在ざい意識にメッセージを植え付けることだ。人間が認識できないフレームの中にコーラの映像を組み込んで、映画館のコーラの売うり上あげが上がったという話が有名だ。

　まぁ、サブリミナルの効果自体を疑問視する声もあるが、１９９０年代には日本で、光の点てん滅めつを多用したテレビアニメを見た子供が百人以上入院するという事件が起きている。いずれにせよ、視覚を利用して人間に何らかの影えい響きようを与あたえることは可能だということだろう。

　……チーはまだ葉よう介すけの腕うでに頰ほお擦ずりをしていた。葉介はチーをくっつけたまま、思い出したような仕草をした。

「……そういえば、以前俺はテレビニュースで霊れい子し文字らしきものを見たことがある。……もちろん、ほとんどの人間には、ニュースを見ても霊子文字は見えていないはずだが、霊子文字は読まなくても意味が伝わるという性質があるみたいなんだ。霊子文字のメッセージがニュースを見た人々の潜せん在ざい意識に入り込む、ということは十分考えられるし、……神かん無な月づきマリィは、霊子で人も呪のろい殺せると言っていた。やり方によっては、直接人々の行動すら左右できるのかもしれない……」

　──呪い殺す、とはまた飛ひ躍やくしたな。しかし、デジタルファイルのコピープロテクトを本当に霊子、とやらで制せい御ぎよできるのだとしたら、霊子の応用範はん囲いは相当に広いのだろう。霊子を単純な文字のメッセージとして用いる場合も、それを視し聴ちよう者の潜在意識に植え付けられるのであれば、まったく証しよう拠こを残さずにサブリミナル放送ができるということになる。もし、葉介のような霊子文字が見える人間が現れても、デンパ扱あつかいすればいいだけだ。

「世論操作も簡単だな」

　──西にし井い議員は、このＳＴＰを糾きゆう弾だんしようとして、殺された？

「そういうことだろうな」

　僕と葉介が二秒ほど見つめ合ったのを、チーが不ふ機き嫌げんそうに見た。

「葉介はん！　天てん王のう寺じさんとばっかりお話ししてずるいどす。お話はウチとしまひょ」

　チーはやっと葉介の腕から離はなれた。葉介がチーの体を眺ながめて言う。

「そうだ、チーの耳と尻しつ尾ぽは霊体なんだろ。尻尾の毛の一、二本をもらってさ、ＳＴＰの実験をすることはできないかな？」

　とたんにチーが、不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「……あきまへん。絶対に嫌いやどす」

「どうして？」

「それはユリアさんのためどっしゃろ。あの女のためにウチの毛ぇ使うなんちゅうことは、嫌どす」

「どうしてだよ。西井さんは、たまもの友達だぞ」

「ウチが大事なんは、葉介はんと、たまもだけどす。他ほかのヒトは関係ありまへん」

　真しん剣けんな表情で葉介は三秒ほど考え、それから唐とう突とつにチーの二にの腕うでを摑つかんだ。

「チー、頼たのみがあるんだ」

「なんですの？　葉よう介すけはんから頼たのみやなんて」

　うれしそうに、チーは葉介を見上げた。

「今夜遅おそく、やみくろと取引があるのは聞いているだろう？」

　その言葉に、チーの表情が少し曇くもる。

「それにチーも一いつ緒しよに来てほしいんだ。やみくろみたいな非常識な集団と対たい峙じするには、チーがいてく──」

「嫌いやどす！」

　強い拒きよ絶ぜつ。チーは葉介に二にの腕うでを摑つかまれたまま、顔を背そむけた。

「……頼むよ」

「ウチは、ユリアさんのために働くことはできまへん！」

「どうしてそんなに西にし井いさんを嫌きらうんだよ！　たまもの友達だぞ！」

「だってぇ……葉介はんには、ウチだけを見ていてほしいんどす……」

　チーが甘えた目で葉介を見た。……なるほど。新美たまもとは別人格なんだろう。新美にこんな表情ができるとは思えない。

「頼むよ、チー。今はそんなことを言っている場合じゃないんだ」

　葉介の真しん摯しな頼みに、チーの耳が垂たれた。僕には愛想がない彼女も、葉介の要求には弱いらしい。

「……ほなら、条件がおます」

　チーが恥はずかしそうに葉介を見た。

「ウチと、……逢あい引びきしてほしいんどす」







05月23日　夜　和泉いずみ葉介




「……国立博物館？　たまもと行った場所じゃないかよ。別のところがいいんじゃないのか？そもそも、この時間じゃもう閉まっているぞ」

「いいんどす。……あのとき、たまもはとてもとても幸せどした。ウチは、あそこに行きたいんどす」

　行きたいも何も、営業時間外だから入れないじゃないか、と再度俺は主張したのだが、チーには人間世界の事情など関係ないらしい。チーはとにかく東京国立博物館に行きたいと言う。さもなくば、やみくろとの取引には同行しない、と言うのだから仕方がない。どこへでも行ってやるさ。




　チーの耳や尻しつ尾ぽが不ふ審しんに思われないか緊きん張ちようしながらも、天てん王のう寺じの家から無事博物館前に到とう着ちやくした。やはり、博物館の門は堅かたく閉ざされている。不法侵しん入にゆうするほかないわけだが、「これから、もしかしたら死ぬかもしれない」という感覚が、ちっぽけな罪悪感を霧む散さんさせた。

　俺がよじ登れそうな柵さくや監かん視しカメラの位置を確かく認にんしていると……チーは出だし抜ぬけに、何の躊ちゆう躇ちよもなく、通用口のドアを開けて中に入っていった。慌あわてて俺はチーを追いかけた。どうやらチーは尻しつ尾ぽを使って鍵かぎのかかった扉とびらを簡単に開けることができるらしい。

　夜中なので当然、前庭の泉は湧ゆう出しゆつが停止していて、月明かりの中で静まった水面は、そのまま夜空を映していた。泉を横目に本館まで歩く中、縁えん石せきに乗ってはしゃぐチーの笑え顔がおがかわいかった。

　正面から本館に入る。扉はチーが尻尾で開けた。今度はピッキングの瞬しゆん間かんを間近で見たが、尻尾の先の毛が触しよく手しゆのように鍵かぎ穴あなに入り込んでゆく姿は、正直少しおぞましい感じがした。

　エントランスホール。正面の大階段は吹ふき抜ぬけの空間を二階へと昇のぼってゆき、さらに上方の天窓からは月明かりが、大階段の踊おどり場ばを照らしていた。踊り場にそそぐ、レンブラント光線。その光景は一種の神こう々ごうしさを感じさせるものだったが、……問題はその月明かりで照らされた踊り場から少しでも外れると、暗くて一いつ切さい何も見えないことだった。

「やっぱり、暗くて何も見えないな。しかたない、天王寺の家に戻もどって懐かい中ちゆう電でん灯とうでも借りてくるか」

「心配おまへん。誰だれか呼びます」

　誰か呼ぶ？　いったい誰を？　俺が疑問を声に出す前に、チーが獣けもののような仕草で天てん井じようを見上げ、鳴いた。




　キャオーン。




　甲かん高だかい音が、ホールに響ひびいた。そのこだまは反響するたびに増ぞう幅ふくして、はるか遠方まで渡わたってゆく、そんな想像をさせる響きだった。

　やがてチーの鳴き声の反はん響きようも終わり、ホールは再び静せい寂じやくに包まれた。虫の音が聞こえる。十秒くらい経過しただろうか、すっと闇やみの中から滲にじみ出るように、一匹ぴきの白い狐きつねが、踊り場の月明かりの下に現れた。




「やっぱり、チーさんかぁ。久しぶりだね」




　現れた白い狐から、子供の声。ひどく違い和わ感があった。白い狐はするすると階段を下りて、チーの前でオスワリをした。近くで見てわかったが、その狐は完全に全身が白いわけではなく、足の先は黒い毛で覆おおわれていた。闇の中だと、足の先が見えないような錯さつ覚かくをする。

「ポーはんか？　まぁ、えらい立派にならはったなぁ」

　えへへ、と白い狐きつねがはにかんだ。

「二週間くらい前にもチーさん、出てきてたでしょ。みんなで噂うわさしてたんだ。あれだけ大きい霊れい気きはチーさんしかいないだろうって。……例の呪のろいは、解けたの？」

「それがまだなんよぅ。でもな、呪いを解ける人が見つかってな。それがこの葉よう介すけはんどす。いまもな、葉介はんのおかげで呪いが抑おさえられとるんえ」

「へぇ～。すごいんだねぇ」

　白い狐は俺へ向き直ると、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「ぼくはポー。チーさんとは西の都にいたころからの知り合いなんだ。よろしくね、葉介さん」

　こちらこそ、よろしく。

「でな、ポーはん。いまウチたちは、ここで逢あい引びきしとるんよ。でも、ちょこっと暗くろうてな。あんたはんに照らしてほしいんやわ」

「え～っ。狐きつね火びの係ってことぉ？　ヤダよぅ。そんなの野や狐この仕事じゃないか」

「そないゆうても、あんたはん野狐やないの」

　それを聞いて、ポーは誇ほこらしげに鼻を鳴らした。

「あのね、チーさん。時代は常に動いているんだ。ぼくだってもう、気き狐こに昇しよう進しんしたんだからね！」

「そら、おめでとさん。ほな、狐火、頼たのんましたえ。行きまひょ、葉介はん」

　チーは俺の腕うでを引っぱって『順路→』の先の展示室へ、暗くら闇やみをずんずんと進んでゆく。

「え～。待ってよぉ。ぼくは気狐なんだってばぁ……。もう、相変わらずだなぁ」

　ポーは文句を言いながらも俺たちを追いかけてきた。「しかたないなぁ」と言いながら、彼は長い尻しつ尾ぽをピンと上に向け、四足を地面に踏ふん張った。次の瞬しゆん間かん、ポーの尻尾がブワっと広がって、そこから青白い炎ほのおが数個飛び出し、ぴゅんぴゅんと部屋の隅すみへ飛んでいった。展示室が青白い炎に照らされて明るくなった。……ここは、仏像の展示室だった。

「もっと黄色いほうがええおすなぁ」

「うん、わかった」

　ポーは二回ほど尻尾を振ふった。すると、部屋の炎の色が青白から白、さらに黄色へと変わった。チーは満足そうに展示室を眺ながめ、ポーの頭を撫なでた。さっきまで文句を言っていたが、ポーはうれしそうに目を細めて頭を撫でられていた。




　そのまま展示室を歩く。狐火の揺ゆらめく明かりで照らされる仏像は、昼間に見たときとは別の雰ふん囲い気きを持っていた。それは揺らめく光が、さも像が脈動しているように錯さつ覚かくさせるだけでなく、低い位置からの照明が像の陰いん影えいを際きわ立だたせ、より人間の本能をくすぐるような造形美を醸かもし出しているように感じた。本来、仏像とはこのような炎の照明で鑑かん賞しようするようにデザインされたものなのかもしれない。

　そんなことに感心しながら、チーと順路を進んでゆく。新しい展示室に入ると、ポーがまた新しい狐きつね火びを作って部屋を照らしてくれた。仏像と同じように、書画や刀とう剣けんなども、昼間に見たときとは別の趣おもむきがあった。しばらく順路どおりに周まわっていたが、なぜかチーが刀剣の一角でひっかかった。チーはずっと組んでいた俺の腕うでも解放して、じっくりと刀剣を眺ながめるのだった。

「日本刀なんかに興味があるなんて、意外だな」

「ウチは美しいもんは、なんでも好きどす」

　刀を美しいと感じている時点で、ちょっと変わっている気がするが、まぁ、好きなだけ見るがいいさ。俺は少し離はなれてじっとチーの様子を眺ながめていた白い狐きつね、ポーに近づいた。

「照明、助かったよ。ありがとな」

「いいよぉ、お礼なんて。なんだか恥はずかしいや」

　ポーはうれしそうに、体をくねらせた。

「一つ気になっていたんだが、聞いていいか？」

「なになに？」

「俺、少し前にこの博物館に来ているんだ。そのときは昼間だったんだけど、結構な数の幽ゆう霊れいがいた。いま、幽霊をぜんぜん見ないが、お前が追い払はらっているのか？」

「う～ん。ぼくじゃないね～。さっき警備員のヒトを眠ねむらせたのはぼくだけど、元からいた幽霊は、逃にげたんじゃないかな」

「逃げた？（というか警備員、眠らせてたのか……）」

「ほら。チーさんさ、霊れい力りよくが強いでしょ。だから並の幽霊じゃ怖こわくて近づけないんだと思うよ。あと、いろいろと誤解されているトコがあるからね、悪い狐だってさ。ぼくたち霊れい狐こでも、怖がるヒトもいるよ。実際会ってみれば、すごくいいヒトなのにね」

「……チーは狐の間でも、特とく殊しゆなのか？」

「変わってるよ～。いまの霊狐って普ふ通つう、お稲いな荷り様のお手伝いをして暮らしているんだ。お駄だ賃ちんに、人間から出た信しん仰こう心を少しずつもらいながらね～。でもチーさんってさ、人間の愛情を栄養にしてるでしょ？　そうやって生きている霊狐って、たぶんもうチーさんしかいないんじゃないかなぁ」

　チーは特殊な存在の中で、さらに特殊な存在のようだ。

「しかし、じゃあ、どうしてチーだけが人間の愛情で生きているんだ？　みんなと同じように神社で働けば、誤解されることもなく平和に暮らしていけるんじゃないのか？」

　ポーは首を傾かしげながら俺を見た。

「そういうことを言う人間って珍めずらしいや。……葉介さんって、いいヒトなんだね。えへへ。いいよ、教えてあげる。……でもぼくから聞いたって、内ない緒しよだよ」

　俺がうなずくと、ポーは一段と声をひそめた。

「チーさんはね、人間に育てられたんだよ。くわしい話はぼくにもチーさんは話してくれなかったんだけど、チーさんってぼくなんかより何千年も永く生きているはずなんだ。たぶんチーさんが生まれたのは、人間が文字を持っていなかったころだと思うよ。そういう大昔に、チーさんは狐きつねじゃなくて、人間に育てられたんだって。

　犬ってさ、人間と一いつ緒しよに狩かりをするから、家か畜ちくとしてかなり昔から人間と一緒に暮らしていたみたいなんだけど、チーさんが生まれた当時、狐を育てようとする人間なんてすごく珍めずらしかったんじゃないかなぁ。どうして狐の赤ちゃんをその人間が育てることになったのかはわからないんだけど、チーさんはとっても愛されて育てられたんだって」

「……幸せに育ったんだな」

「うん。それでチーさんが霊れい狐こになったとき、そのときの記き憶おくが忘れられなくて、自然と人間の愛情を求めるようになったんだってさぁ。……でも……」

　ポーの声のトーンが低くなった。耳も少し垂たれている。

「だんだんチーさんの力が強まっていくと、チーさんを愛する人間にも、相応の力が必要になってきたんだ。並の人間だと衰すい弱じやくしちゃったりして、チーさんの霊力を支えきれなくなっちゃったんだよね。チーさんも愛するヒトが衰弱して、寿じゆ命みようより前に死んじゃうのは嫌いやだったから、彼女を愛しても大だい丈じよう夫ぶなヒトを探すようになったんだ。

　……でも、そういうヒトって偉えらい人間が多くてさ。チーさんも一度恋しちゃうと盲もう目もくというか、ぜんぜん空気読まないところがあるから、周りの人間が嫉しつ妬として、たびたびチーさんにヒドイ事することがあったんだ。

　ぼくが初めて会ったとき、チーさんは伏ふし見みのお稲いな荷り様で働いていたから、彼女も一度は普ふ通つうの霊狐のように暮らそうと考えたんだと思うよ。そのころ、とても寂さびしそうな顔をしていたことを覚えているなぁ。人間の寿命が短すぎるって、いつも嘆なげいていたよ。

　でも、やっぱり人間の愛情を忘れられなかったんだろうね。そうして西の都で暮らしているうちに、とうとうチーさんは時の上じよう皇こう様と恋仲になっちゃってさ。武士やら陰おん陽みよう師じやらが寄ってたかって、チーさんを攻こう撃げきしたんだ。

　そして陰陽師のやつがさ、誰だれもチーさんを愛せなくするようにって、殺せつ生しよう石せきの呪のろいをかけたんだよ。ヒドイよね。

　殺生石の呪いをかけられたばかりのころはさ、呪いがあんまり強いものだから、ぼくたち霊狐でさえチーさんに近づけなかったんだよ。チーさん、すごく寂しかったと思うなぁ。そのうち偉いお坊ぼうさんが呪いを少し弱めてくれたんだけど、呪いが弱まってからも、チーさん、ぼくたちの前にも姿を現さなくなっちゃったんだ。

　……今日は久しぶりにチーさんと会えて、ぼくはとってもうれしいんだ」

　能天気なようで、チーにはチーの過去があるんだな、とか考えていると……ポーが俺を見上げながら俺の周りを一周した。

「葉よう介すけさんなら、大だい丈じよう夫ぶだよね。どう見ても、偉い人間には見えないもん」

　……絶対にバカにしてるだろう。

「えへへ～。ちがうよ～。褒ほめているんだよ～」

　俺はポーを追いかけて、じゃれ合った。ポーもうれしそうに俺の手を甘あま嚙がみしている。

　……しかし、チーと付き合っていると、衰すい弱じやく死するかもしれないのか。まいったな。……でも、ポーの話を聞いてしまったいま、俺の中のチーに対する感情は、一言では言い表せない複雑なものとなった。幽ゆう霊れいが見えるだけの俺の力が少しでも役に立つのであれば、あの寂さびしがり屋の狐きつねを癒いやすためだけに使い尽つくしたっていいんじゃないか。そんな気になった。

「あ～っ！　葉よう介すけはん！　ポーはんなんかと仲良しさんにならはって～。葉介はんが仲良うするんは、ウチだけでええんどす！」

　チーは俺たちのじゃれ合いをひと目見るや、駆かけ寄って俺の腕うでを摑つかみ、ポーを蹴け飛とばした。

「え～っ！　ヒドイよ。チーさん！」

「ええんどす！　ポーはんは葉介はんと仲良うすんの、禁止どす！」

「ヒドイなぁ。その性格、直したほうがいいよ～」

　ポーの言葉を無視して、チーは順路の先へ歩を進めた。非道な扱あつかいにも関かかわらず、ポーはその後も素す直なおに照明係りを続けてくれた。むしろ、よろこんで照明係をしているようにも見えた。

　チーの感想は非常にざっくりとしたものだったが、本当に、博物館を楽しんでいるようだった。




「葉介はん、見て見て！　かいらしぃカワラケどすえ」（→織おり部べ焼やき）

「はんなりして、ええ着物やなぁ」（→能のう衣い装しよう）

「いや、いかつい顔のエテコはんどすなぁ」（→高たか村むら光こう雲うん作『老ろう猿えん』）




　一いち巡じゆんして、エントランスホールに戻もどってきた。俺たちは、月明かりに照らされた大階段に座った。

「ポーはん。狐きつね火びおおきに、はばかりさん」

「ううん。チーさんと会えて、ぼくもうれしかったよ。また、いつでも呼んでよ」

「本当に助かったよ。ありがとう」

「えへへ。葉介さんはいいヒトだなぁ。ぼくは普ふ段だん、赤あか坂さかのほうで働いているんだ。今度遊びに来てよ。和わ菓が子しをご馳ち走そうするからさ～」

「ああ。遊びに行くよ」




「絶対だよ～」と言いながら、ポーは闇やみに消えていった。俺たちは月明かりだけの中、また二人きりになった。虫の音が聞こえる。

　チーがうれしそうに俺の顔をじっと見る。月明かりで見るチーの顔は、なんだかいつもよりかわいいと思った。少し、俺は気き恥はずかしくなった。

「そういえば、気になっていたんだけどさ……」

「なーに？」

「初めて出てきたときは、すぐにたまもに戻もどったのに、今日はずいぶん長いこと持っているな」

　チーは微ほほ笑えんで、俺の肩かたに頭をあずけた。肩に触ふれるチーの感かん触しよくが、少しくすぐったい。

「それはな、葉よう介すけはんがウチのこと、愛してくれてはるからどす。葉介はんが愛してくれはると、ウチは元気になって呪のろいに打ち勝つことができるんどす」

　正直実感がなかった。……そこまでの力を与あたえるほど、俺はきちんとお前を愛せているのかな？

「もちろんどす！」

　チーは俺の腕うでを摑つかんで向き直った。

「あんな、葉介はん。愛と言うてもいろいろな形があるんどす。たとえばぁ、……そや、葉介はんがたまもにウチのコト、しゃべらへんかったんはどうしてどす？」

　意外な質問。……それは、たまもに普ふ通つうの女の子として暮らしてほしいと思ったからで……。

「そう、それがウチが一番嬉うれしい愛なんどす」

　……どういうことだ？

「葉介はんはたまものことを想おもうて、ウチのコト、黙だまってはりました。そのことで葉介はんは、たまもに見返りを求めてはりまへん。何も知らんさかい、今後もたまもが葉介はんに感謝することもありまへん。無む償しようの愛どす。ウチが一番嬉しいんは、そういう愛なんどす」

　そんな、些さ細さいなことでいいのか？　そもそも、それって愛と呼べるものなのかな。自己満足に近いんじゃないか？

「葉介はん。ウチが嬉しかったんやから、それは愛どす。愛っちゅうもんは、相手が愛だって感じれば、愛なんどす」

　つまり、チーが愛だと感じればそれは愛で、そうでないと感じればそれは愛でないということか。う～ん、いまいち釈しやく然ぜんとしないが。まぁ今回はそれで助かった。

「でも……」

　チーの声のトーンが変わった。

「葉介はんの愛だけで、呪いを抑おさえるんも、そろそろ限界みたいどすな。また葉介はんの、体液が必要のようどす」

　そうか、と俺は天王寺の家でつけた親指の絆ばん創そう膏こうを……

「それじゃイヤどす！」

　チーは真まっ直すぐに、俺を見つめた。




「……接せつ吻ぷんして、おくれやす」




　ええええーっ！　当とう惑わくする俺の返答も待たずに、チーは静かに目を閉じた。

　彼女の顔は月光の中でひときわ美しく光り、その唇くちびるは、濡ぬれたように艶なまめかしく輝かがやいた。破は壊かい的な魅み力りよく。自分の鼓こ動どうが、自分の耳で聞こえた。

　吐はき出しそうな緊きん張ちようの中、俺の視界はチーでいっぱいになった。何も考えられず、吸い込まれるようにチーに近づく。たまらなく、チーの唇に触ふれたい。味わいたい。

　ふいに、階段に置いた俺の鞄かばんが目に入る。青白い月明かりのモノトーンの世界で、鞄につけた大だい黒こく天てんのお守りだけが、鮮あざやかな色を持っているように見えた。

　……俺がこのままチーとキスをするのは、ひどくたまもを裏切っていることにならないか。肉体的に同じであるからこそ、余計に。そんな考えが頭をよぎった。俺はいま、猛もう烈れつに口づけをしたい。……しかしそれは、たまもに口づけしたいということなのか、たまもの肉体を持つチーに口づけしたいのか、はたまた肉体としてのたまもに口づけをしたいだけなのか。……頭の中が４Ｂの鉛えん筆ぴつで塗ぬりつぶしたみたいに、メチャクチャになった。




　俺はチーのおでこにキスをした。チーが目を開く。




「もう！　でぼちんやのうて、お口にしておくれやす！」

「ま、また今度な」

　少し首を傾かしげて、チーが俺を見つめた。

「……今度て、いつぅ？」

　すがるようなチーの口調に、俺は居い心地ごこちが悪くなって立ち上がった。

「今度て、いつぅ？」

　背中に発せられるチーの問いに、俺は答えなかった。チーと付き合う、というのは考えていたよりずっと複雑なことだと思った。もしかして、前任者（？）たちはこの複雑さのために衰すい弱じやくしていった？　……まさかな。




　その後、俺たちは館内の休きゆう憩けい室で過ごした。イスとテーブルがあったので、俺は天てん王のう寺じに借りたモバイルＰＣでＳＴＰを調べるフリをして、チーの横顔を見ている。

　そのチーはというと、自然と集まってきた野や狐こたちの挨あい拶さつに応対していた。ちょっとした行列を成していて、意外と忙いそがしそうだ。ときおり野狐たちの話し声が漏もれ聞こえた。

「ポーさんの言ったとおり、怖こわいヒトじゃないみたいだね」

　……どうやらポーが、チーに対する悪い評判を是ぜ正せいして歩いてくれているらしい。




　ＰＣの時計を見たら、すでに日付が変わっていた。05月24日、時刻はもうすぐ01時40分。やみくろとの取引の時間まで、あと20分。……俺たちは西にし井いさんを取り戻もどさなければならない。俺は取引の無事を、稲いな荷り神に祈いのった。ここにこれだけ大勢の部下がいるんだ。祈りは届くはずさ。

　そろそろ行こうか。俺はチーに声をかけた。







05月24日　午前二時　天てん王のう寺じ真しん一いち




　再び、モバイルＰＣからの映像が送られてきた。

　今度の映像は葉よう介すけの顔のアップではなく、石いし灯どう篭ろうが立ち並ぶ参道の映像だった。上うえ野の東とう照しよう宮ぐうの参道だ。石灯篭には火が灯ともされていて、ＰＣ付属のＣＣＤカメラでも意外と明るく鮮せん明めいな映像を撮さつ影えいできている。

　正面の社しや殿でんの方向にやや遠く、スーツ姿のウィラポンと、西井ユリア。西井はピンクの水玉のパジャマを着ていた。サルグツワや目め隠かくしなどはされていない。闇やみに溶とけ込んでいて見えづらいが、そこには数人のやみくろがいて、彼女を押さえつけているようだ。

「約束のＳＴＰだ」

　葉介の声。モバイルＰＣで<kagura_ver 1.1>が立ち上がる。現在、やみくろ共どもにこのＰＣでＳＴＰが偽にせ物ものでない証しよう拠こを示している最中というわけだ。

　ウィラポンは首を真横にスライドさせ、気味の悪い姿勢でじっとこちら（のＰＣ画面）を見つめている。

「……どうやら、本物のようだな」

　ウィラポンがこちらに向かって言った。

「本物を持って来るとは思っていなかったような口ぶりだな」

「これは失礼。まさか君たちみたいな子供が、本当にこの件に関かかわってくるとは思っていなかったのでね」

「俺だって、こんなことに関わるとは夢にも思っていなかったね」

　モバイルＰＣから、ＣＤが取り出された。

「さぁ、西井さんを放してもらおうか」

　ウィラポンは頭に指をあて、少し考える仕草をした。

「そのＣＤのドキュメントは、読んだかい？」

「……一応読んだが、まるで理解できなかったね」

「そうか。ところで、西井のマンションのセキュリティ設備に侵しん入にゆうしたのは、後ろのお嬢じようさんなのかな？」

「俺はお前らと世間話をするつもりはない！　さっさと西井さんを解放しろ！」

　葉よう介すけは声を荒あらげた。マイクが近いせいか、ところどころ音が割れた。

「まぁ、そう急がなくたっていいだろう。……そうだ、私がこんな時間に取引を指定した理由はわかるかね？」

　葉介は答えない。ウィラポンは葉介の反応に関係なく、なかば一方的にしゃべり始めた。

　そのＣＤのドキュメントにもあったとおり、我々は幽ゆう霊れいを集めていてね。いままで数百は捕つかまえている。とはいえ、実際に幽霊を捕まえるのは非常に困難でね。何しろ幽霊なんて普ふ通つう見えないだろ？　だが実は一日のうち、我々でも霊力の高い土地なら幽霊をぼんやりと確かく認にんできる時間帯があるんだよ。それが、だいたいこの時間帯なんだ。昔から丑うし三みつ刻どき、などと言われている時間帯だ。

　君たちはもう眠ねむらなくてはいけない時間かもしれないが、我々にとってはこの時間が一番の活動時間帯というわけなんだ」

　ウィラポンが急に困り顔となり、こちらを見る。

「とはいえ、今の我々の活動は著いちじるしく非効率でね。何しろ、幽霊を集める、という目的を果すための時間が一日にほんの僅わずかしかないし、霊力の高い上うえ野の界かい隈わいからも離はなれられないわけだ。私はどうにかしてもっと幽霊を効率的に集めることができないか、いつも考えていたんだ……」

　ウィラポンの顔が、不気味に微ほほ笑えんだ。

「……そしてほんの数時間前、ある情報屋から興味深い情報を買った。なんでも、我々のことを嗅かぎまわっている少年と少女がいて、……少年のほうは昼間でも、どんな場所でも、肉眼で幽霊を見ることができるらしいんだよ」

「……あのばばあ」

　ＰＣのマイクが葉介の呟つぶやきをひろった。

「俺たちには関係のない話だな」

「私はその少年を部下にしたいと思っている。そうすれば、我々の活動の効率は飛ひ躍やく的に上がるとは思わないかね？」

「ＳＴＰはここにある！　さっさと西にし井いさんを放せ！」

「光栄に思いたまえ。君はこの国の正当なる国家元首に、直接仕えることになるのだぞ！」

「言っている意味が、まるでわからない」

　ウィラポンがまた気持ち悪く首を真横にスライドさせ、葉介を凝ぎよう視しした。葉介の表情は、画面ではわからない。

「……そうだな。我々を理解するには、君たちはあまりにも真実を知らないのかもしれない。この偽いつわりの社会の中で、偽りの規き範はんに従い、偽りの歴史を信じて、……そして、偽りの人生を歩もうとしている。

　君たちは世の中の欺ぎ瞞まんに気づいていないだけなんだ。……そうだ！　我々を紹しよう介かいしたビデオがある。以前政治家連中に見せるために作ったものだが、それを見てくれれば、我々の正義に満ちた活動に、きっと君も賛同してくれるだろう」

「……その動画には、ＳＴＰを使っているんだよな」

「当然だ」

「……西にし井いさんを、解放してもらおうか」

　ウィラポンが合図をすると、やみくろは無造作に西井ユリアを解放した。

「和泉いずみくん！」

　西井が叫さけび、泣き出しそうな顔でこちらに走ってくる。ブラジャーをしていないのか、下品に大きな胸が、下品に揺ゆれた。僕も「よく耐たえた」と彼女を労ねぎらいたいところだったのだが、……この女「和泉くん」などと葉よう介すけの本名を叫びやがった。まぁ、顔が割れた以上、西井ユリアのクラスメイトだとすぐに調べはついてしまうだろうが。

　葉介がＰＣを地面に置いた。一いつ瞬しゆん画面は乱れたが、カメラは引き続きやみくろたちと、葉介たちの下半身を捉とらえていた。

「ちょっと、あんた！　離はなれよし！」

　チーの脚あしが、葉介と西井の脚の間に割って入る。そんなチーを葉介がなだめる。

　……しかし、思ったより簡単に西井が解放された。こういう取引というものは、もっと慎しん重ちように行われるものではないだろうか。あまりにも無造作な解放。西井ユリアは帰ってきたが、葉介の手にはまだ交こう換かん条件のＣＤが握にぎられていた。

「じゃあ、ＣＤはここに置いていくからな」

　葉介が石畳にＣＤを置く。ＣＤは透とう明めいなケースに入っていた。葉介の声から、少し安あん堵どの色が窺うかがえる。

「困ったことに……」

　画面奥のウィラポンがしゃべり始めた。

「君たちの目的はその西井の娘むすめを確保することだろうが、我々の目的はＳＴＰに関する情報流出を完全に断つことだ。そして我々の目的は、そのＣＤを手にすることでは達成されない」

「……どういう意味だ？」

　葉介の脚が、こわばるのがわかった。

「選ばせてやろう。これから私の下で働くか。それとも、ここで三人仲良く死ぬか！」




　ウィラポンを囲んでいた黒い塊かたまりが、一いつ斉せいに散った。どうやら葉介たちはやみくろに囲まれたようだ。やみくろは五、六人いるように見える。画面に見えるやみくろが、武器らしきものを構えた。あれは苦く無ないだろうか？　石いし灯どう篭ろうの灯あかりに照らされて、妖あやしく輝かがやいている。

　まずい状じよう況きようだ。非常にまずい。どうすればいい？　幸いあちらは葉介の特異体質に興味を抱いだいている。いったん降参するのも一つの手段かもしれない。しかし、あちらはＳＴＰを使って葉介を洗脳するはずだ。偽いつわりの降参が有効な相手ではない。しかしそれでも、命を失うよりは、あるいは……。




　唐とう突とつに、ウィラポンの前へチーが歩み出た。画面では手前に大きく葉よう介すけたちの下半身が見え、その先にチー、さらに向こうにウィラポンが小さく見える。

「ユリアさんがどうなろうと……別にかまへんのやけど、葉介はんに手ぇ出すんは、ウチが許しまへんえ！」

　チーが怒ど気きをはらんだ叫さけびをあげる。と同時に、彼女の二本ある尻しつ尾ぽの一つが、捻ねじれながら三重の螺ら旋せんを描えがいてほどけた。そのほどけた尻尾の中心に、銀色に光る棒状の物体。日本刀のように見える。チーは当たり前のように、その刀らしきものを尻尾から取り出した。尻尾がスルスルと元に戻もどる。……しかし、尻尾が収納スペースにでもなっているのだろうか。明らかにあんな長い刀が入るような容積はなかったが……。非常識な体だ。

「お前、どうしたんだよ、それ」と葉介の声。

「福ふく岡おか一いち文もん字じ則のり宗むねどす」

「それってさっきの。確か、国宝って……」

「後で返せばかましまへん」

　刃は渡わたり一メートルを超こえるだろう、長い日本刀。手元から深く反そり返った見事な太た刀ちだ。しかし鞘さやはもちろん、鍔つばもなければ柄つかすらない。まさに剝むき身みの太刀だった。チーはそれを右手一本で軽々と握にぎっている。さすが妖よう怪かい、腕わん力りよくはメスゴリラ並のようだ。柄がないためだろうか、チーは軍ぐん手てをはめて茎なかごを握っていた。いつも新にい美みたまもがしている、ウサギの軍手だった。

「……ほう、これは驚おどろいた。貴様もどうやら普ふ通つうの人間ではないようだな。どうだ、私の部下にならんか？」

「イヤどす。あんさんでは、ウチとつりあわへんさかい」

「それは残念だ。私としても非常に心苦しいのだが、……死ぬしかないようだな」

　一いつ斉せいだった。無数の輝かがやきがチーを襲おそう。やみくろの苦く無ないらしき武器がチーに向かって放たれたのだ。

　何が起きたのか。モバイルＰＣの細い通信回線のフレームレートではまったくわからなかった。あるいは現場で見ても、僕の動体視力では同じことかもしれない。とにかく、東とう照しよう宮ぐうの参道に甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびき、……次のフレームで、やみくろたちの苦無は全すべて、チーの足元の土に突つき刺ささっていたのだった。

「あんたら、いちびっとったら、本気でいわしてまうで！」

　チーの体がささくれ立った。怒ど髪はつ天てんを衝つく、とはこういうことか。頭や耳はもちろん、なぜか制服までもが山やま荒あらしのように棘とげばって見えた。もしかしたら、単なる映像のノイズなのかもしれない。が、とにかく彼女の怒いかりが新美たまもの華きや奢しやな体から溢あふれ出し、そのまま鎧よろいの如ごとく彼女の体を包み込んだように、僕には見えた。

　そんな怒ど気きが流れ込んだのか、チーが手にした日本刀の刃やいばが、青白く光り出した。薄うす暗ぐらい参道の中で鮮あざやかに光る太た刀ち。刃の部分だけが輝かがやいているため、丁ちよう子じ乱みだれの複雑で美しい刃は文もんがくっきりと浮かび上がっていた。

　地面に放置されたＰＣのカメラが、チーの後ろ姿を見上げるように捉とらえる。高校指定の制服で握にぎる日本刀。腰こしまで伸のびた長い黒くろ髪かみと、プリーツスカートから飛び出た金色に輝かがやく二本の尻しつ尾ぽ。ふざけたコスプレのような狐きつねの耳と、新にい美みたまもの端たん整せいな横顔。全すべてが不ふ釣つり合あいであった。……が、それが不思議と百年前から完成されている一つの造形のようにしっくりと画面に収まっている。僕としたことがマコトに不覚にも、彼女の姿を美しいと思ってしまった。




　やみくろ共が、腰こしを低く落とす。背中からコンバットナイフが取り出された。明確な、殺意。ウィラポンがすばやくハンドシグナルを送る。

　チーに向かって黒い塊かたまりが鋭するどく近づいた。三つの黒。まったくの同時。

　一つはチーの間合いの手前で大きく跳ちよう躍やくし、上方からチーを襲おそう。一つは地面スレスレを疾はしり、チーの脚あしを狙ねらう。もう一つはチーの死角から一直線に急所に近づく。全ての動作にまったく音を伴ともなわないのがひどく不気味だった。

　首筋、アキレス腱けん、心臓、まさにチーの体がナイフで切り裂さかれるかというその刹せつ那な、青白く光った刃の残像が激しく躍おどった。……僕に見えたのは、それだけだった。
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　ドスンという音。地面には三人のやみくろが横たわっていた。動いていない。チーは何事もなかったかのように、さきほどと同じ姿勢で直立していた。

「殺し、たのか？」

　葉よう介すけの声。

「安心しておくれやす。この土地は霊れい力りよくがえろう強い様子どす。下手に殺あやめて怨おん霊りようになられてもかなんさかい、峰みね打うちにしとりや──」

　チーがしゃべっているさなか、残った二人のやみくろが襲おそいかかった。……が、一いつ閃せん。振ふり上がった青白い刃やいばがやみくろの一人を貫つらぬき、その意識を刈かり取る。

　辛かろうじて確かく認にんできたチーの所作は、僕が見たことがあるどのような剣けん術じゆつにも似ておらず、剣術というよりはむしろ舞まいに近いように思えた。

　仲間の敗北を目まの当あたりにしたもう一人は、身をひるがえして石いし灯どう篭ろうの陰かげに逃にげ込んだ。間かん髪はつ入れずに、チーは石灯篭ごと袈け裟さに斬きる。

　ズルズルと切断される石灯篭。……石灯篭の上半分が地面に落ちる鈍にぶい音とともに、その陰に隠かくれたやみくろは呻うめきながらその場に倒たおれ伏ふした。……これって、本当に峰打ちなのか？　絶対に違ちがうと思う。




「もう、あんさんだけどすえ」

　福ふく岡おか一いち文もん字じの切っ先がウィラポンに向けられた。非常識にも石灯篭をぶった斬ったはずだが、刃は毀こぼれはない。血ち糊のりも付着していないようだ。いまはもろもろチーの不思議を考えるよりも、彼女の非常識な強さに感謝したいと思う。

「驚おどろきだ。……新しん鮮せんな、驚きだ。私が鍛きたえ上げた玄げん武ぶ部隊を、こうも簡単に壊かい滅めつさせるとはな。人じん外がいの魔ま物ものがこれだけの戦せん闘とう力りよくを発揮するとは、今後優先順位を上げて研究する必要がありそうだ」

　ウィラポンの謎なぞの強がりに、僕は少し笑ってしまった。そういえば、『やみくろ』が俗ぞく称しようだということを忘れていた。正式には玄武部隊というらしい。まぁ知ったところで何の役にも立たないが。

「ほな、ウチたちは帰らせてもらいますえ」

　チーはウィラポンに背を向けた。

「おそらくいま、私が貴様に斬りかかったところで、土を食はむのは私のほうだろう」

　チーの背中へ、ウィラポンが言葉をかける。

「とはいえ──」

　胸むな元もとから抜ぬき出されたウィラポンの手にはコンバットナイフが握にぎられていた。

「我が大望を、今日ここで潰ついえさせるわけにはいかない。何としてでも貴様らには死んでもらう！」

　チーはやれやれ顔をしながら振ふり返り、刀を握にぎりなおす。ウィラポンが静かに腰こしを落とし、ナイフを構えた。

　……そのまま、二秒ほどが経過。先に動いたのは、ウィラポン。しかし、その刃やいばが向けられた先はチーではなく、自らの左腕うでだった。

　ナイフが肉を裂さく音。そういう音が、聞こえた気がした。刃は渡わたり三十cm程ほどの大型ナイフが、ウィラポンの左腕を完全に貫かん通つうしていた。ナイフの先から、ポトポトと血が滴したたり落ちている。

　彼の行動の意味が、まるでわからなかった。葉よう介すけたちも固まっている。画面手前で、西にし井いユリアの手が、葉介の手を握り締めるのが見えた。

　苦痛からか、ウィラポンの目は大きく開き、尋じん常じようならざる眼光を放つ。さらに片膝ひざをついて、誰だれに言うでもなく何やら言葉を唱え始めた。

「いにしえの絆きずなと、血の契けい約やくで結ばれしハニヤスよ！　我ここに畏かしこみて願い奉たてまつらん！　その御おん力ちからをもってこの土に宿りし記き憶おくを蘇よみがえらせたまえ！　かつて我が血の下もとに集つどいしもののふよ！　未いまだ成じよう就じゆせぬその怨おん念ねんを解き放て！　その魂こん魄ぱくの欠けつ乏ぼうを、我が怨おん敵てきを打ち払はらいて、存分に満たせ！」

　勢い良く、左腕のナイフが抜ぬかれる。ドボドボと音を立てて、赤黒い液体が流れ落ちる。……人はどれくらいまでの失血に耐たえられるのだろうか。明らかに危ない量の血液が、参道の土に吸われてゆく。




　辺りに霞かすみがたちこめた。地面に流れたウィラポンの血が、蒸発しているようにも見える。やがて、ゆっくりと、霞の向こうに見え隠かくれする闇やみの間から、……無数の人ひと影かげが、滲にじみ出た。

　ぼんやりと輪りん郭かくが蒼あおく滲む不気味な人影。何人いるのか、にわかには数えられない。それほどの数。着物はバラバラであったが、皆みな、和装で襷たすきを掛かけている。侍さむらいなのだろう。ほとんどの者が月さか代やきにし、鉢はち金がねを巻いていた。ただ、全員の顔が黒いクレヨンで塗ぬりつぶされたように、まったく見えなかった。

「まずいどす。怨おん霊りようはキリがおへん」

　ウィラポンが、怨霊を召しよう喚かんしたとでもいうのだろうか？　噓うそだと思いたい。

「逃にげるぞ、チー！」

　葉よう介すけが叫さけぶ。

「もう、遅おそい！」

　蒼そう白はくな顔で、かがんだままのウィラポンが怒ど鳴なる。

　葉介たちがチーと背中を合わせる。……囲まれたようだ。

「かつて正義を貫つらぬき散っていった彰しよう義ぎ隊たいの勇士たちよ！　その癒いやされぬ怨念の赴おもむくままに、殺しつくせ！」

　狂きよう気きじみた声こわ色いろのウィラポンの号令とともに、顔のない侍たちが、一いつ斉せいに抜ばつ刀とうした。




　彰しよう義ぎ隊たい。ウィラポンの言葉が本当だとすれば、彼らは幕末の戊ぼ辰しん戦争時にこの上うえ野のの山に立てこもり、官軍と戦い敗れた徳とく川がわ方の侍さむらいたちだ。彰義隊の戦死者数は諸説あるが、隊士名めい簿ぼと照合して戦死が確かく認にんされた者が二百五名（小お川がわ家記録）。また戦せん闘とうの後、三みノの輪わの円えん通つう寺じ・仏ぶつ磨ま和お尚しようが弔とむらった遺体の数は二百六十六体であったという。

　その戦いは上野戦争と呼ばれ、戦闘自体は半日で終しゆう了りようする官軍の圧勝であったが、官軍側がわは寛かん永えい寺じの巨きよ大だいな伽が藍らんを焼き尽つくし、一つの時代の終わりを象しよう徴ちようする狼煙のろしとなった。

　……以前、葉よう介すけが寛永寺のことを『東とう叡えい山ざん』と呼ぶにはショボすぎるという話をしていたが、それは現在での話だ。

　上野戦争以前は、この上野東とう照しよう宮ぐうを含ふくめて今の上野公園は全すべて、寛永寺の境けい内だいであった。たとえば上野公園の噴ふん水すい広場は寛永寺の根こん本ぽん中ちゆう堂どうがあった場所で、東京国立博物館は寛永寺の本堂があった場所だ。博物館裏手の庭園は寛永寺の庭園を流用している。花見の時期に酔よっ払ぱらいで賑にぎわう、上野広ひろ小こう路じから噴水広場へ続く桜並木の広い歩道は、もともとは寛永寺の参道だったものだ。

　寺の子供である僕から見ると、上野公園の区画はそのまま『寛永寺跡あと』にも見えてしまう。境内だけでなく、日につ暮ぽ里りなどの寺領も合わせれば、寛永寺が支配する領域は『東叡山』の名に恥はじない、広大なものだったと言えるだろう。




「俺たちは、お前らに恨うらまれる覚えなんてないぞ！」

　刀を構える彰義隊へ、葉介が呼びかけた。葉介が彰義隊についてどれだけ知っているかはわからないが、確かに彼らに恨まれる筋合いはないだろう。その呼びかけに、彼らは首を傾かしげた後、他ほかの隊士たちと顔を見合わした。彼らの顔は塗ぬりつぶされているため、表情はまったくわからない。

　ふと、隊士の一人が構えを解いた。続いて次々と隊士たちが刀を下ろす。葉介の言葉が通じたのだろうか、……そう思った矢先、一人の隊士が刀で地面を突つき刺さした。

　参道に、断だん末まつ魔まの叫さけびが響ひびき渡わたる。彼が突き刺したものは地面ではなく、倒たおれ伏ふしたやみくろだった。他の隊士たちも次々に地面に横たわるやみくろたちを囲み、寄ってたかって突き殺し始めた。……執しつ拗ように、何度も何度も刺す。そこには武士道とか、剣けん術じゆつなどというものは微み塵じんもなかった。ただ汚きたなく、一心不乱に死体を刻む。隊士たちに囲まれて、死体が見えないのが幸いだった。

「ははははは！　そうだ！　殺せ！　殺しつくせっ！」

　ウィラポンが叫ぶ。彼らの黒い顔面がこちらを向いた。隊士たちは、ゾンビめいた不気味な歩き方でじりじりと近づいてくる。もはや彼らに生前の理性などないのだろう。ウィラポンの姿が、彰義隊に埋うもれて見えなくなった。石いし畳だたみに放置された西にし井い議員の笑顔のＣＤが、隊士に踏ふみつけられて割れるのが見えた。

「……しかたおへん。葉よう介すけはんは、そこを動かんでおくれやす」

　獣けもののような俊しゆん敏びんさで、チーが彰しよう義ぎ隊たいに斬きりかかる。雲を斬るように、簡単に真っ二つとなる隊士。霊れい体たいだからだろう、一いつ切さい血は出ない。そのまま青白い刃やいばは葉介たちの周囲を回るように、次々と彼らを刻んでゆく。……しかしその間にも、最初に斬られた隊士の体は一つに戻もどり、再び葉介たちの包囲網もうに加わっていた。

　ただでさえ、何人いるかもわからない隊士たちが、斬っても斬っても復活してしまう。最悪だ。

「少々きばりますえ！」

　チーの舞まいが加速する。もはや残像しか捉とらえられない。竜たつ巻まきめいた青い剣けん風ぷうが、隊士たちの体を三つ四つに切断してゆく。彼らの回復力を凌りよう駕がする攻こう撃げき力。

　……そうして、徐じよ々じよに、徐々にだが、彰義隊の包囲網が遠ざけられていった。いける。そう思った。




　次の瞬しゆん間かん、僕の背中に戦せん慄りつが奔はしった。広がった包囲網の片かた隅すみ、ウィラポンの残ざん骸がいが画面に映ったのだ。既すでに彰義隊の餌え食じきとなっていたらしい。衣服は切り刻まれ、肌はだが露ろ出しゆつしている。正確には肌と呼べるものは既になく、汚よごれた肉と骨に変わっていた。こちらを向いた顔面は下した顎あごがちぎれ飛んでいて、片方の青い目玉が温泉卵のように眼がん窩かから飛び出ていた。

　怨おん霊りようを召しよう喚かんした彼自身、その制せい御ぎよができなかったようだ。そもそも、怨霊というものが制御可能なものだったのかも怪あやしい。

　きゃぁぁ、と西にし井いユリアの悲鳴。むしろ今までよく叫さけばずにいられたものだと思う。父親を亡なくした悲しみが、この世の現実味をなくさせていたのだろうか。……ただ、そのあと彼女が葉介に思いっきり抱だきついたことで、僕の同情は少し薄うすらいだ。

「いや、あんた、何してはるの！　離はなれよし！」

　チーが攻こう撃げきをやめて、葉介から西井を引き離さんと迫せまる。しかしパニック状態の西井は、葉介から離れない。葉介も身動きがとれないほどだ。そうしてもがくさなか、偶ぐう発はつ的に、葉介の手が、西井の下品に大きな胸に……触ふれた。




　葉介の時間が止まる。みるみる葉介の顔が、紅潮していった。




「あきまへん」

　突とつ然ぜん、チーが地面に倒たおれた。彼女の尻しつ尾ぽが消えている。じり、と彰義隊が包囲を狭せばめる。

「おい！　チー！」

　我に返った葉介が叫ぶ。声が届いたか、チーが目をこすりながら起き上がる。半目でキョロキョロ辺りを見回した彼女の目は、葉よう介すけの姿を確かく認にんして大きく見開かれた。




「ちょ、何で葉介がユリアちゃんと抱だき合ってるのよ！」




　新にい美みたまもに戻もどっている。なんてことだ。その間にも、彼女の背後には刀を振ふりかぶった彰しよう義ぎ隊たいが迫せまる。

「説明しているヒマはない！」

　葉介が何とか西にし井いを片手で抱きながら、新美たまもの腕うでを引っぱって彰義隊の刀を間かん一いつ髪ぱつ避さける。……新美の腕を摑つかんだ葉介の顔が、歪ゆがむ。地面の福ふく岡おか一いち文もん字じが、隊士に踏ふみつけられるのが見えた。

「なに？　このサムライたち？　わけわかんない！」

　葉介が新美を抱き寄せる。葉介の片腕には混乱した西井が抱かれたままだ。




「たまも、俺はお前のことが好きだ」

「へ？」




　不意に、唐とう突とつに、出だし抜ぬけに、青せい天てんの霹へき靂れきに、葉介が新美たまもに、口づけをした。驚おどろいて瞳ひとみを見開く新美。しかし、徐じよ々じよにその瞳が閉じてゆく。それとともに、逆に画面は眩まばゆい光に包まれていった。




　再び輪りん郭かくを取り戻もどした画面の中心には、尻しつ尾ぽが九つに裂さけたチーの後うしろ姿すがた。爆ばく発はつのような霊れい気きで映像が乱れる。いままでのチーとは圧あつ倒とう的に違ちがうことが、僕でもわかった。

　手前で葉介は尻しりもちをついている。西井は気絶しているようだ。

　チーが振り返り、静かな瞳で葉介を見つめた。




「葉介はん、ウチ、なんだか不思議な気分どす。たまものことが、えろううらやましおす」




　大きな雑音。……映像が、途と切ぎれた。なんてことだ。通信が切断されてしまったようだ。彰義隊が踏ふんづけたか、チーの霊気のせいか、おそらく物理的に壊こわれたのだろう。何をやってもモバイルＰＣからの通信は、二度と回復しなかった。

　最後に映ったチーの静かな紅あかい瞳が、妙みように、僕の網もう膜まくに焼きついていた。







[image: 恋する鬼門のプロトコル]






05月27日　和泉いずみ葉よう介すけ




　彰しよう義ぎ隊たいの墓は、上うえ野の公園の西さい郷ごう隆たか盛もり像の裏側がわに、ひっそりと建っていた。

　天てん王のう寺じと俺は、目をつぶってその墓に手を合わせた。墓の周りに、隊士らしき幽ゆう霊れいはいない。あの夜、彼らの魂たましいは浄じよう化かされたのだろうか。俺にはわからない。

　西にし井いさんは今、加か納のう姉妹の家に泊とまっている。徐じよ々じよに元気になってきているそうだ。夫人も退院するらしいし、もうすぐ学校にも来れるのではないかということだ。あの姉あね御ご肌はだのマルタに任せておけば安心だろう。

　天王寺と噴ふん水すい広場まで歩き、ソリッドに日本酒を差し入れした。俺たちがあの夜現場に残したモバイルＰＣやら足あとやらその他の細かい証しよう拠こを、ソリッドとその見えない手下たちが、丁てい寧ねいに隠いん滅めつしてくれたのだ。思いのほか差し入れを喜んでくれた。ソリッドと天王寺は以前からの知り合いだったらしく、俺はひどく意外に思った。




　首相が辞任したというニュースが、街に流れていた。辞任の理由は体調不良ということだが、天王寺はＳＴＰとの関係を指し摘てきしていた。

「それと、ウィラポンの正体のことだが……」

　学校へ戻もどる道すがら、天王寺はそんなことを俺に話し出した。

「あくまで推すい測そくだが、僕は、最後の輪りん王のう寺じの宮みやの、隠かくされた末まつ裔えいだったのではないかと思う」

「リンノウジノ、ミヤ？」

「幕末に明めい治じ天てん皇のうとは別に天皇を名のった皇族で、上野戦争のときの旗はた頭がしらでもある」

「……そんな皇族が、いたのか」

「ああ。輪王寺宮というのは、個人名ではなく役職の呼び名だが、南なん光こう坊ぼう天てん海かいが作った制度の一つだ」

「天海？　……寛かん永えい寺じの、あの天海か？」

「そうだ。輪王寺宮というのは、日につ光こう輪王寺・浅せん草そう寺じ・寛永寺を管かん領れいし、かつ天てん台だい宗しゆう座ざ主すであるという、宗教世界に絶大な権力を持つポジションだった。そしてその位には、代々皇位継けい承しよう権のある一いつ品ぽんの宮みやが就つくことになっていた」

「皇族が、一番偉えらい坊さんになるってことか」

「そうだ。徳とく川がわ家が自ら皇族に大きな権力を許したともいえるが、それは同時に天皇家を巧こう妙みように徳川幕府のシステムに組み込む仕し掛かけでもあった」

「……どういうことだよ」

「まず宗教的観点から語ると、輪王寺宮という制度には、天皇家を『死後の世界、冥めい界かいに封ふうじ込める』という徳川方の意図が見え隠かくれする。既き存そんの支配者を世せ俗ぞくから切り離はなして、精神世界の支配者にするという構図は、日本史上でしばしば見られるパターンだ。たとえば大和やまと朝ちよう廷ていに支配された出雲いずもの神・大おお国くに主ぬしが、冥めい界かいの王とされたようにね」

「？　……だれだよ、大国主って」

「明めい治じまで、大だい黒こく天てんと同一視されていた神だ」

　俺はたまもと買った大黒天のお守りを見た。……ひどく、心が苦しくなった。そんな俺を気にもとめず、天てん王のう寺じが話を続ける。

「もう一つ。世せ俗ぞく的観点での輪りん王のう寺じの宮みやの設立目的は、万が一京きよう都との天皇家が将軍に逆らったとき、いつでも江戸で別の天皇を擁よう立りつできるようにするためだと言われている。実際、最後の輪王寺宮も上うえ野の戦争時に彰しよう義ぎ隊たいの旗はた頭がしらにされていて、その後、東とう武ぶ天皇を名乗るようになる」

「トウブだって？」

「そう、ウィラポンの通り名と同じだ」

「お前は、その東武天皇の隠かくし子ごが、ウィラポンだったって言うんだな」

「隠し子の、子孫だ」

「……俺には信じられんな。現実離ばなれしすぎている。だいたいヒトは、数代前の先祖の怨うらみを、命をかけてまで晴らそうとするものなのかな」

「僕にとってはＳＴＰなんてシロモノが実在することのほうが、ずっと現実離れしているのだが……それに、怨おん霊りようで最も恐おそろしいものは、政争に敗れた皇族のものだと言われている」

　俺は、大真ま面じ目めにオカルト話をする天王寺の横顔を見た。そのまま天王寺は話を続けた。

「……歴史家の中には、幕末の皇位継けい承しようの不自然さを指し摘てきする者もいる。

　たとえば、幕末における最大の歴史の転てん換かん点は、一般に薩さつ長ちよう同盟だと言われているが、それよりも孝こう明めい天皇の崩ほう御ぎよ（西せい暦れき１８６７年）のほうがよっぽど重大な転換点だったという評価もある。これにより一気に国論が公こう武ぶ合がつ体たいから倒とう幕ばくへと変へん貌ぼうし、徳とく川がわ方は窮きゆう地ちに立たされることになったためだ。

　孝明天皇の死因は公式には病死とされているが（享きよう年ねん三十七［満三十五歳さい］）、薩長側がわの暗殺だったとする説もある。その後、当時満十四歳の明治天皇が即そく位いし、維い新しんが始まったことを考えると、あまりにも薩長側に都合が良いことは確かだろう」

「……証しよう拠こは、ないんだろ？」

「真相はわからない。しかしその時点での皇位継承権は、東武天皇にもあった。少なくとも彰義隊やその他の戊ぼ辰しん戦争を戦った武士たちは、明治天皇よりは、東武天皇こそが正統なる天皇だと信じていただろう」

「ウィラポンは百年以上前の怨うらみを晴らそうと現れた、現代の怨霊だったってわけか？」

　その俺の言葉を、天王寺は否定も肯こう定ていもしなかった。俺はゆっくりと息を吐はき、言葉を続けた。

「……まぁ、いずれにしたって、意味のない推すい察さつだな」

「なぜそう思う？」

「だってそうだろう。ウィラポンの過去なんて、俺たちにとって意味のないことだ。俺たちにとって、ウィラポンはただのパラノイアの犯罪者でしかないんだ。……それで、十分なんじゃないか？」

「……そうかも、しれないな」

「俺はウィラポンのことなんかより、チーのことが、心配なんだよ……」

　そう言って、俺は地面を見た。そのまま学校で別れるまで、俺と天てん王のう寺じはひとことも話をしなかった。




　あれから俺は、チーに会っていない。チーが俺たちを救った夜、あいつはそのまま暗くら闇やみの中へ消えていった。むろん、たまもとも一いつ切さい連れん絡らくがとれないでいる。……このまま二度と会えないのではないか。そんな不安で、たまらなくなった。

　チーに会いたい。たまもに、会いたい。







05月28日　未明




from　たまも：「どないしよう、ウチ、戻もどれなくなってまいました」










from　葉よう介すけ：「チー、なのか？　今どこにいるんだ？」







from　たまも：「ウチ、なんしか、たまもに体を渡わたしたくないんどす。こないな気持ちは、初めてなんどす」




from　葉介：「呪のろいはもう、解けたのか？」




from　たまも：「まだどす。もうずっと、体がキリキリ痛んどります。でも、辛かろうじてウチがウチを保っていられるんは、きっと葉介はんがたまもを想おもてはるからなんどす。……それがウチにはなんだか、体の痛み以上に苦しいんどす」




from　葉よう介すけ：「チー、いますぐ会おう」




from　たまも：「イヤどす。葉介はんが好きなんは、ウチではおへんさかい」




from　葉介：「俺はお前が好きだ」




from　たまも：「ウソどす。葉介はんが好きなんは、たまもどす。ウチにはわかるんどす。ウチは葉介はんとたまもにとって、邪じや魔まな存在なんどす。ウチがいなければ……二人は普ふ通つうに、平へい凡ぼんに暮らせるんどす」




from　葉介：「それは違ちがう」




from　たまも：「違いまへん。葉介はんが好きなんは、たまもなんどす」




from　葉介：「お前がいるから、俺はたまもに惹ひかれたんだ。……俺はたまもの顔や体が好きなんじゃない。中身が好きなんだ。そしてその中身ってのは、たまもとお前なんだ。俺にとってはお前がたまもで、たまもがお前なんだ。俺はたまらなくお前のことが好きなんだ」




from　たまも：「何を言うてはるのか、ぜんぜんわかりまへん」




from　葉介：「いますぐ会おう。お前と会って、俺の言葉を証明する」







同刻　和泉いずみ葉介




　息を切らしながら、俺は自転車をこいでいた。夜の不しの忍ばずの池いけの冷たい風が、柳やなぎの枝をさらさらと揺ゆらしていた。自転車はボート小屋を越こえ、ガタガタという土の道へ入った。かまわず俺は一いつ層そうペダルを踏ふみ込んだ。

　やがて、鮮あざやかにライトアップされた弁べん天てん堂どうの前、拝はい殿でんへ上がる石段に、……耳を垂たらして、彼女は座っていた。

「チー！」

　俺は地面に自転車を横たえ、石段へ駆かけ寄った。

「チー！」

　彼女は返事をするどころか、俺から顔をそむけてしまった。……息を整えながら、俺はチーの横に座った。その俺に、彼女は背中を向けた。尻しつ尾ぽさえも、俺を拒きよ否ひしているようだった。

「なぁ、チー……」

「聞きまへんえ！」

　……彼女は、泣いているようだった。

「ウチはもう、耐たえられへん……。葉よう介すけはんがたまもを想おもえば想うほど、ウチの心はどんどん辛つらくなるんどす。ウチは、もうどないしたら……」

「俺はチーが好きだ」

「ウソどす！」

　彼女は振ふり返って、俺を睨にらんだ。紅あかい瞳ひとみ。彼女の頰ほおには、涙なみだのスジが流れていた。

「……ウソなのかも、しれないな」

　俺の言葉に、彼女の顔が崩くずれ、紅い瞳からはより多くの涙が溢あふれ出た。嗚お咽えつも漏もれている。

「……葉介はんは、いけずなヒトどす」

　俺は微ほほ笑えみながら、諭さとすようにチーに言った。

「ここへ来る途と中ちゆう、はっきりとわかったんだ。俺のチーへの気持ちは、好きなんて、半はん端ぱな気持ちじゃない。……愛しているんだって」

　チーの耳が、ピンと立つ。

「お前は今まで、気の遠くなるような永い時間を生きてきたんだろう。ポーから聞いた。だけど、そのほとんどは絶望と呼べる孤こ独どくな時間だったはずだ。違ちがうか？」

　チーは瞳を丸くして、ただ俺を見ていた。大おお粒つぶの涙が、とめどなく流れ出ている。

　俺はそのまま、素す直なおな自分の気持ちを、チーに語った。

「俺はそんなお前を、少しでも癒いやしてやりたいんだ。そりゃ、俺みたいなちっぽけな人間が、本当にお前を満足させられるかはわからない。……でも俺は、俺の心や時間や細胞や……俺が持つ全すべてを使って、お前の孤独を癒したいと思う。本気で思う。

　お前の一生の中で、俺が生きている時間なんて、ほんの一いつ瞬しゆんなのかもしれない。だけど、たとえ俺が死んだ後でもお前に残る、そしてお前を癒し続ける思い出を作ることはできるんじゃないか？

　……そんな思い出を、これから一いつ緒しよに、数え切れないほど、作ってみないか？　……俺と、たまもと、お前でさ」

　泣き崩くずれながら、チーは俺の胸に顔を埋うずめてきた。華きや奢しやな体が、細かく震ふるえている。

「うう、葉介はん！　葉介はぁん」

　顔を上げて、チーが俺を見た。本来端たん整せいな顔つきのチーの顔が、泣きすぎで、滑こつ稽けいなほど不細工になっていた。しかし俺にとっては、そんなチーの顔がたまらなく愛いとおしかった。

　……そう、もう言葉なんてなくったって、お前なら感じているはずだ。俺が、お前を、たまらなく愛しているってことを。

　ごく自然な気持ちで、俺はチーを抱だきしめた。……そして、彼女のおでこにキスをした。彼女のことを、俺の全すべてで、愛しながら。




　どれくらい俺たちはそうしていたのだろう。やがて勢いよくチーは顔を離はなし、俺を見上げた。

「もう！　葉よう介すけはんは、ホンマいけずなヒトやわぁ。こういうとき殿との方がたは普ふ通つう、お口に接せつ吻ぷんしはるもんどすえ！」

　さっきまで泣いていたくせに。俺は、チーの頭を撫なでてやった。

「……また、今度な」

　チーは少しふくれた様子で俺を睨にらみ、そして、優やさしく微ほほ笑えんだ。

「そうどすな。……またの今度に、とっときまひょか」




　かわいらしく微笑んだチーの体が、ほのかに光った。俺の腕うでの中で、静かにチーは消えてゆき……たまもが、帰ってきた。

　ゆっくりと、たまもの黒い瞳ひとみが開いてゆく。自然と、俺の瞳からは涙なみだが溢あふれてきた。

「よ、……葉介？」

　俺を見つめながら、たまもが笑った。懐なつかしい、笑顔。俺の頰ほおを、涙が伝わってゆく。

　たまもが帰ってきた。その安あん堵どと幸せが、俺を包み込んできた。おかえり、たまも。……ああ、たまものことが、愛いとおしい……そう思ったとき、……紫むらさきの呪のろいが、……容よう赦しやなく俺を襲おそってきた。

「うわぁっ！」

　俺はたまものことを思いきり突つき飛ばし、彼女は弁べん天てん堂どうの手すりにガツンと頭をぶつけた。

「いったーっ！　なにすんのよ！」

　勢いよく起き上がったたまもの拳こぶしが、この上なく正確な角度と速度で──

「おぐゎっ！」

　──俺の肝臓レバーに突つき刺ささった。内臓の全てをえぐるような、にぶい痛み。悶もん絶ぜつしながら、俺は石段の下に倒たおれ込んだのだった。

「ちょ、葉介？　……大だい丈じよう夫ぶ？」

　首を傾かしげながら俺を心配する、たまもの顔。その向こうで、ライトアップされた弁天堂が、赤く鮮あざやかな色を放っていた。




　──チー、いまの俺の歪ゆがんだ顔が、見えているだろう？　お前が心配なんかしなくたって、俺はとっさに人間の急所を正確に突ついてくる女の子なんて……あんまり好きじゃないかも、しれないぜ──







Hello world.




　僕はいま、学校の天文台で葉よう介すけと新にい美みを待っている。新しいモバイルＰＣは、性能度外視でとにかく丈じよう夫ぶなやつを買ってみた。意外と使い勝手は良い。kagura_ver 1.24がサクサクと動いている。




　いかなる複製技術も跳はね除のけたＳＴＰデータだが、実は案外簡単にコピーできていた。……要は、コピーをしなければ良かったのだ。

　ＳＴＰデータにかけられたコピープロテクトは、文字通りコピーだけを禁止するもので、読み込みほかの処理は問題なく可能だった。僕は試ためしに実行プログラムには逆コンパイルをかけ、ドキュメントファイルは出力画面をリダイレクトしてみた。結果、このとおりすんなりと全すべてのファイルを複製できてしまった。

　おそらくコピープロテクトの製作者側がわが、霊れい子しや御み霊たまの超ちよう自然的な力を万能だと過信していたのだろう。プログラムそのものの出来は、ひどく稚ち拙せつだったということだ。




　そんなわけで最近僕は、朝も夜も授業中もずっと、このkaguraのプログラムに手を加えている。ＳＴＰでできることを考えると、新しいコードが次々と湧わき出して、僕の指は止まらなくなってしまう。夢の中ですら、プログラムをいじっている。

　といっても、僕にはウィラポンみたいに他人を洗脳したりして社会を牛耳ろうとか、そういう反社会的な野望めいたものはない。目的もなく、ただ美しいコードを紡つむいでいるだけで、楽しいのだ。人が山に登る理由も同じようなものだろう。ただ、ペンタゴンにバックドアを仕し掛かけるくらいのことはやるかもしれない。……人が山に登るのと同じ理由で。




　ここに真新しい一枚のプレートがある。『超常現象研究部』と書いてある。さっき僕が書いた。部員は僕と葉介、それに新美たまも。部室はこの天文台を使わせてもらう。新美は入部を心の底から嫌いやがったが、なんとか葉介に説得してもらった。新美も生徒会も、名目上の顧こ問もんを引き受けた大おお橋はしも、まさか本当に超常現象を研究する部だとは夢にも思うまい。




　そういえば今日、やっと上うえ野の東とう照しよう宮ぐうの立ち入り禁止が解除されるらしい。上野東照宮で起きた謎なぞの猟りよう奇き殺人事件は、被ひ害がい者の身元が不明のまま迷めい宮きゆう入りすることになりそうだ。あの参道にも、徐じよ々じよに人通りが戻もどることだろう。

　以前、葉介は僕に「上野という街には、生と死、両方のイメージが混在している」と語った。確かにそうなのかもしれない。江え戸ど時代には上野の山に寛かん永えい寺じの荘そう厳ごんな伽が藍らんが立ち並び、ふもとには門前町が賑にぎわいを見せていた。山の上に死の象しよう徴ちようがあり、ふもとの街に生の象徴がある。それは現代においても、上うえ野の公園に死人の遺物を展示した巨きよ大だいな伽が藍らんのようなミュージアムが立ち並び、ふもとにはアメ横よこに代表されるバザールのような街が賑にぎわいを見せている点で、まったく変わっていないように思える。




　天文台のドアが開いた。葉よう介すけと新にい美みがやって来た。葉介が軽く僕に挨あい拶さつをする。新美は不ふ機き嫌げんそうに僕を睨にらむ。部屋に入る直前までイチャイチャと手を繫つないでいたのだろう。二人はウサギとカエルの軍ぐん手てをしていた。




　これから僕たちは、もしかしたら世界を変えるような何かを見つけるかもしれない。伽藍とバザールが共存するこの街から、できれば僕は、あの世とこの世とをコーディネイトしてみたいと思っている。








了









あとがき




　こんにちは！　出で口ぐちきぬごしです。はじめまして。

　お読みいただき、本当にありがとうございます。いやぁ、うれしいですねぇ。けっして大げさではなく、作品を読んでいただくことは、作者にとって跳とびあがるほどうれしいことです。たぶん、読者の方の想像の８倍くらい、僕は喜んでいると思います。

　とくにこの作品は、僕が生しよう涯がいではじめて書いた小説です。「こういうの読みたい」って思いでガムシャラに書いて、電でん撃げき小説大賞に応募したものなんですよ。応募したときは、ブログ風の日記体でした。日記形式で話が進んでいく、古い文学の手法ですね。いまでもそのままの表現の箇か所しよはありますが、まぁ、いまよりもっともっと、読みにくい作品だったと思います。

　編集の方の厳しい指導を受け、だいぶ読みやすくなったと思います。が、まだまだ「あら削けずり」の感は否いなめません。しかし！　読者の方には、その「あら削り」の部分も含ふくめて、楽しんでいただければ幸いです。

　はじめての小説なんで、僕もなんだかイキがっていたんでしょうね。この作品では、わかりにくいものを、あえてわかりにくいまま配置しています。たとえば最後の天てん王のう寺じのセリフ、『伽が藍らんとバザール』というのは、オープンソースソフトウェア開発に関する有名な論文のタイトルだったりします。まぁ、そういう隠かくされた意味みたいのを探すのが好きな方は、二度三度お読みいただくと、新しい発見があって楽しい作品かもしれません。そしてもし、二度三度お読みいただければ、僕は粗そ相そうをしてしまうほど感激することでしょう。恥はずかしながら。

　そうそう、執しつ筆ぴつ中、僕は音楽でイメージをふくらませていました。この作品を面おも白しろいと思った方は、その音楽を聞いていただくと、さらに楽しめるかもしれません。一応記述しときます。たとえば、新にい美みたまも→『おかしな二人』（ユニコーン）。やみくろ＆彰しよう義ぎ隊たいの怨おん霊りよう→『EXTRA』（Ken Ishii）。最後の天てん王のう寺じのところ→『Camargue』（CJ Bolland）。……ってな感じです。

　聴ちよう覚かくの次は視覚。どうかこの本を閉じる前に、もう一度「をん」さんが描かいたキャラを見てください。……どうすか？　かわいいってのは当たり前。構図やポージングが素敵ですよね。才能がなくちゃ、こんな絵、描けませんよ。幸せ！　ありがとうごぜぇます、「をん」さん！

　ひとりじゃ本は出せません。編集部の方々はもちろん、この作品に携たずさわった全すべての方々に、感謝いたします。制作過程だけじゃないですよ。書店員の方や、流通ほかの方々にもです。

　そして小説というものは、読者の脳の中で、完成するものです。結果、作品が面白かったかは個々の脳内で違ちがうでしょうが、全ての読者に感謝します。本当にありがとうございました。

　二巻はもっと面白いと思うので、よろしうおたのもうします。……二巻が出せれば、ですが。
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出で口ぐちきぬごし

東京生まれ。モンハンでは、ガンランスを愛用する。竜撃砲を発射する前の、ソオォォォッ！って音が大好き。すばしこいモンスターだとなかなか撃てないんだけど、どうでもいいぜそんな事柄。
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をん

福岡県在住。趣味は料理と釣り。電撃文庫さんでは本作で初めて挿画を担当させて頂きました。よろしくお願いしますッ！
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